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大阪府箕面市の力ミキリムシ
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カミキリとの50年間を
ふりかえって

草間 慶一

虫と生化学, カミキリと放射性同位元素, 味と本業です. 本業のほうは昭和62 年3 月31 日に
終了し, 今後はカミキリについてのみとなりました.
カミキリを本業にしたいと思ったのは, 湘南中学の4 年生 (昭和15 年) の夏, 家中で長野県の白骨
温泉に行ってたくさんのカミキリを採ったときからです.  このとき上高地にも行き, 帝国ホテルの庭
でキベリカタビロハナカミキリを1 頭採集して大喜びしたのです. その頃の図鑑に非常に稀とあった
からです.
私が虫を採り出したのは昭和5 年頃だったかと思います. 叔父が世界的な のコレクターだったの

で, 私も最初は蝶を集めていました. 逗子町 (現在は市) の中を5 回転居し, 6 回目の昭和10年に小
学校の近くの家を買って, 静岡に来るまで住んでいたのです. この5 年生の時, 机に2 人一緒に座っ
たのが現在の田中明博士(北海道大学教授) で, 「蝶より甲虫のほうが面白いぞ」と言われ, 一緒に逗
子の山や神武寺に採集に行き, すっかり甲虫のとりことなってしまったのです.
三浦半島以外に採集に行ったのは, 前に書いた白骨が初めてで, 16 年には父と八ヶ岳に, 17 年には
野尻湖に一緒に行きました・ 18 年には小比賀正敬博士(慶応大学教授) が湘南中学1 年生だったとき
で, 一緒に奥日光の湯元から金精峠を越え, 管沼や丸沼に採集に行きました. この時, キベリカタビロ
ハナカミキリがたくさんいて, 約300頭ぐらい採集しても, まだ採り切れなかったほどです. 19 年に
は湯元から鬼怒川に出て尾瀬まで歩きました.  本当にハナカミキリがたくさん採集できたことを覚え
ています.

新種とおぼしきものを見出したのは, 大学院生の昭和28 年のことでした. 小比賀正敬・ 露木繁雄両
氏と2 日間かけて転付峠を越え, 南アルプスの奥深く二軒小屋に入り, 東俣に2 日ほど採集に出かけ
たものの雨で結局二軒小屋に戻り,  車屋沢の近くでョツスジハナカミキリに似ているがそれょり小さ
いカミキリを採ったのですが, その時これは絶対新種だと確信しました.  これがヒメョツスジハナカ
ミキリでした.

この時, 西俣からハイマツ帯を踏み越えて悪沢岳の近くに出たのですが, その普労は大変なものだ
ったので, これにこりて以後は道のない所は二度と通りません. 実は, この時初めて3,000m以上のピ
クを踏んだので, ついでに赤石岳にも登りました. 日本には3,000m以上のピークが27 あり, 現在
まで登っていないのは3 つ, すなわち塩見岳, 仙丈岳, 木曾御岳です. 今まで登った一番高いピーク
は, アラスカを除いてのアメリカ合衆国の最高峰, 北部カリフォルニアにあるMt. Whitneyで, 標高



1,500 mくらいまで自動車で行き, あとはテントを背負って3,800 mくらいでキャンプ, 4,418 mのピ
クを踏みました. l960年のことです・
昭和31 年だったと思いますが, 南アルプスの一番南にある3,000 m以上のピーク, 聖岳に登ったと

きのことです. 山小屋でいろいろな話をしているうちに,  日本産のカミキリのリストが欲しいなどと
いうことになり, これがきっかけになって昭和34 年発行の「新しい昆虫採集 (下)」 (京浜昆虫同好会
編, 内田老鶴圃) の日本産ヵミキリの生態と採集法一覧表となったのです・ その後2 回訂正し, 4 回日
に高桑正敏氏がいつそのこと図鑑にしようではないかということになって,  「日本産ヵミキリ大図鑑」
( 日本相翅目学会編, 講談社) が出版され, 私のカミキリに対する思いも一段落したのです・
関西には古くから甲虫屋さんの会があり, 記載論文中心の雑誌も発行されていたのですが, 東京に
はそういったものがなかったので, 衣笠恵士博士らと日本華自翅目学会を設立し, またElyt「aという雑
誌も誕生しました.
振り返ってみますと,  日本全国くまなく歩き回つたっもりですが, ;e:岐と対馬には行ったことがな
く,  とくに対馬にはまだ私が持つていないカミキリが数種もあるので, 来年にでもぜひ採集に行きた
いと考えています.
外国でカミキリが一番たくさん採れたのはパプアニューギニアで,  こんなに無数にいるところは他
にないのではないかとすら感じたほどです. その他, 私自身が行ったのはアメリカ合衆国の西部と東
部, カナダ, 台湾へは6 回, 中国の雲南省, タイ北部, インド北部です・ アフリカの標本は前述の田
中教授から,  オーストラリアのものは東京大学の教授の方にかなりたくさんいただきました・  カミキ
リが多いのにまだ行っていないのが南アメリカで, そのうちここもぜひ行ってみようと思っていると
ころです.

1987 年 10月 1 日 記す
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ｫカミキリ座談会ｻ -

~草間慶一先生を囲んで~

出席者: 草間慶一 ・ 小比賀正敬・ 新堀豊彦・ 露木集雄
高桑正敏・ 藤田 宏(司会) ・ 小笠原 隆

期 日: 1987 年6月 6 日 場所: 神奈川県立博物館

草間先生の力ミキリのルーツを探る

藤 国: 本日は遠いところをどうもありがとうございました.  今まで珍品を語る座談会はたくさんや

ってきましたが, 今日は草間先生を囲んで, カミキリ一筋50年を振り返った座談会をやってみたいと
思います. まず草間先生に, なぜカミキリを始めたのかという小学生の頃からの話をお願いします.
革 間: 母の叔父がチョウのすごいコレクターだったんです. その影響で, 5 才頃からチョウを採っ

てたんですね. それで, 小学校の 4 年生までずいぶんチョウを採つたんですけど, 小学校5 年の時に

隣に座っていたのが, 今北大にいる田中明さんでして, 彼がチョウより甲虫の方がおもしろいから一

緒に甲虫を採りに行こう, というんで甲虫を採りだしたんです. それから, 中学も同じ湘南中学 (現神
奈川県立湘南高校) で, 一緒に「博友会」へ入つたんですけど, その「博友会」は, 我々 が入るまでは

チョウ屋ばかりで, 我々 が甲虫屋では最初ではなかったかと思います. それで甲虫を全部採ってたん

ですけど, 僕が本当にカミキリ屋になろうと思ったのは, 中学4 年の時(昭和15 年) に白骨温泉へ行
って, ハナカミキリをすごく採つたんですょね. それでもうすっかり嬉しくなって, それから実をい
うと上高地へも行って, 細を持ってずっと歩いたんだけど, 誰にも文句を言われなかったんです. (笑)
露 木: そりゃ, そうだろうねえ. (笑)
高 桑: 規制なんか何もなかった頃でしょうからね.
革 間: そこでキベリカタビロハナカミキリを採つたんですね.  その頃図鑑には非常に稀と書いてあ

ったんですよ. それですっかり嬉しくなっちゃってね. (笑) それじゃ, オレはカミキリをやろうって

決めたのが昭和15 年だったんです. それからずっとヵミキリをやっているわけなんですけど, 中学5
年の時は, 高等学校の受験で本当はみんな勉強している時だったんですけど, 夏に父親と一緒に八ヶ

岳へ行ったし, 昭和18 年には, 当時中根さん (中根猛彦氏) が書いた昆虫界の「野尻湖畔のカミキリ」

というのを見て, 野尻湖畔へも採集に行きました. 実は, その時も高等学校の一次は受かったんだけ
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ど, 僕はなにしろ中学 l 年の時に欠席日数が規定よりも1 カ月くらいオーバーしてたのを, 受持ちの
先生が鉛筆で書いてある所を全部消してくれて, 3 日前までにしてくれたんですよね・

藤 田: それは虫を採つてて欠席日数がオーバーしたんじゃないですか?
草 間: 違うよ! (全員爆笑) 夏休みは確かに虫採りに行ったけどね. それで, 大学に入る時に東大の動
物へ行きたいと思って間いたら, 虫屋は歓迎しないって言われてね. それでまあ, おやじが化学だっ

たんで, またうちの親戚に化学出てるのがたくさんいたもんですから, 化学へ入ったわけです・ 虫は,
おやじが趣味にしておけって言うもんですから趣味にして,  今まで結局趣味で通しちやったわけなん
です.
藤 田: どうもありがとうございました.  草間先生のカミキリをやりだしたルーツが湘南中学の頃だ
ということで, その湘南中学の後輩の小比賀先生と新堀先生が今日いらっしゃってますので, その頃

の先生方から見た革間先生が, どういうひどい人だったかを教えて下さい・ (笑)
小比資: 僕が最初お会いしたのは, 虫が原因だったんですね.  コトラカミキリを逗子で採ったと言っ

たら, ウソだ! と言われてね. (笑)
露 木: そりゃそうだ. (爆笑) (分布的に考えられない場所での採集例なので)
小比資: でも本当にキイロトラがたくさんいた薪に来ていて, 平山の図鑑 (平山修次郎: 原色千種続

昆虫図n諾) のイメージをちゃんと覚えてたのね. すく、判ったもの. 本州には稀なり, って一. だからす

ごく嬉しいわけよ. それを小学校の展覧会に出して, 草間先生もご覧になって, 湘南に入った時お会

いして, ウソだ!  と言われた. (笑) そりゃ雲の上の存在だったけど, でもずいぶんお世話になりまし

たよ.  それから僕も本格的にカミキリを始めるようになつたんです. そのコトラの標本は今でも持つ

ていますょ. そういえば, 僕が湘南に入った年 (昭和 19 年) の夏休みを使って, 奥日光へ連れてって

もらったんですけど一.
草 間: 丸沼の立派な旅館に僕らだけだったんだよな.
小比資: 大尻沼で草間先生がォォァオ採られて,  初めて生きているのを見たのでうらやましくてしょ

うがないわけ. あの当時から大沢 (群馬県利根郡片品村) には土場があったんだけど, その土場で僕が

セアカハナ採ったら, 革間先生が怒るんだよ. (全員爆笑) オレは採ったことがないって. しょうがな

いんで, オオアオととり換えてもらって一. いい ト レードだったかどうか判らないけど. (笑)
新 堀: 僕なんか実際には,  革間先生が角幅かぶって湘南に来られるのを違くで見ていたという感じ
で, 湘南生物部では一度も一緒に山に行ってないんです. 大平さんとか, 亡くなった森さん (森 可基

氏) とかと, しょっちゅう山へ行ってたんです. ずいぶんいろいろな所へ行ったけど, 最後の頃は天城

へ行つたんだよね.
小比資: そう, 学校さぼってね. (爆笑)
新 堀: 試験がある前だったのにね.
藤 田: その頃は皆さんがヵ ミキリ屋になっていたんですか?
新 堀: そうなんだよね.
藤 田: 今でこそヵミキリ屋は多いんですけど, その頃はそれほどメジャーじゃなかったと思うんで

すけど一. やっばり誰か 1 人やっていると, みんな始めちゃうんですね.
高 桑: さっき, 雲の上の存在と言われましたけど, どういうところが雲の上だったんですか? 例え
ば, 怖かったとか, やさしくなかったとか, いろいろ表現はあるでしょうけど.
小比資: それはやさしかったですよ. 今でもやさしいでしょ. (笑) あの頃の上級生は神様だったんで
すよね. 1 年上でも大変なのよ. それが10近くも上なんだもの. そりゃ, 平伏するわけですよ・
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す
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堀: そういう意味です.  しかも東大で,  カ ミキリの元祖みたいな方だったから榮め奉つてたんで

力ミキリ分布表作成の経緯と功

藤 田: それでは, 湘南中学時代にさんさ'ん暴れた車間先生が, 時代が経ち, 京浜昆虫同好会に入ら

れまして, 被害者がさらに広がりました. 京浜力ミキリグループ全体にその弊害が及んできた,  とい
うことですけど, その京浜時代のお話しと, それに関連して, 「新しい民虫採集」の末尾に力ミキリの

分布表を作られましたけど, その辺の経紳をお話しいただけますか.
革 間: あれはねえ, 南 /''藤 田: この一番元の分

ア聖岳へ行った時だった

んだけど, 何かこういっ

たものがないかって話が

出てね.
藤 田: その最初の時の

は発行が 1958 年ですか

ら, 僕はまだ5 才くらい

だったんですよね. (笑)
露 木: 「 l958 計画」 と

か言ってね, 同好会の西

川協一大教祖がぶち上げ

てやったわけ. それを 3
回.

小笠原: l958, l965, l971
年の3 回ですね.
草 間: そう, それで最

後に, 4 回目で図鑑にな

ったわけです. ,

草間慶一先生

布表を作る以前のまとま

ったカミキリの資料には

どういうのがあったんで

すか?
高 桑: いちおう, 松下

さんが北大紀要でまとめ

られた論文があって, そ

れが戦前の皆さんがまず

使われた資料だと思うん

ですよね.
革 間: そういえば, 松

下さんにヒナルリハナ送

って, あれがハムシか力

ミキリかでもめた. (笑)
藤 国: 確かにあれは一

瞬考えますよね. 似たよ

うなハムシもあの頃出て

くるし.
露 木: 僕らの頃はもういい時代だったんだよ. すでにそういったものは,  これはカミキリだとか,
これはカミキリじゃないとか判るんだもの, 草間先生のところに行けば一 ・.
高 桑: 戦後出たのでは, 保育社の原色昆虫図鑑の初版が l955 年. だから, 1955 年にはミスはあっ

たにしてもちゃんとした図鑑という形でまとまっていた.
藤 田: そうすると, 最初の分布表を作る時に, いちおう足がかりとなるものはあったんですね.
高 桑: 図鑑は戦前からあるにはあったよ. 特に平山のシリーズとか神谷の甲虫図譜なんかも.
小比資: 松村さんの変な絵のもので, ただしネキがいつばぃ出てるのもあった. (笑)
藤 田: しかし,  カミキリ分布表の草間先生の一番の功績は, 珍品度をたくさん書いて下さったこと

で, これが非常に励みになったんですょね.
露木・ 新堀: そうなんですよね. あれは非常にいいですよ.
藤 田: 一番最初のなんですけど, 珍品度が6 段階方式になっていて, 「最も普通」 「普通」「やや少な

い」 「少ない」 「稀」 「非常に稀」 と書いてあって, 高校生の僕としてはそれだけが励みで, どんなに努

力しても 「やや少ない」 くらいまでしか採れないんですよね. それで, 「非常に稀」 というのを生まれ
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て初めて採ったのが, 上野公国のテッイロヒメで, なさけないん

ですけど, 最初のリストには 「非常に稀」 になつてて, ああォ

レもやっと 「非常に稀」 という虫を採つたんだって感激したんで

す. (笑)
露 木: 今だってそうだよ. 北隆館の図鑑がなぜ不評なのかって,
それが入ってないからなんだよね.
藤 田: だいたい図鑑の解説の中で,  記載の難しいところを読む

人は少なくて, 最後の何で採れるのか,  とかそういうところしか

読まないんですよね. さらにリストに, 持つてる虫に白丸付けて,
自分で採るとその白丸を塗りつぶす.  ずいぶんそういう活用をし

たものですよね. (笑)
露 木: みんな同じことやってる. (笑)

思い出の力ミキリ達

革 間: カミキリで最初に採った新種というのはヒメョツスジハナなんですよね.
露 木: あれは僕が初めて南アへ本格的な採集に引っばってってもらった時のやっですね.
草 間: 絶対新種だと思ったもんね, 採った時に.
小比資: 飛んでても何か 囲気が違いましたからね, あいつは.
藤 国: そういう野外の直感つていうのは当たるんですよね.
革 間: それでね, あれを大林さん (大林一夫氏) のところへ持つてつたら, ああ, これは普通のョツ

スジハナだってね, それで中根さんのところに持つてつたら, あっ! 新種だ, というんで, ところが実

は大林さんのところにも標本を置いてきてたもんだから, それじゃあと, OHBAYAsHI et NAKANE っ
て具合になったんですょ.
藤 田: あと革間先生の名前が付いているので,  キベリカタビロハナとか, チャイロヒゲビロウドな
んかもありますけど.
革 間: あの (キベリカタビ,:,ハナの) 黄色いやっね. あれは本当, 最初南アで採った時は1、fいたね.
高 桑: 実はあの黄色いのにも, 本当に汚ない黄色のと, 赤っぽいのと, 2 つの型があるんですょね.
小比資: じゃあ本当に汚ないのが kusamai だよ. (全員爆笑)
藤 田: あと, チャイロヒケ ビロウドも, 最初に車間先生が発見されたんですか?
草 間: そう, 逗子でね.
露 木: あれは, ニセピロウ ドとかとはどうしても違うんで持つてったのよね.
革 間: それで前はね, イギリス人が名前を付けた何とかって種で言われていた ( t ut,, loomis) んだけ

どね, ところがロンドンで見たら全然違うんですよね, これが.
藤 国: あと革間先生が採られた感激のある珍品とか, そういうのがありましたら一 ・.
露 木: やっばりオオトラじゃないですか?
高 桑: いやあ, それは偶然にしても, (笑) ほら, あるじゃないですか, Aragea mizunoi.
草 間: あ一そうだ!  あの天城で採ったやっね.
小比資: 採った時, 喜んだっけ?
露 木: わり一こと言ってる. (笑)
草 間: あれは判んなかった, 何だか. 小さくて. それで方々 に貸してる間に足とられちゃってね. (笑)
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高 桑: 触角もね.
革 間: そう, 採った時はちゃんと完全な標本だったんですよ.
小比資: あれは水生池から八巻林道にあがっていく途中の叩き網
なんだよね.
藤 田: やっば, 採った瞬間,  ホソヒケ'ケブカとかクリイロチピ
ケブカじゃないと思われたんですか?
草 間:  うん, 変なもの採ったな一 って思いましたよ.
露 木: あれは,  小比賀さんがヒケ'ナガヒメルリ採った時だった
かもしれないな. 7 月10日じゃないの?
小笠原: だいたい覚えているんですょね, そういうのって.
露 木: そうなんだ,  とんでもないこと覚えてんだよ. (笑)
高 桑: ところで, オオトラはどうやって採られたんですか?
草 間: オオトラはね, 日光の管沼で薪が積んであったんですよ,
かなり高く.  それで下から見たら何かカミキリみたいな頭が見えて,
トラだったわけ.
高 桑: その発見者は誰だったんですか, 最初の.
草 間 : 僕だよう, 何言つてんだよ . (爆笑)
高 桑: でも, こういうヶースが多いの, 僕知つてます. あっ, あそこ

あって言ったら, どれどれって草間先生が採つちやうの. (笑)
草 間: いやあ, それは違うよ. (笑)

l l
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それで上へあがってみたらオオ

に何かカミキリの頭が見えるな

藤 田: 革間先生は, 今日本のカミキリは何種くらい持っておられるのですか?
革 間: いやあ, 数えたことないからなあ一・.
高 桑: いえいえ, 車間先生は勘定してます. なぜかと言うと, 僕のところに紙よこしましてね, これ
だけォレ持つてないからお前何かよこせって一 ・ . (笑) ところが革間先生持つていないやっなんかも
う相当の珍品ですから, 僕だって持つてないんですょ. 無茶を言っては困りますよ. (笑)
革 間: 何しろ, 昔の日本産で40何種かしか持つてないのがなかったんだけど一 ・ .
藤 田: でも, 今だいぶ增えましたからね.
革 間: そうなんだ~.
藤 田: 大図鑑で670ですけど, あとまだかなり増えそうですからね.
新 堀: だってもう10~20種くらいは增えてるでしょ.
露 木: まあ, かなりいい加減そうなのもあるけど一 ・ .
革 間:  う一ん, 別種じゃないと思うのがずぃぶんあるんだけどねえ.

海外でのご活 の数々

藤 田: 海外では, 今年台湾に行かれてるんですょね.
革 間: 台湾は5 月の連休の時行って, 2~3 種判らないのがあるんだよな. 台湾のカミキリはドイツ
箱で 10箱くらいあるかなあ.
藤 田: 台湾のカミキリ図鑑という話もたち消えになってしまったんだけど一 ・.
高 桑: しかし, それはどうしてたち消えになったんだろうねぇ, フジタ君?
藤 田: 先生がご病気になつたんで一 ・. (笑) 最初, 車間先生が作ったリストを改訂して, それに図
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版を付けて出したいと思ってたんですけど,  その改訂するのがも
のすごい手間で, 先生にそれをやっていただくと, 奥さんとお嬢
さんに恨まれるんじゃないかと思って違慮してるんですょ. (笑)
高 桑: 上手だなあ. (笑) 本当は藤田君が担当することになって
たんです. だいたい總翅目学会の席上でね,  日本産と台湾産のカ
ミキリ大図鑑を2 冊作る, それで日本産の担当は僕がやって, 台

湾産は実は藤田君がやるという ことになってたんです. で, 僕が

日本産をやっているのを見てて,  とてもあんなに時間使うのはイ

ヤだ!   という風になって,  台湾産はじゃあ逃げちゃおって逃げ

て ・ ・ ・ ・

.

藤 田: いや,  ちょうど今からやろうかなあ,  という時に先生倒
れられちゃって一 ・ . (笑)
新 堀: しかし, 台湾には何種くらいいるんだろう?

藤 田: あのリストではいくつでしたっけ? 600 く らいですか?
露 木: 600はないんじゃないかな. (実際にはある程度の疑間種を入れて617 種)
高 桑: 割と思ったより少ないんですよね. 名前を付けなきゃいけないのが沢山あるんですょ・
小笠原: 名前が付いてるのがそのくらいですね. じゃあ, あと判らないのが 100単位であるんだ・
革 間: そうなんですよ, たくさんあるんです.
藤 国: そのうち500以上は日本にありますからね. せめて標本写真だけでも並ぺたのがねぇ, 図鑑
は無理でしょうけど.
新 堀: そうですね, やっといた方がいいのかもしれませんね.
小比資: ところで草間さんは, アメリカでもずいぶん開拓されたでしょう.
草 間: ええ, アメリカでは約400種採つたんですょね. それでアメリカ人のひとりをヵミキリ気違
いにしちやって一 ・ . (笑)
露 木: 衣笠さんともアメリカで会つてるんでしょ. で, 戻ってきて彼も気違いになっちゃって・ (笑)
章 間: アメリカでは西部に2 年, 東部に約1 年3 力月いて, アメリカのカミキリ l200種のうち,
約400採ったわけです. あと, 交換して半分くらいはあるんじゃなぃかな.  ドイツ箱で9 箱あるから・
小比資: 入れ替わりに僕が行つたんですょね.  アリゾナから話があって, あんな変な所に行くのはイ
ヤだって言ったら, 草間先生が, あそこは有名な採集地だからぜひ行けって・ (爆笑)
藤 国: 草間先生は, 台湾, アメリカ以外の海外では, ニューギーア, 中国, タイ, インドへも行かれ
てるんですょね. 南米とアフリカくらいですか, 行ってないのは?
革 間: でもアフリカはね, 北大の田中 明さんが米作を教えにずいぶん行つてて,  ところがね, 米

を作る所は力ミキリがいないんだってさ. (笑) それでもアフリカのカミキリを2 箱ほどもらったけど,
もう全然名前が判らない. (笑)
露 木: あとソ連へも行ってるでしょ. ネキのダイブ標本とか調べて, あれで相当判つたんだよね・
草 間: 何しろ, ソ連に文部省から行った連中は沢山いるんだけど, みんな3 カ月というのを2 カ月
くらいで帰つてきちゃうらしいんだよね. 僕は1 力月延期したんですよ. (笑) 帰ってきたら, あなた

みたいな人は初めてですって一 ・ . (爆笑)
小比資: あれ, いつから行かれたんでしたっけ?
草 間: 4 月から 6 月までの予定で一・.
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新 堀: そりゃ, 1 カ月延ばしたくなるよね. (笑)
藤 田: 海外の話の続きなんですが,  新堀先生は中国とタイに草
間先生と一緒に行かれたんですよね.  ふつう2 回は行けないんで
すけど・ (笑) 草間先生はだんだんお年になられても, ちっとも大
学生と変わらなくて採つてらっしゃるんですけど,  一緒に行かれ
てそのハレンチな採り方はどうでしたか?
新 堀: いやあ, 感服をしましたね, 本当に.  よくあそこまでお

やりになるというね.  私なんかずっこけちやって, 途中でいやに

なるんだけど, 絶対やめないですね.
藤 国: 沖縄なんかで会った時も,  全然大学生と変わらないです
もんね.
新 堀: だいたい中国へ行った時なんか,  バスに乗る時も必ず先
生が一番入口に近い所に座るんですょね. (笑) 誰よりも先に降り
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られるようにって, これがすごい! (笑) 先生, もっといい所に座って下さいって言っても. いや僕はこ
こでいいって一 ' ・  (全員爆笑) それからタイの時も,  ドイステップ(チェンマイ近郊) ではじめ先生
全然花に当たらないんですよ.  それでこの木にいますよっていい場所へご案内したら, その木に半日
いらっしゃいましたよ. (笑)
藤 田: そのあと秋山秀雄君がその木に行ったら, 花が全部散ってたって. (爆笑)
新 堀: とにかくたいしたもんです. それで僕が非常に不思議だと思ったのは, 著い所でャッヶ着て,
七ツ道具全部持ってね, 僕なら死んじゃいますょ, あれは. (笑)
藤 田: それは還暦の頃ですよね, 3 年くらい前のことですから.
革 間: でもやっばり, 最近体力が落ちたと思うよ.
小比資: ふつう今の言葉, 30か40の頃に言うもんですけどね. (笑)
藤 田: あの採りたい, 採りたいっていう気持は, ふつうそこまで統かないんですけどね. たいてい
卓上採集の方にいってしまうんだけど. (笑)
新 堀: その方面はその方面で頑張っておられる. (笑)
高 桑: 有名な話でね, 誰かが珍品を採つたって言うと,  どれどれっていっの間にか草間先生の毒管
の中に入つてる・ (笑) それで, まだ生きてるうちに自分の毒管の中に入れたから, これは僕が採つた
んだってね. (笑)
革 間: そんなこと言ったかなあ. (笑)
小比資: その辺のところだけは, 若手にも完全に引き継がれてるね. (笑)

これからも草間先生に期待しています

藤 田: それでは最後に皆さんから, 今後のカミキリのことでも, 革間先生との今までのことでも何
でもけっこうですから, 短く, ひと言ずつしゃべっていただいて, それで最後に革間先生にまとめて
いただきたいと思います. それでは年の順で小笠原君から.
小笠原: 僕は四国から出てきたんで, 最初は関東色にも関西色にも染まってなくて, でも結果から言
えば, 関東のカミキリ界のすごくオープンな 囲気が自分の性には合つてたと思います. その関東の
御大として草間先生がいらっしゃって,  僕自身は直接採集をご一緒させていただいたとかいうことは
不幸にしてなかったんですけれども,  そういった東京のカミキリ界の土台を草間先生が作られてきた
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I n わけですから, この意味で, 草間先生には大変感謝しております・
. ,.' ・ これからもますます頑張っていただきたいと思います・

・・; 藤 田: 僕は草間先生とは沖縄で会つたくらぃで'  一緒に採集に

1 行ったことはないんですけど,  僕はだいたい草間先生の孫弟子み
1, たいなものでして, 上に常に怖い高桑さんがいましたから一・ そ

,,. :、. れでサロンに出て,  カミキリニュースをやらされたのが連の尽き

・.jjl で,  そのままズルズルと 20年くらいカミキリをやってきたわけ
です. 草間先生は, 全然先生という感じじゃなくて,  カミキリを

器 集める時のライバルというか,  まったく虫の話をする時は同じ線

◆ 上で話されますし,  それから草間先生が書かれた採集記なんか読
p , んでも, 若いのを追い越してすごく気持ちが良かったとか, そん

なことばかり書かれてますんで,  あまり無理されても困るんです
けど,  日本産全種を請めないでやって欲しいですね・  僕も今はク

ワガタやつてますけど, 諦めないでやるっも りですから・

高 桑: ヵミキリ大図鑑をやったわけですけど, あれははっきり言って, 革間先生に対しての, みんな
を代表しての恩返しというかな, 要するに, 革間先生が関東でみんなを育ててくれて, そういった者
たちが, 今ここまで判りましたよ, というものをたまたまやらされたということです・ 草間先生は, こ
れからも例の, 2 っあったら1 つくれよ, というのをもっと言ってもらって, もっとも最近はもうあ
げないけど, (笑) あまり無理しないで虫採りを続けていっていただけたらありがたいな,  と思つてま
す. それで, あと20年経つたらもう1 回号令をかけて, もう1 度日本のカミキリのまとめをやられ
ることを希望します.
草 間: え一, 20年後にかあ! (笑)
藤 田: もう1 回やらないと悔いが残りますよね・ (笑)
露 木: 僕なんか, 虫はとにかく草間先生のところに出入りして始めたようなものだから,  この惡の
道に路み込んだのは草間先生のせいだという形になっていますけどね.  だから常に先生であったんだ
けど, これは決して虫だけじゃなくてね. 毎晩夜中に押し掛けて (草間先生の家へ), 帰ってくるまで

待つてて一 ・ . なかなか帰って来ないんですよ, 遲くまで・
草 間: あの頃は学位論文をまとめる頃でね, 逗子まで帰っても一杯 んでたもんだから・ (笑) それ

で, ワイフはもう寝ちゃってるんだよね. で, 露木だけが起きて待つてんの・ (笑)
露 木: まあ, そんなことやつてて, ずぃぶんとぃろいろ教わって, でもいつまでも僕にとっては先
生であるし, お元気でやってもらいたいなあ, というのが現在の心境ですね・
新 堀: 私は湘南の生物部で,  じかじゃなかったにしても革間先生の影響下で育てられて・ 湘南中
学・ 高校の生物部の歴史的な伝統というのは, 草間先生を頂点としてあって, その仲間に入れていた
だいたのが大変ありがたかったと思っています. 私は途中で, 仕事力;忙しかったから20年ほどずっこ
けましたけど, 浦島太郎の心境で虫屋の仲間に戻ってきて, だいぶ様子が違ったので大変だったんで
すけどね. (笑) 「月刊むし」を, いきなり高桑君からたくさんもらって, ず一 つと見てたんですょ・ そ
れで燃えたんですけどね. それでカミキリに関しては, 革間先生の切り開かれた道は大きかったし, 今
でもちゃんと元気で一緒に海外の採集旅行ができて, 大変楽しい思いをさせていただいていることを,
心から感謝しています.
小比資: 静大はリタイアされたわけですけど, 虫屋なんてのは絶対リタイアなんかないんだから・ (笑)
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でも, 草間さんが定年というのは, やっばり僕らにもぉぉいなる
感慨があるわけでして, 考えてみれば, 10年経つたら僕もリタイ
アですからね.  そしたらぉぉいに一緒に虫採りに行けると思っ

て, 今から楽しみにしているのね. (笑) どっか虫の採れる所にい

い別荘でも作って下さいませんか? 本当にお体を大切に, いつま

でも元気で虫採りを続けていただきたいと思います.
草 間: 皆さんからいろんなこと言つていただぃて嬉しいんです

けど, 僕自身は日本の中で対馬に行つてないんですょね. 対馬の

カミキリで数種持つてないのがありますし,  それに対馬の虫は朝

鮮系ですよね, だからぜひ対馬に行つてみたいんですょ. それか
ら琉球列島はだいたい行きましたけど,  沖永良部とか行ってない
んで, これも行ってみたいですね.
小笠原: 沖永良部は楽しいですよ. 雑甲虫が全然いない島, 叩い
ても叩いてもヵミキリしか落ちない珍しい島ですよ.
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草 間: それならなおさら行ってみたいですね. あとは南米ね. むし社がツアーで行った時があった
でしょう・ あれが脳内出血した年だったもんだから,  どうしてもワイフが行くの許してくれなかった
んだよね・ それだもんで, 本当にあれは残念だったんだ. また計画して下さいよ, 南米を.
藤 田: 時々 やっていますけどチョウが多いんですよね. モルフォを採るやっとか.  甲虫は難しいで
すよ・ ちょっと1 週間行ったくらいじゃ採り方が判らないから. チョウは飛んでるからいいけど一.
草 間: 何しろ, 南米はカミキリがたくさんいるんですょね. チリの人とは交換したことがあるんで
すけど, ブラジルの方は全然だから一.
露 木: でもやっば, 僕らの頃はとにかく新しい採集地を探し出すのが楽しかった.
藤 国: それは僕らも, サロンに高校生の時行った時さんざん言われたんで, やっばり今でも, 有名
な所も行きますけれど, 基本的には全然違う所に行くとかやつてます.
露 木: これは革間さんの影響なんだけど, でも実に大切なことなんだよね.
藤 田: じゃあ, そろそろこの辺で時間にもなりましたので, 最後に草間先生の健康を祝って, 新堀
先生に乾杯の音頭をとっていただきたいと思います.
新 堀: それでは, 本当に先生, ひとつお元気で, いつまでもリーダーとして頑張っていただきたい
と思います. よろしくお願いいたします. ありがとうございました.
全 : 乾杯 !

(編集・ 文責: 小笠原 隆・ 高桑正敏)
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北海道のカミキリ相

竹 田 昌 史

北海道地方には, 日本産のおよそ1/3 にあたる200種類以上のカミキリムシが記録されている. し
かし, 北海道でのカミキリムシの記録は一部の地域に集中し, いまだに未調査の地域は数知れない.
一方,  日本のカミキリムシの分布を考えるうえで北海道は非常に重要な地域である. 古く北海道成立
以前に分布を広げた, l日北区系, 南方系の適存種に加え, 北からの寒流に乗って分布を広げつつある
もの, 逆に南からの暖流に乗ってやってくるものがぶっかり合い,  これらの要素がからみあって, 非
常に興味深いファウナを形成している.
以下, 各亜科ごとに北海適における力ミキリムシの分布について述べてみたいと思う.
今回北海道のカミキリ相を語るに当たって, 便宜上北海道を6 つの地域に分けて呼ぶことにする.
道南一 - 黒松内低地帯以南の地域
札幌周辺・ ・ 黒松内以北から石狩平野までの地域
日高一 - 日高山脈以南の地域

道央一 一旭川周辺 (大雪山脈を含む) の地域
道北一 - 天塩・ 留萌周辺より北の地域
道東一 一大雪・ 日高山脈より東の地域

以下の文中では, 特記なき場合は上述した地域を意味するとお考え願いたい.

1・   ノコキ リカミキリ亜科

ウスバ, ノコギリ, コパネの3 種類が全道に広く分布すると思われる. 各種とも, 今まで記録のな
い島々 での調査を期待したい.

2.   クロカミキリ亞科

ク ':'力ミキリは道南での記録はあるようだが, 筆者の知つている限りでは採集した人を知らない.
少なくとも, 本州ほど個体数は多くないであろう. かって筆者が高校生であった1976 年頃, 小樽の天
狗山で確かに採集した記憶があるのだが, その当時はそれほど貴重なものとは知らずに友人に讓つて
しまった・ その友人は.昆虫採集をやめてしまい, 標本の所在も不明なので今となっては確証がない.
札幌周辺の虫屋の記録を期待したい.

3.   マルクピカミキリ亜科

ムネッヤサビ, オオクロ, ヒメマルクビヒラタ, オオマルクビヒラタ, トドマツが全道的に普通であ
る・  ツヤナシトドマツは数例道央での記録がある.  しかし, 筆者たちの確認した多数の標本中には見
出せず, かなり少ない種なのかもしれない. ぜひお手元の標本を見直していただきたく思う.  ッシマ
ムナクポは, 道南で採集されている.  これは海流によって分布を広げていると思われる種類であり,
苫小牧や日高の西海岸でも採集される可能性がある. ホソトドマツの採集例は道央, 適北に集中し,
あまり多くないが, 筆者は千歳市内でェゾマツの生木に集まっているところを多数採集したことがあ
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る. 発生時期が8 月上旬以降と遲いため,
これまであまり調査されておらず, まだ

隠れた多くの産地があることと思う.
この亜科のカミキリは各種とも分類上

の問題点が多く残っていると思われ, も

っと細かな調査・ 研究が必要であろう.

4.   ホソカミキリ亜科

ホソカ ミキリが全適的に普通

5.   ハナカミキリ亞科

図 1. エゾマツ衰弱木上のホソトドマツカミキリ.
この亜科については, 森, 浅野, 岡本

3 氏による詳細な報告がある (ちくばききり, (1): 1-51) ので詳しくはそちらを参照されたい.  ここ

では, 若干重複する点はあるが, 特徴的なもの等について述べておくことにする.
モモグロハナは道東の川湯における 1 例のみである. カラフトトホシハナとトホシハナは, 混接地

でも場所的または時間的な接み分けを行っていて, 同じ日に同じ場所で両種が採集できることはほと

んどない. この両種の正確な分布・ 生態の報告が待たれる. コアオハナの記録が1 例あるが, 花上に

集まるという生態から考えると, もともと土着しているものであれば今まで l 頭しか採集されないこ

とは考え難く , したがって偶産の可能性が高い.
セスジヒメハナ以外のPidoni'aは, 私は偶産か, 誤記録ではないかと考えている. もし本当に産す

るものなら, もっと大量に採集できるはずである.
ヒケ'ブトハナは, 幼虫が大木のうろの部分に寄生するので, そのような大木が多く残っているよう

な林の中ならどこでも棲息している可能性がある.  スミイロクビポソハナは大雪山系以外の記録はな
いが, 知床や天塩岳等には産するのではないだろうか. ヤマトキモンハナは, 今までのところ非常に

採集例が少ない. 札幌周辺や道南の積極的な調査が待たれる. また, ミヤマルリハナ, ク,:,ルリハナは
札幌周辺を除けば採集例は少ない. ョコグロハナは朱鞠内湖周辺以外の記録は観平の1 例だけだが,
道央, 適束, 道北の湿地帯を捜せば発見できるような気がする. 筆者の経験では, 蒸し暑いときにじめ

じめした場所で採集された個体が多い.  カラフトョツスジハナは, 最近札幌周辺でも採集された. 道

央, 日高の西側での記録が待たれる. エトロフハナも, 最近積丹半島や稚内で採集され, 北海道の海岸

地帶の調査を進めればまだ産地は增えることと思う.  このカミキリは, 千島海流に乗って分布を広げ

ている典型的な例であろう.
カェデノヘリグロハナ,  クロサワヘリグロハナは, 分布は局地的だが個体数は少なくない. 両種が

同一場所に分布している場合, 時期的に完全に棲み分けを行っていて,  カェデノヘリグロハナが姿を

消してから数日後にクロサワヘリグロハナが現れる.  タテジマホソハナは札幌周辺と道南でのみ採集

されているが, 採集例は非常に少ない.  ニンフホソハナは石狩平野西部以南に分布し, 場所によって

は多産する.  ヨスジホソハナは道央以東にしか分布しないと思われていたが, 苫小牧での分布が確認

され, タケウチホソハナとの棲み分けの間題とともに詳しい分布調査が必要である.
アイスホソコバネは, 朱鞠内以外での記録は愛山渓の1 例しか発表されていないが, 暑寒別岳周辺

や, 道北での採集例もあるようである. 採集者の発表を待ちたい. オニホソコバネは道内全域で採集

されているものの, 個体数は少ない. ホソコバネは, 1980年に札幌市円山で浅野正信氏によって大量

r
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に採集されて以来, 大珍品から駄物に落ちてしまった感がある. 全道に広く分布するようである. -
方,  ヒケ シロホソコバネは札幌周辺の記録しか知らない. 円山では前種と混接しているが, 時期的な
棲み分けを行っている. 前種の産地で,  もっと遲い時期に採集をしてみて欲しい.  ウスリー ホソコバ

ネは本当にホソコバネと別種なのだろうか? 筆者達の円山のホソコバネをみると判然としない個体
も多く , 再調査を行う必要があるであろう.  またホソコバネとッヤホソコバネが本当に同種なのかど

うかについてもいろいろ疑間があるのだが, 字数の関係上別の機会に讓りたいと思う.  カラフトホソ

コバネは北海道には分布していないのではないだろうか. 筆者は, このカミキリはLarix (ヵラマツ属)
依存種ではないかと考えている. 本州での分布を見ても, 天然のカラマツが分布している地域でしか

採集されていない. 北海道には天然のカラマツはなく植林のカラマツのみであるので,  もしこの考え

が正しければ分布しない可能性が高い (t準太にはグイマツとい、つ Larlx属の樹種が分布している).

6.   力ミキリ亜科

ミヤマカ ミキリの記録はわずかながら確実にあり,  かって札幌市内の果樹国で採集された個体を確

認している. 道南の調査を行えば再発見できるかもしれない.  トビイロの標本を筆者は確認していな
いが, 道南には産する可能性が高い. ョツポシも適南で採集されているようだが, 記録は少ない. 採集
されている方に発表をお願いしたい. ョコヤマヒメの分布の可能性はあると思う. また, Stenhomalus
属の種で筆者が確実に産すると言えるのはトワダムモンメダカのみであるが, 他の種類も実際に産す
るのかもしれない. 道南や南部の海岸線の調査を進めてみる必要があるであろう.

Obrium属は, ナカネァメイロとサドチビアメイロがほぼ全適的に分布している. 個体数も少なくな
い・ 例えば, 両種とも札幌駅のすく' 裏にある北海道大学の構内でさえ大量に採集することができるの
である. エゾアメイロと思われるものは, 札幌周辺でも採集されているが, アカオニアメイロは道東

での採集例しかないようである. ツシマアメイロとされているものはサドチビアメイロの黒化型では
ないだろうか? ツシマアメイロが産すると言う朱鞠内で,  筆者達は, 体色が赤い型, 赤~黒へ変化
する中間型, 黑い型の各型の 0br加mを採集している.

Mo1orchus属ではシラホシヒケ'ナガコパネが, Glaphyra属ではカェデヒケ'ナガコバネが全道的に分
布し, 個体数も多い. コジマヒケナガコパネは, やはり全道的に分布するが, 採集例は少ない. コポト
ケヒケ'ナガコバネは道南で採集されているようだが, 標本は未見である.
トラフホソパネの採集例も少ないが, 藻岩山, 円山でォヒョウの立ち枯れで多数採集されたことが
ある. ルリポシは全道的に多く分布し,
晩夏に美しい姿を見ることができる. ジ

ャコウの分布は局地的だが, 個体数は少

なくない. 適南での採集例はあるのだろ

うか? ミ ドリは全道で普通だが, オオ

アオはやや少ない.  しかし,  クルミが多

くある場所では時々 見かけることができ

る. アオも全道に分布するようだが, 個

体数は多くない.
クロヒラタは, 局地的にではあるが全

道的に産するようである. イタヤカェデ

の伐採木上で見かけることが多い. ルリ 図 2. エゾマツ材上のミ ドリヒラタカミキリ
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ヒラタは, 道南や札幌周辺ではあまり多くないが, その他の地域では大発生することもある・ 特に,
民家の軒先の針葉樹の薪の上で世代を繰り返す時などには, i善iくほど大量の個体が見られることがあ
る.  ミドリヒラタはつい最近まで大珍品であった. 発生時期が早いことがなかなか採集されなかった
主な原因であるが, 道央や道北では決して少ないカミキリではないと思う. ルリヒラタもミドリヒラ
タも, 植林されたカラマツへと食性を転換しているので,  これから徐々 に增えていくのではないだろ
うか.  ァオヒメスギは, 道央, 道北, 道東のァカェゾマツの立ち枯れ上で見られる. 札幌でもただ1
例手稲山での記録がある.  アカェゾマツ以外の針葉樹では見たことがないので,  アカェゾマツの分布
地を調査すればまだ多くの産地があると思う.  ヒメスギ,  ピャクシンとも, 札幌周辺以南で記録があ
る. 明らかに人為的移入種であり, 植林されたスギについてきたものと考えられる・ 今のところ, ス
ギヵミキリの記録はないようである.  チャイロチビヒラタはそれほど多くはないが, 全道的にみるこ
とができる. 筆者の後輩が, 北大構内のノプドゥから大量に羽化させたのに驚いた経験がある・
ォォトラは, 本州に比べればやや多いものの, やはりなかなか採集できない. 札幌周辺でも食痕は
時々 見かける. ただ道南では記録もないようだし, 食痕も見たことがない. 本州産とは形態的に若干
異なるようである.  トラフは多くないながらも全道的に産する.  ムネモンチャイロトラは, 道央以東
でヵンバ類の枯れ枝や, 伐採木上でよく見かける.  日が陰ると樹皮の隙間にもぐり込む習性があり,
カンパ類の樹皮をめくるとっがぃでたびたび見つかる.
ャナギトラ, クワヤマトラ, オクェゾトラの近縁の3 種の分布についてはまだ分からないことが多
い. ォクェゾトラはまだ日高, 旭川でしか採集されていないが, 大雪山系にも当然分布しているであ
ろう. そのとき, ヤナギトラとの関係はどうなのか, またクワヤマトラとの関係はどうなのか, 分布上
だけではなく, 生態的見地からも興味はっきない. ぜひそのあたりの調査を進めてもらいたい・

ゥスイロトラ,  ッマキトラは全道的に多産する.  クピアカトラは全道的に記録はあるが, かなり局
地的である. ムネマダラトラは苫小牧周辺で記録はあるようだが, 筆者は標本を確認していない・

コトラは分布地では個体数が多いものの, かなり局地的である. シラケトラは全道的に分布するが,
それほど普通種と言うわけではない.  シロオビトラは今のところ記録がないが, 道南には分布してい
る可能性がある. キンケトラは全道的にごく普通である. さて1987 年凄いニュースが伝わってきた・

筆者の後 が, キョクトウトラを材から出し

図3. 花上で交尾するムツポシアオコ トラカミキリ

たというのである. 詳しい話はよく分からな

いが, 追ってその後輩から発表があるであろ

う. 今のところ知床半島でしか採集されてい
ないが, 大雪山等の高山帯にも分布している

のではないだろうか?
アカネトラ, キスジトラ , エグリ トラ , ク

ロ トラはどこでも見ることができる . ムツポ

シアオコトラは, 今のところ足寄周辺と朱鞠

内が確実な産地であるが, まだ産地は増える

と思う. ハセガワトラの採集例も少ないが,
ブドウの材採集をすれば, もっと記録は增え
るであろう. フタオビミドリトラは奥尻島と

積丹半島の記録があるようで, 明らかに海流

に乗って分布を広げた例である .  トウホクト
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ラは札幌周辺と道央で局地的に採集されている.  しかしそれほど少ないものではないよ うで, 藻岩山

では大型の個体がィタドリの花上で大量に採集されている. ホソトラ,  ヒメクロトラ,  トケ'ヒケ' トラ

は全道的に花上に多い.
シロトラは全道的に多いが,  シロヘリトラは札幌周辺と道央で採集されているのみである.  しかし

分布地では花上や, イヌェンジュの衰弱木上によく見られ, 個体数はそれほど少なくない. スギノア

カネ トラは, 札幌周辺以南の植林されたスギの立ち枯れで採集されている. 今まで採集された個体は

すべて黒化型である.  トガリパアカネトラは標本を確認していない. マツシタトラは全道的に分布す

る. エゾトラも全道的に分布するが, やや局地的で, 分布地でも年による個体数の差が大きい.
ホタルは苫小牧で採集されていると言う.  もし採集されている方があれば, 発表をお願いしたい.
へリグロベ二はあまり多くないが, 全道的に分布するようである.

7.   フ トカミキリ亜科

1987 年聞いたもう 1 つのビッグニュースとして, フタスジゴマフが大量に採集されたらしい. これ

もまた詳しいことは筆者の後輩から発表があるであろう.  マダラコマフは最近採集されたという話を

聞いたことがない. 他のゴマフの類は全道的に多いが, 本州産と形態的に少しずつ異なっているもの

が多い. 今後調査すべきであろう .
コプスジサピは奥尻島のみ, クビジロは札幌周辺のみで採集されているようである. ヒシは少なく ,
稚内での記録以外に確実な採集例を知らない.  シナノクロフは全道的に多い.  ヒトオビチビは晩夏に

つる性植物のビーティングで採集されている.  サルナシからの脱出も確認されており, 個体数も本州

以南ほど少ないものではない. シロオビチビは全道的に多い.
フサヒケルリは, 筆者は分布する可能性が高いと考えている. 本州では環境が悪化してきている高

山性の湿地帯も北海道にはまだ多くが良好な状態で残っている. 積極的な調査を期待したい.  ケマダ

ラは各地に多い.
サビカミキリ族の種は, 記録のあるものはすべて普通種であるが, 本州産とはやはり少しずつ形態

的に異なった感を受ける. 調査してみたいところである.  アカガネは秋に新鮮な個体が多いところか

ら, やはり成虫越冬するのであろう.
エゾ, イタヤは, 河原等のヤナギ類の多いところを捜せばもっと記録は增えると思う . ヒケ'ナガ, シ

ラフョツポシヒケ'ナガ,  ヒメ ヒゲナガは全道に,  ヒメシラフヒケ'ナガは道東に産するが,  シラフヒケ'
ナガは多分産しないであろう . ビロウド, ニセビロウド, センノキ, ヒケ'ナガゴマフは普通に, ヤハズ

は少ないが, 全道的に産する. ゴマダラ, チャポヒケ'ナガは札幌周辺以南に稀に産する.
ムネホシシロは局地的に採集されている. 林中のヤマグワを捜すより, 桑畑を捜してみることが新

分布地を捜す近道であろう.  エゾナガヒケは札幌周辺では一ガキの材上等に少なくないが, 道東には

なぜか記録がない. セミスジコプヒケ' も, 札幌周辺でわずかに採集されているのみである. ハイイ?:
ッックビは全道的に分布するが少なく, ハンノキ類の細い枯枝で時々 採集される. Rhopa1oscelis属3
種, カッコウ, チビコブは全道的に普通である. チビコブには, ツルウメモドキ等に集まる白色の小型

のタイプと, オヒョウに集まる黒色の大型のタイプの 2 種類があるようである. その他にも針葉樹で

採集されるタイプがあると言うが, 確認していない. ドイ, クモノスモンサビは, 全道的に晩秋にも採

集される. 力ツコウ, チビコプ, 、イイロツツクビを含めて, 成虫越冬しているのだろうか?  少なく

とも上記の種類は, ごく普通に春にも秋にも採集できる. シロオピドイも秋に針葉樹から採集された.
カラフトモモプトは大雪山周辺に多い. 筆者は, 釧路市内や朱鞠内でも採集したことがあるので.
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図 4. 十勝支庁三股の土場の風景

道東, 道央に広く分布している可能

性が高い. ナカバヤシモモブトは全

道的に分布するが少ない.  コマダラ

モモブトは, 針葉樹で採集されたも

のと, 広葉樹で採集されたものとで

は見た感じがかなり異なる. 調査が

必要であろう.  トケ°バ, ホウノキト

ケバは各所に普通に産する. ケシの

類 7 種は, ケシとョコグロケシを除

けば全道的に普通種である. しかし

ヨコグロケシも本州ほど珍しいもの

ではなく , 適東に多い. 札幌周辺で

もォヒョウの細枝でかなりまとまっ

て採集されたこともある . ケシは道

南で針葉樹から稀に採集されているのみであるが, それほど少ないものとは思われないので注意して
捜してみて欲しい.
大珍品だったキポシマダラも, 筆者が吉川資氏の示唆によって芦別市頼城のヤナギの生枝より羽化

させてから, 一挙に普通種になってしまった. いまでは, 道央から道北, 道東にかけてかなりの数が採

集されている. 札幌周辺には分布していないようである.  トホシは全道的にそれほど少なくはないよ
うである. 河川沿いのヤナギ類の多いところなら, 標高の低い地域でもかなりの数を採集することが

できる.  ムネモンヤッポシは札幌以南に分布し, サルナシの葉上で時折見かける.  ニセヤッポシはハ

ルニレやォヒョウの生葉のスイー ピングで全道的にかなり確実に採集できる.  シナ, ヤッメ, ハンノ

アオ, ハンノキは道内どこでも, かなり多産する. しかしャッポシは道内には産しないであろう.  逆
に, アサは今でも大麻が自生している地域が見られることでもあり , 分布しているかもしれない.
キモン, オニグルミノキモン, ジュウニキポシ, シラホシ, カツラ , へリグロリンゴは全道的に多産

する. ヨツキポシは札幌以南に多い. キクスイ, クロニセリンゴ, リンゴは道央や, 札幌周辺でわずか

な記録があるのみである.
以上おおざつばに北海道のカミキリムシの分布について述べた. 考えてみればこの 10年間で北海
道のカミキリムシのファウナは大きく書き換えられた. 今回筆者の知る限りの事は書いたつもりであ

るが, 埋もれている記録や, 筆者の見落とした記録も当然あるであろう.
文頭でも述べたが, 北海道にはまだ未調査の地域が限りなくある.  と言うよりも調査されている地

域はほんのわずかである. 特に道南と道北の調査が不足している. 多くの新記録, 未記録もこれから

各地で出るであろう . どんな小さな記録でもかまわない. できるだけ多くの発表をお願いしたい.
さらに加えれば, 北海道は一つの地域として見るにはあまりにも広大である. 森, 浅野, 岡本の3 氏

が試みられたように, 各支庁別にカ ミキリムシの分布を調べる時期が来ていると筆者は考えている.
そのためには珍種のデータももちろん大切ではあるが,  それにもまして普通種のデータが大切であ

る . この場を借りて読者の方々 にご協力をお願いしたいと思う.
最後にこの文が, 少しでも今後の調査の踏台になるならば幸いである.

・                                                                 _(東.ﾆ、都江東区東砂 8-6-2-1106
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束北地方のカ ミキリ相

草 刈 広 -

日本海要素の力ミキリ

日本列島のなかで, 冬の豪雪が植生や植物の分布に与える影響や, それに伴う動物の特徴的な生態
分布, すなわち日本海要素の研究をするうえで, 南北に長いゆえに同経度上での比較が可能な束北地
方ほどめぐまれた地方はみあたらない. 植物に直接依存して生活する力ミキリの分布には, 特にこの
面で興味をひかれる .
田添 ' 大桃 (1985) は, 福島県会津地方が, ホソコパネカミキリ属の3 種, ヒメハナカミキリ属の4
種, クモマハナ,  トホシハナ, チャイロヒメコブハナ, フタスジカタビロハナなどの県内の特産種24
種 (ただしフタスジカタビロハナは大野1978, 国道 l l5 自然環境調査報告. が吾要山からも記録して
いる) を含むハナカミキリ亜科を中心とする山地性種で構成されていることを示している (表 l).
佐藤 ' 加納 (月刊むし, 1984) は, 秋田県東南部山地帯でのェゾトラ,  トウキョウトラ, ヒケ'ジロホ
ソコバネ,  クロルリハナ等の記録に加え,  力エデノヘリグロハナ,  ミヤマルリハナの豊産は田沢湖周
辺のクリストフコトラのそれとともに特筆される, としている.
山屋 ' 佐藤 (越佐昆, 1983) は, 新潟県湯沢町元橋周辺のカミキリ相について, 低標高地でありなが
ら, 亜高山帯の針葉樹林を主なハビタットとする種 (力ラマツ, キジマトラ, シラフヒケ'ナ力'など) が
採集され,  要日本特有の費弱な針葉樹林帯にも針葉樹林をホストとするカミキリが立派に生活を展開
しているものと考えられる , と述べている.
山屋 ' 片桐 (長岡科博, 1985) は, 新潟県長岡市のカミキリの概要のなかで,  ョコヤマヒケ'ナガや
ヌバタマハナなど典型的なブナ帯に分布の中心を有する種が得られること, 苗場山という後背地を控
え, より高標高地に分布の中心を有する種が下降分布する可能性のある湯沢町八木沢には.  コヨツス

ジハナ,  クロホソコバネなどの特にブナ帯上部を好む種は八木沢には侵入していないこと, などの点

表 1 . 福島県における力ミキリムシ科甲虫の地域別種数
(田添・ 大桃, l985) .

亜 科 名 会津
地方

中通り
地 方

浜通り
地 方 県全体

ノコギリカミキリ亜科

クロカミキリ亜科

ヒラタカミキリ亜科

ホソカミキリ亜科

ハナカミキリ亜科

カミキリ亜科

フトカミキリ亞科
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〔
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1

合 計 244(40) 216(3) 215(l3)   277〔174〕
)内は各地域の特産種数, 〔  〕内は各地に共通して記録された種顯数
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表 2. 力ミキリ相亜科別種数の比較 (山屋・ 片桐, 1985)

長岡市東山 長岡市西山 長岡全域 湯沢町八木沢 佐 渡  島

調 査 地 の 標 高 10 ~ 770 m 10 ~ 340 m 10 ~770 m 550 ~ 650 m 0 ~ 1 170 m

ブナ林の残存度 , 、
白然度の高い 狭小 v解 r富狭 無 ブナ林がある )の部に局

ホ ソ カ ミ キ リ 亜科

ノコギリカミキリ i[E科
クロカ ミキリ ifE科
マルクビカ ミキリ亜科

ハナカ ミ キ リ lift科
カ ミ   キ リ  亜 科
フ ト カ ミ キ リ 亜科

1( 1.2) 1( 1.8) 1( 1.0) 0( 0 ) 1( 0.8)
2( 2.5) 2( 3.5) 2( 2.1) 3( 2.5) 3( 2.5)
1( 1.2) 1( 1.8) 1( 1.0) 0( 0 ) 1( 0.8)
1( 1.2) 1( 1.8) 2( 2.1) 0( 0  ) 2( 1.6)
l5(18.5) 6(10.5) 15(15.6) 41(33.6) 20(16.4)
23(28.4) 16(28.1) 30(31.3) 27(22.1) 40(32.8)
38(46.9) 30(52.6) 45(46.9) 51(41.8) 55(45.1)

総 極 数 81 57 96 122 122

数字は種数, (  ) 内は%

表 3. 早池峰~南ア8 地域に分布する力ミキリから得た7 つの分布型の亜科別構成比 (%)
(革刈, l982 未発表).
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から, 長岡市のカ ミキリ相は 科別構成比から, (古くから強く人為的活動の影響を受けている) 佐渡

島に極似するが, ブナ帯の民虫群集を基調としたもので, 現在の種数 (特にハナカミキリ亜科) の少な

さは人為活動の影響に起因することを指摘するとともに, 温帯林保存度の指標種群 (パ,::,メーター) と
して, ハナカミキリ亜科の占有率が有効であることを示している (表2).

, i刈 (1982 ・ 未発表, 結論を山昆虫誌, 1983 へ発表) は, 山形 ・ 福島県境の吾妻山のカミキリ相を,
早池峰山, 会津情枝岐, 日光, 上信越高原, 1りi峠, 北ア, 南アの 7 地域と比較した際, 分布型から,

I - ・8 地域すべてに分布する種

II - ・南ア, 北ア, 峠, 上信越の中部山岳地帯に限り (8 地域の中ではの意, 以下同) 分布する種

III - ・ 中部山岳地帶から日光, 檜枝岐まで分布がのびている種
「V - ・ 日光と情枝岐のみ分布する種

V - ・ 早池峰山に分布せず, 吾妻山から得られた種

VI - ・ I ~ V群以外で, 早池l降山と吾要山の両地域に分布する種, 及び早池峰山のみに分布する種

Ⅶ一 ・ 吾妻山の北の早池降と, 南の6 地域のいずれかに分布する種

の7 群に分け, このうち II群, Ⅶ群, III群のハナカミキリ亜科の占める割合が8 地域の平均を大
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表 4. 日光とその近隣のカミキリムシの比較 (森島, 1986)

表日光
日光

京浜昆史同好会
1967

栃木県
県立t零物館

l984
票 山 村 衣董・ 一藤田

1977
ノコキ' リカ ミキリ亜科

クロカミキリ更科

マルクビカミキリ重科

ホソカミキリ亜科

ハナカ ミキリ重科

力ミ キリ亜科

フ トカ ミキリ重科

3( 1.3%)
1( 0.4%)
8( 3.4%)
1( 0.4%)

72 (30.9%)
54 (23 .2%)
94 (40.3%)

4( 1.7%)
1( 0.4%)
6( 2.5%)
1( 0.4%)

81 (34 .3%)
47 (19 .9%)
96 (40. フ%)

4( 1.5%)
1( 0.4%)
9( 3.3%)
l ( 0.4%)

77 (28 .3%)
67 (24 .6%)
l l 3 (41 .5%)

3( 1.5%)
l ( 0.5%)
5( 2.4%)
1( 0.5%)

74 (35 .9%)
41 (19 .9%)
81 (39 .3%)

3( 1.3%)
1( 0.4%)
7( 3. l%)
1( 0.4%)

71 (31 .3%)
53 (23 .3%)
91 (40.1%)

計 233 (100%) 236 (100%) 272 (100%) 206 (100%) 227 (100%)
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きく上回っていることを示すとともに (表3), 主題のⅦ群30種のうち, 1111高山性種 (キジマトラ,
シララカハナ, シロヘリトラ, コヨツスジハナ) と南方系の種 (タキグチモモブトホソ) を除く温帯林
帯中~上部の種25 種の内訳として, 枝岐に分布する種が4 種 (サドチビアメイロ, クロヒラタ, ニ

セハイイロハナ,  キモンハナ) いるのに対し日光に分布する種がまったくないことを指摘し,  日光と

繪枝岐のファウナの速いをあげているが, その異なった日光と檜枝岐両地域に分布し, 早池峰にも分
布する16種(ヤマトキモンハナ, ホソガタヒメハナ, べニバハナ, オオハナ, カェデノヘリグロハナ,
モモブトハナ,  ヒケ'ブトハナ,  ヒケ'ジロホソコバネ, エゾトラ,  カンポウトラ,  コトラ,  シラオビト

ラ, ヤツポシ, ニセヤッポシ, ブロイング, ヨコグロケシ, キクスイモドキ) を注日している.
中村 (東北の自然, 1985~86) は, 福島市北方山地において, 上記16 種のうち, ャマトキモンハナ,
カェデノヘリグロハナ, ヒケ'ジロホソコバネ, カンポウホソトラ, ヤッポシ, プロイニングの6種を記
録している .
森島( 日光の動植物, l986) は, 日光と隣接地域とのカミキリ相の比較において, 日本海要素の代表
種とされるミワヒメハナが栃木県栗山村で得られたため栗山村が日本海型に属することを示す糸口と
なりそうなこと, サドチビアメイロやィガブチヒケ'ハナ, ムモンベ二などが年平均50cm最深積雪量
の等深線とほぼ一致して日本海型の分布を示す昆虫であり,  これらが日光に分布しないことは日光が
太平洋型に属すると考えられること, をあげるとともに,  クワサビの種内変異の状況などから, なお
かつ東北と関東との間に, 何らかの一線があること, この差異を高桑 (1978) は関東地方におけるゥル

ム氷河期以後の地史的, 気候的要素にその原因を求めていること, などを考察・ 紹介している.
以上, 最近の研究成果から,  日本海要素について示唆的な報告を抜粋させていただいた. 一般に日
本海要素生物の分布は, 束北地方では北に行くに従い太平洋側にも分布が広がっている例が多い.  ヵ
ミキリではどうであろうか. また, 日本海要素生物の成りたちの基本については堀田(植物の分布と分
化, 1974) に詳しいが, 最近, 東北地方でも, カミキリの依存する植物についてきめ細かな検討が行わ
れつつあり, 例えば上野 (東北植研発表資料, 1984) は, 宮城県に分布する日本海要素植物の分布型と
して, 高山型(20種), 東北山地型(18 種), 内陸型(9 種), 広範型(7 種), 隔離型(2 種), 沿岸型(4 種)
などに分類している・  カミキリの前掲のような考察も, 各地のカミキリ相がかなり判明してきたため
に可能になったわけであるが, 草刈 (1982 未発表) に代表されるような分布型の機械的な操作から脱
却して,  個々 のカミキリのホストや訪花植物に密着したきめの細かい検討に入る段階にきているもの
と思われる .
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人間の営みと力ミキリ相の変化

前掲に種名をあげた種のなかで, 実際にどの種が日本海要素昆虫なのかは今後に待ちたいが, 現在
の調査で充分に調べたとしても, 潜在的なヵミキリ相というものがあり, その解明は困難であること

が読みとれる. すなわち, 今ある地域にある種が多くて他の地域に少なかったとしても, それが原植
生に対応した地域固有の差なのか,  あるいは人間の諾活動が生じせしめた雑木林に代表される妨害極

相 (disclimax) により增減した差なのか, 不明なまま比較されている.
四季の変化にとんだリズミカルな,  自然保 のシンボル的な雑木林.  しかし, 小面積といえども

20~25 年に一度皆伐され, 毎年しば刈りや落葉かきが行われる雑木林というものが, どれほどの多様
な生物を維持しうるのか,  という観点からデータを集積する必要を感じている・ 今のところ, 平地に
おける高度な利用によってできている雑木林では,  トウキョウトラ,  ヨツポシチビヒラタ,  クビアカ
ルリヒラタ, ホタル, ムモンベニ, ク1:'ツヤヒケ°ナガコバネ, クリストフコトラ. ヨコヤマトラなどの

カミキリが增加し, ルリポシが減少, 山地の雑木林では, ホウノキトケ'パ, クビアカトラなどが增加,
オオアオ,  カンポウトラ,  ヒケ'ナガゴマフなどが減少する傾向があるのではないかと感じている・  ま

た, 窪木 (インセクタリウム, 1983) はシロスジカミキリは人間による雑木林の管理 ' 育成の中でうま

く調和し生きてきたこと, 林が荒れると少なくなること, を示した.

力ミキリのフェ ノロジー

これらの解明のためにも, 束北地方の潜在的極相林といわれるブナ林に依存するカミキリの調査は,
ブナ原生林がどんどん減少している今, 急ぎたい仕事の一つである. その際, フェノロジー (生物の季
節現象, 生物の季節的律動) 的概念をぜひ重視したい. 「フェノロジーは地域自然の基本的な性格であ
り」 , 森林を構成する個々 の種をみた場合, 「なぜ, ある種は特定の開花期や結実期, 早いまたは遅い
開芽や落葉期を選んだのだろうか」 という疑間を解こうとする学間でもあり, 例えば 「花期の早いも
のほど, 開花期間は短く, 特に花期の遅いつる植物で, 開花期間が長くなっている傾向がある・ こうし
た生育形と花期および開花期間は, 訪花性昆虫と密接な関速を持つており, おもしろい生態学的な間
題と思われる」 (いずれも渡辺, 長野植研会誌1981 より). 表1~4 のような亜科別の分析や山屋 ' 片
桐(l985) の温帯林保存度のバロメーターとしてのハナカミキリ亜科の利用も, この点からも論議され
るとおもしろそうである .
またフェノロジーの一つのテーマとして, 残雪による影響, すなわち「日本海型ブナ林では, 高木に

比べ低木の展開が, 10~20日も遲れることが報告されている」 (平吹, 日生態会誌1984)・ まだびっし
りと雪におおわれたその上の, 鮮やかなブナの新緑のコントラストには, 誰しも感動する・  この現象
がヵ ミキリのフェノロジーやひいてはファウナの構成にどのような影響を与えるのであろうか・

さいわい, まだ日本海沿岸と太平洋沿岸(金華山以外にも本土にも) にわずかに残っているブナ林の
集録作業や, 山地のブナ原生林におけるフェノロジーのアンケート調査などが, 「東北の自然」誌上で
28 号より始まる予定なので, それらに紹介されるブナ林のカミキリ相の調査を進んで行って, 報告し

ていただければ幸いである .

東西継断山脈の影響

東北地方の地図をひろげて気が付くことは, 南北に縦走する出羽, 奥羽, 北上一阿武股の3 つの山
地に対して, 出羽山地と奥羽山脈を結ぶ東西に横断するうねりが 7 つほど認められる点である. これ

r
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らのうねりのうち, 河川によって分断されていない3 つのうねり, すなわち南から飯豊一吾妻ライン,
鳥海一栗駒ライン, 白神一十和田ラインが, 生物の南北移動のバリアーとして過去, 及び現在まで働

いていなかっただろうか. 特に飯豊 (2,l28 m) と吾妻 (2,035 m) を結ぶラインでは, 1,000mを下回っ
ている地点が 1 力所のみであり, その南には大河 ・ 阿賀野川が平行して流れている. カミキリではョ

ツポシ, ミ ドリ, キイロトラ, べ二などがあてはまるかもしれないが, このラインの存在が北麓にもた
らしている豪雪の影響が分布をはばんでいるだけかもしれず, それらを区別していく必要がある .

河川 の 影響

白畑・ 黒澤(東北の自然, 1986) は, 山形県の昆虫相形成に及ぽした最上川の影響をさまざまな角度
から考察している . そのうち. 山地性の種類の平野部への進出の例としてカラカネハナ, 内陸平野部

産昆虫の海岸平野部への進出の例としてブドウトラを, それそれあげている.
他の, 飛島の昆虫相に及ぼした影響, 暖地性昆虫の内陸地方への侵入, 砂礫地性または荒蕪地性種

の通上, 遺存種などの例にはカミキリはあげられていないが,  このような観点から, 東北地方の他の
河川についても検討してみるとおもしろそうである .

分化型生物からみた東北

「いずれの分化型 (一分散型) 生物にしても, 東北地方については西南日本~中部地方に比べ, 広分

布様相を示し, 多少の変異はあるものの, 分化に乏しいという感があった. - ・ これが地史的なもの
(例えば北上山地は第三紀から連続して陸域であったこと) によるものなのか, 気候的なもの (:総度差
による寒暖や乾湿), またその複次的なもの ( 日本海要素) によるのか」 (冨永, 1985).
カミキリではコブヤハズカミキリ属が分化型生物の好例とされていたが, 「東北の自然」 で連載され

ている上記の富永で始まった ''分化型生物からみた東北”のシリーズでは, 窪木 (l985) によりヒメハ
ナカミキリがとりあげられ, 本稿で問題にしてきたブナ林や日本海分布の間題を論じている.

(米沢市通町 5-5-11)
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関東地方のカ ミ キリ 相

露 木 繁 雄

関東地方は本州のちょ うど中央に位置し, 南東側の一角を広く 占めている.  このような位置にある
こと自体, カミキリをはじめとするファウナの特性の一要素といえる.
ご存知のように関東地方は日本で最も広い関東平野が広がり,  いわゆる平地と称される部分が全面
積の半分近くを占めている.  日本の他地域でこれだけ平地の割合が大きいところはなく, 関東地方の

ファウナに大きな影響を与えているといえそうだ.
一方山地へ目を向けてみると, 隣接する中部地方とは違い3,000m級の山は1 つもなく, 最高峰は
日光白根山の2,578 mで, 2,500mを越える山は他にわずか浅間山を数えるのみである・ したがって,
いわゆる高山帯と言える地域は, ハイマツが見られる那須山塊, 温泉ヶ岳, 女峰山を中心とした日光
山塊, 至仏山から武尊山, 平ヶ岳から朝日岳, 谷川岳を経て本白根に至る三国山脈の各山頂部付近, 湯
の丸山など浅間山塊の頂上都など, ごく限られた部分に点々 と存在するだけである・ ここでは便宜上,
関東地方を3 つのブロックに分けてカミキリ相を考えたい. 1 つは伊豆諸島及び房総半島南部等の沿
岸部, 2 つは平野部から低山帯, 3 つめはそれ以上の標高をもつ地域である・

伊豆諸島のカミキリ相については, 最後に簡単に触れることとする.

1.   平地から低山帯にかけての力ミキリ相

この地域は植生から, 常緑広葉樹を中心としたャプッバキクラス域と考えてもょぃ・  この地域の植
生は, ほとんどが人為的な手を加えられた二次林や畑地, あるいは市街地 (住宅・ 工場地) などとなっ
て, 自然植生はごく限られた特殊な場所 (例えば社寺林といった) に存在するにすぎない・

しかしながら,  このわずかに残された植生に依存しているカミキリも,  うれしいことに関東地方で
はまだ生存している. その代表的な種としては, べ一 ツヒラタカミキリが挙げられる. 本種はシイな
どの大木の枯死部に寄生するが, 関東平野の自然植生として広く分布していた植物であるため, べ一

ツヒラタカミキリも, おそらく古くは平野部に広く接息していたものであろう・

平野部を主体に分布しているカミキリとしては, 大型のウスバ, ノコギリ, ミヤマ, キマダラ, シロ
スジ, クワ, コ'マダラ, キポシ, マツノマダラなどのほか, スギ, ヨツポシ, アメイP, カッコウメダ
ヵ, タイワンメダカ, スギノアカネトラ, タケトラ, べニ, カノコサビ, キポシチビ, ワモンサビ, ハイ
イロャハズ, クモガタケシ, ルリ, アサ, リンゴ, ニセリンコ'が挙げられる・
関東の平野部で注目される種としては, タテジマ, アオキクスイであろう・
タテジマヵミキリは, 関束地方でも野外越冬するカミキリとして有名だが, 寄主植物であるカクレ
ミノやセンノキといつたウコギ科植物の枝上で越冬するのはもちろん, 関東地方 (神奈川県内) でもヒ
サカキなど他科の各種の樹木上でも越冬していることが確認されている・
ァオキクスイは1950年に東京都府中市で得られたものを最後に, 近年記録は全く途絶えてしまっ
ている. 本種も,  日本で普通にみられる同属のキクスイカミキリやョー ロツパでの同属の多くの種が
草本を食していることからみても, 草本をhostとしていることは疑う余地はなかろう・ 神奈川県の中
央林間で本種が採集されたときの状況は, ョモギ?のようなキク科植物の葉上にいたものであり, 戦前,
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小仏峠一景信山間では, ヤマタバコ ( キク科) と思われる群落があり, 毎年確実にその場所で得られたと

いう話も聞いている. いずれにせよ30数年もの間本種の記録はないが, 草本しかもキク科植物を中心

に調査すれば, この広い関束平野のどこかにまだ接息しているのを再発見できる可能性は充分にある.

2.   中山帯から高山帯にかけての力ミキリ相

平野部とは連い,  自然植生が残っている地域で,  カミキリの棲息するのに好適な, パラェテイーに

富んだ環境となっている.  この地域は落葉広葉樹を主体にしたブナクラス域が大半を占め, その上部

にコケモモー トウヒクラス域の亜高山性針葉樹林帯が広がり,  オオシラビソを中心にコメツガ,  トウ

ヒなどが分布する. さらに那須・ 日光山塊, 三国山地, 浅間山塊の 2,000mを越える山々 のごく頂上

部のみに点々 とハイマツ群落域の高山植生帯がみられる.  秩父山地のハイマツ帯は関束地方からわず
かに外れている .

ブナクラス域は樹種も豊富で, 関東地方ではよく自然植生が残されていることもあって,  この地域
のカミキリ相は種類数, 個体数ともまことに多様である.
ノコギリカミキリ亜科では,  コバネカミキリがブナなどの立ち枯れにみられ, 夕刻ものすごいスピ
ドで飛び回るのを見たことがある.

マルクビカミキリ亜科は, すべての種が針葉樹食いのため, 亜高山性針葉樹林帯を中心とした分布
パターンを持つ種がほとんどだが, アカマツ,  クロマツに依存する種でヤブッバキクラス域に分布す
るタイプもある.  このためブナクラス域にももちろん棲息するが, 主体はこの地域から外れている種
が多い・ この中で, シナノサビは, 比較的近年, 例えば神奈川県西丹沢の 沢や奥多摩の御岳など, 従

来考えられていたところより, ずっと低標高地域にも分布していることが確認され, 今後関束各地で
調査が進めば, 案外面白い結果が得られるかもしれない. もう l つケブカマルクピは, 関束地方では
奥多摩の記録が唯一のものであるが, 食樹のネズミサシを精査すれば追加記録も充分期待できる.
ハナカミキリ亜科やヵミキリ亜科は多士済済であるが, 関東地方では, 何が分布しているかではな

く , 何が分布していないかがよく間題にされる. 例えばハナカミキリではモモブトハナ,  イガブチヒ

ケ'ハナ, コウヤホソハナ, タケウチホソハナ, 力ミキリ亜科ではクロヒラタ,  トラフホソパネ, オーヒ

ケ'ナガコバネ, カェデヒケナガコバネ, クビアカトラなどが挙げられる(関東地方の一部に分布するも
のも含む). これらの種の分布パターンをみると 1 つはいわゆる裏日本 ( 日本海要素) 分布型のグルー

プで, モモブトハナ, クロヒラタ, オニヒケ'ナガコバネがこのグループに含まれる. これらは関束地方
でも奥鬼怒や尾瀬等日本海要素の濃い地域には分布している.  その他の種は西方から分布を伸ばした
ように見えるが, なぜか関東地方を飛び越してしまったように映る.  しかしイガプチヒケ'ハナ,  コウ

ヤホソハナ,  タケウチホソハナ及びカェデヒケ'ナ力°コパネは, 食樹による影響がこれらの分布に大き

く関わっているように思える.  トラフホソバネとクビアカトラに関しては, なぜこのような分布パタ
ンとなっているのか, 現在のところ合理的な理由は見出しにくい.
フトカミキリ類では分布上興味ある種は意外に少ない. 多くの種が食樹・ 食革に依存しているため,

hostがあれば分布し, なければ分布しないといつた単純なパターンが多い. 強いて挙げればヵラフト

ヒケ'ナガ, ヒメシラオビとェゾナガヒケ'といつたところであろう. 前 2 種は力エデヒケ'ナガコバネと
同様, アカマツ等マツ類をhostとする伸間で, カラフトヒケ'ナガは近年それでも茨城県や埼玉県の平
野部でも発見されているが,  ヒメシラオビは関東地方の記録は数えるほどしかなく, 福島県や長野県
などでは比較的よく見かけることを考えると,  関束の平野部の調査不足というだけでは片付けられな
い理由がありそうだ.
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ェゾナガヒケ'は日光の記録が関東地方唯一のもの.  ニガキを食することが知られているが,  ニガキ
そのものは例えば東京都高尾山などにも分布し, 関東地方ではそれほど珍しい木ではない・  またいわ
ゆる裏日本分布型とも違う独特な分布パターンを示す種として興味深いし,  こういった分布パターン
の解析からひいては昆虫地理学への何らかのヒントが得られることも期待できる・

関東地方のブナクラス域及びコケモモー トウヒクラス域での気になるカミキリをピックアップして
みると, 前述の種を除いて次のようなものが挙げられる・

ハナカミキリではォトメクビアカハナ, フタスジカタビロハナ, キモンハナ,  トホシハナ, .PidOnia
類, シララカハナ, クロサワヘリグロハナなど.
ォトメクビアカハナは南アルプスの仙丈岳付近で多産する以外は少なく,  特に関東地方では尾瀬及
び管沼など数例の記録があるのみである. 本種の他地域での棲息状況から, 標高や植生を考えると,
三国山地 (特に草津白根周辺) や浅間山塊での棲息の可能性は高い. フタスジカタビロハナとキモンハ
ナは, おそらく朝鮮半島経由で日本に入った種であろう. 朝鮮系と考えられる種は日本では独特の分
布パターンを示すものが多い.  トホシハナは群馬県での記録があるが, 確実な採集例を知らない・ 会
津駒ヶ岳には確実に棲息しているので,  日光山塊の高い山の頂上部や, 平ヶ岳から四阿山までの山々
の山頂近くには分布している可能性がある. 神奈川県の記録もあるがこれは偶産であろう・

Pidonia類も注日に値する. シラネヒメハナの変化 (後腿節が黒くなるタイプと黒くならないタイプ
の分布), セスジヒメハナの重1_種kurosawaiと基亜種との関係, P. signata, P. SuZukii, P・ tSukamOtOi
は関東地方に分布しないか等々 , Pidoniaには関東地方でもまだ多くの問題が残されている・
シララカハナは, 本州では典型的な高山性の種で, 早池峰山以外では北アルプス常念岳での数例を
除くと1-2 例の記録があるのみ. 関東地方では群馬県大水上山での記録があり, 奥利根の山々での追
加記録が期待される.  クロサワヘリグロハナは北海道から九州まで全国的に分布している割に記録は
局所的である. 1986 年にはキハダの立ち枯れに飛来することが判明したので, 従来のような花だけの
採集より, さらに確実に分布の確認ができるようになるだろう・

カミキリ亜科・ フトカミキリ1fi_科で注目される種は, シラホシヒケ'ナガコパネとォニヒケナガコバ
ネ, ムモンベニ, フサヒケ'ルリ, コブヤハズ類, オオシロ, コ'マダラモモプトとミヤマモモプトといつ
たところであろう.
シラホシヒケ'ナガコパネは日光での記録がォニヒケ'ナガコバネか本種か不明で,  関東地方に分布す
るかどうかは微妙である. 3,000m級の山がないと分布の可能性は薄いであろう・  オニヒケ'ナガコバ
ネは関東地方では奥鬼怒のみで記録されている. 本種はクロヒラタと似た分布をしているので, 関東
地方の低地域での発見は困難と思われる.
ムモンベ二はヵシワ,  クリなどに寄生するが, 関東地方でのカシワの名所? は榛名山が知られてい

る.  しかし榛名山のカシワはわずかな調査だが, 食害のあとがなく,  もし接息していても個体数はき
わめて少ないものと思われる.
フサヒケ'ルリは本州中部での記録を近年全く聞かない. 環境がそれほど変わらないのに, いなくな
ってしまう不思議な現象がみられるが.  人の日には分からない程度の変化にも耐えられないほど適応
力の弱い種なのかもしれない.  しかし,  ごく狭い範囲でもよい環境があれば樓息している可能性は高
く, 関東地方では長野原線を中心とした地域には, まだ生き残っているのではないだろうか・
コブャハズ類については詳しい解説が数多く出されているので省略するが,  浅間山周辺や足尾山地
の調査はまだ不足している. コブヤハズに興味のある方はぜひこの地域の調査をお願いしたい・
ォォシロの記録は戦前に横浜と日光から, それに戦後は群馬県や埼玉県からの記録があるが,  日光



関東地方のカ ミキリ相 33

の記録は鞘翅の白い紋の縁に切れ込みがなく単純なものとの記述がある.  日本での他の記録はすべて

通常のものであることと, 戦前は台湾から多くの標本が入っていたことなどを考えると , 何らかの手

違いで, 台湾産の標本が日光産と間違われた可能性もある. 主たる hostのムクノキも一応関東地方ま
で分布しているし, 新潟県の姫川付近ではケヤキを食していることも考え合わせると, 関東全域で発

見される可能性がある .
コマダラモモプトとミヤマモモプトは,  ミヤマモモプトの原産地,  日光山;塊あたりでは区別も容易
だが, 例えば富士山では両者の区別がかなり困難である. また, 2,000 mを越える高地でゴマダラモモ
ブトを採集すると, 色彩, 形態ともミヤマモモプトと区別しにくい個体が出現するので注意が必要だ.

3.   沿岸部及び伊豆諸島の力 ミキリ相

関東地方の沿岸部, 特に房総半島先端部や三浦半島は,  カミキリ相も一風変わっている. 房総半島

のムネモンアカネトラやトケ' ヒケ' トビイロは隔離分布の例として有名だが,  それ以外にもコケ'チャサ
ビやゥスアヤも関東地方では房総半島だけで接息が確認されている. 両半島部のみに分布している種

としてはリュウキュウヒメがあり,  コケ'チャサビ,  ウスアヤそれにケプトハナも合わせてその分布の

先端が両地域まで延びている. その他に沿岸部を主な分布域としている種は,  ヨツスジトラ,  フタオ

ピミ ドリトラ, ホシペ二などである.
三浦半島では,  ムネマダラトラの記録が注日される. 神奈川県では内陸には記録がなく, 三浦半島

(含城ヶ島) だけに樓息している. 本種も暖かい地方に分布を持つ種で, 伊豆諸島にも分布しているこ

とを考えれば, この方面から三浦半島へ分布を延ばしたとみるのが妥当であろう. 半島部ではないが,
東京湾内の横須賀側からわずか数百メートルしか離れていない小さな猿島に,  ハスオビヒゲナガが棲

息しているのもf整異である.
伊豆諸島のカミキリ相については, 関東地方とはまったく異質なものでもあり,  また多くの人が言

及しているので, ここではごく簡単に触れてみたい.
コケ'チャヒラタ,  トケ'ウスバ, クロソンホソ 、ナ, ツマグロアメイロ, チャイロヒメ, ツヤケシヒケ'
ナガコバネ, キュウシュウチビトラ, ヤェヤマトラ, アラカワシロヘリ トラ , ハネナシサビ, アヤモン

チビ, キイロアラケ', リュウキュウルリポシが, 関東地方の本土側では棲息していない. これらの種は

屋久島から琉球列島にかけて,  どこかに必ず分布している.  この点だけを見ても, 伊豆諸島と南西諸

島との関係は濃いと言える. キュウシュウチピトラ, シナノクロフ, Rhode◆pma, ビロウド, ニセビロ

ウド, ヤハズ,  ドイ, ケシカミキリは, 島の特色である変異幅が大きいものの代表であろう. これらは

種の範囲を考察するのに格好な材料であり, 伊豆諸島は適当なフィールドと言えよう.

関東地方のカ ミキリ相全体の特色は, 本州のちょ うど中央付近であることからも当然と言えるが,
北方型と南方型が混接していること, 要日本タイプは全般的に少なく , 局限的に分布していること.
平野部には社寺林を中心に残存種がみられること, 沿岸部には南方型の種が入り込んでいること, 等
が挙け' られよう.
関東地方にはカミキリ愛好家も多く, 全般的には調査が進んでいる地域ではあろうが, 全地域を見

渡してみると,  よく調べられているのはごく限られた場所のみであることがわかる. 特に群馬県と新

潟・ 長野県境地域, 妙義山から南の三国山地, 足尾山地, 奥秩父, 那須山塊, 八溝山などは, ほとん

ど調査されていないと言っても過言ではない.  しかも調査するに値する地域でもあるので, 今後精力

的な調査を期待するものである.
(逗子市逗子 7- l -24)
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中部地方のカ 、~ キリ 相

湯 沢 宣 久

中部地方は本州の中央部に位置し, 太平洋側一黒潮,  日本海側一対馬海流の影響をまわりから包み

込まれるように受け,  一方内陸部では日本の屋根と言われる北・ 南・ 中央アルプスとそれに連なる

2,000~3,000 m級の山々 を有し, 南部では伊豆半島山地部にまで北方系要素を延ばしている.

平野部一低山地にかけての力ミキリ相

この地域は常緑広集樹を中心にしたャブッバキクラス域で,  平野部・ 半島部・ 島からなる沿岸地域

と,  日野川・ 根尾川・ 天電川流域などに見られる内陸部まで入りこんだ地域の2 タイプが見られる.
前者は太平洋側海岸部では, 防風林・ 社寺林がほとんどだが,  日本海側では力ゴノキなど暖帯林系の

樹木も見られ, 加えて海岸線近くまで二次林がよく残っている. 後者では地形などの関係上, ::二次林
の開発がされにくい地域で, 特に成長した二次林地域は力ミキリの棲息地として好環境である.
ヤツポシハナは, 広く平野部より高山帯まで分布する種で, 普通ヤッポシ型は高標高地に出現する

が, 豊橋市東部 (標高 40~50m) においても著しくャッポシ型の出現率の高い地域があり, 以前より

知られている. しかし, 現在に至っても, 種, lfli種の問題から当地周辺及び他地域における同傾向の有
無など課題を多く残している.  キイ ,::,ミヤマは, 太平洋側・ 豊橋市・ 瀬戸市・ 浜松・ 寸又峡・ 伊豆な

どに, また日本海側では黒部峡谷・ 福井市に記録がある.
オガサワラチャイロ・ ヨコヤマヒメ ・ ヒケ'ナガヒメ ・ ヤマトチビコバネ・ ヨツスジトラ・ ウスアヤ・

クロオビトケ'ムネ・ ズマルトラなどは海流性の広がりを見せた力ミキリで,  その分布も一部例外はあ

るものの島・ 半島・ 平野~低山地に局所的に分布する. なお,  日本海側では, 海に面した山地までの

距離が短いため, 南方系の種が山地帯でも記録されている. フタオビミ ドリトラも海流性のものだが,
島・ 半島・ 平野から九頭電川流域福井1勝山市, 天電川流域長野上伊那まで入り込んでいる.
テッイロヒメ ・ 力ノコサビ・ ムネホシシロ・ フタホシサビも南方系種であるが人為的に広がった可

図 1 . 渥美半島のヤブッバキクラス域の樹相

能性が高く, ムネホシシロは愛

知県では養蚕に伴うクワの移植

で尾張地域~東三河一帯に広が
った.
キュウシュウチピトラは, 福

井小浜市・三方町などと高山市・

要知猿投山で報告されており,
太平洋沿岸においては記録を間

かない.
ズマルトラ ・ ヒケ'ナガヒメ ル

リは沿海域に分布するパターン

と, イッシキキモンを加え岐阜

西濃地域に見られる2 つがあり,
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鈴鹿・ 伊吹山脈で分断される西日本との通路を関ヶ原が果しているよ うに思える. しかしケブトハナ・

タキグチモモブトホソの内陸部の記録は両山脈の西で止まっている.
ラミーは, 穂積 (l979) が述べたように福井・ 愛知・ 静岡・ 神奈川・ 千葉の各県に接息が認められて

いるが局所的で,  中部地方以東では点的な記録に過ぎず,  カラムシ・ ムクケ' ・ シナノキなど食草(樹)
をもう一度チェックしてみる必要がある.

中山帯の力 ミキリ相

この地域は,  スギ・ ヒノキなどの植林が多く見られる一方,  自然林または手のあまり加えられてい

ない二次林も多く , 樹量・ 樹種とも豊富で, それに伴い力ミキリの量・ 種類とも最も多い地域となっ

ている. 植生はブナクラス域が中心でその中にモミ・ ツガなど一部の針葉樹が生育する.
ケブトハナは鈴鹿山脈藤原岳・ 滋賀1武蜴R・  福井高浜町・  伊豆半島及び神奈川湘南地方に記録が
るが, 同じ海岸線を有していながら愛知県では記録がない.  幼虫はクサギ・ アカメガシワの生木枯死

部を食すことが知られており,  同県内にも少なくない樹種だけに記録される可能性はある. 太平洋側

で比較的調査の進んでいる愛知県において記録がなく, 分布自体はより東にまで広がっている, いわ
ゆる “飛びこし” の種は他にズマルトラ ・ ウスアヤ・ クロオビトケ'ムネ・ ヒケ'ナガヒメルリなどがあ
り,  また愛知県を束限, あるいはより東まで記録があるが飛び離れているものにキュウシュウチビト

ラ・ ヒメアヤモンチビ・ ヤマトチビコバネなどがあり, 単にこの2 つだけを考え合わせても分布を広

げた時代と, 海流の方向, 規模など今となっては計り知れないものがあったように思われる.
へリウスハナ・ へリグロホソハナ・ トガリバホソコパネは幼虫がタンナサワフタギに食入すること

が知られており, 愛知面の木峠周辺, 長野清内路峠周辺, 静岡天城山などでは同所の材より 3 種が見

出される. へリウスハナはサワフタギに食い入り山地帯にまで接息国を広げている.
アカムネハナは, 立山弥陀ヶ原と美ヶ原, 入笠山, 川上村など中部信濃地方に記録があり, 多産地と

された川上村と似た環境はそれほど少なくなく , 調査しだいで十分発見の余地はある.
ヒメハナカミキリ類では, 太平洋側岐阜, 長野まで分布するトサヒメハナ, 中部山岳西域まで入り

こんだイョヒメハナなど興味深い.
ヒメョツスジハナの分布の中心は南アルプス南側にあり, 北側では長野戸台, 木曽谷, 他に愛知段

戸などに記録がある. クロサワヘリグロハナは南アルプス・ 長野伊那地方・ 木曽谷などで局地的に記

録され, 隣接する岐阜・ 富山両県でも十分可能性があり, これからの調査を期待する.
ミヤマホソハナは中部地方全域に分布し, ハコネホソハナは愛知段戸, 南ア, 長野伊那谷, 八ケ岳,
島々 谷, .扉峠, 戸隠山, 松川谷, 新潟などに記録があるが, 浅間山塊, 北ア西・ 北部, 木曽谷. 岐車,
富山などにはっきりしたものはない. 最近記i較されたニセハコネホソハナは木曽谷を中心に北は島々
谷, 南は南ア東俣までのトウヒクラス域に分布するが, 北ア西・ 北部, 岐阜, 富山などの記録はない.
ホソコパネカミキリ類は, ブナクラス域を中心にクロホソコパネ・ オオホソコバネ・ ヒケ'ジロホソ
コバネが分布し, 局所的だがクワ・ ヤマグワにオニホソコパネが, 前記したとおりタンナサワフタギ

にはトガリバホソコバネが見られる.  カラフトホソコバネは長野安曇村, 木曽御岳, 南アルプスのト

ウヒクラス域で記録されたものの北アルプス北・ 西部からはまだ発見されていない.
シナノサビは長野 温泉付近, 静岡寸又峡温泉など上部にトウヒクラス域を控えた地域では,  ブナ

~ ヤブッバキクラス域にまで記録があり,  そういつた場所では分布の可能性を残している.  ケプカマ

ルクビは, 長野松本市周辺, 飯田市近郊, 愛知南東部, 静岡, 山梨河口湖町で記録されたが, 愛知のも

のは一部, 植木用に栽培されていたネズミサシから採集されており, 人為的な広がりも考慮しながら
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詳しい調査が望まれる.
ムネアカメダカは長野・ 新潟県境の葛葉峠付近に記録があるのみだが,  幼虫の食樹であるェゾェノ

キは温帯林帯に広く分布しており,  この地域での精査の必要があろう. サドチピアメイロは原産地の

佐渡島, それに長野市, 松本市扉, 上伊那長谷村, 南アルプス, 愛知豊根村, 富山神通峡など広範囲

に点々 と記録されている. ウスケ'アメイPについては, 基準標本に指定された佐渡島相川産の1 頭の

みでこれからの調査が待たれる.  ツシマアメイロは, 当地方では軽井沢で記録があるのみだが, 対馬

ではヶヤキのスイー ピングで多数が得られており, 前 2 種と同じく食樹, 生活状況, 分布圈など間題

があるが一つの手がかりとなろう . クロサワヒメコパネは福井高浜町, 長野小谷村で採集された.  ク

ロツヤヒケ'ナカ' コバネは以前は得られる個体数も少なく ,  春のターゲットでも高位にランクされてい

たが, 幼虫の食樹が知られてからは各地で接息が報告された. 中部地方では福井, 石川, 新潟, 山梨

の4 県からは未報告だがおそらく近いうちには出揃うであろう. コポトケヒケ'ナガコバネは, 岐阜,
長野, 佐渡島, 山梨に局所的に記録がある. 幼虫の食樹としてァプラチャン, クリ, ミズキなども報告

されているがミツバウッギにほぼ依存すると思われ,  ミツパウッギ分布圈での詳しい調査を望む.
ヨツポシシロオビゴマフは長野木曽福島, 松本市扉温泉, 愛知猿投山から記録がある. 幼虫はモミ・

ツガの枯れ枝を食樹とし, :二次林中にあるモミ・ ツガを調べることにより産地が追加できると思う.
フタスジコマフは長野伊那谷に記録があり, 伊那市内の萱ではオニグルミより羽化脱出しており, オ

ニグルミを精査することにより, まず隣接する木曽谷, 伊那谷南都の広がりを期待したい.
フサヒケ'ルリは長野市, 入笠山北部, 木曽谷, 山梨, 岐阜高山市東部に記録があるが最近はほとんど

採集されていない. 産地が湿地のため, ちょっとした変化にも左右され開発の手も入りやすく , 食草
ユウスケの衰弱, 枯死も原因と思われるが, 何の変化もなく見える産地でも見られなくなったことか

ら, 他にも原因を考えざるを得ない.
タコサビは主に東北地方に分布域を持つ種で,  クワサビと混同されている可能性も十分あり, 特に
新潟県産の個体の再検討力;必要だろう.
コブヤハズ類はセダカコブヤハズ・ コプヤハズ・ マヤサンコプヤハズ・ タニグチコブヤハズ・ フジ

コプャハズの5 種類が分布し, その分布はマクロ的には十分明らかにされたが, より狭範囲での棲息
圈の究明, 棲み分け, 同所的に分布する地域での交雑など残された問題も多い.
シラフョツポシヒケ'ナガは, 分布圏を北海道以北に持つ種だが長野県より2 例があり, 1 頭は木曽
福島の貯木場, もう 1 頭は松本市扉温泉で, どちらも偶産の確率が高い. しかし, エゾハイイロハナ
のような例もあり決めつける訳にもいかない.
ヤツポシシロは, 木曽御岳山麓開田村で採集し草間博士に同定をお願いしたが, 後は対馬, 岡山で
も記録された. 中部地方では開田村以外では見つかっておらず,  しかも戦後移植されたと思われるズ
ミに寄生することなど人為的に入ったと考えられる . またズミは同地周辺に多く見られるもののほん
の一角でしか見つかっておらず, 御岳山麓の精査が必要であろう .
ケシカミキリは全国的に広く分布している種であるが,  研究者の訪れることの特に多い長野県内に
記録がないのはまったく解せない.  ソポリンコは近年になって食樹がッツジ類と判明し, 記録も增え
てきた種である. 中部地方では岐阜, 富山, 石川からは報告がないが, 本種が食入している材の根際
には赤褐色粒状の糞が積っており, それを日安とすれば見つけやすい.

亜高山一高山帯の力 ミキリ相

この地域は, 最も自然林が色濃く残っているのだが, 伐採に伴う林道の延長, 白山, 立山, 南アルプ



スなどの観光におも きを置いた山岳

自動車道, 各地スキー場の整備など

人為的に手の加えられる機会も多い

しかしこのことで自然林では見つけ

にくい種を発見できたり, 伐採木や

衰弱木に集まる種の一時的な增加と

その後の減少を明確に感じることが

できる. 植生は落葉広葉樹のブナ,
ミズナラ, カンパ類を中心とするブ

ナクラス域上部から天然力ラマツ

(ヵラマツの樹皮が厚く , 肌が太いマ

ツ類のようにひだ状になるもの), ト

ウヒ,  コメツ力' , シラビソを中心と
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図2. 木曾御岳のトウヒクラス域の樹相

するコケモモー トウヒクラス域を主体としてその上部にハイマツ帯を設ける.  カミキリも針葉樹, 広
葉樹それぞれに依存するもの, また, その両方に依存するものなどバラェティに富んでいる.
エゾハイイロハナは, 長野戸隠山, 徳本峠, 木曽御岳, 南アに記録があり, コケモモー トウヒクラス

域を残す山地帯に広く分布すると思われる.  オトメクビアカハナとシララカハナは中部地方では典型
的な高山性ヵミキリだが, 前種が南ア・ 北アなど中部(一部関束) 地方のハイマッ帯に広く分布するの
に対し, 北方に分布圏を持つシララカハナは北アルプスに数頭の記録があるのみである.
ヒメハナカミキリ類ではハクサンヒメハナ, シナノヒメハナ, フイリヒメハナ, タカネヒメハナ, ウ

スイロヒメハナ,  ミヤマヒメハナ,  ミチノクヒメハナ,  クロヨコモンヒメハナ,  オヤマヒメハナなど
があり,  シナノヒメハナとフイリヒメハナの混接地の有無,  タカネヒメハナは木曽駒や御岳, 北アル
プスには分布しないのか, ハクサンヒメハナは御岳や乗鞍にはいないのかなど疑間は多い.
カラフトホソコバネは1972 年南アルプス大井川上流東俣で初めて採集された後, 奥日光, 安曇村,
木曽御岳と記録された・ 幼虫の食樹もトウヒ, コメツガ, 天然ヵラマッなどがわかり, 他地でもこれら
を中心とするコケモモートウヒクラス域に分布しているものと思われる.
ミドリヒメスギは1969 年に南アルプス二軒小屋で採集されたものを基に記載された後, 前種とほ
ぼ重なる分布を示し, 奥日光, 安, ﾜ村,  木曽御岳と天然ヵラマッの残る地域で記録された
カラマツカミキリは日光で採集された個体により1984 年に記載された. 前2 種と同じような分布
を示すが, 木曽御岳からは記録がない. これらの3 種は分布, 食樹ともに非常に似ており, これは起
源,  日本への侵入経路, 侵入時代がほぼ同じであったことを想像させる. 他に似た分布を示すものに
シラホシヒケ'ナカ' コバネやォニヒケ'ナ力' コバネなどがある.
アカガネカミキリは東北地方に広く分布圏を持ち, 三国山地西部の志資高原岩管山, 笠岳がその西
限とされているが,  もう少し南部の浅間山塊まで広がる可能性も残されている. なお, 富山束礪波部
で記録されたものは低標高地でもあり, 誤同定か偶産であろう.
中部地方は, 平野や低山地では暖流の影響を受け,  また標高が上がるに伴い北方系の色を濃くする
というように, 変化に富む自然環境を備え, 本州に産する力ミキリのほとんどを圏内に温存している.
しかし好採集地を多く有するためデータがそこに片寄る傾向が強い. 近年になって地域単位, 県単位
のリストが発表されているが片寄りの補正には十分でなく, 各地元研究者の研績 起に期待したい.

(名古屋市緑区大高町門田19)
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近畿地方のカ ミキリ相*

岩 田 隆太郎

1.  は じ め に

近談は兵庫県, 大阪府, 京都府, 滋資県, 奈良県, 和歌山県, 三重県より成る地方である・ 北部は中
部山岳や中国山地に連なる山地を擁し, 南部は地質構造上, 四国と連なる紀伊半島を擁して日本列島
の気候の多様さの縮図的な様相を呈し, カミキリファウナにもこれが反映している.
以下ファウナ解明の状況を概観すると,  まず兵庫県については高橋 (1961; 1964)  のリストや辻

(1972) の概説等があるが, 新たなリストの必要性が痛感されている. 滋賀県は本地方中, カミキリ相
の調査が最も遅れている県であり, 新保・ 保積 (1979) のリストを見る限り, 調査の余地が存分に残さ
れている. 大阪府については,  目下筆者等の手により市町村別のリストと全種の分布地図の作成が計
画されている. また京都府, 奈良県については水野・ 常喜・ 岩田(投稿中) による総まとめが完成して
いる. 和歌山県 (奈良, 1982), 三重県 (川原・ 大川, 1981) は一応リストが発行されている.
以下, 府県内の地域別に力ミキリ相の特徴およびその代表的採集地と, そこに産する種について述
べて行き, 近畿地方全体のカミキリ相の概要を明らかにする.

2.  兵 庫 県

兵庫県は近幾地方の中で最も気候の変化に富み, その分ヵミキリ相も変化に富む.
_

0'よう

(1 )  県最北部, 日本海沿岸の低地は, 島嶼性のものが得られる可能性が同い. (2)  県北西部, 氷
ノ ,

ノ , 鉢伏山等を頂とする山地は, これらの山々の他, 軏@渓谷,  書渓谷, 横行林適, 坂ノ

谷林道, 福定等の有名採集地が多く , ヒラヤマコブハナ, フタスジカタビロハナ, シコクヒメコブハナ,
ニツコウヒメハナ (ssp. ohbayashii), シラュキヒメハナ,  トサヒメハナ,  ミワヒメハナ(前種と混接),
ヒケ'プトハナ (l 9, 福定, l3. VIII. 1982, 石井正雄採集), カェデノヘリグロハナ, クロサワヘリグロハ

ナ (l , 赤西, VI. 1982, 大垣誠採集), セアカハナ, オニホソコパネ, べ一 ツヤサ, タカオメダカ, サ
ドチビアメイl二, , クロサワヒメコバネ, タケウチヒケ'ナガコパネ, ホソツヤヒケ'ナガコバネ, スネヶブ

カヒロコバネ, ヤノトラ, キジマトラ, アカネキスジトラ, フタオビミドリトラ, タキグチモモブトホ
ソ, シラフヒケ'ナガ, ヒメビロウ ド, ヨコヤマヒケ'ナガ, エゾナ力°ヒケ' , ムネホシシロ, ジュウジクロ,
キバネァラヶ', クロオビトケ'ムネ, 亜種不詳のハンノアオ, イッシキキモン, ホソリンゴ等の注目すべ

い ず l .

き種を産し, 特にブナ林と桑畑が面白い. (3 )  豊岡盆地~丹後山地西部 (出石郡) ではべ一 ツヒラタ,
ムネホシシロ等が, ( 4 ) その南東の1°k鞠部東部はテッイロハナ他が知られる程度.  (5  )  県中央部
の段ヶ峰, 三国岳を中心とする山地はッマキトラ,  ムネホシシロ等が知られ, 中国山地の最東端部と
しての性格を示している. (6)  県南西部, 播磨地方の低山地はヶブカマルクピ,   (7)  同瀬戸内沿
岸はョツスジトラの多産が知られる.  (8 )   瀬戸内沖の家島諾島については今後の調査に待つところ
が大きい. (9 )  県南東部の多紀郡 ( o山盆地)  ではソポリンゴが知られる.  (10)  神戸市及び阪神地

い '

方は能勢地方西部, 六甲山地などを擁し,  よく調査された地域で, 猪名川町のクリチビ, 六甲山系の

セダカコブヤハズ (ssp git)her), 芦屋市住宅街のチャゴマフ (移入種) 等が著名である. 摩耶山はマヤ
サンコブヤハズ, ヒメアヤモンチピ, ニセシラホシ等の模式産地 (“Moon Temple”) であるが, 前 2

* 近幾地方ヵミキリムシ分布資料 (4)
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者はその後の記録を全く聞かない. (11)  淡路島は, セダカコプヤハズ(ssp gibber) の他はトゲヒケ'
トピイロ, チャイロヒメ等の島嶼性種が日立つ.

3.  大 阪 府

本府は概して近畿の他府県と比べて環境の破壊力、著しいが, その反面調査が最もゆきとどいており,
文献記録, 未発表採集例合わせて約230~240種(内約10種が偶産) が見出されている・

(1 )  淀川以北の北摂一帯ではまず 面公園が挙げられ, 戸沢 (l932), 大倉, 他 (1965) のリストも

出て, 戦前より関西一の有名採集地として知られてきたが, その後の開発で昆虫が減少したとされて
と ど ろ

久しい. この他, 島本町天王山西山麓, 高観市摂津峡, 茨木市銭原, 面市下止々呂美, 豊能町初谷渓

谷, 同妙見山. 同高代寺山南山麓, 池田市東山町などの採集地が知られ, ケブカマルクビ(茨木市), ヤ
マトチピコバネ(下止々 呂美, 模式産地は池田市), アカアシオオアオ(全域多産), クリサビ(下止々 呂
美), ヒメシラオビ(下止々呂美), ソポリンゴ(池田市東山町では多産) 等を産し, 他に府下未記録種の
タテジマ (高代寺山, 1 e, 31. VII i983, 伊藤武採集) の採集例もあり, さらに移入種のラミーが全

域に多産する. (2 )  淀川以南の中央平野部で注目に値する種は, ケブトハナ(天王寺区, 東住吉区),
テッイロヒメ (東住吉区, 堺市, 他), フタオビミドリトラ (東住吉区), アカアシオオアオ(堺市仁徳天
皇陵, 最近は絶滅?) であり, 特にテッイロヒメの分布は地史上興味深い. (3)  府東部の生駒山地で
は, チビコプ(lex.,29. IV.1970. 塩崎明生採集) 等の種が得られている. (4)  府南部の紀泉山脈で
は, 複尾山, 犬鳴山, 岩湧山( トワダムモンメダカ, lex.,25. V.1974, 元方義夫採集; クビシロ, 2eXS.,
l2. vII i965, 前田洋一採集; ホソヒケケブカ, 1 i , 7. VII i958, 岡田武通採集; ヒケ'ナガヒメ
ルリ,11exs.,21. vII i986, 岩田隆太郎他採集), 和泉葛城山(シロチピコブ,2exs., l6. VI・1985, 加
藤敦史採集; セミスジニセリンコ, 1 9, 同日, 岩田隆太郎採集), 牛淹山, 金剛山(ニセョコモンヒメ
ハナ, 数例, 1983~1986; ヒケ'シロハナ, lex.,18. VII i969, 望月寛人採集) 等の採集地を擁してい
る (力ツコ内は府下初記録). この山系のセダカコブヤハズは, ( l ) の北t要山地と亜種を異にするとさ
れている .

4.  京 都 府

京都府は兵庫県同様南北に細長いが, 南端に海を欠く,aファじウu,2;限定される
(1 ) 京都市平野部~府南端に至る南山城地方では, 和束町驚峰山(セダカコプヤハズ), 宇治田原町

(ヤマトチビコパネ, シロスジドウポソ), 京都市東山山系(ヶブトハナ, アオ), 天王山束部 (クビアカ
モモブトホソ, ソポリンゴ) 等の採集地が知られる. 南部は未調査地域が多い. (2 ) 京都市左京区.
北区, 及び北桑田部の山間部は広義の「北山」と言われ, 中国山地と中部山岳の2 つの異質なファウ
ナの接点として注目に値する. その北東端, 美山町京大芦生演習林は, ヒラヤマコブハナ, シコクヒメ
コプハナ, シラ.=Lキヒメハナ, フタオビミドリトラ, エゾトラ, フトキクスイモドキ (fiSaPe「cla sp )
等, 実に多くの種を産することで知られ, 中国山地との関連も見られる. この他北山では佐々 里峠 (ム
ナコブハナ, サドチビアメイロ, クリストフコトラ, フトキクスイモドキ), 大悲山 (ムナコプハナ),
杉峠(ヨツポシチビヒラタ,  トウキョウトラ, ヒトオビチビ) 等の採集地が知られる. またォオトラの
模式産地は京都近辺とされ, 大悲山等ではモミに食痕は見られるものの,  タイプに次ぐ採集例はいま
だない. (3 ) 岡市と船井郡より成る亀岡盆地とその周辺の山地, 及び (4) 綾部市, 福知山市, 夜
久野町より成る福知山盆地は, 調査があまりなされていない. (5 ) 丹後地方東部は舞鶴市でべ一ツ ヒ

ラタ, ャノトラ, シロヘリトラ (移入種?) 等が得られ, (6) 奥丹後半島を含む丹後地方西部では, 太
鼓山や近談地方最北端の経ヶ岬等でホシベニ, ナカバヤシモモブト, ホソリンコ等が得られている・
(7 )  日本海沖の島嶼は冠島のみが調査されており, Ceresium3 種, キイロメダカ, ニツポンモモプト
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コバネ(模式産地), キュウシュウチビトラ, ョツスジトラ, チャバネホソリンゴ(分類学的に再検討が
必要) 等が得られ, 非常に特異なファウナとなっている. (5) 及び (6) の海岸部でもこれらのものが得
られるはずであり, 他の小島もあわせて今後の調査を期待したい・

5. 滋 資 県

滋賀県は中国山地, 紀伊半島, 両白山地の3 つのファウナの流れが遭遇する所で, 近畿地方のファ
ウナにおいて中部山岳の要素を検出する上で極めて重要な県である.

( l ) 湖西地方南部 (大津市中央部~ :川流域) は, 京都府の (2) 北山地域の延長と見なされ, 比

良山地(ムナコブハナ, ヒラヤマコブハナ, シラュキヒメハナ), 及びii木村が採集地として知られる・
(2 )  湖西地方北部は次々項の伊吹山地との関連上興味深いが, 調査は極めて不充分である・ (3 )  湖
東地方低地一帯及び発琶湖内島嶼についても同様に知見は乏しい. (4 ) 伊吹山地は動物地理学上東日
本と西日本を分けるスタイネガ一線がその上を走り, 近設地方のファウナに中部山岳以東に特有の種
の名をつらねることを可能ならしめる唯一の地域である. 伊吹山ではヒラヤマコブハナ,  ムネァカョ
コモンヒメハナ(近識唯一の産地) 等の採集例がある. (5 )  鈴鹿山脈はセダカコプヤハズが著名であ
る. (6 )  県南部 (大津市南部~ 言丘陵一帯) も特筆すべき種の記録は少なく, 調査不足の感がぬぐ
えない.

6.  奈 良 県

奈良県は紀伊半島中央部に位置し, 県南部には本邦一の年間降水量を誇る中~ 高山地帯を擁し, い

わばレリックとしてこれら山地及び低山地の春日山に残存している珍種も多い.  こういった分布は太
古のファウナを推定するうえで極めて重要である.

(1 )  県北西部の生駒及び金剛山地の東側は典型的な低山地のファウナを有する. (2 )  奈良盆地は
社寺林の保存状態が良く, 大和郡山市のェゾナガヒケ等, 興味深い記録が見られる. (3 ) 笠置山地(奈
良盆地の東) では, その北西端の奈良市奈良公園及び春日山の知見が大部分を占める・ この地はヤマト
ヒメハナ (模式産地), ルリハナ (他所のものより際立って大型), オオハナ, ジャコウホソハナ, べ一
ッヤサ, キイロミヤマ, キイロメダカ, ヤマトチピコバネ, クロサワヒメコバネ, チャイロチビヒラタ,
オオトラ, ヤマトシロオビトラ(模式産地), エゾトラ(特産亜種), クビアカモモブトホソ (模式産地), ヒ

メアヤモンチビ, シロスジドウポソ, ヒケ'ナガコ'マフ , クロオピトケ'ムネ, ヒケ'ナガヒメルリ , カスガ

キモン(模式産地) 等の注目すべき種を産することで非常に著名である. さらにチャイロヒメコブハナ,
マダラゴマフ等の種も各1 例ながら得られており, 低山地として1整異に値する. この地域では他に天

理市福住でォオハナ, 桜井市与喜山でミヤマルリハナが得られている程度で, 今後春日山以外の採集地
の開拓が望まれる. (4) 飛鳥地方南方の電門岳, 高取山, と 離等より成る山地も興味深い. このう
ち多武峰は石井正雄氏により, Anaglyptussp., ホシベニ, フタスジゴマフが得られた. 土地の持つ深い

歴史ともあいまって, これらの記録は何かしら神秘的でさえある. (5 ) 室生より南東の高見山地に至
る宇陀郡の山々 は重要であるが, 調査は不充分である. (6 ) 県南東部, 国見山より大台ヶ原山に至る

台高山脈は大峰山系に次ぐ標高の山脈である. 大台ヶ原山近辺ではマツシタヒメハナ, ミヤマヒメハナ

(ssp ), イョヒメハナ, へリグロホソハナ, ヒケ'ブトハナ, ムナミゾハナ, タケウチホソハナ, オニホソ

コバネ,  トガリバホソコバネ等を産する. (7 ) 大峰山系は紀伊半島最大の山脈で, 前者とはファウナ
をやや異にし, この相違は注日に値する. オオミネヒメハナ, マホロバヒメハナ, マツシタヒメハナ,
ョコモンヒメハナ (近畿地方唯一の産地), へリグロホソハナ等, ハナカミキリが面白い. この山脈の
北端の川上村柏木はゴマフキマダラ, ホソヒケ'ケブカ, ヒケ'ナガヒメルリ等の模式産地とされている.
(8)  荒神岳, イa白母手岳, 護摩理山等を含む十津川以西の山地は前2 項に次く'県第3 の山塊であり,
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ニツコウヒメハナ(SSP・ StePhani), ヒケ' ジロホソコパネ (模式産地) 等の記録がある. (9 )  県南西部,
十津川~熊野川以西の牛理山~果無山脈は調査が不充分であるが,  本県のセダヵコブャハズ (ssp.
Shibatai) と和歌山県南部産のssp nankienslsとの関係を論じるうえで興味が持たれる地域である.

7.  和 歌 山 県

本県は近畿地方で最も南方的色彩の濃い所であり, 生物地理学にいう本州南海岸線が海岸線の少し
内側を通り, その南側の沿岸部に特に興味が持たれる.  しかしその北側の山地帯にも決して劣らず興
味深い種が分布し, 全体として魅力のある地域と言えよう.

(1 )  県最北部の紀泉山脈南側は, 県全体から見ると魅力に乏しい. (2 )  紀ノ川流域~和歌山市周
辺の低地部では, 特に海に近い和歌山市内で島嶼性のョコヤマヒメ,  テッイロヒメ等の多産が見られ
る・ 友ヶ島も興味深く, カノコサビが最近得られた. (3)  高野山より箕峠, 護摩f搦R,  城ヶ森山,  電
神温泉, 牛廻山に至る山系は県随一の標高を誇る地である. 高野山近辺ではハイイロハナ,  ィガブチ
ヒケハナ, タケウチホソハナ,  コウヤホソハナ (模式産地), ナカネアメイロ, クビアカモモブトホソ
(2 , IV・ l980, 大垣誠採集) 等が,  また 峠, 護摩理山 (いずれも本県側), 八斗蒔の一帯ではォォ
クポ, ケブトハナ, ヒラヤマコブハナ, シコクヒ.メハナ,  トサヒメハナ, ヒケ'ジロホソコパネ, クロサ
ワヒメコパネ, ヤマトシロオビトラ, エゾトラ (亜種不明),  タキグチモモブトホソ,  トゲムネホソヒ

ケ,  ヒトオビチビ,  ヨコヤマヒケ'ナガ等が得られている.  また八斗蒔でのコヶ'チャサビの記録, 及び
護摩1理山での 1975~ l977 年秋季におけるカスリチビのタイプシリーズやョツポシシロオビコ'マフを
含むフトカミキリ亜科の記録(桑原, 1979) は特筆に値する. (4) 郡南束部から長峰山脈, 有田

川中流より白馬山に至る県北部の一帯では, 電門山のクビアカハナ(f hayas1lii), 生石ヶ峰のニセハィ
イロハナ, カェデヒケ'ナガコバネ, ヒメアヤモンチビ, イッシキキモン等が特筆される. (5) 日高川
中流より電神村南部虎ヶ峰に至る低山地は, 虎ヶ峰のモンクロベ二の記録が知られる程度. (6 ) 有田
市より白浜町に至る海岸沿いと, その間に点在する半島, 小島嶼や平野部にも南方性の種 ( ヒケ,ナガ
ヒメ , ベーツヤサ, キュウシュウチビトラ, タテジマ, ホシベ二等) を産し, 他に日ノ岬~御坊市近
辺はク 力ハナ, モンクロベ二の多産で名高い. また有田市ではャマトトヶ'バの唯一の記録がある.
(7 ) 西牟奠' 東牟奠両郡に跨る大塔山及びそのすぐ西の法師山を中心とする山地も非常に興味深い地
域である・ 調査は大塔山が中心で, オオクポ, ハイイロハナ, キイロメダカ, ヒトォビチビ, キイロァ
ラケ', ミヤマモモブト (SSP. ?) 等の記録ないし採集例があり, 他にその近傍の将軍山( クロソンホソハ
ナ, スネケプカヒロコバネ), 安川林道 (ニツポンモモブトコバネ), 大倉畑山(クビァカモモブトホソ)
も採集地として知られている. しかし何といつてもこの地域の代表は特化したセダカコプャハズ(ssp
nankienSiS) であり, 大塔山南方の谷あいが産地として知られる. (8 )  音 fli町~新宮市に至る海岸沿
いとその間の小島嶼及び紀伊大島は, 本州の太平洋沿岸中でファウナが最も海流の影響をうけゃすぃ
地域と考えられ, すさみ町江須崎ではケブトハナが得られ,  さらに各地に点々 とタケウチヒケ'ナガコ
パネ, フタオビミドリトラ, アヤモンチビ(本州唯一の産地) が分布, 紀伊大島ではホシベニ, イポタ
サビ, 力ノコサビが得られている. (9 ) 大雲取山, 那智山等を中心とする山塊では, 那智山でセダカ

コブヤハズ (SSP・ nankiensi、s) が得られている. (10)  東牟奠郡の2 カ所の飛地は, 北山峡, 八丁を

含み観光で名高いが, 三重, 奈良及び本県の県境が複雑に走り, 特に本県の地域をそれとして記録す
ることが少なく , 県単位で分布を論じる観点からすると, この整理が今後の課題となっている.

8.  三 重 県

三重県は近幾地方では南北に最も細長く, 北は中部山岳のファウナの要素を近幾地方に招き, 南は
奈良県, 和歌山県とともに紀伊半島を成し,  これに島嶼性とされる要素が重なって一体となり, かく
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して近談地方中ファウナの多様性の点でおそらく兵庫県を上回ることが推測される.  また奈良県, 和

歌山県同様に, 海洋性と考えられる種が意外と内陸深くに, いわばレリックとして存在し,  この点が

分布論や採集活動をおもしろく している . また本県のセダカコプヤハズは, 亜種の区別が困難で, 北

近畿と南近談のファウナが当地で融合していることを物語っているとも考えられる.
(1 )   県最北端に位置する養老山地は近畿と東海を分かつ重要な地域であるが, ほとんど未調査で

いな , '

ある . (2 ) 伊勢平野北部, すなわち員弁郡北部~木曾川河口より鈴鹿市 ~亀山市に至る低地平野部で
はクビアカハナ (鈴鹿市), ホシベニ (四日市市, 鈴鹿市) 等が知られる程度. (3)  鈴鹿山脈は, マヤ

サンコブヤハズ等を産することにより滋賀県伊吹山地の南延としての性格を見せ,  その一方で一部の

南方系種の存在により, 次々 項の布引山地や後述の台高山脈東域とも関連を見せて興味深い.  採集地

としては, 藤原岳 (ヶブトハナ, クリイロチビケプカ, コ'イシモモプト, ホソリンコ'), 福王山 (クリチ
ビ), 朝明渓谷 ( トウキョウトラ, フチグロヤッポシ), 御在所山 (ムナコブハナ, ヒメアヤモンチビ), 湯

ノ山温泉 (ヒラヤマコプハナ, セダカコブヤハズ), 野登山 (ジャコウホソハナ, セダカコブヤハズ) と

いった所が知られる. (4 ) 水口丘陵南部~上野盆地~名張市北部の低地一帯では, 上野市のマルモン

サビ, ホシベ二等が知られる他は知見に乏しい. ( 5 ) 布引山地より美杉村北部~名張市南部に至る山
脈は, 鈴鹿山脈と台高山脈を結ぶ重要地点であり, 赤目 (エゾナガヒケ'), 大洞山 ( ヒラヤマコブハナ),
比津 (ベ一ツヤサ), 青山高原 (モンクロベニ), 笠取山 (ヒラヤマコプハナ), 経ヶ峰 (ヵェデヒケ'ナガ

あ l ・

コバネ, セダカコブヤハズ, ホシベニ) 等の採集地が知られる. (6) 伊勢平野南部, すなわち安芸郡~
津市より二見町に至る低地平野部は,  同平野北部よりも海流の影響を受けやすく, かつ自然林の保存

状態もよい. 津市ではべ一ツヒラタ, カノコサビ, タテジマ, 伊勢市の神社境内ではべ一ツヒラ タ , キ

イロミヤマ,  ヒメアヤモンチビ,  さらにはヒケ'ナガ,  ヨコヤマヒケ'ナガといった意外な種が得られて
いる. (7 ) 志摩半島より大内山川に至る低山地では, 知見がその最北束端の伊勢市内の山に集中して

おり, 書議 山ではクビアカモモブトホソが得られたと間いている . 大宮町滝原宮はトガリバホソコバ

ネの記録で知られる. (8 ) 鳥羽市より南島町に至る沿岸地帯及び答志島等の島嶼では, 鳥羽市のべ
いい ' ん

- ツヒラタ, タテジマが知られる程度. ( 9) 一志郡南部, 飯南郡北部, 松阪市西部より成る高見山地
1, I l l

とその延長部では, その北麓に位置する美杉村三重大学平倉演習林~三峰山が県下一のカミキリムシ
採集地として知られる. オオクロ, ハイイロハナ, イョヒメハナ (ヨコモンヒメハナとして記録), トサ

ヒメハナ, オオハナ, キヌツヤハナ, トワダムモンメダカ, サドチビアメイロ, クロサワヒメコバネ,
ムネマダラトラ, キンケトラ , フタオビミ ドリトラ, タキグチモモブトホソ, ヒメアヤモンチビ, セダ

カコプヤハズ, クリイロシラホシ, ヨコヤマヒケ'ナガ, キイロアラケ' (模式産地, 1 例のみ), ゴイシモ

モプト, カスガキモン, カツラ, ホソリンコ等の記録を有する. その他では美杉村北畠神社のクビシロ

が知られる程度であろう. (10)  台高山脈東域 (国見山, 大台ヶ原山東部, 大杉谷, 奥香肌峡温泉, 大
はら t

内山村, 尾驚市北部を含む山地) は隣接する奈良県高山部との関連で興味深い地域である. 飯高町蓮で

はッマキトラ, ホウノキトゲバ, 大台ヶ原山 (本県側) ではオオクポ, ムナミソ'ハナ, イガブチヒケ'ハ
ナ, セダカコブャハズ等, 大杉谷ではケブトハナ, クロソンホソハナ等が記録されており, 南方と北方

が融合したファウナを示す. (l l ) 尾驚市南部より1解峡に至る県南部の山地は, 尾驚市矢ノ川峠のヒメ

ョツスジハナの記録がある. (12) 紀伊長島町~南牟奠郡の沿岸低地及びその沖の島嶼は, べ一 ツヒラ

タ, テッイロヒメ (紀伊長島町, 熊野市), フタオピミドリトラ, タテジマ等を産し, また紀伊長島町大

島のホソリンコ'は注日に値する.
9. 考 察

近繼地方における力ミキリ相の位置づけをみるために, ここで本地方の Pidonia 及びコプヤハズカ
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ミキリ属 (Mesechthistatus十Parechthistatusで l 属とするのが妥当?) を論ずることとする. pjdonja
中, 中部山岳が分布の中心となっており, かつこれが近畿地方に押し出され (拡大), もしくは取り残
された(残存) 形で分布しているものに, マツシタヒメハナ(氷ノ山, 大台ヶ原山, 大峰山系), ミヤマ
ヒメハナ(大台ヶ原山, ssp), ヨコモンヒメハナ(大峰山系, 平倉), ムネァカョコモンヒメハナ(伊吹
山地), ニセフタオビノミハナ(大峰山系) が挙げられ, 一方四国に分布の中心があり南近畿に残存(?)
しているものに, マホロバヒメハナ(大峰山系), シコクヒメハナ(護摩理山) が, さらに北近畿に分布
の中心があり中国山地にも若干進出しているものに, シラュキヒメハナ(氷ノ山, 京都北山, 比良山地)
がある・ 一方ニツコウヒメハナは亜種分化の見られる種であるが, 兵庫県音水渓谷のもの(ssp.ohba-
yaShii) が中部山岳西部と亜種を同じくする一方, 伯母子岳のそれ (ssp. stephani) は四国と同じもので

ある (窪木, 1983)・  ところが同様に亜種分化の見られるイョヒメハナでは, 大台ヶ原山のものは四国
より中部山岳のものにより近いという. 以上より, 中部山岳と中国山地に北近議を仲介としてつなが
りが想像される一方, 紀伊半島は四国よりも中部に近しいファウナを持つということになる. 一方セ
ダカコブヤハズのssP. shibataiの分布は紀伊半島中部~近幾中央部から中部山岳南部に及び, 四国と
は明瞭に一線を画し, この種にとってはスタイネガ一線よりは紀伊水道~n島門海峡の方が數居が高い
ように見える・ (なお, 近畿においてはセダカコブヤハズとマヤサンコブヤハズは同年同所にて採集さ
れたことがなく, 両種が分布するとされる兵庫県摩耶山, 箕面市, 京都府北山でも, 種間雑種例を除い
て同時混棲は見出されていないことを付け加えておく. ) 一方ヒメヒケ'ナガの紀伊半島のものは四国
産(SsP. shikokensis) に近いようであり, Pidoniaやコブヤハズとは反対の例となっている.
かくして紀伊半島の位置づけ,  もしくは紀伊水適の生物地理学的重要性が問われることになる. 上
述以外で紀伊半島と四国山地の関係を示すものとしては, オオクポ,  クロソンホソハナ等があるが,
それらの性格づけとともに, 今後の研究に待つところが大きい.
本編に繰り返し登場したのが太平洋岸,  及び日本海岸沿いに分布する海洋性あるいは島嶼性種であ
る・ しかし, これらのうちヶプトハナ (大阪府豊能町, .面市, 京都市東山区, 和歌山県, ・�i ｮ山施
ヨコヤマヒメ (兵庫県赤西渓谷, 大阪府 面市, 茨木市),  ヒケナガヒメ (奈良市春日山, 京都市上賀
茂), タケウチヒケナガコパネ(兵庫県赤西渓谷), フタオビミドリトラ(兵庫県赤西渓谷, 三重県平倉,
和歌山県大塔山), タテジマ(京都市左京区) 等は, それぞれこのように意外と内陸にまで分布を拡張し
ており,  この場合耐寒性及び海岸線の後退がヵミキリの分布における重要な要素として指摘される.
またこれらと同じ海洋性ながら, 原生林または保存状態のよい自然林が必須というものもあり,  クロ
ソンホソハナ, キイロミヤマ, ヒメアヤモンチビ, キイロアラケ', ホソリンゴ等がそれに当たる. ェゾ

ナガヒケ'はHAYASHI (1960) の指摘するように系統的には南方系のようであるが, 近談地方では兵庫
県北西部の山地以外では兵庫県八鹿町近辺, 同宝塚市, 京部府舞鶴市, 奈良県大和郡山市, 三重県赤目
にて各1 例得られたのみで, まことに奇妙な分布パターンと言わねばならない.
近畿地方はこの他, シロヘリトラ(舞鶴市), チャゴマフ(芦屋市), キポシ(全域), ラミー(北近識)
等の移入種の定着も多く, 調査におもしろみが尽きない.
末筆ながら, 本稿を執筆するにあたりいろいろとご助言, 情報提供を賜った石井正雄, 大垣誠, 大
平廣士, 奈良一, 的場績, 水野弘造, 吉川文弘博士他の諾氏, ならびに日頃ご指導を賜っている草間
慶一博士, 林匡夫博士に厚くお礼申し上げる次第である.

(大阪府茨木市紫明園11-C-705)
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中国地方のカ ミキリ相

山 地 治

中国地方は本州の西端に位置し近設地方と接し, 四国 ・ 九州 とは瀬戸内海を隔てて近接している.
地形的に見ると, 瀬戸内海の島々 , 山陽側の平野部, 標高400~800mの中国高原(吉備高原・ 石見高
原), 標高1,000~l,200mの山頂を持つ中国山地 (冠山を中心とする西中国山地と道後山・ 大山・ 氷
ノ山を含む東中国山地), 山陰側の平野部及び松江地里~ 島根半島・ 隠岐諸島等から成り立っている.
ここでは山陽側の平野部 (主に岡山平野) ~ 吉備高原~ 中国山地~ 山陰側平野部~ 島根半島周辺~ 隠岐
諸島と見て行き, 後で宮島・ 瀬戸内海の島々 に触れてみたい.

1.   山陽側平野部

山陽側の平野では岡山平野が最大の平野であるが, 近代の干拓による割合が大である.  また, 古来
人間の活動の盛んな地域であり, 本来の植生であるシイノキや常緑ヵシ類は社寺林としてわずかに残
されているだけで, 大部分は市街地, 耕作地となっており, 丘陵地の林は二次林のアカマツ林やコナ
ラ ・ アベマキ等の林となっている.
この地域に分布している力ミキリは, ウスバ ・ ノ コギリ ・ ニセノコギリ ・ クロハナ・ ヤッポシハナ

(ツマグロハナ) ・ グロ・ サビ・ アオスジ・ ミヤマ・ キマダラヤマ・ ヨツポシ・ ヨコヤマヒメ・ 力ツコ
ウメ ダカ ' ミ ドリ ' ヒメスギ・ シロオビチビヒラタ ・キスジ トラ ・ タケ トラ ・ エグリ トラ ・ ヒ メ ク ロ

ト ラ ' ヨツスジ トラ ・ べニ ・ ホタル・ コ'マフ ・ ナガゴマフ ・ カタ ジロコ'マフ ・ キ クスイモ ドキ ・ ハイ

イロヤハズ・ トガリシロオビサビ・ アトジロサビ・ アトモンサビ・ ワモンサビ・ キポシ・ ゴマ ダラ ・

マツノマダラ ' センノキ・ ビロウ ド・ シロスジ・ クワ・ ケシ・ アトモンマルケシ・ クモガタケ シ ・ シ

ラオビゴマフケシ・ ラミー・ ヤッメ・ リンゴ・ ホソキリンコ' ・ キクスイ・ ルリ等である.  記録の少な

いものでは,  オオシロの古い採集例が山口・ 広島・ 岡山の市街地より点々 とあるが, 最近のこの地域
からの記録は間かない. べ一 ツヒラタ ・ ホシペ二は山ロ・ 広島の平野部に分布している. 力ノコサピ・

イポタサビは岡山平野の丘陵地で記録されている. 5 月になると岡山平野の市街地で時折モンクロベ

二が採集されることがあるが, これは数km離れた発生地から飛来して来るものと思われる.
2.   吉備高原南部 (アカマツ林)

平野から吉備高原に移る接点付近の丘陵地は花崗岩質の土壊と少雨, 過去の伐採のくり返しによっ

てァカマツ林となっている所が多い. 標高50~200 mほどのこのようなァカマツ林は従来ヵミキリ相
も貧弱であると思われていたが,  アカマツ,  ネズミサシ等に依存している力ミキリが独特の相をなし
ている . ケプカヒラタ ・ クビアカハナ・ ケブカマルクビ・ ヨツポシシロオビゴマフ ・ キポシチビ・ カ

ラフト ヒケ'ナガ・ マツノマダラ・ ヒメシラオビ・ スジマダラモモプト ・ ナカバヤシモモプト ・ ケシ等
がそのメンバーである. ケプカヒラタは史跡等のアカマツの大木の残っている地域で発見されている.
岡山県を原産地とするヶプカマルクビはその後各地で記録されたが, 中国地方では山陽側吉備高原中

部以南に分布しているようである. 現在本州でのみ記録されているが,  この種は小豆島にも分布して

いる.  クピアカハナは一時的に多産することがあり,  アカマツやネズミサシの花にも訪花するが, む

しろ日影のアカマツ伐採技に集まるのを見ることが多い.  ョツポシシロオビコ'マフはァカマツ伐採枝
に集まる. キポシチビはァカマツについた古い枯枝より発生するようである. 以上の 2 種は関東地方
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等ではモミを食樹としているが, 中国地方ではァカマツを食べている.  このことを考えると,  まだ他

に意外な種が発見される可能性のある環境と言える. ただこの地域は最近の松枯れによってァカマツ

林自体がほとんど消失したり, ;農薬散布によって大きな影響を受けていると思われ, 実際岡山市と宮

島で農薬敞布後地面に落下していたョツポシシロオビコマフが拾われている.  山陽側低地の代表的な

環境であるのでより細かい調査が望まれる.

3.   吉 備  高  原

吉備高原に入ると, 高原上面はァカマツ林が続いているが, 河川に臨む斜面にはコナラ・ アベマキ

等の雑木林が多くなる.  この地域はこれら雑木を利用したシイタケ栽培が盛んである. 裁培用の原木

を得るため,  冬期これらの林を伐採することにより伐採跡地に細枝等が残され,  これらから発生する

カミキリが多い.  モンクロベ二がその代表であろう . 成虫はコナラ ・ ナラガシワ・ アベマキ等の切株

から生じたひこばえに集まり後食する.  なかでもナラガシワ力;好まれるようである. 多くのひこばえ

があっても特定の株に集中する傾向がある.  成虫はひこばえ上で交尾すると, 比較的太い伐採枝に産

卵し, 2 年後に脱出した新成虫はその近くの新たな伐採跡地まで移動し, ひこばえに集まる.
その他広葉樹を食樹とするカミキリが多い.  ムネァカクロハナ・ ヤッポシハナ・ ミ ドリ ・ キイロト
ラ ・ シラ ケ ト ラ ・ ト ヶ' ヒケ' ト ラ ・ ホタル・ チャイロホソヒラタ ' ヤマ トチビコバネ ' ドウポ ソ ' シ ロ

スジ ドウポソ ・ ドイ ・ クモガタケシ ・ 力ロアケシ ・ シラオビコ'マフケシ ・ ヒ メ ヒケ'ナガ・ ヨツキポシ

等である.
吉備高原中部~中国山地にかけての同様な伐採跡地にはクリストフコトラ・ トウキョウトラ・ ヨツ
ポシチビヒラタが見られる . 比較的自然林の残されている地域には上記の種に加えて,  ミヤマルリハ

ナ ・ ズマルトラ ・ アカジマ トラ ・ ハイイ ロツツクビ ・ ムネモンヤッポシ ・ オニグルミ ノキモン ・ ハス

オビヒケ'ナカ等が見られる.  カェデヒケ' ナガコバネは岡山県の高梁川流域付近より西に広く分布して

いる.  それに対して,  コポトケヒケナガコパネ・ ホソツヤヒケ'ナガコパネは吉備高原中部から中国山
地にかけて点々 と分布しているが, 産地は限定されているようである.
この地域の中でも岡山県臥牛山は山頂に松山城があ

り, 長らく伐採をまぬがれてきたため, 全山モミ・ カ

ヤを含む原生林となっている.  このため特殊な種類を

産し, 周囲の地域よりもむしろ違く離れた奈良Inの春
日山とよく似たカミキリ相をなしているようである .
ヤマ ト ヒ メハナ ・ べ一 ツヤサ ・ キイロメ ダカ ・ クビア

カモモブトホソ ・ マダラコマフ等の春日山と共通の珍

種をはじめ, ベーツヒラタ ・ クビアカハナ・ ミヤマル

リ ハナ ・ カタ キハナ ・ ベーパハナ ・ サ ドチ ビアメ イ

ロ ・ ヤマ トチビコバネ ・ カ ェデヒケ'ナガコバネ ・ オダ

ヒケ'ナガコバネ ・ オオアオ ・ ヨツポシチ ビヒラ タ ・ ズ

マルト ラ ・ ヨ コヤマ ト ラ ・ トウキ ョウ ト ラ ・ アカジマ

ト ラ ・ ヒメ アヤモンチ ビ ・ ヒ トオ ビチ ビ ・ ヒケ'ナガ・

イポタサビ・ ヒケ'ナガヒメルリ ・ ソポリンゴ等を産し

暖地性の遺存的分布種が多い. 中国地方の低山で 140
種ものカミキリを産する地域は他にないものと思われ

る .
図 1 . 臥牛山山頂 (石垣修復のためモノレ
ールが91改かれている) .
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4.   中 国 山 地

中国山地は江川を境として冠山を中心とする西中国山地と,  道後山' 大山 ' 氷の山を含む東中国山
地とに分かれている. 中国山地の特徴として,800~1,200mにブナ帯があり, その上部にコメツガ等の
針葉樹林やナナカマド等の高山性の広葉樹林が発達していないことがあげられる・  そのため中部地方
から四国・ 九州に分布しているムナミゾハナ・ イガプチヒケ'ハナ' タケウチホソハナ' へリグロホソ
ハナ・ トガリバホソコバネ・ シコクヒメハナやチュウジョウヒメハナ ' マホロバヒメハナに対応する
pjdonia・ オオマルクビヒラタ・ オオトラ・ ゴマフキマダラ・ シナ等の分布を欠く・ しかしこの地域は
中国地方の中でヵミキリの最も豊富な地域となっており, 西中国山地・ 束中国山地共に200種を超す
種が分布している. 両山地に共通に分布するカミキリでは,  テッイロハナ' ヒラヤマコプハナ' フタ
スジカタビロハナ・ チャイロヒメコブハナ・ セアカハナ・ ヒケ'ブトハナ ' クl='サワヘリグロハナ ' オ
ニホソコバネ・ ォォホソコバネ・ クロホソコバネ・ ヒケ'ジロホソコパネ ' トラフホソバネ ' サドチビ
ァメイロ・ クロサワヒメコバネ・ スネヶプカヒロコバネ・チャイロホソヒラタ ' チャイロチピヒラタ'
ク リス ト フコ ト ラ ・ ョ コャマ トラ ・ タチキグモモプトホソ・ ヒトオビチピ ' フサヒケ'ルリ ' セダカコ
ブャハズ・ マルバネコプヒケ' ・ イッシキキモン・ カスガキモン ' 力ツラ ' ソポリンゴ ' ホソリンゴ等
がある .
フタスジカタビロハナは5 月中旬ヤマシャクヤク花上に現れる. チャイロヒメコプハナはカッラの
木に集まり, 広島・ 兵庫県下ではかなり多いようであるが岡山でも記録された・ NeCydaliSはォニホソ
コバネ・ クロホソコパネは両山地において数例でしかないが,  オオホソコバネ ' ヒケ' ジロホソコバネ
は前2 種に較べて広く分布している. スネケブカヒロコパネは二次林にも適応できる種のようで, 最
近分布を拡げているように思える.  フサヒケ'ルリは山ロ・ 広島県境松の木峠と大山桝水原で記録され
ているが, 現在両産地での生息は否定的である. 最近大山周辺で記録されたが, 草原性の本種が絶滅
しないようにするため相当の配慮が必要であろう.  セダカコブヤハズは, 大山' 扇ノ山' 氷ノ山に分
布するダイセンコブャハズ,  広島県比婆山付近のヒメコプヤハズ, 山口県に分布するチョウシュウヒ
メコプャハズの3 亜種に分類されているが,  中国山地には広く分布するようなので各亜種の分布は,
吉備高原の石灰台地に分布している型や隠岐島後の型等含めて,  今後調査される必要がある・  力ツラ
は中国山地全般に赤斑の発達したいわゆるコジマベニスジ型の個体が多いが中部地方と変わらない個
体もいる.  ハンノアオも四国・ 九州の亜種と同じものと思われ,  このような傾向はチャイロヒメコプ
ハナやシナノクロフにも見られるようである・

東中国山地にのみ分布している

と思われる種は, オオクポ ' ムナ

コプハナ・ ニツコウヒメハナ ' へ

リモンヒメハナ・ ムネモンヒメハ

図 2. 中国山地花知山から人形峠方面を望む

ナ・ ヨコモンヒメハナ ・ シラュキ

ヒメ ハナ ・ ミ ワヒメ ハナ ' アカア

シオオアオ・ ヤノトラ ・ アカネキ

スジ ト ラ ・ アカ ジマ ト ラ ・ フ タス

ジゴマフ ・ ムネホシシロ・ エゾナ

ガヒケ' ・ カ ッ コウ ・ キバネ ァ ラ

ケ' ・ チャバネクロツツ・ プロイニ

ング・ ハンノキ等がある.  ニツコ



ウヒメハナは, 鳥取県高鉢山の1 例

のみ, 近くの兵庫県赤西でオオバヤ

シヒメハナがこれも 1 例記録されて

いる . へリモンヒメハナとムネモン

ヒメハナは氷ノ山 ・ 扇ノ山 ・ 沖ノ

山・ 後山の山塊のみ, シラュキヒメ

ハナは大山~京都まで分布している
ミワヒメハナは東中国山地では普通

種であるが, 西中国山地ではトサヒ

メハナに代置されるようである.  ト

サヒメハナは, 東中国山地でも分布

しており, 兵庫県赤西ではミワヒメ

ハナと混接している .  ヨコモンヒメ
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図3. 高鉢山の土場 (現在は木は切り出されていない)
ハナは大山のみで記録されている.  アカネキスジ ト ラは鳥取県高鉢山で記録されているが, 兵庫県赤
西・ 氷ノ山でも得られている. 今のところ東中国山地の特産種である.
同様に西中国山地にのみ分布していると思われるものにイョヒメハナ・ クロルリハナ・ マダラゴマ
フ ' ツチイロフトヒケ' ' ハラアカコブ等があり,  山口県下にはこの他に九州との関係を思わせる種が

多く分布しており,  華山ではニセハイイロハナ・ トケ'ヒケ' トビイロ・ べ一 ツヤサ・ キュウシュウチビ
トラ ' タキグチモモブトホソ ' クロオピトケ'ムネ・ シマトケ'バが,  滑ではクロソンホソハナ・ タケウ

チヒケ'ナガコバネ' キイロアラケ'が, 野戸呂ではモウセンハナ・ クビアカモモブトホソが,  寂地山で
はニツポンモモブトコバネ ' キイロアラケ'が, また平野部では小野田市でチャイロヒケ' ビロウドが,
下関火の山でウスアヤ ' アヤモンチピが記録されており,  中国地方の中でも南方系ヵミキリの分布す
る地域になっている .

話を再び両山地に戻すと,  チビコブグルー プは, サワフタギ類に多いシロチビコプとォォヵメノキ
等より得られるチピコブが山地帯に分布しているが,  シロチビコブの方がより低標高に分布し,  どち
らか1 種しか産しない地もある. 東中国山地ではこの他にもう1 種が分布している. キクスイモドキ

に似て全体黑色の個体が両山地から得られており,  西中国山地ではキクスイモドキと混棲していない
というが, 東中国山地の大山では両者は混接しているようである.  ミヤマケシに似た種が両山地に分
布しておりキッコウモンケシとの関係が注目される.  ヒメミヤマケシ? に似た無紋の種が西中国山地
より得られている・ ピックーセハムシは(' の上翅の黑化する型力;現れるが, 特に西中国山地ではその
傾向が強いようである. 大山は古くからヵミキリの好採集地であり 180数種のカミキリが記録されて
いるが,  ピックニセハムシハナの分布は欠くようである.  また,  ルリポシカミキリは西中国山地及び
東中国山地東部(高鉢山~氷ノ山付近) の記録は多いが, 大山付近では非常に少ないようである. 東中
国山地最西部での記録はある.

5. 山陰側平野部

山陰側の平野部は山地が海岸に迫っているため, 一般に平野の面積は小さく, 砂丘の発達している
地域もある. そのような地域ではクロマツの植林があり, 一部自然のクロマツ林もあるようである.
クビアカハナ ' ヨツポシシロオビゴマフがこのような地域から記録されている.  クビアカハナはこの

ような海岸から大山のブナ帯でも時折得られ生息範囲は広いようである.  社寺林等樹相の豊かな場所
では,  タブノキ・ シイが多く , ホシベ一 ・ タテジマが多い. ベーツヒラタ ・ ウスバ・ ノコギリ ・ ミヤ
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マ ' ヒケ'ナガヒメ ・ タケトラ ・ クスペニ・ ハイイ1::ヤハズ・ ラミー等が分布している.
6.   松江平野~ 島根半島

松江平野~ 島根半島にかけては山陰平野部の中でも他地域に見られないカ ミキリが分布している.
オオハナとキイロミヤマは中国地方でもこの地域にのみ分布している.  他にべ一 ツヒラタ ・ ニセハイ
イロハナ ・ ベーバハナ ・ ヨ コヤマヒ メ ・ アオ ・ カンポウト ラ ・ ヨツスジ トラ ・ フ タオピ ミ ドリ ト ラ ・

モンクロベニ・ アヤモンチビ・ クビジロ ・ タテジマ ・ シロスジ ドウポ ソ ・ セダカコ プヤハズ ・ イタ

ヤ ' カラフトヒケ'ナガ・ ホシベニ・ イポタサビ・ キュウシュウトケ'バ ・ アサ等の記録がある .  特に島

根半島海岸部のアヤモンチビ・ キュウシュウトケバの分布は対馬海流の影響と思われ注日される.  ア
サカミキリは中国地方でも第2 次大戦前は多産地もあったようであるが, 最近の記録は間かない. 松

江ではラミーよりラミー カミキリとともに得られているので,  ラミーに近いカラムシ・ アザミ類,  ヨ

モギ類等他地方で最近記録されている食草も調査すれば再発見の可能性はある.
7.   照 岐 諾  島

隠岐は日本海上に浮かぶ大小 7 つの島の総称であるが, 最大の島である島後の記録が多い. 島後の

大満寺山の標高が608 mではあるが, 130種近くが記録されていて中国山地と共通の山地性の力ミキ
リも多い.   コパネ・ カラカネハナ・ ヨコモンヒメハナ? ・ シコクヒメハナ・ キベリクロヒメハナ・ チ

ビハナ ' チャポハナ ・ ミヤマクロハナ・ ニンフハナ・ ヤッポシハナ・ ヨツスジハナ・ サドチビアメイ

イロ・ カェデヒケ'ナガコバネ・ コジマヒケ'ナガコパネ・ スネヶプカヒロコバネ・ ルリポシ・ オオアオ・

ヤノトラ ・ ムネマダラトラ ・ ズマルトラ ・ ウスイロトラ ・ クビアカトラ ・ キンケトラ ・ フタオビミ ド

リ トラ ・ タキグチモモブトホソ ・ ハスオビヒケ'ナガ・ セダカコブヤハズ ・ タカサコ'シロ・ キバネアラ

ケ' ・ トケ'バ・ ホソモモブト ・ ハンノオオルリ ・ アサ・ シラホシキクスイ ・ へリグロリンコ'等が分布し
ている.  対馬海流の影響か暖地性の種も分布していて,  べ一ツヒラ タ ・ キュウシュウチビ ト ラ ・ ヨツ

スジトラ・ アヤモンチビ・ ホシベ二等であるが, いずれも中国地方との共通種である.
亜種以下のレベルでは,  ヤッポシハナがすべてャッポシ型を示すのに対して,  中国地方では氷の山

の 1 例を除いてすべてッマグロ型である. オキノアサカ ミキリとされたものは未熟個体かもしれない

ので除くと, クピアカトラは上翅基部の白紋の消失する個体が現れ, kadowakii とされているが. 同様
な個体は中国山地でも稀に現れるようである . へリグロリンゴは中国地方では原型のみ産するよう で

あるが, 隠岐ではムナグロ型も産す. セダカコブヤハズは翅端力;鋭くなくコブも弱い等の特徴がある.
全般的に考えると,  標高の低い島でありながら山地帯のカミキリが多く分布しており,  暖地性の種も

わずかながら産す.  カミキリ相としては現在の中国山地の相に極似しているが,  ヤッポシハナ,  へリ

グロリンコ等現在の中国山地帯よりさらに寒地性を示す種も分布している.  最近中国地方全般に分布

を拡げたと思われるラミーは隠岐には産しないようである.
8.   官島他瀬戸内海の島々

宮島は面積約 30km2 の瀬戸内海に浮かぶ小島であるが, 88 種もの力ミキリが記録されており山地

性の種も多い.  これは, 厳島神社の社 林として保護されてきたことと, 地質学的には冠山山地の南

西端に当たるためと思われる.  ケブカヒラタ・ オオヒメハナ・ ヒケ'ジロハナ・ ミヤマホソハナ・ べニ
バハナ ・ マルクピケマダラ ・ トヶ'ヒケ' トビイロ・ キイロメダカ ・ カェデヒケ'ナガコパネ ・ オダヒケ'ナ
ガコパネ ・ ヤマトチビコパネ ・ ニイジマトラ ・ ズマルトラ ・ キュウシュウチビ ト ラ ・ フタ オビミ ドリ

トラ ・ ヨツポシシロオビコ'マフ ・ ヒメアヤモンチビ ・ キポシチビ ・ シロスジ ドウポソ ・ ホシベニ ・ イ

タヤ・ ヒケ'ナガ・ セミスジコブヒケ' ・ イポタサビ・ ナカパヤシモモプト等が分布している.  広島県内

で宮島だけ記録されている種も多く ,   トケ'ヒケ' トビイロ・ キイロメダカ・ ヤマトチビコバネ・ キュウ
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シュウチピトラ・ ョツポシシロオビゴマフ ・ キポシチピ・ ヒケ'ナガがそうである.  特に山地性の種と

思われるヒケ'ナガカミキリの広島県内における唯一の確実な産地であることは,  岡山県における臥牛
山と同様に周囲から消えてしまったヵミキリの残存地として,  かっての中国地方のカミキリ相を考え
るうえで重要な地域である.
瀬戸内海の他の島々 は宮島ほど調査されていないが, 屋代島よりヒシ・ タカサゴシロが, 広島市似島

よりワモンサピ・ キポシ・ アトモンマルケシ・ クモ力'タケシが,  向島よりニセノコキ'リ ・ ノコギリ ・
サビ ・ グロ ・ マルク ビケマダラ ・ ヨ コ ヤ マ ヒ メ ・ ヒケ'ナガヒ ・ トガリシロオビサビ・ ::'マダラ ・ シ

ロスジ・ クワ・ スジマダラモモブトが, 生口島よりマルクビケマダラが, 六口島よリーセノコギリ・

クワ・ シロスジ・ クモガタケシ・ リンゴが報告されているが,  その他大多数の島は採集者の訪れるこ

ともなく現在に至っていると思う. 中国地方において最も調査の遅れている地域であろう. 島におい

て樹相の貧弱なことと,  海流の影響による南方系力ミキリがあまり期待できないことがその原因であ

ろうが, マルクビケマダラがこの地域でのみ記録されていることも考えると,  瀬戸内海の島々 の調査

抜きには中国地方のカミキリ相は最終的には語れないだろう.  案外四国との関係で意外な発見がある
かもしれない.

9.  終 り に

中国地方のカミキリは平地・ 低山帯では開発等によってほとんど原型を留めていないものと思われ

るが, わずかに残された地点より本来の姿をうかがうことができる. むしろァカマツ林や周期的伐採

による人為的な環境に適応した種が特徴的なヵミキリ相をなしている.  山地帯においては高山性の種

は分布していないが中山帯の種は多い. 中国地方特産の種は少なく, わずかにアカネキスジトラがあ

るだけであるが,  この種は行政区分で言えば近畿地方にも分布していることになる. 東中国山地と西

中国山地ではカミキリ相の若干の相違が見られ,  山口県下では九州からの分布のつな力、 りを思わせる

種が平地~ 山地帶にいくつか分布しているが,  西中国山地全体に分布を広げている種が少ないような

ことは興味深い.  同様に, 中部地方からの分布のつながりと思われる種は東中国山地ではへリモンヒ

メハナとムネモンヒメ 、ナの 2 種がその東部の高地にのみ分布しているが, それより西への分布はと

ぎれている. 大山のッマグロヒメハナとともに中国山地では最も高山性の種といえるであろう. 両山

地の他のカミキリ相の違いは, 単に位置関係の差によるものと思われないものも多く, 調査不足の可

能性も考えられるが, 他に何か原因があったのかもしれない. 隠岐は標高の低い島であるにもかかわ

らず山地性のカミキリが多く , 現在の中国山地帯に分布している種とすべて共通であるが,  より寒地

性を示す型も産する. 対馬海流の影響と思われる暖地性の種も産するが少ない. いずれにしても, 過
去中国地方との分布のつながりが切れた時点から,  中国地方のカミキリ相があまり変つていなぃこと

の傍証になるのではあるまいか.
人為的分布と思われるものに最近記録されたハラアカコプカミキリがある.  シイタケの原木として

ナラガシワやコナラ等の材が広く九州方面まで取引されているようであるので,  今後思わぬ種が突然

得られるということもあると思われる.  最近もモンクロベ二発生地の材が大分県へ引き取られたこと

もあり, 中国地方産の個体が他地方で発生するという事態も起きているのかもしれない. 本種を含め,
従来から分布していたものかどうか見きわめるような調査も今後は必要となってくるであろう.  中国

地方のカミキリ相は現在変化し続けており, 最近記録されなくなった種も多く, 一部には分布を拡げ

つつある種もあるようである.
(岡山市芳賀 5116-11)
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近織, 中国, 九州地方に三方を囲まれた四国地方は, 日本本土の西南都に位置するが, これらの地方
とはすべて海によって隔てられており, ファウナを論じるうえでは都合のよい地域であると言える.
しかし, 国土面積に占める山地の割合が9 割にも達し, しかもその大半が私有地であることと,  温暖
多雨な気候条件であることが古くよりこの地域の林業を発達させ,  人工林が多く自然林の少ない地域
となっている・ 地質学的には, 中央構造線を境として, 西南日本内帯の北四国と,   同外帯の南四国に
分けられるが, 最高1峰の伊予石主通山 (l,982 m) や, 阿波剣山 (1,955 m) を中心とした脊梁山脈は南四
国に属し, 北四国では, 香川・ 徳島県境の 岐山地と愛媛県の高縄山系が1,000~1,200mクラスの山
地を形成しているにとどまり, 南四国と比べて平野部の占める割合が大きくなっている.
四国地方の植生については, 基本的には沿岸部の照葉樹林帯から. 落葉広葉樹林帯を経て亜高山域
の針集樹林帯までの幅を持ち, 照葉樹林帯でも, 南端沿岸部では亜熱帯的要素が強くなり, 他の地域
とは趣を異にした植物景観を示している. 四国地方の力ミキリ相についても,   これらの植生によく対

応したファウナを示しているものの, 先述の通り, 人工林の割合がきわめて大きく,  ファウナに与え
る影響は計り知れないものがある.
さて, 四国地方のカミキリ相を論じるにあたり, ここでは便宜上, 植物相によって, 1. 亜熱帯照葉
樹林区, 2. 暖帯広薬樹林区, 3. 落葉広集樹林区以上の山地帯, の3 区に分けて考えてみたい.

1.   亜熱帯照葉樹林区

地域的には亜熱帯の景観を示す四国南端沿岸部の高知県室戸岬周辺と,  足摺岬から愛媛県の南予地

域一帯が含まれる. 四国でも最も温暖な地域で, ヤプッパキ, タブ, ヤブニツケイ, イスノキ, ウバメ

ガシ, トベラ等を主体として, 一部ではァコウ, ビ、,::,ウといった熱帯色豊かな植物も見られる. この地

域のカミキリ相としては, 四国平野部の基本ファウナの中に, かなりの南方系の種が入り込んだ特色

あるファウナを示しており, 四国地方ではこの地域でしか見られないものも少なくない.
コケ'チャヒラタは, 足招岬と黒尊から記録されており, 足摺岬では屋久島同様,  イスノキの樹皮下

から記録されているが, その後の追加記録はないようである. オカ'サワラチャイロは, 1973 年に足摺

岬で発見されたが, その後の調査でャブニツケイを食樹とすることが判明し, 食害樹の採取により多

数力t得られている .  トヶ' ヒケ' ト ビイロは, 1936 年の原記i酸以来, 四国では 50 年間にわたって追加記
録がなかったが, 最近愛媛県鹿島から再発見され, その分布生存が確認された. ケブカトラは, 室戸岬

でのみ見られ, 岬先端部の海岸段丘崖斜面に自生するナギに寄生し, 個体数は多い. 足摺岬周辺では

いまだに発見されておらず,  自生のナギに食害された形跡が認められないことから, 分布はしていな

いものと思われる. コケチャサビは, 足摺岬における 1957 年の初記録以来, 30年間追加記録がない
ままである. 南方系の種で, 長きにわたって追加記録のみられない種については, かって琉球方面よ

り分布を拡大して四国に到達したものの, 様々 な条件の中で四国の環境に適応できず, 今日では絶滅

してしまったのではないかとも思える. そういつた意味で, 四国は記録地ではあっても, 分布地では

ないという考え方が正しいのかもしれない.  しかしながら, 先述のトケ'ヒケ' トビイロの例もあり, 再
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発見に期待したい・  リ ュウキュウルリポシは, 土佐清水市布岬に産し,  カ ミキリ生態図鑑の中でも紹
介されている・ なお, l985 年に四国初記録のクビアカモモブトホソが採集されたのも同地である.
これらの他, この地域を特色付ける種として, Ceresium属4 種, ッヤケシヒケ'ナガコバネ, キュゥ
シュウチビトラ, ケナガ, アヤモンチビ, アトモンチピ, キュウシュウトケ'バ, クロオビトヶ'ムネ等が
挙げられよう. また, 今日の分布状況から判断して, ムネスジウスバ, クロモンキイロイェ, コブバネ
ゴマフ, サピアヤ, ウスアヤ, オビレ, オキナワサビ等が四国南端に分布する可能性も充分に考えられ
る .
なお, 西南四国内陸部の高知県黒尊や愛媛県成川渓谷では, クロソンホソハナ, べ一ッヤサ, リ ョ ゥ

プモモブトヒメコパネ,  シマトケ'バといった稀種が記録されており,  この区域と次の区域の中間的な
ファウナを示していると言えよう.

2.  暖帯広葉樹林区

南端を除く四国沿岸部から低山地にかけての広い地域で,  シイを主体とした植生を示すものの, そ
の立地が人里に近いこともあって古くより人手の入った所が多く,  現在ではわずかな保護林や社推林
でのみその林相をうかがうことができる.  この区域に産するカミキリで, 特に四国を特徴付けるよう
な種はほとんど見られず,  日本全土, あるいは西南日本に広く普通に産する種が主体となっている.
四国が原産地のトケ ウスパは, 松山市杉立, 香川県琴平山, 徳島県蒲生田岬での採集例が多いもの
の, ほぽ全域に分布し, 夜間燈火に飛来したものが得られている.  ケプカヒラタは, 長い間四国から
の記録がなかったものの, 本州でその採集法が判って以来, 低地の社 林を中心に各地から発見され,
我々 愛好家の怠慢さと, 既成概念の恐しさを露呈する好例となった.  タケウチヒケ'ナガコパネは高知
市筆山に多産し,  ミミズバイの枯材から羽化脱出してくるが, 不思議なことに, 成虫発生期に付近の
シイ等の花をすくってもその姿を見ることは少ない. アカアシオオアオは, 1950年頃までは松山市に
確実に分布していたが, その後35 年以上も追加記録がなく, クヌギ林の見られなくなった今では, そ
の姿を消してしまったのかもしれない. 乱開発による犠牲者の好例と言えよう.
本来のファウナには見られなかった種が, その後人為的に移入され, その地に土着してしまうこと
がある. 北四国の一部地域に見られるマルクビケマダラ, チャイロホソヒラタ, チャゴマフ等は, 近年
四国に土着したものと考えられ, 特に前2 種は, その繁殖力の強さからみても, 今後さらに分布域を
拡大していくものと思われる. 一方,  こうした結果, すでに分布拡大を終えた種としてキポシが挙げ
られょう・ 本種は1950年代に北四国へ移入されたものと思われ, l970年代には南四国へも分布を拡
大して, 現在ではほぼ四国全域の平野部から低山地にかけた広い地域に分布している.
また, 現在ではまだ記録されてはいないものの, 例えばチャイロヒケ'ビロウドは, 低地のーワトコ
を調査することにより,  まず間違いなくその分布が確認されるだろうし,  ケブカマルクビが北四国に
産することも充分に考えられる. 先述の例のごとく, 人為的な移入によってテッイロヒメが愛媛県か
香川県から発見されることも予想され, 具体的なター ケ' ットを定めて, 既成概念にとらわれない調査
を実施すれば, 生活圏に近い区域であるとはいえ, 必ずや新たな発見が生まれることであろう.

3 落葉広葉樹林区以上の山地帯

四国ではおおむね700~800 mから上の地域で, モミ ・ ツガ帯からブナ帯にかけての広い範囲と, -
部1,700m以上の亜高山域に見られるダケカンパ・ シコクシラベ帯までが含まれる. 力ミキリ相とし
ては, 西南日本外帯地域との共通性が高く , 種レベルの特産品はほとんど見られない.
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四国を原産地とするォオクポは,  ブナ帯を中心にほぼ全域に分布し, 各種広葉樹枯枝のビー ティ ン

グで得られるほか, 石鎚山の土小屋周辺でダケカンバの生木樹幹上に多数が見られる点は興味深い.
ハナカミキリ亜科では Pidonia属がおもしろく , 四国を原産地としたものだけでも, ニツコウヒメハ

ナSSp. stephant', マホロバヒメハナ, シコクヒメハナ, イシツ°チヒメハナ, イ ョヒメハナ, ト サ ヒ メ ハ

ナ, チュウジョウヒメハナの7 種が挙げられる. 近年, ニセフタオビノミハナが発見されたとの話も

あり, Pidonia を調査するだけでも, なかなか興味深いフィールドと言えよう. シコクヒメコプハナは

本州でカツラのひこばえに集まる生態が判明してからは, 四国でも同様の採集法でかなり得られるよ

うになり, 以前ほどの珍稀なイメージはなくなってきた.
ハナカミキリ亜科の中で, 分布が予想されながらも記録のなかった種のうち,  ヒメョツスジハナが

石鎚山と剣山から発見されたが, 四国の個体は本州の個体ほど明瞭な特徴を持たず, 後岐脛節の基半

も黑化の傾向を示すなど,  ヨツスジ、ナ四国亜種の小型の個体に酷似し, 注意を要する.  ムナコブハ

ナ, ヤマトキモンハナ,  ヌバタマハナ,  コヨツスジハナ等についても , 記録のないのが不思議なく ら

いで,  ヒメヨツスジハナ同様, 今後の発見に期待したい. 九州でわずかな記録のあるキペリカタビロ

ハナについても, その分布を否定する材料はないはずである.  クロサワヘリグロハナは, 小田深山ほ

か数力所から少数の記録があるにすぎないが, 福島県でキハダに飛来する生態が判明した1986 年に,
徳島県下でも同様の生態が確認され, キハダが食樹の本命として注目されている.
人気グループのNecydalis属からは, 現在までに 5 種が記録されているが, オニオ、ソコバネは石鎚

山における1 例のみで, 各地のクワ畑を調査してみる必要があろう. クロホソコパネは, 剣山や石鎚

山で比較的よく見られるが, 特にo では赤味の強い個体が混じる.
カミキリ亜科では注日に値する種も少なく, 他地方に比べ貧弱な内容となっている.  しいて挙げれ

ば, サドチピアメイロ, クロサワヒメコバネ, チャイロチピヒラタ, オオトラ, エゾトラなどが興味深

いところである. 梶ヶ森で得られたニツポンモモプトコバネなどは,  まったく予測し得なかった面白

い記録と言えよう. オオトラは, 剣山と石鎚山から数例の記録があるものの, 食害されたゥラジロモ

ミを発見することは稀で, 個体数はそれほど多くないもののようである. 高知市の記録は, 搬入され
た食害樹から発生したものと考えるのが妥当であろう.
フトカミキリ亜科からは, 最も多い135 種ほどが記録されている力;, 研究課題の多いグループでも

ある. フタスジゴマフは, 黒尊と剣山の 2 例, 計 4 頭の採集記録しかなく , きわめて稀で, 後者はク

ルミ類の伐採枝より同時に3 頭得られており, 生態的には本州産と共通でありな力; らも別亜種とされ

ている. 本種の 2 亜種の形態差が食樹の違いによるものなのか, 地域差によるものなのかは判然とし

ないが, 今後の展開としては, 中山帯のオニグルミの調査とともに, 低地帯のクロマツの調査を並行

して実施し, 四国産の分類学上の位置付けを明確にする必要があろう. Asaperda属については, まだ

まだ問題点が多く , 現在四国地方のカミキリの中でも, 最も研究余地の残された一群であると考えら

れる. 小田深山を原産地とするニセシナノクロフは, 同様の個体が徳島県や高知県下でも見つかって

おり, 一般のシナノクロフとは連続的なつながりを見せる傾向があるなど, 外見だけでの区別は難し

い. キクスイモドキ系の小型, 短太のものと, トケ'ムネホソヒケ' との関係についても同様である. Asa-
perda属は, Pidonia属同様, 生態面をふまえた分類が必要なグループなのかもしれない.
人気の高いコプャハズグルー プの1 種セダカコプヤハズは, ブナ帯下部以上のほぼ全域に分布し,
讃岐山地のものが別亜種とされているが, 脊梁山地との接点付近の調査が不十分である. 本州のよう

に秋期の調査で発見されることは少なく, 6~8 月の採集例が最も多い. キイロアラケ'は, 徳島県の中

山帯から記録されたものが唯一 であるが,  これはむしろ例外として考えるべきと思われ, 今後はむし
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ろ低山地のカラスザンショウより発見される可能性の方が高い. チビコブとシロチビコブに関しては.
調査が不十分ではあるものの, 2 種とも分布しているようで,  シロチビコブの方は室戸岬のような沿

岸部でも見つかっているが, 標高800~1,000m付近のタンナサワフタギ, シキミ, ソョコ'の枯枝のビ
ティングで発見されることが多い.
さて, 高知県から発見されたカスリチビのニュースは, あまりに予想外のことでおおいに1驚かされ
たが,  このようなニューフェースなら大歓迎である. 産地が不明確な点が残念ではあるが, 分布する

ことが判って探せば, 再発見もそう遠くはないものと思われる.  ミヤマモモブトについては, 過去い

ろいろと議論されてきたが, 四国のものは本州産とは別のグループを形成しているようで, 詳細な検

討が望まれる. 石鎚山, 小田深山, 剣山, 工石山等の他, 成川渓谷のような意外な場所からも発見され
ている.

カミキリ大図鑑の中で独立種として取り扱われたクロキモンは,  キモンとの関係において今後さら

なる検討を要するものと思われるが,  例えば夏期剣山で採集される個体がほとんど例外なくクロキモ

ンである点や, 両種が同一材より羽化することのない点等は,  クロキモンがキモンとは別の独立種で

あることを示唆しているようにも思える. 一方,  これらとはまったく別に, 最近剣山で発見された黒

色無紋のスマートな Menesia属の1 種 (未発表) は, 今のところ四国特産の新しい種である可能性が

高い.  イッシキキモンは, 四国地方においても局所的分布を示す種で, 以前は産地にさえ行けば, た

いていその美しい姿を拝むことができたが, 最近はいずれの地においても減少の一途をたどり, かっ

ての大産地であった梶ヶ森においても, 食痕すら見ることができなくなってしまった.

四国地方のカ ミキリ相は, 西南日本外帯の基本ファウナの中に, 一部南方系の種が南端沿岸部に,
また若干の北方系の種が深山地帯に入り込んだ複雑なファウナを示しており, 今日までに約 310種が
記録されている.  また, 人為的に移入されて四国地方に分布を拡大したものも認められ, 一方では自

然移入(流木等) によって, 思わぬ南方系の種が沿岸部で見つかることも予想される. 山地帯において
も, ヒメョツスジハナやカスリチビの例のごとく , 新たな発見が期待できるうえに未調査地域も多く ,
これからますます楽しみな地域のひとつと言えよう.

(〒230横浜市鶴見区東寺尾 1-30-40-207)
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日本本土の南西端に位置する九州地方は, 特に島l嶼や沿海は温暖な気候で,  シイノキ, タブノキ,
イスノキなどを主体にした常緑広葉樹が繁茂し,  平地から低山地にかけても常緑広葉樹林帯 (ヤプッ
バキクラス域) が広がっている. ところが, 平野部はほぼ開墾され, 社寺林にその名残りを留めるくら
いになっている. 低山地も人為的影響を強く受けて, :二次林やスギ, ヒノキの造林地となり, 良好な森
林は少ない.
九州地方には2,000mを越える山はなく, 最高峰は屋久島の宮之浦岳の1,935 mである・  ところが
屋久島はこの小文の範囲外で, 九州本土の最高峰は九重山塊の共に1,787 mの九住山とも大船山とも
いわれていたが, 近年中岳説も出てきてよく分らない状態である. その他, 阿蘇山塊や九州山地(脊梁
山地) に1,500 mを越える山がある.
ブナは温帯を代表する樹種で, 九州地方では1,000 m より少し低い所から自生が見られる・ 九州地
方は最高所でも夏緑広葉樹林帯(ブナクラス域) の範囲を出ない. この地域は, ブナ,  ミズナラ,  ミズ
キ, ヵェデ類, シナノキ, ホウノキ, ヒメシャラなどの広葉樹と, モミ, ツガ, ハリモミなどの針葉樹
とが混生した森林を形成している.  しかし, 九州山地と九重山塊では植生がかなり異なり, 九重山塊
ではほとんど針葉樹が混じらない点が特異である.  これは, 九重山塊が極相林に達してない若い森林
のためだという説がある.
ここでは, 九州地方を3 つに分けてカミキリ相を考えてみたい. その1 つは南西諸島を除いた島嶼
都, 2 つめは沿海から低標高山地, 3 つめは九州地方では最も高いブナクラス域である・

1. 島 の力ミキリ相

九州本土の周りの多くの島嶼の中には, 対馬, 男女群島, 飯島列島のように固有の種や亜種が確認
されていたり, 五島列島や1置岐でもヵミキリ以外では固有の変化をした種が知られていたりで, 重要
な地域が多い. 中でも対馬は, 古くより多くの採集者が渡島し, 多くの報告がある・
対馬のカミキリ相は, 温暖地の種と寒冷地の種が同所的に分布する点が興味深い・ 九州本土から未
発見か高地帯に棲息する種としては, オオマルクビヒラタ, チビハナ, キモンハナ, カタキハナ, ホソ
コバネ(模式標本1 頭の記録だけ), ツシマアメイロ, ヤマトチビコバネ, ホソツヤヒケ'ナガコパネ,
ヵェデヒケ'ナガコバネ, オオアオ, チャイロチビヒラタ, カンポウトラ, ヤッポシシロなどがある・ 逆

に温暖地の種としては, コヶ'チャヒラタ, オガサワラチャイロ, ケナガ, ニツポンモモブトコバネ, フ
タオビヒメサビ, キイロアラケ', クロオビトケ'ムネ, シマトケ'バなどがある・ 固有種の中にもッシマサ
ビ, ッシマハネナシサビのような南方系の種も見られる・
対馬のカミキリ相の特徴の1 つに, 大陸と日本では対馬だけに棲息している種が挙げられる・  この
例としては,  ミスジヒメハナ, アオバホソハナ大陸亜種,  カンポウトラ大陸亜種,  ゴマフ大陸亜種,
ハラアカコブ(九州本島へも移入), チョウセンシロ, ヨスジアオ, ホソキリンコ'大陸亜種などがある・
固有種としては, コヶ'チャヒラタ亜種, チャイロヒメハナ亜種, ヨツスジハナ亜種, カタジロコ'マフ
亜種(この亜種は伊豆諸島三宅島からも知られている), キクスイモドキ亜種, ツシマサビ, ドウポソ亜
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種, 一イジマチビ亜種, ナカジロサビ亜種, ツシマハネナシサビ, セダカコブヤハズ亜種, ビロウド亜

種, ニセビロウド亜種, ツシマケシ, ツシマコ'マフチビなどがある. 対馬の固有の種や亜種は軽微な変
化をしたものがほとんどである. ツシマコ'マフチビは, 日本では対馬だけに分布する属である.
その他, 対馬に棲息する注日すべき種として, クロソンホソハナ, タケウチヒゲナガコパネ, スネヶ

プカヒロコバネ, ヤノトラ, クピアカモモプトホソ, モンクロベ一, フタスジコ'マフ, ヒメビロウド,
キバネァラケ',  ミヤマケシ, ヒケ'ナガヒメルリ, ホソリンコ'などといった種を挙げられる.
対馬以外の島嶼の場合は, 比較的近年になってようやく目を向けられはじめた. ・of島列島や男女群
島からも新種が発見されたりしているので, 今後調査に訪れる者の增加が予想される.
島列島からは, ホソハナ, タケウチヒケ'ナガコバネ, ニツポンモモブトコバネ, ムモンチャイロホ

ソバネ, フタスジコ'マフ, アトモンチピ, コシキハネナシサビ(固有種), シモフリナガヒケ', セミスジ

コプヒケ'固有亜種, シマトケ'バなどが注目される. また男女群島からは, メシマキイロトラ, カタジロ

ゴマフ亜種, メシマキンケ, ハネナシチビ亜種,  トガリシロオビサビ亜種, ビロウド亜種, ニセビロウ
ド亜種, ヤハズ亜種, メシマコブヒケ'などの固有種が知られている.
天草語島や五島列島からは, 特に注目すべき種は知られていない. 今後の調査の進捗に伴い, 注日
すべき発見もあると思う.
平戸島では, コケ'チャヒラタ, トガリバホソコバネ, オガサワラチャイロ, リョウプモモブトヒメコ

バネ,  セダカコブヤハズなどが注目される.  トガリバホソコバネは本来はブナクラス域に接息してい
る種であるが, 平戸島では安満岳 (標高535 m) の頂上附近のクロキに寄生している.  リョウブモモプ

トヒメコバネは, 九州本土からは未発見の種である.  セダカコブヤハズは対馬の亜種に似ているが,
それとも異なる.

玄海灘の沖ノ島からは,  ムモンチャイロホソバネ,  セダカコブヤハズなどが知られている. 前者は
東南アジアから南西諸島にかけて広く分布し,  さらに九州本土に及んでいる. 原産地の長崎の他, 鹿
児島と宮崎の両県下, 下飯島から記録がある.

2.   沿海から低山地にかけての力ミキリ相

この地域はャブッパキクラス域で, 常緑広葉樹 (照葉樹) が繁茂している.
南部九州の沿海, 特に岬などの気候の温暖な場所に,  南方系の種が過存している点が注目される.
この例として, コケ'チャヒラタ, クロモンキイロイェ, オガサワラチャイロ, ムネスジウスバ,  リュウ

キュウヒメ, チャイロヒメ, ニツポンモモブトコバネ, カノミドリトラ, ケブカトラ, ケナガ, コブバ

ネゴマフ, フタオビヒメサビ, アトモンチビ, サタサビ, サビアヤ, ムツポシシロ, シモフリナガヒケ',
オキナワサビ, シマトケ'バ, オオムラサキ,  リュウキュウルリポシなどがある.
平地から低山地にかけて主に樓息するもののうち,  注目すべき種としては次のようなものがある.
ただし, 前に挙げたものとの厳密な区別は困難な種がある.  ウスリーオオ,   トゲウスパ,  ケプカヒラ

タ, ヒイロハナ, べ一 ツヤサ,  トケ'ムネミヤマ, マルクピケマダラ,  トケ'ヒゲトビイロ, テッイロヒメ,
キイロメダカ, サツマヒメコバネ, ツヤケシヒケ'ナガコバネ, ムモンチャイロホソバネ, アカアシオオ

アオ, スギ, ズマルトラ, ヤノトラ, キュウシュウチビトラ, サツマスギノアカネトラ, クビアカモモ

ブトホソ, チャゴマフ, フタスジコ'マフ,  ヒメアヤモンチビ, チャイロヒゲビロウド,  ムネホシシロ,
キバネァラゲ, オビレ, ナカバヤシモモプト, クロオビトゲムネなどである.
沿海から低山地を主な接息地としているカミキリのうち,  特記すべき種として次のようなものがあ
る .
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本土最南端の佐多岬は, 南方系の力 ミキリの棲息地として古くから知られていた.  クロモンキイロ

イ;:, , オガサワラチャイロ, カノミ ドリトラ, サタサビなどの産地の限られた種が接息している. 採集

といえば, 山地帯や特産種の多く接息している島に日を向けがちである. 今後, 南部九州の保存の良

い常緑広葉樹林を調査することによって, コケ'チャヒラタ, トケ'ウスバ, サツマヒメコバネ, ムモンチ

ャイロホソバネ, ケプカトラ, キイロアラケ といった稀種の新産地の発見が期待できる.
マルクビケマダラ,  アカアシオオアオ,  クピアカモモブトホソ, ムネホシシロ , キバネァラケ'など
は, 中北部に局地的に記録されている.
ウスリーオオ (宮崎県),  トケ'ムネミヤマ (長崎県島原半島), チャコマフ (福岡・ 長崎両県), それに

ハラアカコブは, 人為的に侵入した種と考えられる. 以前は福岡市の港の近辺に限られていたハラア
カコブは, 最近大船山の頂上でも記録され, 九重山や別府方面では完全に定着してしまった. チャゴ

マフも最近では, 福岡県の宝満山や城山といった自然度の高い地域からも知られていて, 分布を拡大

しているように見える .  ラミーも人為的な侵入種だと言われている. 海岸ではハマポウ, 低地では主

にカラムシやムクケ', 山地では主にハルニレやシナノキの葉を後食し, 至る所に棲息している.
福岡市の沿海で得たクロトラは頑強な体形で, 宮崎県の内陸部で得たクロトラと異なり,  ヤェヤマ

トラによく似ている. クロ トラとャェヤマトラの関係は, よく分らない点がある.
スギやチャイロヒケ' ビロウドの分布は, 北部九州に限られている.  フタモンアラケ'は福岡県犬鳴山
の1 例の記録があるだけで, 追加記録が望まれる.

3.  夏緑広葉樹林帯の力ミキリ相

九州山地などには, まだ原生林が広く残っている. また, 熊本県阿蘇から大分県九重, さらに別府方
面の高原地のカシワやクヌギの疎林からも注日すべき種が知られている.
夏緑広葉樹林に接息する種の中から興味深い種として下記のようなものがある. キュウシュウオオ

クポ, テッイロハナ, ヒラヤマコブハナ, モモグロハナ, キベリカタピロハナ,  チャイロヒメコブハ

ナ,  ヤマトヒメハナ, キュウシュウヒメハナ, シコクヒメハナ, ヤノ ヒメハナ, イシヅチヒメハナ, ヒ

ミコヒメハナ, イ ョヒメハナ, チビハナ, へリグロホソハナ,  ヒケ'プトハナ, ヤマトキモンハナ, ヌパ

タマハナ,  ミヤマルリハナ, イガプチヒケ'ハナ, コヨツスジハナ, ヒメョツスジハナ, カタキハナ, カ

エデノヘリグロハナ,  クロサワヘリグロハナ, ハコネホソハナ,  クロソンホソハナ, オニホソコバネ,
オオホソコバネ, ヒケ'ジロホソコバネ,  トワダムモンメダカ , タカオメ ダカ, ナカネァメイロ, サドチ

ビアメイロ, クロサワヒメコバネ, ヒコサンヒケ'ナガコバネ, オダヒケ'ナガコパネ, カェデヒケ'ナガコ
バネ, スネケプカヒロコバネ, オオアオ, チャイロチビヒラタ , ヨツポシチビヒラタ , クリストフコト

ラ, ヤマトシロオビトラ, ムモンベニ, モンクロベニ, マダラゴマフ , シナノクロフ, ツチイロフトヒ

ケ',  ヒメビロウ ド, ヨコヤマヒケ'ナガ, エゾナガヒケ', ジュウジクロ , チビコプ, シロチビコプ, ハイ

イロツツクビ, チャバネクロツツ , ホウノキトケ'バ, プ1:'イニング, アサ,  ヒケ'ナガヒメルリ, クロキ

モン , オニグルミノキモン, カスガキモン, イッシキキモン, キバネニセリンコ', ジュウモンジーセリ

ンコ, ソポリンゴ, ホソリンゴなどで, これに広分布の普通種を加えると, 実に豊富な種が棲息してい
る.

主に山地を接息の場とする種の中には,  ムナコプハナ,  キベリカタビロハナ,  ヌパタマハナ,  コヨ

ツスジハナ,  ヒメョツスジハナ,  キジマトラ ,  チャバネクロツツ,  プロイニングなどのように, 飛び

離れて九州本土に分布する種がある.  ムナコブハナは近畿,  中国の一部と九州地方に分布する稀種で

ある. 雲仙岳, 九重山, 霧島山などの山頂で, 上昇気流の吹上げが確実な採集法だったが, 最近になっ
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て阿蘇山仙酔峡で, 1 度にかなり得られている. これは, 阿蘇山に産する特異なハンノキカミキリ (通
称べニハンノキ) を狙って行かれた方が, 飛翔中のムナコブハナを得られたものである. キベリカタビ
ロハナは, 九州山地の椎矢峠附近で得られた 2 頭があるだけの稀種である. キジマトラは九重山から

記録されているが, きわめて疑わしい. 植林されたスギ以外は, 針葉樹をほとんど交えない九重山塊
に, 針葉樹を食樹とするキジマトラが接息しているとは思えない.
阿蘇山や九重山のカシワ, クヌギの疎林にモンクロベ一, ムモンベニ, ョツポシチビヒラタ, クリス

トフコトラ, クリサビ, チャバネクロツツなどが接息している.
九州の山地帯には, 中央構造線に沿って分布を延している種が見られる.  シコクヒメハナ, へリグ

ロホソハナ (九州産は特産亜種), イガブチヒケ'ハナ,  トガリバホソコパネなどがそれである.  ヒミコ

ヒメハナ, クロキモン (長野が原産地, しかしその後本州から未採集) のように, 本州に達してない種

もある・ ヤマトキモンハナ, クリストフコトラは, それとは逆に四国を欠く種である.
チビコブとシロチビコプは, 九重山塊や九州山地では同所的に分布するが,  シロチピコプはもっと

低い山地にも接息している.  またサワフタギやタンナサワフタギの枯枝で容易に得られる力;, チビコ

ブはなかなか得難い種である. 屋久島ではャシャブシ, 本州ではトウヒ類やヶヤマハンノキなどとい

つたように, 来集する植物が判明すればもっと得やすくなるだろう.
日本産ヵミキリ大図鑑, 日本鞘翅目学会編, 講談社 (l984) によれば, カェデヒケ'ナガコパネとコポ
トケヒケ'ナガコバネの混接地は知られていないということである.  ところが筆者は, 九州山地の椎矢
峠附近の宮崎側で, l 本のカェデの花をすくってこの両種とコジマヒケ'ナガコバネの3 種を得ている.
九州本土固有種には, キュウシュウオオクポ, チャイロヒメコブハナ亜種, キュウシュウヒメハナ,
イシヅチヒメハナ亜種, へリグロホソハナ亜種, ヒコサンヒケ'ナガコバネ, シナノクロフ亜種, セダカ
コブヤハズ亜種, キパネニセリンゴ, ジュウモンジニセリンゴなどがある.
キュウシュウオオクポは最近オオクポと区別された種で, 九州山地から大隅半島にかけて分布して
いる・ チャイロヒメコブハナ亜種とシナノクロフ亜種は, 九重山塊と九州山地に分布している. へリ

グロホソハナ亜種は九重山塊からも記録があるが,  その樓息は疑わしい. 九州山地には広く分布して
いるが, 野外で成虫を得ることは難しい. 幸いなことに,  タンナサワフタギの枯木を持ち帰っておく
ことにより, 容易に成虫を得ることができる. セダカコブヤハズは, 山地帯を中心に広範に分布して
いるが, 地方変異と個体変異が著しくて, 興味深いために人気が高い.
ヒコサンヒケ'ナガコバネは, 現在のところ福岡と大分県境の英彦山塊の特産で, 犬ガ岳, 英彦山, 陣

子ガ岳などから記録がある. 4 月下旬から5 月上旬にカェデ類の花で得られているが, 個体数は少な
い・ 英彦山は古くより好採集地として知られ, したがってよく調査されている. ミヤマルリハナ, チャ
イロチビヒラタは, 九州本土では英彦山塊以外からは未記録である.
ジュウモンジニセリンゴは, 九重山塊黒岳山麓男池附近が, 本種の唯一の産地となっている.  この

種は5 月のハルニレの明芽とともに発生し, その葉を後食に集まる. 前胸に十字型の特異な斑紋とカ
ツラのような上翅を有する変った種である. 九重山塊から記録のあるカッラは,  もしかしたらジュウ

モンジニセリンゴの誤同定かもしれない.
採集となると, 1 日は l 日だからどうしても珍種が期待できる有名採集地に偏りがちである.  し
たがって, 調査の進んでない地域も多い. 珍稀種狙いに終始せず,  もっと調査的な採集意欲が望まれ
る.

(福岡県粕屋郡宇美町宇美 3125)
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南西諸島のカ ミ キリ ムシ

槇 原 買

1.   は じ  め に

南西諸島は九州本土から台湾にかけ奄美, 沖繩島を中心に約60の島嶼より構成されている・ カミキ
リムシは約110属240種ほど記録され, 亜熱帯的気候のため大半の種が東洋的色彩の濃い種類であ
る'). そして, 南西識島の力ミキリムシを特徴づけるのは, 本土とは違ったファウナの構成, 特異な地
理的変異・ 分布をする種類・ 群の多いことである. そこで, 筆者は南西諸島のカミキリムシ相の特徴
を正確に把握するため近隣地域との比較を行った.

2.   力ミキリムシ相の構成と他地域との比較

1)  亜科に属する種類数による比較 (表 1)
南西諸島の各島嶼において日本本土と比較して大きく異なるのはハナカミキリ亜科の種が非常に少
なく , カミキリ亜科, フトカミキリ亜科の種の比率が高いことである. この傾向は小さな島ほど強くな

っている.  また,  日本本土では見られない最も原始的といわれるニセクワガタカミキリ亜科の種がい
ることである. そして, 南西諸島の各島嶼での亜科の種構成は中国とよく似ていて, 特に奄美大島, 沖
縄島, 屋久島など大きな島ほどこの傾向は強くなっている.  これは日本本土の亜科の種構成がソビエ
トとほぼ同じで, 旧北区系要素が優占している8)のに対し, 南西諸島のカミキリムシ相は中国と同じく

東洋系要素が多く入っている結果だと思われる. というのは, 中国のカミキリムシは2,000種以上記
録されているが, 東北部には種類は少なく大半の種は南, 西南部に分布し, 東洋的色彩の濃いものば
かりだからである.

表1 . 南西諸島およびその近隣地域の力ミキリムシ各亜科の種類数と比率 (複原・ 斉藤, 1987)
地域名 極類数 Parandrinae Prioninae Spondylinae Aseminae Disteniinae Lepturinae Celanl1ycinae Lamiinae

日本本土

対馬

電美大島

屋 '人ab

石垣島

西表島

1'1'之永良部必
照 (鹿児出県)
宮,!11111

神国

中国 (台湾含む)
ソビエ ト

473 0 ( 0 ) 6 (1. 3) 1 ( 0. 2) 12( 2. 5) 2 (0. 4) 138(29.2)  124(26.2)   190(40.2)
172 0 ( 0) 6 (3.5) 1 (0.6) 3(1.8) 1 (0.6) 18(10. 5) 65(37.8 ) 78(45. 3)
l 28 1 (0.8) 5 (3.9) l (0.8) 1 (0.8) 0 ( 0 ) 10( 7.8 ) 47(36.7) 63(49. 2)
127 0 ( 0) 7 (5.5) l (0.8) 1 (0.8) l (0.8) ]5(11.8) 44(34.3) 58(45.7)
117 0 ( 0) 4 (3.4) l (0.9) 1 (0.9) 0( 0 ) 7 ( 6.0 ) 41(35.0 ) 63(53. 8)
106 1 (0.9) 4 (3.8) 0 (0 ) 0( 0 ) 0( 0 ) 3(2.8) 35(33.0) 63(59.4)
89 1 (1.1) 3 (3.3) 0 ( 0 ) 0( 0 ) 0( 01 1 (1.1) 30(33.7) 54(60.7)
86 0 ( 0 ) 3 (3. 5) 0 ( 0 ) 0( 01 0( 0 ) 4(1.7) 31(36.0) 48(55.8)
65 0 ( 0 ) 3 (4. 6) 1 ( 1. 5) l ( 1. 5) 0( 0 ) 1 (1.5) 17(26.1 ) 42(64. 6)
52 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 16(30.8 ) 36(69. 2)
39 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) l ( 2. 6) 8 (20.5 ) 30(76. 9)
37 0 ( 0) 2 (5. 4) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 11(29. 7) 26(70. 3)
31 0 ( 0) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 10(32.3) 21(67. 7)
8 0 ( 0) 0 (0 ) 0 (0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 3 (37.5 ) 5 (62. 5)

261 0 ( 0) 5 (1.9) l (0.4) 6(2.3) 1 ( 0. 4) 63(24. l ) 80(30.7 ) 105(40. 21
2198 2(0. l ) 71(3.2) l (0.05) 23(1.0) 8 ( 0. 4) 272(12.41 639(29.1 ) 1182(53. 8)
382 0 ( 0) 4 (1.0) l (0.3) l3(3.4) 1 (0.3)   107(28.0) 108(28.3 ) 148(38. 7)
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2)  共通種率に基づく比較

南西諾島の主要な島と近隣他地域と共通種率 (Nomura-Simpson's Coefficient, 略して NSC, NSC
=clb (a>b); a, b - ・2 地域の各々 の種数, c - ・共通種数) で比較し, その結果をマウントフォード

法により群分析してみた (図 1). その結果, 南西諾島は日本本土とはあまり共通性がなく, はっきり

と群別される .  そして南西諸島の中では 美大島と沖僘島の間に最も共通性が高い そして沖組島以

北の地域と石垣島方面とはかなりのギャップがあり2), 種構成が異なっていることを示した.

3.  特殊な地理的変異・ 分布などを示す種ないし種群

1)  特殊な地理的変異を示す種群

(1 )  イシガキコ'マフカミキリ種群 (図 2)
イシガキゴマフカミキリ (以下, すべての種はカミキリを略す) Mesosa yo,nagum HAYAsHIは, 先

島諾島で最も普通に見られるカミキリムシであるが島ごとに体の斑紋, 形態が異なる. そして宮古島

南部にのみ分布するァシナガゴマフM. prae1ongipes KUsAMA et IRIEはイシガキコ'マフに最も近縁で
あり, その種を区別する形態的特徴は, 上翅, 脚, 第 7 用X節,  ほほの長さに現れる.  これらの特徴は
イシガキコマフにおいて島ごとに変化し, 特に石垣島から束側, 石垣島→多良間島→宮古島と連続変

異傾向が見られる. そしてァシナガゴマフの形態的特徴はすべてこの変異 向の延長上にくるもので

ある. 宮古島は平坦な島で, 普通種で食性もほとんど同じこの2 種を隔てる物理的障壁など何もない

が,  アシナ力 コマフは南部にのみ分布し, 両種の混樓地域は, 筆者の詳細な調査からも発見できなか
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った. これらのことからィシガキゴマフは石垣島方面から宮古島に2 度侵入し, 最初に入ったものが
ァシナガコ' マフへと分化し, その後侵入したものと分布域を分けていると想定される・ なお西表島の
ものは石垣島のものとほとんど変わらず, 波照間島, 与那国島ではまた別の変異性を示している・

(2)  ハネナシサビカミキリ (図 3)
ハネナシサビカミキリの名は後翅が退化して飛翔能力を失っているところに由来する・  この種群の
地理的変異の最大の特徴は後翅の退化に伴い, 上翅の形態が変化するところにある・ そして島ごとに後
翅の退化状態が異なるため著しい形態変異を示している.  この種群は異所的に分布し, 沖縄島のオキ
ナワハネナシサビPtero1ophia(Pseudale) 0bovata (HAYASHI), 美大島のオオシマサビP・ (P・) oSlu-
mana BREuNING, 対馬のッシマハネナシサビP. (P) adachii (HAYASHI) と伊豆諾島の御蔵島のオオ
キハネナシサビP. (P) izumikurana(HAYAsHl) の4 種が知られている. そして, この他にも命名さ
れていない種が沖繩島以北の南西語島の一部と下・a五 島にいる.  この種群は台湾の山地にも分布してお
り, 台湾では標高の低い所のものほど後翅の退化が進んでいるという変異傾向がある・  これを南西諸
島にあてはめてみると奄美大島から沖細島にかけて分布するものにこの傾向が見られる・  この地域の
各島の最高地点の標高は 美大島694m, 徳之島645 m, 沖之永良部島246m, 沖組島498 mで後翅
の退化状態も標高とほぼ一致する. その他の島嶼のものはその分布, 形態から見て,  これら奄美~沖
縄にかけての島嶼から, 海流による流木とともに分布をひろげ定着し, 形態変化をとげたと推定され
ている') .

2)  特異な地理的分布をする種

沖縄島では近縁種が南北にわかれて分布している種類がぃくっか見られる・ そして, 南か北かどち
らかの一部地域で混接地帯がある・

(1 )  南部に混棲地帯のある種類

フタモンサビ Ropjca caenosa (MATSUSHITA) とゴマフサビ R. 1oOChoOana 1oOChoOana (MATSU-
SHITA) の2 種は沖縄本島南部で混棲している.  すなわちフタモンサビは沖縄島北部から南部に分布
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し, 南部では比較的自然植生の残っている知念半島に見られ, 首里にもいるが非常に少ない.  これに
対してゴマフサビは南部でも自然植生のほとんど残っていない摩文仁や首里では数多く見られる.  な
お, ゴマフサビは沖縄島南部から宮古群島に分布している.

( 2 )  北部に混接地帯のある種類
セン ノキ ACa1otepta luxuriosa kuniyoshii HAYAsHI とキンケビロウ ド A. permutans okjnawana

(GRESSITT), ムツポシシロ01eneCamptusindianus(THOMSON) とィッポシシロ0. bj1obus(FABRlclUs)3)
アマミリンゴ chorea shibatai HAYAsHIと 0. sp. (クスノハイイロリンゴと呼ばれていた種) などで
あり, いずれも前者が北部に, 後者が南部から北部にかけて分布している. そして北部では前者が優
占している.

3)  単為生殖をする種

フタホシサビROPicahonesta PAscoEは南西諸島ではトカラ中之島以南に分布し, 束南アジアの島
嶼に広く見られる・  そしてこの種は雌しか見つからず,  しかも雌生殖器はかなり退化して交尾のうは
縮み, 受精のう管は細く, もろくなり使用不能になっている. そのため, まだ染色体を調べてはいない
が雌だけで単為生殖を営んでいるのは間違いない4-o) . この種に対応する両性生殖をする種はタイリ ク
フタホシサビR dorsalis SCHWARzERで本州, 台湾, ラオス, ネパールなどから知られている (図4).
フタホシサビはタイリクフタホシサビから分化したことは確かであろうが, その分化要因はまだはっ
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図 4. フタホシサビカミキリ  (単為生殖) とタイリクフタホシサビカミキリ  (両性生殖) の
分布図とその雌生殖器, BC: 交尾のう, SD: 受精のう管, Sp: 受精のう, SG: 受精
のう腺 (複原, 1986).

きり しない. しかし, その分布状態から考えて高温に対する適応現象によったとも推定される.
4.  南西諸島の力ミキリ相の起源

島嶼におけるカミキリムシを含む穿孔虫類の移動分散は海流, 河川による流木の影響が大きい.  ま

た陸化の時期が長ければ当然のことながら森林の発達に伴い移動分散, 定着が起ったと考えられる°).
南西諾島の場合,  このどちらもが関与しているようである .  ここでは後者は取り上げず前者について

述べてみよう.
海流による流木の漂着や人為的な木材の移動でしかカミキリムシの移動分散の手段がなかった地域

に小笠原諸島がある. 小笠原諾島(火山列島も含む) には40種のカミキリムシが分布しているが'o), こ
のうち 4 種は確実に人為的に入ったもので残りの 36 種のうち, 小型種であるフタツメケシカミキリ

属Ph1oeopsis, オガサワラカミキリ属 Bonlne11aを除いた28 種についてみると, そのうち24 種が南

西諸島に同種ないし, 近縁種が分布している'o). そしてォ力'サワラカミキリ属5 種も南西諸島に分布
するヶシカミキリ亜属 Scfades (Miaenia) から分化した可能性もあり, ほとんどの種が南西話島を起
源としている・  しかもよく調べてみるとその多くは 美・ 沖縄島のものと類緑性がある.  このことは

小笠原諾島へはかって, 黒潮の影響で南西諾島中部から, 流木とともにかなりのカミキリムシが侵入

し, 定着したことを示している. そのため, 小笠原話島は島の面積の割に種数が多く , それぞれの島の

生物相は種の供給源である大陸からの距離とその島の面積に大きく影響されるというマツカー サー と

ウィルソンの説とはあわない. 南西諾島, 伊豆語島などの島嶼のカミキリムシ種数と島の面積との関係

を見ると (図 5), 伊豆諸島の島が面積の割には種類が多い.  これは伊豆諸島が黒潮に洗われる地域で

あると同時に本州の河川の影響も受け, 南西諾島方面と本州系のカミキリムシが侵入, 定着できた結

果と考えることができょう. ところで南西諸島では前述したように沖縄島と先島諸島の間に共通種率
においてギャップが見られる. 中国の大河, 揚子江の河口はかっては現在の宮古島と沖縄島の間にあ

ったといわれているu) . そのため南西諸島の沖 島以北のカミキリ相は揚子江と黒潮の影響を同時に
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図 5. 島の面積とカミキリムシの種数の関係

1. 美大島, 2. 屋久島, 3. 沖組島, 4. 石垣島, 5. 西表島, 6. 徳
之島, 7. 種子島, 8. トカラ中之島, 9. 与那国島,  10. 沖之永良部
島, 11. 鹿児島県黒島, 12. 宮古島, 13. 南大東島, 14. 対馬, 15.
小笠原諸島, 16. 伊豆大島, l7. 伊豆新島, l8. 神津島, 19. 三宅島
20. 御蔵島, 21. 八丈島 (野洲・複原, 1987).
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受けてかな りの部分が構成されたため, 先島話島と共通種が少ないと考えるこ とができる.
5. お わ り に

これまで南西諾島のカミキリ相について, 中国本土と関連が深いこと, 特殊な地理的変異・ 分布を

する種が見られることなど, その概要を簡単にのべたが,  とてもこのような文面では足りるような内

容のものでもない. そして, 今後, 中国大陸の資料が增すにつれ, 南西話島のカミキリ相の成立の歴史

も明らかになっていくと信ずる.
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「日本のカ ミキリ相」 を解明するための文献紹介

穂 積 俊 文

は じ め に

私は「都道府県別ヵミキリムシ科目録要覧」 を, 「民虫と自然」14( l2); 14(13), 1979 に記述し, 305
篇のカミキリ目録を簡単な解説を加えて紹介した (以後は前報と略記す). 今回は1979 年以後の50種
以上の日録を主体にし, 県ごとに重要な目録を紹介し,  どのような文献を渉猟したらよいかを述べた

い. 前報で紹介した目録の中で, 重要なものは再掲した.

SI.   本土篇 (原則として 50種以上の目録)
l・  北海道:  北海道を石狩平野で2 分する生物地理学上の説があり, 河野広道は蝶や虻でこの分布境
界線を論じている (北方 虫記: 1意ll房, 1955). しかしヵミキリでこれを論説した報文は見当らない.
種名をあげた目録は前報で 10篇をあげた. 今回は下記の通り.
師i俊文, 1981, Jezoensis(8): 87-91; 1982, 同i法. (9): 41-42. l981 年までの文献145 篇の日録を

作り, 疑問種も解説して北海道で記録されたカミキリは216 種と記述した. 神田英治, 1980, さやばね

(5):9-l l , Pidoma分布と植物フ ,:, - ラを解説している. 斎藤龍司他3 名, 1975, ェゾカミキリ (自'll
出版), 155 種. 佐々 木定一 ・ 川田光政, 1979, Jezoensis(6): 37-42, 59 種. 渡辺英行, 1979, 般夷白

- (10): 89-100, 69 種; l980, 同誌11(1): 41-72, 166 種. 佐藤雅夫, l980, Jezoensis (7): 83-85, 83
種. 森 正人他2 名, 1986, ちくばききり (1): 1-51, ハナカミキリ ifi科のみ52 種. 国兼正明, 1974,
北海適南部の・- :259-262,  通南の目録で文献引用多く,  117  種
「北九州の民虫」には採集記の次の 8 篇がある. 結方始'設・ 大桃定洋, 1976, 22(3): 85-94. -井手芳
郎・ 宮崎 能, 1976, 23 (1): 9-16, 109 種. 大桃定洋・ 西山 明, 1982, 29(2): 121-130, 99 種. 緒方端

裁・ 大桃定洋, 1985, 32(3): 133-140, 77 種. 足立一夫, 1985, 32(3): 175- l84, 78 種. 芦田 久, 1986,
33( l): 39-48, 126 極. 松田一毅, 1986, 33(3): 183-188, 65 種. 有田敬助, 1986, 33(3): 189-195.
2. 青森県: 下山建作, 1964- l965, 民虫学評論16(2); 17(1); 17(2) に 3 回に分けて速載してあ

ある . 前報で紹介したように, 以後の天牛研究にしは しば参考文献として重要視された. 187 種.
西沢登志樹他3 名: 1978-1984, Celastrina (l)-(13), 5 回に分けク、渡寺・ 座頭石の目録, 129 種. -青
森県立郷土館からも調査報告:書が出ている. 津軽半島 (1982, 101 種). 下北半島 (1981-1985, 73 種) が

下山健作・ 阿部 東らにより報告されている . 短報は 「Celastrina」, 「月刊むし」 に見られる.
3. 秋田県:  佐藤福男・ 加納彦一, 1984, 月刊むし (161): 13-20; 同誌 (162): 13-19, 181 種. 二川宜

也ほか, 早稲田生物 (21): 39-42, 15 種.
4.  岩手県:  露木繁1191他 2 名,  1981, 月刊むし (127): 5-12; 同誌 (l28): 3-9, 180種. 平野修一他

2 名, 1979-1982, 岩手 ,乃會會報 (2), (4), (8) に 3 回に分け発表, 計 124 種だが継続発表予定.
短報は 「岩手 乃會會報」や 「月刊むし」 にある .

5.  山形県:  前報では黒沢良彦 (1942) と板垣輝彦 (1973) を紹介した. 調査の少ない県である.
丸山 清, l979, Coreana (23) : 19-27, 66 種. 短報は 「山形昆虫同好会々誌」, 「Coreana」,  「月刊
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むし」 などにある.
6・  宮城県:  調査の少ない県である.
草刈広一, 1983 ・1984, 山形昆虫同好会々 誌 (12): 17-20; 同誌 (13):36, 計60種. 小目録は平野幸
彦 (神奈川虫報 (58): 45-63, 1972) と保谷忠良 (みやぎインセクト (5): l-6, 1983).
7・  福島県:  有名な檜枝岐があり,  この地の報文が目立ち, 前報では小倉健夫・ 渡辺 健 (1976), 衣
笠惠士 ・ 藤田 宏 (1977), 下川信幸 ( l977) を紹介した.
市川恭治・ 海野孝司, 1986, 静岡の甲虫4(1・2): 17-27, 87 種のレポートあり, 檜枝岐以外では, 田
添京二 ' 大桃定洋 (l977) を前報で紹介したが, その続報を発表している. 1985, 月刊むし (l74): 16-
23; 同誌 (175): 21-28, 計215 種. 中村 司, 1985-1986, 束北の自然 (10)-(l4), 5 回に分けて連載し
てあり, 計166 種. 短報は「月刊むし」, 「福島生物」などにある.
8・  栃木県:  県立博物館刊「栃木県のカミキリムシ」 (1984) が完備した目録で, 33 名の資料提供者が
あり, 271 種が確認されている . これの追加訂正, 県下各地の短報や小目録が「インセクト」 には少
なくない.

9・  茨城県:  前報では日置正義(1973), 大和田博 (1976), 久保田正秀 (l977) を紹介したが, 調査不十
分な県である. 「るりぼし」がヵミキリ特集号を企画している(るりぼし11 号に予告あり).
久保田正秀, l980, おけら (50):281-293, l51 種. 藤原尚樹・ 大桃定洋, l982, おとしぶみ (l l):21-

27, 80 種.
10・  群馬県:  前報では3 篇を紹介したが調査不十分な県である. 次の2 篇が最近発表された.
須田 ;宇, 1985, 群馬県動物誌: 305-355, 170種. 中林博之・ 中村裕之, 1985, 越佐昆虫同好会々 報

(60): 33-45, 154 種. 短報は大変少ない.
11・  埼玉県:  前報で紹介した斎藤良夫 (1978) が基本的日録であろう. 秩父連山があるのに199 種と
は不十分である. 最近 2 篇の自治体調査報告書あり.
一無藤良夫, 1981, 寄居町, 71 種. 寺山 守, 1982, 熊谷市, 26 種. 藤多文雄, 1985, 昆虫と自然20

(9): 23-24; 同誌 20(10): 28-29, 合計 57 種. 「寄せ 記」, 「月刊むし」 などに短報や小目録がある.
l2・  東京都:  前報では藤村俊彦 (1954), 丸岡 宏 (1961), 小宮次郎 (1967) の目録を紹介した. 以後

20年間ほとんど書かれていなかったが, 最近は自治体の調査報告書が目立つ.
須田孫 t , l982, 靑梅市, 67 種. 新里達也, l984, 大田区, 23 種. 新里達也, 1986, 板橋区, 67 種.
短報は「月刊むし」,   「多摩虫」,   「うすばしろ」 などに見られる.
13・  千葉県:  短報や小目録は「月刊むし」, 「民虫と自然」, 「千葉県動物誌基礎資料」, 「冬虫夏車」な

どに見られる. 最近は次の2 篇がある.
山崎秀雄, 1980, 千葉生物誌30(1): 1-22, 169 種. 極類数は少ないが文献を紹羅してある. 羽島祐
之, 1983, 清澄 (10): 29-36, 46 種.
l4・  神 川県:  前報では革間度一 (1954), 山上 明 ( l978) を紹介した.
露木繁雄他3 名・1981, 神奈川県昆虫調査報告書:419-454,250極. 基本的目録である. 短報や小
目録は「神奈川虫報」, 「月刊むし」に多いが, 最近は「かまくらちょう」にも見られる.
l5・  新潟県:  前報では2 篇を紹介し, 特に小池 寛(1953-l961,209 種) の業績を述べた. その後は
発表が乏しかったが, 最近多くの日録が現れた.
恢原 寛・1981-1986, 越佐昆虫同好会々 報(51):1-24; 同 (53):69-70; 同誌 (62): 54-60, 合計 150
種・ 中林博之, 1981, 越佐昆虫同好会々報 (51):25-33,84 種. 山屋茂人・ 佐藤達生, 1983, 越佐昆虫
同好会々 報 (56):39-48,104 種. 山屋茂人, l984-l985, 長岡市立科博研報 (19):19-40; 越佐民虫同好
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会々 報 (59): 38; 同誌 (61): 12, 3 回に分けて発表, 合計 129 種. 「越佐昆虫同好会々 報」, 「長岡市立

科博研報」, 「NKH」, 「月刊むし」 などに短報や小目録がある .
l6・  富山県:  前報では田中忠次 (l971) を紹介した. これをもとにして i一富山県の昆虫」 (富山県昆虫
研究会編, 1979) が発行された. カミキリ (田中忠治担当) は170種で調査は十分でない. その後,
常楽武男, 北村征三郎, 川原 誠, 根来 尚らが追加し, 「Arnica」, 「Arnica通信」, 「富山市科学セ

ンター研報」, 「有峰の自然」 などに短報や小目録が詳しく発表されている.
l7.  石川県:  前報では高羽正治他 3 名 ( l978) を紹介した. それ以後まとまった目録はない. 「とっ

くりばち」, 「月刊むし」 などに短報が散見される.
l8・  福井県:  前報では井崎市左衛門 (1959), 佐々 治寛之 (l976) の中程度目録を紹介した. 本県は有

力な同好会がない.  しかし熱心な人々 が協力すれば立派なものができる.  これを証明したのが 「福

井県昆虫目録」 (1985) で, カミキリは佐々 治寛之・ 斎藤昌弘が 246 種を記録した. 追加は「月刊む

し」, 「昆虫と自然」 などに見られる.
l9・  山梨県:  前報では 6 ・  を紹介したが,  作成者は地元の人ではない.  県の中心的存在の甲州昆虫
同好会は蝶屋が主体であったが, 最近ヵミキリ屋が育ち, ついに地元の人々 が全県をまとめた.
白須英樹他 11 名, 1986, 山梨の昆虫 (26): 689-724, 300種. これが基本的目録だろう. 中村 光,

1979, 山梨の昆虫 (9): 209-236, 61 種. 池田清彦, 1980, 山梨県の野生動物: 171-180, 256 種. 宮下

泰典, 1982, 山梨の昆虫 (l7): 434-437, 60種. 藤森克彦, 1984, 山梨の昆虫 (22): 534-541, 106 種.
短報は「山梨の昆虫」, 「月刊むし」に見られる.
20・  長野県:  採集地に恵まれていて, 前報では 6 篇を紹介した. その後, 松本むしの会編 「図説長

野県のカミキリムシ」 (l981, 329 種) が発行され, 決定版ともいえる.
河路掛吾, 1983, 佳香 -35(136): 61-67, 130種. 「まつむし」には伊藤尚武, 早川広文の小目録, 短

報がある. 長野県は全国から採集者も来たり, 短報などは全国の同好会誌に見られる.
21・  静岡県:  前報では7 篇紹介したが, 種類数の多い目録が目立つ. その後も多くの目録が出た.
車間1要一, 1979, 静岡県の生物: 111-119, 300種が基本的目録である. 平井克男. 1978, 駿河の昆
虫 (101): 3005-3013, 72 種. 大庭俊司, 1979 ・1980, 駿河の昆虫 (104): 3079-3088; 同誌 (108): 3195-
3026, 合計 135 極. 原木直美, 1981, 駿河の昆虫 (114): 3356-3358, 76 種. 伊藤徳造, 1981, 佳香 -

33(128): 52-57, l41 種. 短報や小目録は「駿河の昆虫」, 「静岡の甲虫」, 「月刊むし」 などに見られる.
22・  愛知県:  前報では5 篇ほど紹介した. その後も各地の日録が出たが, 全県下のものはない.
穂積俊文, 1979, 佳香 ・31 (120): 54-63, 220種. 原田緒津夫, 1979, 来寺山自然科学博物館々報

(8): 21-27, 237 種. 竹内克豊, l980, 程美半島の昆虫: l8-22, 46 種. 竹内克豊他 2 名, 愛知県豊根
村の動物: 231-285, 216 種. 湯沢宜久, 1980, 佳香 32(121): 1-10; 32(124): 49-60, 67 種の幼虫と

用1. その他犬山市 (大竹 勝, l982, 51 種), 岡崎市 (竹内克豊, 1986, 82 種) の市史もある. 短報や

小目録は「佳香偀」,  「三河の昆虫」,  「虫諾」,  「月刊むし」 などに見られる
23・  岐阜県:  前報では 2 篇を紹介したが, その後も調査が進んだ.
野平照雄, 1982, 岐阜県の昆虫: 445-469, 237 種. この目録が基本で 「啓 」 (4(11): l l -16, 1986)
に28 種が追加発表され, 計 262 種. 杉山 勉他 2 名, 1979, 岐大般学部研報 (42): 1-13, 98 種. 短

報や小目録は 「啓 」, 「佳香蝶」, 「月刊むし」に見られる.
24・  滋資県:  前報では疑間種のある目録を2 篇紹介した. 調査不十分な県である.
武田 滋, 1983- l986, Came虫2(2)-30 (本誌は途中から通号になる)に毎号採集記録を載せ, 31 号

(1987) にそのまとめを発表した. 163 種. 「Came虫」, 「月刊むし」に短報を時々 見る.
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25・  三重県:  前報では 6 篇を紹介し, 昆虫相解明の盛んな県である .
川原 誠・ 大川親雄, 1981, ひらくら 25( l): 1-51, 235 種. これが基本的目録で考察もなされてい

る. また県下各地の自然環境調査報告書も多い. 島地岩根, 1980, 伊勢神宮境内, 75 種. 市橋 甫他 3
名, 1982, 尾驚地区, 98 種. 生川展行他7 名, 1984, 比奈知ダム, 60種. 「ひらくら」, 「佳香蝶」,
「月刊むし」 などに短報や小目録が見られる .
26・  和歌山県:  前報で紹介したように奈良一 (1967-1976) が南紀生物9 (l )-18(l) の間に4 回に分け

て 248 種を記録した. その後大きな目録はない. 現在 「Kinokuni」 に奈良一が数種ずつ解説を連載
中, 他の人々 が短報や小目録を掲1較 している.

27・  集良県:  前報では谷 幸三 ・ 富永 修 (1975) の目録を紹介した. 春日山や大台山系には採集家

は来るが短報が多く , 「月刊むし」などに見られる.
山本雅則, 1979, Sakaiensis 16(2): 128-184, 130種. 調査不十分の県である.

28・  京部府:  前報では渡辺弘之 ( l976) のみ紹介し調査不十分と説明した. その後各地の目録が出た.
緒方 建, 1979, Microcosm (6): 35-54, 93 種, さらに同誌 (8): 16-18 で 9 種追加. 谷 寿一他

2 名, l979, Microcosm (6): 3-28, l979, 62 種, さらに同誌 (10): 29-40で 2 種追加. 谷 寿一他

3 名, 1981, Microcosm(l l): 11-20, 160種. 一瀬政人・ 安井謙二, 1985, Insect丹後・ 若狭 (32): 3-
5, 145 種. 短報や小目録は「Insect丹後・ 若狭」, 「月刊むし」に見られる.
29・  大阪府:  前報でも記したが調査不十分である. 古い目録も併せて紹介する.
仲田元亮, 1982, 能勢の昆虫, 甲虫の部, 下巻: 154-338, l26 種 (兵庫県も含む). 小田覚造, 1946-

1947, 昆虫科学 4(2): 32-42; 同誌 5(1): 27, 合計111 種. 林 匡夫, 1967, 5・面山の動物相調査 (大
阪府刊): l59-165, l ie種. 短報や小日録は 「月刊むし」, 「昆虫と自然」 に見られる. 石浜宣夫, 1978-
1979, .民虫と自然 13 (6); 同誌14(14) が最近の費重な報文である.
30.  兵庫県:   よく調べられた県で, 前報でも 10篇を紹介した.
高橋 匡, 1980, Iratsume (4): l3-27, 200種. 磯部昌弘, l981, Iratsume (5): 28-35, 81 種. 黒田

収, l982, てんとうむし (8): 13-26, 222 種. 加野 正, 1982-1985, Iratsume (6): 77-79; 同誌 (8・9):
130-139, l40- l48. また大阪府で記した仲田元亮のレポート (1982) にも兵庫県が含まれている . 短報

や小目録は 「きべりはむし」, 「てんとうむし」, 「Iratsume」 などに見られる.
31.  島取県:  好採集地の高鉢山と伯者大山の目録が多く, 前報で6 篇を紹介した.
那須 敏 ・ 山地 治, l976-1984, すずむし ( l l3)- (l l9), 6 回に分け 193 種. 測上和之他 2 名, 1980,

Vitae (23): 12-21, 67 種. 木本哲郎, 1983, Vitae (24): l l- l3, 82 種. 井上敏明, 1979-1982, ゆらぎ

あ (2), (4), (6), 100種, 未完. 短報や小目録が「すかしば」, 「ゆらぎあ」, 「月刊むし」 などにある.
32.  島根県:  前報では藤村俊彦 (1966), 曾田貞滋 (l974, l977) の2 氏の活躍を紹介した. その後は
労作なく , 調査が不十分と思われる .
和泉 作, l985, すかしば (23): l l - l6; 同誌24: 5-7, 72 種. 短報や小目録は「すかしば」に多い.

33.  岡山県:  前報で 8 篇を紹介したが, その中の「岡山県の昆虫」 (倉數昆虫館編 l978, 241 種) が基

本的目録である. その後は目録発表は少ない.
平田信夫他 3 名, 1984, 岡山県立短大研究紀要 (28): l l - l8, 103 種. 短報や小目録は 「すずむし」,
「月刊むし」 などに見られる .

34.  広島県:  活発な県で, 前報で4 篇を紹介したが, その後も目録発表が多い.
中村慎吾・ 小阪敏和他4 名, 1970- l984, 比和科博研報 (l3), 広島虫の会々 報 (l5), (l6), (17), (19),

(21), (22), (23) と8 回に分けて総まとめ, 合計235 種. これが基本的目録であるが, 他に地区ごとの日
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録も多い. 中村慎吾, 1977, 比和の自然: 255-294, 130種. 秋山美文, l984-1986, 広島虫の会々 報(23-
25), 連 で計74 種. 中尾進治, 1984, 北九州の昆虫31(2): 119-122, 62 種. 中尾進治, 1986, 北九
州の昆虫33(l):53-64,141 種. 矢野立志他2 名, l986, 広島虫の会々報 (25):1-l6,193 種・ 短報
や小目録は「広島虫の会々 報」 に多い.
35.  山口県:  前報では6 篇を紹介した.  なかでも田中 難 (1975, 228 種) が基本的目録であろう・
以後は次の 1 篇のみである. 短報はほとんど見られない.
北村英忠,1984-1986, 北九州の昆虫31(2):123-124; 同誌31 (3): l38; 同誌33 (l):49-52, 合計81 種・

36.  香川県:  前報で3 篇を紹介したが, 今回は紹介すべきものなし・ 短報なども少ない・

37.  愛緩県:  前報で6 篇を紹介したが, それ以後は山岡の目録があるのみ・

楠 博幸・ 管 :見-, l978, 愛媛県立博物館研報 (9): l-55, 272 種. これは前報で紹介したが基本的
日録である. 短報は「月刊むし」などに見られる. 山岡幸雄, 1986, 愛媛の昆虫 (71: 11-28, 82 種・
38.  徳島県:  前報では10篇も紹介したが, 調査十分とは言い切れず, その後もめぼしい目録はない・
吉田正隆, 1978, 高越山の自然: 70-74, 128 種. 短報や小目録は「月刊むし」に見られる・

39.  高知県:  前報では小島圭三他3 名 (1962), 別府隆守他15 名 (1968), 中山紘一 (1977) を紹介し
た. これらは県下各地域をまとめてあり, さらに吉永清夫・ 中山紘一, 1978, 昆虫と自然13 (10):20-
23 では県全体の概論が書かれている. 最近の目録は次の 3 篇.
中山 一 ・ 吉永清夫, 1981, げんせい (40): 11-23, 139 種. 中山紘一, 1985, げんせい (47): 3-27,

200種. 中山 一, 1986, げんせい(49):9-16,122 種. 短報や小目録は「月刊むし」, 「げんせい」, 「げ
んせい通信」, 各地の学術調査報告などにある.
さて四国のカミキリ分布を調べるには次の文献を見られるとよい. これには266 篇の文献目録と
種のカ ミキリの県別分布表が書いてある.
穂積俊文・ 小笠原隆, l985, げんせい (46): 19-35; 同誌 (47): 27.

40.  福岡県:  最も活発で採集目録も多い. 前報では l6 篇を紹介した. カミキリ屋も多い県である・
山脇好之, 1984, Korasana22(1・2), 1-12, 53 種. 南 雄二他 2 名, 1984, Korasana22(1・2), l2-

23, 140種. 山脇好之, l984, 北九州の昆虫32(1):17-24; 33(2): 79-84, 計101 種. 短報や小目録は
「北九州の昆虫」, 「Korasana」 に多い.
41.  佐資県:  前報では江口純正・ 緒方 建(1973) の1 篇のみ紹介した淋しい県であったが, 最近は
力ミキリ屋も現れて娠やかになった.
伊藤達美, 1982, 北九州の昆虫29(3):187-191,94 種. 高橋隆信他2 名, 1985, 佐賀の昆虫16: 39-

43,75 種. 大塚建之, 1986, 佐賀の昆虫17: 95-100, 78 種. 緒方 健他3 名, 1986, 佐f口iの昆虫18:
117-140, 64 種.
また今坂正一 (1981-1986) は多良岳甲虫目録を「こがねむし」に分割掲載したが, 佐資県側の記録も
少々 含まれている. 短報や小目録は「佐賀の昆虫」, 「佐賀むし通信」 などにある・
42.  長崎県:  前報で4 篇を紹介したが, その後も今坂正一氏の活躍が目立つ・
今坂正一 ・ 岩崎伝次, 1974-1981, こがねむし12(1); 北九州の昆虫20(2); 北九州の昆虫28(1) に3
回に分け速載, 合計144 種. 今坂正一, 1981-1986, こがねむし (38), (39), (45), (47) と 4 回に分け
連ll ・  合計 108  種 阿比留巨人・ 今坂正一, 1983, こがねむし (42): 35-44, 1986; 同誌 (47): 27-42,
合計73 種. 短報や小日録は「北九州の良:,虫」, 「こがねむし」, 「長崎県生物学会誌」などに見られる・

43.  熊本県:  前報で紹介した直海俊一郎・ 直海品二郎(l977,235 種) が基本的目録である・
中尾進治, 1981, 北九州の昆虫28(1): 49-52, 57 種. 今坂正一, 1982, 熊本昆虫同好会報28(2): 1-
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15, 1984; 同誌29(2):1-14, 合計79 種. 松寄誠之, 1983, 北九州の昆虫30(1):63-65,49 種. 松寄
誠之, 1983, 北九州の昆虫30(2): l35-140,86 種. 立川喜一, 1984, 熊本昆虫同好会報30(2):10-l4,
56 種・ 今坂正一他2 名, 1985, 熊本昆虫同好会報30(3):1-32,78 種. 短報や小目録は「熊本昆虫同
好会報」, 「Korasana」, 「北九州の昆虫」などに見られる.
44・  大分県:  前報では祖母山や九重の目録を中心に5 篇を紹介した. その後は各地の目録が見られ
れるようになったが, 県全体のまとめはない.
岩本常夫' 佐々 木茂美, 1979, 二豊のむし (4):5-l6,59 種. 今坂正二, l980, 二豊のむし5:1-84,

55 種・ 岩本常夫' 佐々木茂美, l982, 二豊のむし(8):19-30,59 種. 木本哲郎, 1983, Vitae(24):3-
10, 66 種・ 南 雄二 ' 津田勝男, 1984, 北九州の昆虫31 (1): 29-38,146 種. 佐々 木茂美, 1984, 二豊
のむし(12):17-75,116 種. 短報や小目録は「二豊のむし」, 「北九州の昆虫」, 「日田市立博物館報」な
どで見られる.
45・  宮崎県:  前報では5 篇紹介したが, 南北に2 分して書いた永井あっしのが基本的目録であろう.
永井あっし(l970-l972) は前報で紹介したように県北部目録191 種を記録した. その後は, 永井あ
つし, l980, タテハモドキ (15):29-77,175 種. 県南地区をまとめてある. 山脇好之, 1981, 北九州の
昆虫28(2):111-118; 同誌28(3): 159-166, 合計 l89 種. 短報や小目録は「タテハモドキ」, 「北九州
の昆虫」 などにある.
46・  鹿児島県:  前報では4 篇を紹介したが, 坂元久米雄・ 嶋 11k (1965) は基本的日録であろう.

15 年後さらに詳しく調べた総括目録が発表された. 田中和臣・ 津田勝男, 1980, Satsuma29(84):
164-225,232 種. 短報や小目録は「Satsuma」, 「月刊むし」などに時々 見られる.

S2.  島 篇 (小日録を含む)
47.  沖il l県の島々
前報は21 篇を紹介したが, その中でSAMUELSON& GREsslTT(1965), 小宮次郎(1972), 高良鉄夫・
東 清二 (1973), 東 清二・  寛他(l976) が基本的目録で, 新種や新亜種記載に林 匡夫 (1962-
1963) がある・ その後も色々 な人が目録を書いている. しかし地元の「琉球の昆虫」(沖繩昆虫同好会機
関誌) は, カミキリの報文が大変少ない.
沖繩本島:  入江平吉, 1980, 北九州の民虫27(2): 91-100, 70種. 竹内幸夫, 1984, 北九州の昆虫

30(3):201-206,53 種. 慶良間列島: 小倉直樹, 1983, 月刊むし (154):39,10種. 久米島: 平松広吉,
l978, 甲虫ニュース (43): 4, 15 種.伊良部島: 小倉直樹, 1978, Elytra6(1): 43,5 種. 石垣島: 入江
平吉, 1979, 北九州の昆虫25 (3):133-138,89 種. 基本的日録であり, 「月刊むし」, 「北九州の昆虫」な
どに短報や小目録がある. 竹富島: 矢野立志, 1976, Elytra3 (l・2):31,13 種. 小浜島: 露木繁雄, l981,
月刊むし (130):37-38,2 種. 波照間島: 入江平吉, 1978, 北九州の昆虫24(3):95-96,26 種. 出口可
能, 1981, 月刊むし (119): 22-23, 18 種. 与那国島: 岩橋 正, 1974, 北九州の昆虫 20(2): 31-34, 26
種・ 尖閣諸島: 白石 哲・ 荒井秋晴, 1980, 尖閣語島調査報告書: 60-63, 6 種. 南大東島: 提 隆文,
1978, Elytra6(2): 67-68, 5 種.
48.  鹿児島県の島々

前報では41 篇を紹介した. やは l) :tli美大島, 屋久島などが多い. 以下重要な目録のみ紹介するが,
「月刊むし」, 「北九州の昆虫」, 「Satsuma」 などには, 採集記, 小日録, 短報などが多い.
種子島: 森 一規, 1984, Satsuma33(92): 106-126, 119 種. これが基本的目録である. 屋久島: 小

宮次郎, 1980, 月刊むし (112): 3- l8; ( l l3): 7-19, 合計138 種. 中根猛彦, 1984, 屋久島の自然: 587-
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631 , 143 種. この2 篇が基本的目録であり, 小宮のは生物地理的考察が書き加えてある. 短報や小目
録は各誌に見られる. ロ永良部島: 伊藤 淳・ 守屋健次, 1975, 月刊むし (50): 24-27, 37 種・  トカラ

列島: 入江平吉・ 革間段一, 1976, 月刊むし(59):9-16,58 種が基本的目録である. 短報や小目録は前
報で3 篇を紹介したが, 他に北九州の昆虫27(1) や29(1), 月刊むし (186), (l90), (l93), (l94) など
に見られる. 特に194 号の森・ 藤田 (1987) は23 種を記録している. 喜界島: 原 寛, 1973, 筑紫

の昆虫14(2): 3-16, 17 極. 藤田 宏, 1986, 月刊むし (182): 40, 10種. 奄美大島: 前回は9 篇を紹
介した. その中で林 匡夫 (1962), 守屋実一 (1971), 森島直哉 ( l977) などが基本的目録であろう・ 鈴

木重豊, 1982, あかぽし (1):2-16, 73 種も参考になる. 採集記や小目録は各誌に見られる. 枝手久島:
楠井善久, 1983, 越佐昆虫同好会々 報 (56):8. 徳之島: 前報で紹介した杉野広一 ・ 高桑正敏(1974), 下
村 徹・ 杉野広一 (l974) のみである. 沖永良部島: 前報で紹介した梅林満智也(l960) が基本的目録で
あろう. 以後は伊藤敏仁, 1986, 月刊むし (179): 42,3 種がある. 与論島: 岩田隆太郎, 1983, 月刊む
し (l54): 38, 4 種. この報文が唯一のようだ. 観列島: 前報では田中 洋 (1974), 吉田喜美明 (l976)
を紹介した. 基本的目録に下記のがある. 入江平吉, 1981, 北九州の昆虫28(3): 127-131, 61 種・ 黒
島: 前報で紹介した Z源 寛 (l977), 山脇好之 (l978), 藤田 宏 (l978) が主要日録であり, 以後は報

文が乏しい.
49.  東支那海・ 玄界選の島々

まず長崎県生物学会の刊行物をあげねばならない. 「男女群島の生物 (1973)」, 「対馬の生物 (1976)」,
「E岐の生物 (l977)」, 「五島の生物 (l978)」である. それぞれに次の総括的目録がある. 山口鉄男他5
名 (男女群島, 10種), 白水 隆他 2 名 (対馬, 165 種), 浦川虎郎他 2 名 ( l_岐, 33 種), 宮田 彬

他3 名 (筑前沖ノ島, 20種), 今坂正一他2 名 (五島, 50種)・
それ以外の文献は複原 寛, 1980, Esakia (15):49-73,19 種, 男女群島. 山脇好之・ 提 隆文, l984,
北九州の昆虫31(3): l39-142, 9 種, 男女群島. 原 寛, 1980, 月刊むし (l l7): 53-58, 対馬. 入江

平吉, l982, 北九州の昆虫29(2):111-119,119 種, 対馬. 荒巻建二他2 名, 1983, Ko「asana21 (l '2):
22-28, 14 種, 筑前沖ノ島.
次に上記以外の島々の目録を紹介してみよう. 福岡市小呂ノ島: 城戸克弥, 1986, 北九州の昆虫33

(2):65-69,8 種. 福岡県能古島: 角田満之, 1984, Vitae (25): 23-25, 6 種. 佐賀県神集島: 高橋隆信,
1986, 佐賀の昆虫 (l8): 160, l l 種. 佐賀県馬渡島・ 加唐島: 緒方 健・ 野村周平他2 名, 1980- l984,
佐賀の昆虫(10): 62-67; 同誌 (10): 67-68; 同誌(12): 55-68; 同誌 (15):73-80; Vitae (25):21-23, 合
計38 種. 平戸島: 松尾照男, 1983, 北九州の昆虫30(2): 81-88, 76 種. 長崎県上阿値賀島・ 黒子島:
松尾照男, 1982, こがねむし (39):15-16,5 種. 天車下島: 今坂正一, 1979, こがねむし (34): 17, 34
種. 太田恭司, 1982, 北九州の昆虫29(3): 133-138, 75 種. 太田の報文は基本的目録と見てよい・ 佐
賀県松島, 北九州市白島は前報以後, 特に追加する目録はない・

50.  日本海の島々

隠岐: 門脇久志, 1977 ・1983, すかしば (7):15-38; (20):3-20, 127 種. 基本的目録で, ほぼ完備し
たものと見なしてよい. 飛鳥: 桜井俊一, 1981, 昆虫と自然16(4): 41;16(l4): l2-13, 合計29 種・ こ
れはよく調べられた基本的目録である. 他に前報の白畑孝太郎・ 黑沢良彦 (1972) と大木 裕, 1983,
月刊むし (144): 33, l3 種がある. 山口県見島, 京都府冠島, 福井県雄島, 佐渡島, 粟島は前報以後,
特に紹介すべき文献はない.
51.  北海道の島々

短期日の採集が多く, 前報では小目録を6 篇紹介した. その後も報文がある・
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利尻島: 佐藤雅夫・ 楠井善久, 1984, Jlezoensis (l l ) : 114-116, 43 種. 総まとめの目録である. 他に野

中啓史他13 名, 1986, 早稲田生物 (22): 56-67, 15 種. 礼文島: 長尾 康, 1985, 月刊むし ( l78): 37-
38, 5 種. 奥尻島: 秋山秀雄, 1984, 月刊むし ( l61): 40, l7 種.
52.  伊豆諸島

関束のカミキリ屋が出掛け多くの報文があり, 前報では l5 篇を紹介した. その中でも重要なものは

小宮次郎他 3 名, 1972, 月刊むし (18): 2-9. 高桑正敏, 1979, 月刊むし (104): 35-40. 藤田 宏,
1979, 月刊むし (104): 42-43. 長谷川澄雄, l984, 青ヶ島の生活と文化: 147-169, 9 種. 短報や小目録

を藤田 宏, 伊藤敏仁が, しばしば「月刊むし」に:書いている. また小笠原話島は採集規制が厳しいた

めか, ほとんどレポートを見ない.
53.  太平洋の島々

島が少ないこともあるが, 伊豆諸島を除くとほとんど調査がない. 前報では 4 篇を紹介した.
横須賀市獲島: 大場信義・ 楠并善久, 1979, 渡島の自然: 77-108, 24 種. 藤田 宏, 1981, 月刊むし

(122): 34, 2 種. 熱海市初島: 単間慶一 ・ 市川恭治, 1982, 静岡の甲虫1 (2): 1-14, 1987; 同誌5(l・2):
21-23, 合計15 種. 徳島県海部郡出羽島・ 竹ヶ島: 村上構三・ 黒田祐次, 1979, 徳島昆虫 (5): 2- l l, 28
種. 高知県宿毛市鵜来島・ 姫島: 沖の島・ 柏島を含めた 4 島はすでに岸井 尚他2 名 (l960) が記録

している. その後も調査報告がある. 中山系ﾈ一,  1982,  高知県西南諸島学術調査書 :133-149,  鵜来島
種, 姫島6 種. 大分県南海郡沖黒島: 三宅 武他 5 名, 1987, 二豊のむし ( l8): 57-58, l l 種.
54.  瀬戸内海の島々

淡路島: 前報でParnassiusに堀田 久 (l971-1977) が連破したのを紹介したが, その後も堀田 久,
1977-1979, 同誌 (19), (21), 金田昌士, l977- l981, 同誌 (19), (23), (25), 高橋寿郎 (1979, 同誌 (21) が

追加報告し, 合計 81 種. 和歌山市友ヶ島: 乾風 登他 2 名, 1983, 友ヶ島学術調査 (和歌山市刊):
253-274, 9 種. 兵庫県家島群島: 上田尚志, l981, きべりはむし9(1): 9-l8, 19 種. 香川県与島・ 相i
石島: 豊嶋 弘, 1980・1981, 一般国道30号 (香川県) 自然環境調査報告書, 昭和 54 年度, 昭和 55
年度, 4 種. 広島県向島: 小阪敏和, 1986, 広島虫の会々 報 (25): 55-57, 12 種. 広島県宮島: 小阪敏

和他4 名, 1984, 広島虫の会々 報 (23): 1-12, 88 種. 総括的日録である.
前報で紹介した小豆島や山口県大島の記録はその後は見あたらない.

S3.   種の文献目録

動物の種ごとの文献目録には大野正男の労作がある. 力ミキリは 2 種あり, 東洋大学紀要教養課程

篇 (自然科学) に掲載され, 29 号, pp 69-107 にラミーカミキリ 404 篇 ( l985). 30号, pp 21-49 に

べ一 ツヒラタカ ミキリ 227 篇 (l986).

お わ り に

冒頭に記したように, 「昆虫と自然」に目録要覧を書いてから, すでに8 年を経過した. 前報では題

名, 主要なカミキリ種名や疑問種も記述したが, 今回は簡単に記して紹介した. 前報に比し県全体を

まとめた目録がふえ, 分布調査が盛んになり喜ばしい傾向となった. 本土の県は, 1 県250種前後が
限度であるが, 中部山岳地帯を含む県は300種前後である.
擱筆にあたり貴重な紙面を与えて下さった編集者の方々 や別刷を御恵送下さった方々 に感謝する.

(愛知県小牧市小牧1 丁目 578)
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東京都高尾山のカミキリムシ

藤 田 宏

Cerambycid Beetles from Mt. Takaosan, Tokyo, and its Neighborhood
H ir oshi F uJITA

は じ  め に

東京部八王子市の高尾山は, 低山ながら古くからカミキリムシの好採集地として有名で, 関西の春
日山 (奈良県) と並ぶ名所としてその知名度は非常に高い.
筆者も中学生時代から高校生時代にかけての1967~1971 年頃は, 春先のカェデの花すくいから始
まって, 夏の燈火採集, 秋~冬の材採集と季節を変えてずいぶん通いつめた時代があった・ 1971 年頃,
自分なりの高尾山のカミキリリストを作り, そのリストをコピーして, 通い始めたばかりの木躍サロ
ン (上野) へ行って, 並み居るカミキリ屋の諸先輩方に向って「高尾山のカミキリをまとめてみたいの
でご協力をお願いしたい一 ・」 と頼んだことがあった. 今思えば, 名だたる旧京浜のカミキリグルー
プのメンバーに対して一高校生がずいぶん厚かましいことを言ったよう†i気がするが, サロンのメン
バーはこの海のものとも山のものともしれない高校生に全面的に協力して下さることになり,  高桑正
敏氏を通じて各人が集めていたデータをそれぞれ1 ~数枚, 長い人では10枚近くのレポート用紙に書
きこんで, 参考資料として提供して下さった. 木躍サロンは, 非常に好意的でおおらかな人達の集団
だったのである.
しかし, その後の17 年間, 高尾山のカミキリリストが世に出ることがなかったのはご存知のとおり
である. ひとえに私の怠慢のせいで, この間, 資料を入れた袋を見るたびに気になってはいたものの,
とりまとめる時間もないままに時が過ぎ去ってしまった. 高尾山のカミキリについては, 1961 年に
I nsect Magazine 53 号に丸岡 宏氏が“高尾山の力ミキリ”というタイトルで書かれた名文があるが,
これは随筆風の紹介文でリストや各々 の採集データは付されていない.  高尾山が全国的に有名な山で
あるにもかかわらず, この丸岡氏の報文以来まったくヵミキリのまとまったリストが出なかったのは,
以上の経緯からも明らかなようにほとんど私の責任である.
このたび, 革間慶一先生の退官記念論文集を出すにあたって, 従来のこの種の論文集とはすこし違
った, あまり固苦しくなく草間先生らしいものを作ろうと,  幹事が集まって企画会議が設けられた・
その折に筆者は, リスト作りが大好きな草間先生だから, この際, 東の高尾山と西の春日山(春日山も
なぜかまとまったリストが出ていない) という東西の超有名産地のリストを作ってみてはどうかと進
言した. 春日山の方は色々 な事情で 面に変わったようであるが, 高尾山の方だけでもこの機会にま
とめ, 長年の宿題をなんとかしたいと思って筆をとったしだいである.
本文をまとめるにあたって, 丸岡 宏, 奥村 尚, 高桑正敏, 窪木幹夫, 粂久仁雄, 伊藤正雄, 海老

原裕之, 酒井 香, 木村欣二, 宮原道則, 露木繁離の諸氏には, 長い間費重な資料を埋もれさせてしま

ったことを心からお詑びするとともに, 改めてお礼申し上げたい.  また, 今回新たに文献や資料など

でご助力いただいた黒沢良:彦先生をはじめ, 池田清彦, 秋山秀雄, 山本光人, 平山洋人, 斎藤秀生の各
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氏, 標本写真を撮影して下さった猪又敏男氏に深く感謝申し上げたい
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高尾山は都心から近く手軽に行ける山のためか, 古くから昆虫愛好者が入っていたようで, 蝶など

では100年近く前の1885 年 (明治18 年) 頃から高尾山に関する報告が見られるようである.
カミキリに関しても古い報文があると思われるが,  残念ながら筆者の手元には戦前の文献がほとん

どなく , 時間的な制約もあって今回はほとんど調べることができなかった.  したがって, 以下にあげ

るカミキリのリストや記述は,  主として戦後の高尾山についてまとめたものと考えていただければ幸

いである.
戦後になってからの文献としては, 一般誌として 「新昆虫」, 「昆虫と自然」, 「月刊むし」, 甲虫の専

門誌として「甲虫ニュース」, 「Elytra」, 「さやばね」, 地元の同好会誌として京浜昆虫同好会 (現在休会
中) の「Insect Magazine」, 「はばたき」 などの雑誌を参照した. これらのパックナンバーを調べてみ

て, 高尾山に関する報文が意外なほど少ないのに驚いたが, 「Insect Magazine」 (一部に見ることので
きない号があった) には比較的多くの報文が見られ, かなり参考になった. この他に, ごく少部数発行

されたのみの印刷物ではあるが, パラナスピアカミキリクラブによる「Paranaspia」 [1972] には, “高

尾山のカミキリ (ナイター)” として 10べ一 ジにわたって斎藤秀生・ 斎藤秀秋両氏が燈火採集で得た

カミキリをまとめたものがあり, 出現期と個体数をグラフに示しながら解説している.
しかし, 高尾山に関するカミキリの報文は1960~1970年頃がひとつのピークだったようで, 1970年
代から 1980 年代にかけては散発的な報告があるだけの淋しい状態が続いている. 文献上に発表され

ているデータが少ないため, 今回のリストは同好者各位から寄せられたデータを基に作成した.

扱った地域と力ミキリ相の特徴

- 口に “高尾山” といっても, 実際には徒歩で歩きまわることのできる周辺地域をも含めて指すこ

とが多い. 本稿では, 高尾山本山 (標高約 600m) を中心として, その周辺地域も含めたカミキリ相を
か fの_・

対象とした (図6 参照). この中でもっとも標高の高い所は景信山 (標高 727 m) の山頂で, ルリポシ

カミキリやニイジマトラカミキリなど,  高尾山本山ではほとんど見ることのできない山地性の種を産
llん l f

し, カミキリ相はやや異なっている. 景信山から明王峠を越え, 国i馬山 (標高857m) へ登るハイキン
グコースもあるが, この方面については除外した.
これら高尾山とその周辺の地域からは, 今回173 種の力ミキリが確認された. この173 種という数
字とその内容について, すこし考えてみよう.
標高 600mほどの山で 173 種 (日本産全ヵミキリの約 1/4) ものカミキリを産する所は全国にも

少なく,  これは高尾山の自然がまだ比較的よく残されていることを示している. 173 種の中にはいわ

ゆる珍品も多く, ヒラヤマコブハナ,  トワダムモンメダカ, タカオメダカ, コポトケヒケ'ナガコパネ,
ヤマトシロオビトラ, ヨツポシシロオビゴマフ, キポシチビ, ヨコヤマヒケ'ナガなど, 20年ほど前で
あれば高尾山へ行かなければほとんど見ることのできなかった種も多い.  タカオメダカ,  コポトケヒ

ゲナガコバネ, ヨコヤマトラ, ヨツポシシロオピゴマフの 4 種はいずれも高尾山周辺を原産地として

記載された種である. また, =セノコギリ, ツシマムナクポ, アオスジ, キイロミヤマ, カノコサビ,
タテジマ,  イポタサビ,  ヒケ'ナガヒメルリなどの暖地性ヵミキリが多く記録されている一方, 低山で

あるにもかかわらず, コパネ, オオクロ, オオハナ, ルリポシ, ニイジマトラ, ゴマダラモモブトなど,
本州では通常中山帯に見られる山地性力ミキリを産し,  これらが交錯して豊かなヵミキリ相を織り成
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している. かつて丸岡宏氏は, 高尾山を“カミキリの博物館の様な姿を呈している一 '” と評された
が, 当時はまさに宝庫といった趣きがあった・

しかし, ここ20年の間に日本のカミキリ界はめざましい進歩をとげた. カミキリ屋は增え, 珍品の
生態も次々 に解明され, それにともなって分布の知見も大幅に塗り替えられた・ 高尾山の名物だった
ヵミキリ達もァッという間に全国各地で採れるようになり,  もはや高尾山へ行かなければ見ることの
できないカミキリは l 種もなくなってしまった・

加えてこの20年間で虫屋の“足”も大きく変わった. すなわち, 電車に揺られて昆虫採集に行く時
代からマィヵ一時代への変化である.  自動車を使うことによりヵミキリ屋の行動範囲も一気に広がり,
各地で好採集地が発見されていくなか, 高尾山はしだいに色褪せた採集地になってしまった・ 国定公
園に指定され, 昆虫採集をすることが煩わしくなってきたこともこれに拍車をかけたが, 現在のカミ
キリ屋にとって, 高尾山はかってほど魅力のある山ではなくなったことは確かである・

今, 改めて高尾山のカミキリの顔ぶれをながめてみると, 思ったよりたいしたことがないと感じる
人が多いかもしれないが, これも時代の流れというものだろうか. 昔なら大変な珍品の顔ぶれも, 周
囲の状況がわかってくれば,  自然林の残っている状態から考えて産することが当然な種がほとんどで
あった.  もっとも, 高尾山のまわりの山は絶望的に切り開かれてスギの植林地と化してしまっている
から,  自然林が残っている山はないに等しい. そういう点から考えれば, やはり高尾山は東京近郊の
低山で, 昔ながらの姿を今もなお維持している最後の楽園と言うことができるだろう・

高尾山およびその周辺の力ミキリ リス ト

本リストは高尾山本山のみに限らず, 実だ ぅ [,  i、とイ� 景信山へかけての山塊, 旧甲州街道沿いの

要高尾町や総などの山就部一帯を含めた地域から採集されたカミキリのリストである・  各種の解説
は, 和名, 学名, 高尾山付近における成虫の出現期や生態など, 採集データ, の順となっている・ 採集
データは多くをあげると繁雑になるので, 原則として1 例をあげるのみにとどめた・ 出現期は多くの
データから得られた幅を示し,  採集地点も特にことわりのない種は高尾山周辺のほぼ全域に産するこ
とを意味する. 文献から引用したデータは“  ”でくくり, その出典と参考文献の番号を付記した・ な

お, 和名および学名は原則として「日本産ヵミキリ大図鑑」 (1984) に従った・

1. ウスバカ ミキリ Megopis(?legoso'na) sini'ca(WHITE)
6~8 月. 燈火によく飛来する. 昼間は各種広葉樹の洞中に潜んでいるものが見つかる・ 1 d,18・ VI・

1961, H. MARUOKAleg.
2. ノ コギリカ ミキリ Prionus lnsularis MOTSCHULSKY

7~8 月. 燈火によく飛来する. 昼間はブナ大木の割れ目などに潜む. l d,1・ Vm・1971, H・ FuJITA
leg.
3. ニセノコギリカミキリ p. sej unctuS HAYASHI

7~9 月. 燈火によく飛来する. 昼間はモミの立ち精れ樹皮下に潜む・8 月下旬~9 月上旬の晩夏に
多い. 2(対1 g, 30. Vm. 1986, H. FuJITA leg.
4. コバネカ ミキリ Psephactus remiger HAROLD

7 月. 高尾山では稀種で採集例は数例のみ. l 9, 7. VII i963, H・ MARuOKA le9・
5. クロカ ミキリ Spondylis buprestoides (LINNE)

6~9 月. 燈火によく飛来する.  夕方から夜間にかけて,  マツ類の倒木上に多く見られる・  3 o
3 , 13. VII i963, H. EBIHARA leg.



高尾山のカミキリムシ

M,

一一
.

,

・
・

・

-

=
'

,

図 1.  高尾山周辺を原産地として記載された4 種のカミキリ :  1 .  タカオメダカカミキリ 2
コポトケヒケ'ナガコバネカミキリ 3.  ヨコヤマトラカミキリ 4.  ョツポシシロオビゴ
マフカ ミキリ_
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図 2. 春先にヒラヤマコブハナカミキリの採集
者が集まる山範の込組林道.

図 3. コナラが伐採されだしたために突然クリ
ストフコトラカ ミキリが見つかった込1l9Ijの
尾根.

図 4. サクラやカェデの花にヤマトシロオビ ト 図5. モミが多く, オオトラカミキリの食痕や
ラカミキリなどが多い日影沢の入口付近. 脱出孔がよく見られる日影沢の林道.
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6. サビカ ミキリ Arhopatus coreanus (SHARP)
7~8 月. 夜間,  モミの倒木上に見られ, 燈火にもよく飛来する. 2 , 1. Vm. 1971, H・ FuJITA

leg.
7. ツ シマムナクポカ ミキリ Cephala11us unicolor (GAHAN)

6~8 月. 夜間, モミ・ アカマツの倒木に見られ, 燈火にも飛来する. 1 9, 20. VII i967, K. KuME
leg.
8.  オオクロカミキリ Megasemum quadr icostulatum KRAATz
“1 , 29. VII i979, T. MATsusHIMAleg” (松島, 1980)36) 燈火に飛来したこの1 例のみ.

9.  オオマルクビヒラタカ ミキリ Asemum striatum (LINNE)
“5exs., 3. V. 1962, S. YAMAGucHI leg” (山口, 1970)'7)  本種もこの文献記録以外にはデータを入
手できなかった. 同報文によれば, “景信山山頂より100m下の松林で松の根元に, 黒色, 赤褐色, 両
方の個体を見出した” とある.
10. ホソカ ミキリ Distenla gracilis (BLEsslG)

6~8 月. 燈火によく飛来する. 1 e, 31. VII i971, H. FuJITA leg.
11. ニセハイイロハナカミキリ RhagMm pseudojaponlcu'n PODANY

3~5 月. 冬期にモミやァカマツの立ち枯れ, 倒木の樹皮下で越冬中のものがよく採集される.3 exs.,
9. 111. 1969, M. MIYAHARA leg.
l 2. ヒ ラヤマコ プハナカ ミキリ Enop1oderes bicolor OHBAYAsHI

4~5 月. ケーブルカー清淹駅付近, 込縄, 要高尾一帯などの山麓部で採集されている・ 発生の早い

ものは4 月上旬 (もっとも早い例で4 月 8 日) から姿を現わし, 4 月20日前後にピークとなり, 飛

翔中の個体が目につくようになる. 1 e, 27. IV. l976, H. FuJITA le9.
13. フタコプルリハナカ ミキリ Stenocoruscoeruleipenms (BATES)

5~7 月. ガマズミ,  ミズキ, キイチゴ,  クリなどの花に集まるが少ない.  ミズキ生木の樹幹や枝に
止まっていることもあり, 燈火に来た例もある. 1 9, 24. VII i970, K. KuMEle9.
14. モモグロハナカ ミキリ Toxotlnus rem1 (HEYDEN)

5~6 月. 薬王院や高尾山頂付近などで,  日陰の葉上に見られる .  l , 21. V. 1961, H・ MARuOKA
leg.
15. キバネニセハムシハナカミキリ Lemula declpiens BATES

4~5 月. カェデ,  コゴメウッギなどの花上に多い. 16exs., 29. IV. 1967, H. EBIHARA le9.
16. ヒナルリ ハナカ ミキリ Dinoptera minuta (GEBLER)

4~5 月. カェデの花上にもっとも多く, サクラ, ガマズミ, コナラなどの花上にも見られる・4eXS・,
29. IV. 1967, H. EB田ARA leg.
17. オオヒメ ハナカ ミキリ Pidonia (Pidoma) gra11atr ix: (BATES)

5~6 月.  ココ'メウッギの花上に多い. 燈火 (以下, 単に“燈火” とある種は燈火に来た例が少数あ
ることを示す). 11 exs., 4. VI. 1967, H. FuJITA leg.
18. セスジヒ メハナカ ミキリ Pidonia (Cryptopidoni'a) amentata (BATES)

4~6 月.  ヤマザクラ,  カェデ,  ヤマブキ,  ガマズミなどの花上に見られる.  13, 3.  VI. l972,
H. HIRAYAMA leg.
19. コ ト ヒメ ハナカ ミキリ P. (C ) lyra M. KUBoKI et K. SUZUKI

5 月. 日影沢から高尾山へ 20分ほど登った地点で, ウッギ類の花上から得られた下記の1 頭のみ.
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高尾山初記録種. 1 d, 20. V. 1972, S. SAITo leg.
20. フ タ オビノ ミ ハナカ ミキリ .Pidonia (0mpha1odera) puzi1oi (SOLSKY)

4~6 月. ココ'メウッギの花上に多い. 燈火. 1 ex., 26. V. 1971, H. FuJITA le9.
21. ヤマ トキモンハナカ ミキリ Judolia japonlca (TAMANUKI)

6~7 月. 山中のクリの花などに見られるが少ない. 1 d , VII i956, A. KATo le9・
22. ミヤマクロハナカ ミ キリ Anop1oderomorpha e:xcavata (BATES)

5~7 月.  ミズキなど花上に見られる . 1 , 1. VI. 1974, H. HIRAYAMA le9.
23. ツヤケシハナカ ミキリ Anastrangal iascotodes (BATES)

5~6 月. コゴメウッギ,  ミズキ, クリなどの花上, モミの倒木上に見られる. l ex., 4. VI・1967, H・
FUJITA leg.
24. アカハナカ ミキリ Corymbia succedanea(LEWIS)

7~8 月. 夏期にアジサイなどの花上にいるもの, 飛翔中のものをよく見かける. 1 9,25・ VII・1975,
H. HIRAYAMA leg.
25. オオハナカ ミキリ Konoa granulata (BATES)
“ l ex., 24, VI. 1969, S. TAcHIKAwAleg” (酒井, 1970)2e)
“ l , 11. 1975 (幼虫採集) ~V. 1975 (羽化), T. AoKl leg” (靑木, 1979)3')
高尾山における本種の記録は上記の2 例のみ. 前者は東京農業大学昆虫学研究室の立川周二氏が,
要高尾の日影沢入口付近でヒメジョオンの花に来ていた個体を採集したもの. 後者は青木隆氏が山頂
近くの4 号研究路で, 地面に横倒しになっていた直径約1 m, 長さ 25~26 mのモミ朽ち木中からカミ
キリの幼虫を掘り出したところ, 後日に本種が羽化したもの.
奈良県の春日山では本種は比較的多産するよ うだが,  関東では平地~ 低山帯に本種が産する例を他
に知らない. 6~7 月にモミなどの多い所の花を探せば追加例が出るかもしれない.
26. ムネァカクロハナカ ミキリ Leptl‘radimorpha BATES

5~6 月. コゴメウッギ, バラなどの花上に見られる . 1 i , 24. V. l964, H. EB田ARAle9.
27. ヤッ ポシハナカ ミキリ Lepttira (1eptura) arcuata mimica BATES

5 ~8 月.  コゴメウッギ,  クリなどの花上に見られる. 1 , 23. VI. l975, H. HIRAYAMA le9.
28. ヨ ツス ジ ハナカ ミ キ リ Leptura (1.eptura)ochraceofasciata (MoTscHULsKY)

5~7 月.  クリなどの花上にいるもの, 飛翔中のものを見かける. 燈火.  1 9, 4. VI. l967, H. EBI-
HARA leg.
29. カタキハナカ ミ キリ Leptura (Pedostrangalia) femoralis (MoTscHULsKY)

5~6 月.  ミズキ,  クリなどの花上に見られる. 肩部のみが黄色の普通型もいるが, 上翅の黄紋が発

達した型の比率が高い. 1 ex., 7. VI. l970, M. KuBoKI leg.
30. オオ ョ ツスジハナカ ミキリ Leptura (Megaleptura) regalis (BATES)

7~8 月. 高尾山頂, 小仏~景信山方面に多い. 1 9, 7. VII I. 1962, H. EB田ARA leg.
31. タ テジマハナカ ミキリ Strangaliella shikokensls (MATSUSHITA)

6~7 月.  クリなどの花上に見られるが少ない. 1 ex., 24. VII i970, K. KuME leg.
32. ニンフ ホソハナカ ミキリ S nymphula (BATES)

5~6 月. ココ'メウッギ, クリなどの花上に見られる. 燈火. 2exs., 1. VI. 1969, H. FuJITA leg.
33. ミ ヤマホソハナカ ミキリ Idiostra'tgatia contracta (BATES)

6 月.  クリ, ホタルブクロなどの花上に見られる. 1 i t. VI. 1967, M. TAKAKuwA leg.
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34.  べニバハナカミキリ Paranaspia anaspidoides (BATES)
6 月. 飛翔中のもの, 朽ち木に止まっているものが採集されているが稀. ケーブルカー清滝駅付近,
薬王院, 相模湖方面などでの採集例がある. 1 e, 3. VI. 1972, H. HIRAYAMA le9・
35. アオスジカ ミキリ Xystrocera g1obosa (0LIVIER)

7 月. 燈火に飛来するが稀. 1 , 2. V I I i961, H. MARuoKA le9.
36. ミ ヤ マ カ ミ キ リ Massicus raddei (BLEssIG)

7 ~8 月. 燈火に飛来する. 1 , 17. VII i969, H. FuJITA leg.
37. キマダラカミキリ Aeolesthes (Pseudaeolesthes) chrysothr i)c (BATES)

6~8 月. 燈火によく飛来する. アカメガシワの花に来た例もある. 1 9,14. VII i964, H. EB田ARA
leg.
38. キイロ ミ ヤマカ ミ キリ Margites (Margites) f tavidus (PAscOE)

7~8 月. 燈火に飛来するが稀. 夜間にウラジロガシの半立ち枯れから採集された例がある. l d, 22・
VI I i961, S. KoND0 leg.
39. ト ビイ ロカ ミ キリ A11otraeus (Altotraeus) sphaeriomnus BATES

5~7 月. ガマズミなどの花上に見られる. アブラチャンの枯れ枝を持ち帰ると多数羽化する. 燈火・
1 , 8. VI. 1971, M. FUKAMAcHI leg.
40. ヨツポシカ ミキリ Stenygrlnum quadrmotatum BATES

6~7 月. 燈火によく飛来するほか,  クリなどの花上に見られる. l ex., 23. VII i970, H. FuJITA
leg.
41. アメ イロカ ミ キリ Stenodryas cla、1igera BATES

6~7 月.  ミズキ,  クリ, ヤマポウシ, アカメガシワなどの-イe上に見られ, 燈火にも来る.  1 9, 14・
VI. l958, K. KIMURAleg.
42. トワダムモンメ ダカ カ ミキリ Stenhomalus lighti GREssITT

5~7 月.  冬期にキブシの細い枯れ枝を削ると, 材中で成虫越冬をしているものがよく見つかる・  コ

ゴメウッギの花上からの採集例もある. l ex., 1. XII. 1968, M. MIYAHARA le9.
43. タカオメ ダカカ ミキリ S takaosanus OHBAYAsHI

5~7 月.  日陰にあるカェデ,  コゴメウッギ, ナナカマドなどのイE上から採集されるが, 分布は山頂

付近のイヌブナ林に限られる . 冬期, 地面に落ちた細いイ ブナの枯れ枝を削ると, 材中で成虫越冬
しているものがよく見つかる. 1 ex., 20. V. 1966, M. TAKAKuwA le9.
44. タイワンメ ダカカ ミ キリ S taiwanus M ATSUSHITA

5~6 月. サンショウの枯れ枝などに見られる. 燈火. 1 ex., 27. VI. 1970, M. KuBOKI le9・
45. カッコウメダカカ ミキリ S. c tero ides BATES

5~6 月. アケビの枯れづるなどに見られる. 燈火. 2exs., 16. VI. 1974, H. HIRAYAMAle9.
46.  ナカネアメ イロカ ミキリ Obriu'n naka11ei OHBAYAsHI

6~7 月. 燈火に飛来するが少ない. 1 ex., 27. VI. 1970, M. KuBoKI le9.
47. オダヒケ'ナガコバネカ ミキリ Mo1orcllusgracnis HAYAsHI

4~5 月. ヵェデ, ココ' メウツギなどのイe上に見られ, 周囲にモミ (食樹) の多い所で咲いているイEに
は特に個体数が多い. 4 , 12. V. l968, H. EB田ARA leg.
48. コジマヒケ'ナガコパネカ ミ キリ M kojimai (MATSUSHITA)

4~6 月. カェデ, コゴメウッギなどの花上に見られる. キブシの枯れ枝を持ち帰るとよく成虫が出
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てくる.  ミズキへの産卵例もある. 1 e,18. IV. 1972, H. FuJITAleg.
49・ コポトケヒケ'ナガコバネカミキリ M kobotokensl、s OHBAYAsHI

4~5 月・ カェデ,  コゴメウッギ,  ミツバウッギなどの花上に見られる.  ミツバウッギの枯れ枝を持
ち帰るとよく成虫が出てくる. 1 ex., 23. IV. 1969, M. MIYAHARA leg.
50. クスベニカ ミ キリ Pyresteshaematicus PAscoE

7 月・ アカメガシワ,  ミズキなどの花上に見られる. l ex., 2. VII i961, H. MARuoKA leg.
51・  ルリポシカミキリ Rosalia (Rosalia) batesi HAROLD

5~7 月・ 景信山方面で採集されているが稀. 高尾山本山での採集例は聞かない. l ex.,31. V. l959.
H. MARUOKA leg.
52・ ミ ドリカ ミキリ Ch1or idorum(LeontMm) viride (THOMSON)
5~7 月・ ココ'メウッギ, ガマズミなどの花上に見られる. lex., 5. VI.1968, M. MIYAHARAleg.

53・ アオカ ミキリ Schwarzertum quadrico11e(BATES)
6~7 月・ 薬王院付近や要高尾で飛翔中のものなどが採集されているが稀.  1 9, 27. VII i970, H.

FUJITA leg.
54. ヒメスギカ ミキリ Ca11idiellum rufipe,me (MoTscHuLsKY)
4~5 月・ 春先にスギの伐採木などに多く見られる. 3exs.,30. IV. 1968, M. MIYAHARAleg.

55・ ビャクシンカミキリ Semanotus bifasciatus (MoTscHULsKY)
“ I , 15・ IV・ l969, H. MARuoKA leg” (丸岡, 1970)25) 採集例はこの 1 例のみと思われる. 表

参道でヒパの材上にいるものが採集された.
56. スギカ ミキリ S. Japontcus(LAcoRDAIRE)

4~5 月・ 春先にスギの樹皮下に見られる. 黒化型も採集されている. 1 ex.,29. IV.1966, M. TAKA-
KUWA leg.
57. チャイロホソヒラタカミキリ Phymatodes(Phymatodes) testaceus(LINNE)

5~6 月・ 英高尾など山麓部の薪にかなり多く見られたが, 最近は薪を使わなくなったためかそれほ
ど多くない. 1 , 30. V. l975, H. HIRAYAMA leg.
58. アカネカ ミキリ Phymatodes (Poecinum) maaki (KRAATz)
5 月. ブドウの枯れづるに多い. lex., 26. V. 1971, H. FuJITA leg.

59. ヨツポシチビヒラタカミキリ P. (P) quadr imaculatus GREsslTT
丸岡 (1961)8) に, “6 月から7 月にかけてはコナラ, ナラで少ないながら採れる” とある.

60・ シロオビチビヒラ タカ ミキリ Phymatodes (Paraphymatodes) albicinctus BATES
5 月 . ブドウの枯れづるに多い. 5exs., 26. V. 1971, H. FuJITA leg.

61.   オオ トラカ ミ キリ Xy1otrechus vi11iom (VILLARD)
“l 9,25・ IX・1932, T. IIDAleg'' (神谷・ 大林, l937)')  公表されている採集記録はこの1 例のみ
と思われるが,  この当時(約50年前) には他に2 例採集例があると間いている(いずれも9~10月
にかけての採集例)・ 近年になってまったく採れた話を聞かなかったが,  ここ数年,  日影沢入口付近の
モミで, 多数の本種の食跡・ 飛孔が確認されている. 現在でも確実に生息していると思われるので,
9 月中旬~10月上旬頃にモミの立木や倒木, 周囲の花上には注目する必要がある. 本種の記録をたど
ると, 中山帯では7~8 月の採集例が多く, 標高が低い所ほど9~10月の秋期の採集例が多いような
気がする.
62. ト ラ フ カ ミキリ X. chinensis (CHEvRoLAT)
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7~8 月.  クワの生木に見られる. 1 ex., 31. VII. 1958, K. KIMuRA le9.
63. ニイジマ ト ラカ ミキリ X emaclatus BATES

7 月. 景信山方面で採集されている. 1 , 25. VI I i975, H. HIRAYAMAle9.
64. ブドウトラカミキリ X. pyrrhoderus BATES

8 月上旬. 小仏, 景信山方面で採集されている.
65. クリ ス トフ コ ト ラカ ミキリ Plagt'onotus c11r istophi (KRAATZ)

4~6 月. 1984~1985 年に込繩林道でコナラの新しい伐採木から多数採集された. 込縄以外での記録
はない. 14 15 , 1. V. l985, H. FUJITA leg.
66. ヤマ ト シロオピ トラカ ミキリ Kazuoclytus lautoides (HAYAsHI)

4 月下旬~5 月上旬はャマザクラ・ カェデの花上に,  5 月中~下旬はコゴメウッギの花上に見られ
る. 花に飛来する時間は午前9 時から l l 時半頃までで, その後は急速に減少してほとんど飛来しな
くなる.  幼虫はモミの枯れ枝を食べるので,  秋~ 冬に食跡のある枯れ枝を持ち帰ると春に成虫が出て
くる. 1 月の採集例 (庄田, 1970)23) があるので成虫越冬と思われる. ケーブルカー清淹駅付近, 稲荷
コース, 日影沢入口付近, 小仏(断食道場) など, 採集されている所は局地的. 1 ex.,29・ IV・ l966, M・
TAKAKUWA leg.
67. シラ ケ トラカ ミキリ Clytus melaenus BATES

5~7 月.  コゴメウッギ, ガマズミなどの花上に見られる. 1 ex., 28. V.1966, M. TAKAKuWA le9・
68. キンケ ト ラカ ミキリ C aurlpil is BATEs

4~6 月. 力エデ,  ミズキ,  コゴメウッギ, ガマズミなどの花上,  ケヤキの倒木にいるものが採集さ
れる. 主な食樹はヶヤキだが, ツルウメモドキ, アブラチャンからも羽化した記録がある・ l7 eXS・,19・
IV. 1969, M. KuBoKI leg. (ヶヤキの材中より)
69. アカネ ト ラ カ ミキリ Brachyclytus slngular is KRAATZ

4~5 月.  ヵェデ,  ニワトコなどの花上,  ブドウの枯れづるに見られる.  l ex., 29. IV. l966, M・
TAKAKUWA le9.
70. キスジ ト ラカ ミ キ リ Cyrtoclytus caproides (BATES)

5~8 月.  ミズキ, ガマズミ,  クリなどの花上に見られる. 1 ex., 23. VI. 1968, M. MIYAHARAle9・
71. ョ コヤマ トラカ ミ キリ Epiclytus yokoya'nai (KANO)

4~5 月. ャマブキ, ヵェデ, コゴメウッギ, ミズキなどの花上, クリの枯れ枝などに見られるが少な
い. ヶー.プルカー清滝駅付近, 稲荷山コース, ケーブルカー高尾駅付近, 4 号研究路, 込細, 蛇淹入口,
小仏 (断食道場), 御衣◆i国などで採集例がある. 1 , 28. IV.1957, S. TsuYuKl le9・
72. エグリ ト ラカ ミキリ Ch1orophorusJ'aponi'cus (CHEVROLAT)

4~7 月.  ガマズミ,  クリなどの花上に見られる. 1 9, 17. IV. 1974, H. HIRAYAMA le9.
73. クロ トラカ ミキリ C diade'na (MoTscHULsKY)

6~7 月. 薪や花上で採集されるが少ない. 1 ex.,30. VI. 1967, K. KuMEle9.
74. タ ケ ト ラカ ミキリ C annularis (FABRICIUS)

7 月. 要高尾方面で採集されている .
75 . ホ ソ ト ラ カ ミ キリ Rhaphuma :x:e'usca (BATES)

6~7 月.  クリなどの花上に見られる. キブシ,  クルミ, スギからの羽化例がある. 燈火・ l ex・, 23
VI. 1968, M. MIYAHARA leg.
76. ヒ メ ク ロ ト ラ カ ミ キリ R diminuta (BATES)
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4~5 月. カェデ,  ココ' メウッギなどの花上に見られる. 1 ex., 29. IV. 1969, H. EBIHARA leg.
7 7. キイロ トラカ ミ キリ Demonax (Grammographus) notabil is (PAscoE)

5~7 月. クリの花上, ケヤキの枯れ枝や各種の薪上に見られる. 1 ex.,16. VI. 1984, S. TsuYuKI leg.
78. トケ' ヒケ' トラカ ミ キリ Demonax (I)emonax) transilis BATES

4~6 月. カェデ, ココメウッギなどの花上に見られる. スギの倒木への産卵例がある. 1 ex., 25. V.
1968, M. MIYAHARA leg.
79. シロ トラカ ミキリ Paraclytusexcultus BATES

4~6 月. カェデ, ココメウッギ,  クリなどの花上に見られる. 燈火. 1 ex., 23. V. 1971, H. FuJITA
leg.
80. アカジマ ト ラカ ミキリ Akajimatorabe11a(MATsUMURAet MATSUSHITA)

9~10月. ケヤキの枯れ枝を持ち帰って羽化させた例が多いが, 野外でも葉上に止まっていたもの,
飛翔中のもの, 燈火へ来たものなどが採集されている. 1 ex., 17. IX. l969, 0HTsuBo leg.
81. ト ガリパアカネ トラカ ミ キリ Anaglyptus niponensls BATES

4~6 月. カェデ, コゴメウッギの花上に多い. コナラ, ツルウメモドキからの羽化例がある. 1 ex.,
25. V. 1968, M. MIYAHARA leg.
82.  マツシタ トラカ ミキリ A matst‘shi ta i HAYAsHI

5~6 月.  ココ'メウッギ, ミズキ,  コバノカ'マズミなどの花上に見られる.  1 9 , 18. V. 1958, K.
KIMURAleg.
83. ホタルカ ミキリ Dero thoracica WHITE

4~6 月. カ;:,ーデ,  コゴメウッギ,  クリなどの花上に見られる.  コナラ,  クヌギなどの薪にも多い.
1 ex., 5. VI. 1968, M. MIYAHARA leg.
84. へリグロペニカ ミキリ Purpuricenus (Sternoplistes) spectabais MoTscHULsKY

4~6 月. カェデ,  クリなどの花上に見られる. センノキの枯れ枝から羽化した例がある .  1 (5' , 30.
V. 1975, H. HIRAYAMA leg.
85. へニカ ミキリ P. (S ) temminkii (GUERIN-MENEvlLLE)

5~6 月.  クリなどの花上やタケに見られる. 5 月上旬に, 旧甲州街道方面などの小さなタケ林に入

ると,  靑緑色のタケの幹を紅色の本種が這いまわっている様子を見ることができるが,  色彩の対照が

鮮やかで美しい. 1 , 28. VI.1970, H. FUJITA leg.
86. シロオビゴマフカ ミキリ Falsomesose11a (Falsomesose11a) gracilior (BATES)

5~7 月. l又ルデ, クリなどの枯れ枝に見られる. アブラチャン , ツルウメモドキ, クワからの羽化例

がある. l ex., 25. V. 1968, M. MIYAHARA leg.
87. ョツポシシロオビコ'マフカ ミ キ リ Mesosa(Mesosa) mediofasciata BREUNING

4~7 月. モミの倒木上で採集されるが, 太い幹から出ている直径4~5 cmの枝の, つけ根の部分に

止まっていることが多いという.  筆者は残念ながらまだ本種を採集したことがないが, 採集した人の

話では,  静止している時の本種は樹皮や木の凹凸と非常にまぎらわしく ,  かなり注意していても見逃

すことがあるらしい. 夜間にモミの倒木上で採集された例もあり, Mesosa属は夜間に活動する種が多
いことから, 本種も夜間に樹上を這いまわり, 昼間はほとんど静止しているのかもしれない. 1960年
代中頃には,  稲荷コースの右側斜面に本種の発生していた巨大なモミ倒木があり,  この木で採集した
という人が多いが, 最近はまとまって採れたという話を聞かない.  しかし,  日影沢方面などにもモミ

の大きな倒木が少なくないので, 4~6 月頃にこれらの木をじっく リ腰をぉちっけて眺めれば採集でき
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るものと思う.
本種は紀伊半島では秋口に新鮮な個体が採集されるという. 高尾山でも持ち帰ったモミの枯れ枝か

ら 8 月 4 日に1 が羽化した例があり (一般に枯れ枝を採集して飼育した場合, 野外よりも早く羽化

脱出する傾向にあるので, この個体は野外ならもっと遅く出たと考えられる), さらに4 月中旬に本種

が野外で採集された例もある.  これらの例を考えると,  本種はコプヤハズカミキリ類などのように秋

口に羽化脱出し, 野外で成虫越冬をしてから, 春~初夏に活動をしている可能性もあり得る (Mesosa
属で野外成虫越冬する種としてはタテスジコ'マフカミキリが知られている).

5exs., 3. VI. l967, M. TAKAKUwA leg.
88. ゴマフカ ミキリ Mesosa (Mesosa) 'nyops (DALMAN)

5~8 月. 各種広葉樹の薪, 枯れ枝に多い. 1 , 4. VI. 1967, H. EBIHARA leg.
89. カタジロ ゴマフカ ミキリ Mesosa (Per imesosa) hi'rsuta BATES

6~8 月. 各種広葉樹の薪, 枯れ枝に多い. 燈火にもよく飛来する. 1 9,11. Vm. 1963, H. EB田ARA
leg.
90. ナガゴマフカ ミキリ Mesosa (Aphe1ocnemia)1ongipennis BATES

6~8 月. 各種広葉樹の薪, 枯れ枝に多い. ツルウメモドキからの羽化例がある. 1 ex., 3. VI. 1967,
M. TAKAKUWA leg.
91. タテスジコ'マフカ ミ キリ M. (A) setlilisBATEs

5 ~7 月. 山頂周辺のイヌブナに見られる. 1 9, 19. VII i969, K. K uME leg.
92. シナノ クロフカ ミキリ Asaperda agapa'tthina BATES

4~7 月. 各種広葉樹の枯れ枝に多い. 2 , 4. VI. l967, H. EBIHARA leg.
93. キクスイモ ドキカ ミキリ A ruf ipes BATES

5~6 月. コナラ , ブナなどの枯れ枝に見られる. 1 ex., 16. VI. l962, S. TsuYuKl leg.
94. カ ノ コサビカ ミキリ Apomecyna (Apomecyna) naevia BATES

7 ~8 月. 八王子市から山施部一帯にかけて採集されているが少ない.
95. コブスジサビカ ミキリ Atimura japomca BATEs

5~6 月. ヌルデの枯れ枝, 枯れづるに見られる. 1 ex., 29. IV. 1962, S. TsuYuKI leg.
96. クビジロカ ミ キリ Xylariopsis (Xlylartopsis) mimica BATES

6~7 月. ツルウメモドキの枯れ枝に見られる . 燈火. 1 ex., 14. VI. 1958, M. SUZUKI leg.
97. ヒ シカ ミキリ Microleraptinoides BATES

4~6 月. 各種広葉樹の枯れ枝, 特にクリの枯れ枝に多い. 1 ex., 25. V. 1968, M. MIYAHARA leg.
98. ク リチ ビカ ミ キリ Sybra (Microzotale) kuri OHBAYAsHl

4~7 月. 山施部でクリの枯れ枝に見られる. 5 月中~下旬に多い. l ex., 30. VI. 1966, K. KuME
leg.
99. キポシチビカ ミ キ リ Sybra (Sybra) flayomaculata BREUNING

6~8 月. 山頂周辺のモミ柏れ枝に見られる. 燈火. 1 ex., 24. VI II. 1967, K. KuME leg.
100. シロオビチ ビカ ミキリ Sybra (Sybrodiboma) subfasciata(BATES)

5~8 月.  ミズキなどの枯れ枝に見られる. 1 ex., 1. Vm. l966, M. TAKAKuwAleg.
101. タテジマカ ミキリ Aulaconotus pachypezoides THOMSON
“l ex., 12. VI. 1952, M. YAMAMoTo leg” (山本, 1953)3)  本種の高尾山における記録はこの1 例

のみ. 要高尾 (小仏) キャンプ場付近で, フジマメのビー ティングにより得られた個体.
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102. ハスオビヒケーナガカ ミキリ Cleptometopus bimaculatus (BATES)
6~7 月. キイチコ', ハナイカダ,  ミズキの枯れ枝に見られる. 1 ex., 17. VI. 1970, M. KuBoKI leg.

103. ドゥポソカ ミキリ PseudocalamobiusJ'aponicus (BATES)
5~7 月.  タマァジサイ, サワアジサイの枯れ枝に見られる . 2exs., 4. VI. l967, H. EB田ARA leg.

104. =イジマチビカ ミキリ Egeslna (Niijima!a) bifasciana (MATSUSHITA)
5~7 月. フジの枯れづるなどに見られる . 1 ex., 14. VI. 1953, H. HATToRl leg.

105. ア ト ジロサビカ ミキリ Ptero1ophia (Ptero1ophia) zonata (BATlis)
5~9 月. 各種広葉樹の枯れ枝に見られる. 燈火. 1 ex., 28. V. 1967, H. FuJITA leg.

106. ク リサビカ ミ キリ P. (p ) castaneivora OHBAYASH1 et HAYASHI
5~7 月. クリの枯れ枝に見られる. 燈火. 3exs., 14. V. l980, H. FuJITA leg.

107. ヒメナガサビカミキリ P. (P ) leiopodina (BATES)
5~7 月. 込繩などの山麓部に多い. 2 1 , 1. VI. 1979, H. NAKABAYASHl leg.

108. エゾサビカ ミ キリ P. (P ) tsurugiana (MATSUSHITA)
6~7 月. ブナなど各種広葉樹の枯れ枝に見られる . 2 exs., 9. VI I i974, H. HIRAYAMA leg.

109. マルモンサビカ ミキリ P. (P ) angusta (BATES)
6~8 月. ホウノキなど各種広葉樹の枯れ枝に見られる. 1 ex., 28. VI. l970, H. FuJITA leg.

110. アトモンサビカ ミキリ P. (P) granulata(MOTSCHULSKY)
4~7 月. 各種広葉樹の枯れ枝に見られる . 1 ex., 30. IV. l969, M. MIYAHARA leg.

111. トガリシロオビサピカミキリ P. (P ) caudata (BATES)
5~8 月. フジの枯れづるなどに見られる. フジ, イチジク, ツルウメモドキからの羽化例がある.

1 ex., 31. VII i971, H. FUJITA leg.
l l 2. ナカジロサビカ ミ キリ Ptero1ophia(.‘41e)J'ugosa (BATES)

4~7 月. 各種広葉樹の枯れ枝に見られる.  ブナからの羽化例がある. 1 , 17. IV. 1972, H. FuJITA
leg.
l l 3. ワモンサビカ ミキリ Pterotophia (.a「y1()brotus) annulata (CHEvRoLAT)

5 ~8 月. 各種広葉樹の枯れ枝に見られる. 1 ex., l7. VI I i969, H. FuJITA leg.
114. ハイイ ロヤハズカ ミキリ Niphona (Mphona) furcata (BATES)

6~7 月. 枯れたタケに見られる. l ex., l5. VII i965, T. HANATANI leg.
115. イタヤカ ミキリ Mecynippus pubicornis BATES

6 月. 燈火に来たものなど 2 例のみ. 高尾山では稀種. 1 9, 18. VI. l961, H. EB田ARA leg.
116. ヒケ'ナガカ ミキリ Monochamus (Monochamus) grandis WATERHOUSE

6~9 月.  燈火によく飛来する. 夜間にモミの立木 (衰弱木) や倒木をよく這いまわっている. 2 (対
3 , 15. VII i962, H. EBIHARAleg.
117. マツノマダラカ ミキリ M. (M ) alterttatlis HOPE

7~8 月. 燈火に飛来する . 1 , 21. VI I i970, H. FuJITA leg.
118. ヒ メ ヒケ'ナガカ ミキリ M. (M ) subfasciatt‘s(BATES)

5~7 月. 各種広葉樹の枯れ枝に見られる.  クリ,  ミズキからの羽化例がある.  l d, 22. VII i962,
Y. TAKAHASHI leg.
119. コ'マダラカ ミキリ Anop1ophora (Anop1ophora) malasiaca (THOMSON)

6~8 月. 燈火に飛来する. 1 9, 20. VI I i952, H. MARuoKA leg.
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4~6 月. 春先, 各種広葉樹の枯れ枝に見られる. 1 ex., 19. IV. 1969, M. KuBoKI leg.
137. チビコブカ ミ キリ M. verrucosa BATEs

4~5 月. 春先,  ミズキなど各種広葉樹の枯れ枝に見られる. 2exs., 22. IV. 1968, K. SAKAI leg.
138. ホソヒケ'ケブカカ ミキリ iupogonio - s fenuieom's (BATES)

6~7 月. キブシからの羽化例がある. 燈火. 1 i 9, 13. m. l973 (キブシの枯れ枝採集)~30. IV.
1973 (羽化), T. SHIMOMURAleg.
139. ドイカ ミキリ Mlmectatma dtvaricata (BATES)

4~5 月.  一ワトコ,  ミズキ,  オニグルミ ,  キリなどの枯れ枝に見られる. l ex., 29. IV. 1954, S.
TsUYUKl leg.
140. イポタサビカミキリ Sophronica obrioides (BATES)

6~8 月. 燈火に飛来する. テイカカズラからの羽化例がある. 1 ex., 28. VI. 1970, M. KuBoK1leg.
141. ネジロカ ミキリ Pogonocherus (Eupogonocherus) sem加'veus BATES

5 月. タラノキの枯れ枝に見られるが, 高尾山での採集例は少ない. 3 exs., 14. V. 1961, H. MARu-
OKA leg.
142. スジマダラモモブト カ ミキリ Acanthocinusgr l、scus (FABRIcIUs)

6~8 月. 燈火によく飛来する. 夜間,  モミの倒木に多数這いまわっている. 2 , 27. VII i969,
H. FUJITAleg.
143. ナカバヤシモモブトカミキリ Leiopus guttatus BATES

6~7 月. 燈火に飛来する. 1 ex., 27. VI. l970, M. KuBoKI leg.
l 44. ゴマダラモモブ トカ ミキリ L. sti11atlis (BATES)

6~7 月. ブナの枯れ枝などに見られる. 1 ex., 15. VI. l969, M. ITO leg.
145. ト ヶ'バカ ミ キ リ Rondibilis (Eryssamena) saperdina (BATES)

7~8 月. コナラなど各種広葉樹の枯れ枝に見られる. 1 ex., 1. Vm. 1966, M. TAKAKuwA leg.
146. オ、ウノキト ヶ'パカ ミキリ Rondibilis (Rondibilis) sapporensis (MATSUSHITA)

5~7 月. ホウノキの枯れ枝に見られる. 7 exs.,31. V. 1967 (ホウノキの枯れ枝採集) ~19. VII i967
(羽化), K. KIMURAleg.
147. キッコウモンケシカ ミキリ Exocentrus testudineus M ATsUsHITA

5~8 月.  ミズキ,  ブナなどの枯れ枝,  フジの枯れづるなどに見られる.  1 e, 4. VI. l967, H. EBI-
HARA leg.
148. ガロアケシカ ミキリ E gauoisi MATSUSHITA

6~7 月. 各種広葉樹の枯れ枝に見られる. 燈火. 1 ex., 3. VI. 1967, M. TAKAKuwA leg.
149. ア ト モ ン マルケ シ カ ミ キ リ E. 1ineatus BATES

6~8 月.  各種広葉樹の枯れ技に見られる.  クリ,  センノキからの羽化例がある. 燈火. 1 ex., l7.
V I I i969, H. FUJITA leg.
l50. クモガタケシカ ミキ リ E fasciotatus BATES

5~8 月. 各種広葉樹の枯れ枝に見られる. 燈火. 2 exs.,1. VIII. 1966, M. TAKAKuwAleg.
151. シロオビゴマフケシカミキリ E guttulatus BATES

6~8 月. 各種広菜樹の枯れ枝に見られる. 燈火. 1 9, 8. VII i981, N. KOBAYASHI leg.
152. ケ シカ ミ キ リ Sciades (Mtae'ua) tonsus (BATES)

6~8 月. クリ,  ミズキなどの枯れ技に見られる. l ex., 4. VI. 1962, S. TsuYuKIIeg.
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l 53. ル リ カ ミ キ リ Bacchisa (Bacchisa) fortunei (THOMSON)
5~6 月. ナシなどの葉上に見られる . 1 ex., 22. VI. 1952, Y. YOsHIDA le9.

154. ムネモンヤッポシカミキリ Saperda (Saperda) tetrastigma BATES
6 月.  コ' トウヅルの生葉, 枯れづるに見られ, 燈火に来た例や飛翔中のものを採集した例もあるが

稀. 1978 年に矢野立志氏がゴトウヅルの枯れづるから多数羽化させている. 1 ex., 29. VI. 1974, K.
KAWADA le9.
155. フチグ1・ ヤッポシカ ミキリ .Pareutetrapha eximia (BATES)

5~6 月. ホウノキの葉上や倒木上に見られる. 山頂周辺で採集されているが,  日影沢入口や御衣藍
園など山麓部にもいる. 1 , 19. V. 1955, A. IBARAGl le9.
156. ヤッ メ カ ミ キリ Eutetrapha oce1ota (BATES)

4~8 月. 燈火によく飛来する. l 9, 25. VII i975, H. HIRAYAMAle9.
l57. ハンノ キカ ミキリ Cagosima sanguinoletlta THOMSON
5~7 月. 飛翔中のものなどが採集されているが, 高尾山での採集例は少ない. 1 d,30・ V・1962, Y・

TAKAHASHl leg.
158. アサカ ミキリ Thyesti11a gebleri (FALDERMANN)

7 月. ァザミの葉や茎にいるものが採集されていたが, 最近の採集例を聞かない・ 周辺の扇山や相模

湖方面でも採集されている.
159. ヒケ'ナガヒメ ルリカ ミキリ Praoliacitrinipes BATES

6~7 月. アブラチャンの葉上に見られる. 4 3 , 25. VI I i975, H. HIRAYAMAle9.
160. オニグルミノキモンカミキリ Menesia flavotecta HEYDEN

5~6 月. オニグルミの葉上に見られる. 燈火. 2exs., 10. V. l969, M. KuBOKI le9・
161 . シラホシカ ミ キリ Gtenea (Glenea) relicta PASCOE

5~7 月. 各種葉上に見られる. 1 ex., 23. VI. l968, M. MIYAHARA le9.
162. ニセシラ ホシカ ミキリ Pareutetrapha simulanS (BATES)

6 月. ヤブッバキの葉上に見られる. 1 ex.,7. VI.1970, M. KuBOKl le9.
163. シラ ホシキクスイカ ミキリ Eumecoceragleneoides (GRESSITT)

5~6 月. つる性の枯れ枝にいたものと,  ホウノキの葉上に止まっていたものが採集されているが,
高尾山では稀な種らしく, この2 例以外に採集例を聞かない.  1 (5',18. VI.1961, H・MARuOKAle9・;
1 , 27. V. 1973, T. SHIMOMURA leg.
164. セミスジニセリン ゴカ ミキリ E trivittata (BREUNING)

5~7 月. 燈火によく飛来する.  ツルウメモドキからの羽化例がある. l , 24. V. 1975, H・ HIRA-
YAMA leg.
165. アオキクスイカ ミキリ Phytoecia (Phytoecia) coeruleomicanS BREUNING
50年近く前に採集された1 例のみ. 本種は栃木県中禅寺産のタイプ標本の他に, 東京都府中市( d),
神奈川県中央林間 (9), 東京都小仏峠 (9) の各 l 例, 計4 頭が採集されているにすぎない・ かって小
仏峠付近において, ャマタパコ (キク科) から毎年のように見い出されていたという話があるが, 未確
認. 1 , 小仏峠, 11. VI. l939, T. SUGIYAMAleg.
166.  キクスイカ ミキリ P. (P ) rufiventris GAUTIER

5~6 月. ョモギ, ハルジョオンの葉上に見られる. 1 ex., 9. V. 1971, H. FuJITA le9.
167. ョ ツキポシカ ミキリ Epiglenea comes BATES
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5~8 月. ヌルデの葉上に見られる. l ex., 16. VI. 1963, H. EBIHARA leg.
168. へリ グロリ ンゴカ ミキリ Nupserhamargmeua(BATES)

6~7 月. 草むらを飛翔中のものがよく採集される. 1 9, 17. VII i969, H. FuJITA le9.
169. ヒメ リンゴカ ミキリ Oberea hebescens BATEs

4~6 月. アブラチャンの葉上に見られる. 1 ex., 1. V. 1958, Y. YoSHIDA leg.
170. リンー二lカ ミキリ 0. J'aponica (THUNBERG)

5~6 月. 飛翔中のものが採集されている. 1 ex., 11. VI. 1967, M. 0BIKA le9・
171. ニセリ ンゴカ ミキリ 0. mixta BATES

5~6 月. スイカズラなどの葉上に見られる . 3exs., l5. VI. 1969, M. ITO leg.
172. ホソキリンコ'カ ミキリ 0. inc tusa PAscoE

5~7 月. 飛翔中のものが採集されている. 1 d, 24. VI.1951, Y. YosHIDA leg.
l73. ホ ソ リンゴカ ミキリ 0. nigriventris BATES

6~7 月. 景信山周辺の草むらでよく採集される.  クリの花上でも採集されている. 1 ex., 16. VII
1962, T. 0KUMURAleg.

不明種および疑問種など

次の各種は文献上高尾山から記録されているか, あるいは採集例を聞いた種であるが, 今回の高尾

山周辺産ヵミキリリストに入れることを保留した種である. 以下に述べるように, その後の調査で明

らかに分布していないことが判明した種と, 将来分布が確認される可能性がある種に分けられる.
a.  ナガパ ヒメ ハナカ ミ キリ Pid,onia (Pidonia) sl'gnifera (BATES)
草間 ( l966)'4) の表によれば高尾山に産することになっている.

b. チャイロヒメハナカ ミキリ Pidonia (Mumon) aegrota aegrota (BATES)
草間 (l966)'4) の表によれば高尾山に産することになっている.
上記 2 種は比較的標高の低い山地でも採集されることがあり, 高尾山にも分布していそうな種であ

るが, 過去何10年かにわたり非常に多くのカミキリ屋が訪れているのにかかわらず, 上記のリスト以
外にはまったく採集例を聞かない. 草間 ( l966) のリストにはナガバヒメハナは“やや少ない”, チャイ

ロヒメハナは“普通” とあるが, 他産地の例から考えれば, この両種は産するとすれば春先にカェデや
ココ' メウッギなどの花から普通に見つかるはずである . 高尾山のこれらの花は, 訪れる人が多いため

に全国でももっとも多くのカミキリ屋がすくっているにもかかわらず, 両種は1 頭も採集されていな

い. 産しないとは言いきれないが, 少なくとも“普通”にいるとは以上のことから考え難い. 今回, 草

間先生にお問い合わせしたところ, 両種とも高尾山のラベルが付いた標本がないとのことなので, 新

たな採集例が出るまでは保留することにした.
c . ミワヒ メ ハナカ ミ キリ Pidonia (Cryptopidnnia) mm'al (MATSUSHITA)
ミワヒメハナカ ミキリとして寄せられたデータが若干あるが, いずれもセスジヒメハナカミキリか,
あるいはコトヒメハナカミキリの誤りと思われる.
d. テッイ ロヒ メ カ ミキリ Ceresu‘m s加'cum WHITE
かって海老原裕之氏から寄せられたデータの中に “Ceres加m sp. (テッイロヒメ?), l ex., 16. VI.

1963” という例があり, 高尾山の採集例は他にないので確認のためにお問い合わせしたところ, 標本

がなく, 25 年近く前のことなので記憶も定かでないとのことであった. 同氏と相談の結果, 今回は一
応リストから除外することにしたが, 周囲の分布から考えれば産する可能性は高い.
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e . カェデヒケ' ナガコバネカ ミキリ Mo1orchus ishiharai OHBAYAsHI

「新しい昆虫採集」 (上) (l958)6) の高尾山の採集案内中に, カェデの花から本種が採れるとあるが, こ

の記述はコポトケヒケ'ナガコバネカミキリが記載 (大林, 1963) される以前のものであるため, 近似の

本種と混同されていたものであろう. 本種は高桑 (1978) にもあるように関東地方を飛び越して分布し

ている種で, 関東地方からの確実な採集例はない.
f. キジマ ト ラカ ミキリ Xylotrechus zebratus MATSUSHITA
「新しい昆虫採集」 (下) (l959)7) の“日本産ヵミキリ類の生態と採集法一覧表”の中では高尾山に産す

ることになっているが, 本種は高標高地のトウヒ ~ コメツガ帯に分布する種で, 高尾山のような低山

に産する例は他にない. 高尾山産の標本も現存していないようなので, 新たな採集例が出るまでは保

留することにした.
g. ズマルトラカミキリ X. lautt‘s (MATSUSHITA)
長尾 (1970)2') による元八王子町からの採集例があるが, この記録に使用された個体はヒメクロトラ

カミキリであった. 本種は中部以南に分布する種で, 関東地方における確実な記録はまだない.
h. フ タオビミ ドリ トラカ ミ キリ Ch1orophorusmt‘scosus (BATES)
採集されたという話は聞かれたが, 標本が確認できなかったので保留した. 武蔵野市あたりまでは
採集例があるので, 高尾山にも分布している可能性はある.
1. クロキクスイカ ミキリ Stenostela nigem'ma (BREUNING)
「日本産ヵミキリ大図鑑」 (l984)42) で指摘されているように, 本種の小仏峠における記録はァオキク

スイカミキリの誤りであった.
この他にも , ピックニセハムシハナ, キイロメダカ , マルクビケマダラ, ソポリンゴなどが採れたと

いう噂を聞いたが, いずれも確認できなかった.
これら以外にも分布していそうで欠けている種はいくつかあり, 例えばヶブカヒラタ,  アカアシオ

オアオ, トウキョウトラ, ヨスジトラ, スギノアカネトラ, ホシベニ, イッシキキモンなどは将来高尾

山から発見されるかもしれない. 今回, 173 種のリストを掲げたが, 実際には 180種前後が産するも
のと推測される .

お わ り に

高尾山およびその周辺は, 1967 年 (昭和 42 年) 12 月 l l 日に明治 100年を記念して“明治の森・
高尾国定公園”に指定された. これにともなって, 登山道などに“植物や動物, 昆虫を採らないように

- ・ ” と書かれた立看板が置かれるようになり, 高尾本山を訪れる虫屋はめっきり少なくなった.
しかし, 今回のリストを作成するにあたって詳しく調べたところ, 高尾山の国定公園内には特別保

護地区はまったくないことがわかった. 国立公園や国定公園の中は「普通地域」 と 「特別地域」, さら

に 「特別保護地区」 に分けられているが,  自然公園法によれば昆虫採集が規制を受けるのは最後の特

別保護地区に限られている. 高尾山国定公園内の区分は図7 のとおりで, 全域が特別地域 (第 l 種か

ら第 3 種に分けられ, 植物などの採集には規制がある) になっているが, 特別保護地区はどこにもな

い (特別保護地区は枯れ葉や枯れ枝すら持ち帰ることができないほど厳格なものなので, 観光施設を

作りまくっている高尾山に指定されている訳がないが一 ・). また, 国の公園指定とは別に, 八王子市

の条例として動植物の採集が規制されているという噂も間いたので,  八王子市教育委員会の文化財保

護課および公園課に間い合わせたところ, そのような条例はないとの返事であった.
したがって, 高尾山で昆虫採集を行った場合, 一般の観光客などに注意 (?) を受けたりして不愉快
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景信山

図 6. 高尾山およびその周辺の概念図

図7. 高尾山国定公園の特別地域区分図: ////// 第1 種特別地域, = 第2 種特別地域,
111111 第3 種特別地域.  ( この地図は東京都建設局公国緑地部に保管されている資料をも
とに作成したもの. 1967 年以前の古い地図を使用しているため,  リフトも京王線高尾山
口駅も中央自動車道もなく, 原図では高尾駅もまだ浅川駅となっている) .
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な目に会う ことがあるかもしれないが, 法的な規制は何もない訳だから, 採集に関してとやかく言う

ことは筋違いの根拠のない行為であろう.
そもそも昆虫採集を短絡的に自然破壊と結びつける現在の一部の自然保護運動家 (?) には困ったも

のである. 筆者も以前に高尾山で日本野鳥の会の団体とだいぶ口論したことがあったが, 「鳥をやって
いる者は皆観察をしているのだから, 虫も観察するだけにとどめるように一 ・ 」 と言う. 鳥と昆虫を
同一次元で論じる非科学性には恐れいるが,  こういった手合いは,  自然保護という精神的なことと,
生物の調査や研究, 保護という現実的に処理しなければならないことの違いも, 鳥と昆虫の違いがわ
からないのと同様に頭の中で整理されておらず, 話をしても疲れるだけのことが多い.
高尾山に産するとしてあげた173 種のカミキリのうち, 採集によつていなくなった, あるいは個体

数が減少した種が1 種でもあるだろうか?  1 種もないのである. 173 種のうち, 現在はもしかしたら

いなくなっているかもしれない (ここ 10数年以上採集例がない) 種に, ヒメビロウド, アサ, アオキ

クスイの3 種があげられるが, これらはいずれも草を食う草原性のカミキリで, 草原の状態が変われ

ばすく。いなくなる, -環境の変化にもっとも打撃を受けゃすぃ種である. リストにも触れてあるように,
ヒメビロウドは30年以上前に, アオキクスイは 50年近く前にいずれもただ l 頭ずつが採集されて

いるだけである.  アサについても , 今回確実な採集データを入手できなかったほどで, 筆者は高尾山

そのもので得られた標本を見たことがない. 虫を1 ~ 数頭採ったからといって絶滅する訳はないから.
以上の3 種がもし高尾山からいなくなっていたとしても, その原因が採集でないことは明白である.
高尾山の昆虫が減っているのは, 住宅地の增加, 観光開発, そして中央自動車道ができたことが原
因であるのに, そのIt任の一端を昆虫採集に押しっけようというのは, 一部の自然保護連動家 (?) の
無知や行政側の自然保,護指導の怠慢をごまかす一手段からきていることで, 責任転嫁もはなはだしい・

今回作った173 種のリストは, 主に関東地方に在住しているアマチュアのカミキリ屋諸氏の過去数

10年に及ぶ実績をまとめたものであるが,  これだけのリストをこれらの人々 の力ぬきに作ることは,
どんなァセス会社にも,  また専門の学者にも不可能であり,  アマチュアの長い採集の積み重ねがあっ

て初めて作り得る内容のものである. 採集者がいなければ, 高尾山にどんな虫がどのようにいるのか,
いったい誰が調べるというのだろうか.

図8. 左: 圏央道の建設予定図 (“圏央道のアセス案に対する意見書提出についての御願い”
より引用) 右: 要高尾ジャンクション付近の橋梁予;tロ図 (建設省アセス案より引用).
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今, 高尾山は中央自動車道に続いて, 大きな開発の危機に面している. 1985年あたりから騒がれて
いる圏央道 (首都圈中央連絡道路) の建設事業がそれで, 圏央道と中央自動車道を結んで相互に乘り入
れ可能にするため, 要高尾から南浅川にかけて,  ちょうどヶー ブルカーやリフ トの下あたりをぶちぬ

く感じで大きなトンネルを作り, 蛇淹近くには數地面積だけでも 16 ヘクタール (後楽国球場の 4 倍

くらいの大きさ) の巨大なジャンクションが作られるという.
1986 年7 月に建設省から環境影響評価書 (アセス) 案が出されたが, 地元住民や自然保護団体の猛

烈な反対に会って一時停滞しているようである. 筆者もこのアセス案のコピーを読んだが,  カミキリ

は24種 (内訳はミヤマ, ゴマダラ, シロスジ, リンゴ, ヒメリンコ', ハイイロヤハズ, ニイジマトラ,
キイロ ト ラ , ピロウ ド, べニ , キポシ, ヨスジハナ, ヨ コヤマ ト ラ , オオハナ , オオクロ, ヒシ, アカ

ジマトラ, ヒラヤマコプハナ, コポトケヒケ'ナガコバネ, コジマヒケ'ナガコバネ, キパネニセハムシハ

ナ, ヒコヤマヒケ'ナガ (ヨコヤマヒケ'ナガ?), ハイイロ (ニセハイイロハナ?)) しか記録されておらず,
その中になぜかォオハナやォォクロなどの高尾山では数頭しか採れていない種が入っている.  参考文

献の欄に 「月刊むし」 などがあげられているので, おそらく同誌の短報などをつなぎ合わせて作った

間に合わせのリストであろう. 高尾山は, 6~7 月の好シーズンには l 日で 50種近いカミキリを採る
ことも可能な山であるのに, 24 種とは一 ・. どんな “調査” をしたのか目に見えるようである. 一番

心配されるのは,  トンネルが豊富な地下の水脈を壊し, 高尾山が “乾いた山” になって, 植物力;弱っ
たり枯れたりして貧弱化し, それに対応して虫もぃなくなることであるが, いずれにしても圏央道が

できれば高尾山の自然は大幅に失なわれるだろう.
圈央道建設にからめて, 周辺地域の開発の動きも活発化している. 例えば, 春先にヒラヤマコプハ

ナを採りに来る人が多いことで有名な込細一帯は, 圈央道ができて地価があがることをみこして, 熊

谷組などの企業がすでにほとんどの土地を買い占めたと言われている. 圏央道ができれば周辺の開発
規制もゆるむので, この一帯の山をつぶして団地にする計画らしい. 高尾周辺は JR 東日本と京王線
が乗り入れているため, 駅から近い所の地価は部会並みである. 込細 i高尾山口駅から いて 10~15
分, 高尾山口駅から新宿まで快速特急でわずか 45 分という便利さなので, 団地作りなどには有望な

土地となろう. 何の変哲もなかったひなびた込縄の林道が, 3~4 年前から急に伐採されだしたのは多

くの虫屋が知るところである.  コナラの林がバサパサと切り開かれたために, 突然高尾初記録のクリ

ストフコトラ ( コナラを食樹としている) が見つかりだした. 込繩のハケ'山化は年々 進んでいるが, こ

の背景には以上のような一速の事情が関係していると思われる.
「高尾山でクリストフコトラが採れた!」 と喜んでばかりいられない. 込識の山そのものがなくなる

前の, カミキリ屋への最後のプレゼントかもしれないのだ.
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57-64. [ グループによる執筆の中で, 18. に丸岡宏氏は高尾山のッルウメモドキ材中からキンケ
トラカミキリを採集したことを記録し, l9. の松本忠之氏は高尾山から持ち帰ったヶヤキの枯れ
枝からァカジマトラカミキリが 11 頭羽化したことを記録. 21. の郡山信夫氏は高尾山における
5 月下旬~6 月上旬のョツポシシロオビゴマフの採集例を記録するとともに, 春先に持ち帰った
モミの枯れ枝から 8 月 4 日に同種が 1 羽化したことを報告. 27. の木村欣二氏は高尾山から
持ち帰ったァブラチャンの枯れ枝からヒケ'ナガヒメルリカミキリが羽化したことを記録]

l9.   関根浩次, 1969.   フタコブルリハナカミキリの記録. はばたき, (92): 22. [要高尾におけるフタ
コブルリハナ, シラケトラの採集例]

20.   須田孫七, 1969.  アカジマトラカミキリ東京都高尾山で採集. 昆虫と自然, 4(9): 30. [l968 年
10月 6 日,  日影沢で葉上に止まっていた 1 の採集例]

21.   長尾 悟, 1970.   ヅマルトラカミキリ羽化の記録. 昆虫と自然, 5(3): l2. [元八王子町から持ち
帰ったサクラの枯れ枝から 1 頭羽化したことを報告]

22.   森祐二郎, l970.  東京都高尾山でョコヤマヒケ'ナガカミキリ採集. 昆虫と自然,5(3):17・ [2
の採集例]

23.   庄田達已, l970.  オサ掘りで採れたャマトシロオピトラカミキリ. 昆虫と自然, 5(8):32・ [ヶー
ブルカ一上駅付近のモンキーパラダイス南側で, 1970年1 月15 日にオサ掘りをした折, こぼ
れる土に混つて 1 が落ちてきたことを報告]

24.  小坂 隆, l970.  高尾山で採った甲虫数種. 昆虫と自然, 5(8): 33. [力ミキリでは, ヒラヤマコ
プハナ, ヒシなどを記録]

25.   丸岡 宏, 1970.  高尾山でビャクシンカミキリを採る. Insect Magazine, (75): 24. [高尾山にお
ける同種の唯一 の記録]

26.   酒井 香, 1970.  ォォハナカミキリ高尾山で採集される. InsectMaga2ine, (75): 24. [同種の高
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尾山における初記録]
27.   山口就平, 1970.  高尾の甲虫3 種. はばたき, (97): 33. Iヵミキリでは, クビジロ, マルクビヒ
ラタを記録. 高尾山のマルクビヒラタはこの採集例のみ]

28.   古見義明, l970.  東京・ 高尾山でョコヤマヒケナガ採る. 昆虫と自然,5(10):27. [l (5' の採集例]
29.   昆野安彦, 1970.  束京・ 高尾山でハイイロハナカミキリ採集. 昆虫と自然, 5(10): 31. [ l970年

3 月 23 日, 金 羅台のモミ立ち枯れ樹皮下から 4 頭を採集]
30.   長尾 悟, 1970.  ヤマトシロオピトラカミキリの訪花時間について. 昆虫と自然, 5(11):30. [午

前 11 時 30分に 1 c119, 午後 l2 時 30分に 1 i 9, 午後1 時に1 (i' の各例を記録]
31.   藤田 宏, l970.  燈火に来たァオタマムシ. 甲虫ニュース, (l l ): 4. [アオタマムシが燈火に来た
例を報告するとともに, 高尾山の燈火採集で同時に得られたカミキリ 11 種を列記]

32.   京浜昆虫同好会編, 1971.  m-28 高尾山. 新しい昆虫採集案内(I), pp. 184- l87. 内田老鶴固新
社, 束京. [4 ページにわたる高尾山の紹介があり, 力ミキリについても多く触れられている]

33. [無藤秀生・ 斎藤秀秋], [ l972]. 高尾山のカミキリ (ナイター). Paranaspia, pp. 1-10. [高尾山の
燈火採集で得られた力ミキリを, 出現期と個体数をグラフに示しながら解説]

34.   藤田 宏, 1974.  カミキリムシ2 種の生態記録. 甲虫ニュース, (21/22): 10. [高尾山でキマダラ
カミキリがァカメガシワの花に来た例を報告]

35.   青木 隆, l979.  高尾山におけるォォハナカミキリの追加記録. 月刊むし, (94): 30. I高尾山に
おける同種の2 頭目の記録]

36.  松島 孝, 1980.  オオクロカミキリ高尾山の記録. 月刊むし, (109): 38. [高尾山における同種の
唯一の記録. この l の他にも, 同日に他の同好者により l が採集されていたとある]

37.   和泉敦夫, 1980.  八王子市御衣 国でョコヤマトラカミキリを採集. 月刊むし, (114): 37. [2 (i'(i'
1 がクリの枯れ枝のビー ティングなどで採集されたことを報告]

38.   新里達也, 1982.  春先の採集地案内/御衣 園~初沢山. 月刊むし, (133): 13- l4. [高尾駅の南
側にある同地の春先のカミキリを紹介]

39.   海老原裕之, 1984.  東京都八王子市込縄でクリストフコトラカミキリを採集. 月刊むし, (l62):
30. [1 e, 同種の高尾山における初記録]

40.   坂口春典, 1984.  高尾山込組でクリストフコトラカミキリを採集. 月刊むし, (163): 27. [3
5 の記録]

41.   原島真二, l984.   クリストフコトラカミキリを高尾山麓込縄で採集. 月刊むし, (163): 27. [6月
l l - 12 日に採集された 3 l の比較的遅い採集例と現地における生態写真を紹介]

42. 日本 翅目学会編, 1984.   日本産ヵミキリ大図鑑. 講談社, 束京.
43.   藤田 宏, l985.  採集地案内/要高尾・ 日影沢のヤマトシロオビトラカミキリ. 月刊むし, (170):

32-34. [ヤマトシロオビトラを中心に日影沢の春のカミキリを紹介]
44.   藤田 宏, 1986.  採集地案内/東京都込縄のクリストフコトラカミキリ. 月刊むし, (181).30-31.

[込 の同種の採集案内. l984~1985 年のポイン トを示す]
45.   森川清志, 1986.  カェデ葉上に飛来したャマトシロオビトラカミキリ. 月刊むし, (185): 43. [同
種が力エデの新芽に多数飛来した例を報告]

(〒110束京部台東区台東 2-29-6)
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大阪府箕面市の力ミキリムシ*)'**)

岩田隆太郎・ 西川芳太郎・ 大垣 誠

和田洋介・ 山下俊一 ・ 八木正道

Cerambycid Fauna of Mince, Osaka Prefecture
RyOtar0 IwATA, Yoshitar0 NIsHIKAwA, Makot0 OGAKI,

YOsuke WADA, Shun' ichi YAMAsHITA & Masamichi YAGI

1.  は じ め に

aの

本邦における大都市近郊の著名な昆虫の2 大採集地は, 東は東京の高尾山, 西は大阪の _面とされ
て久しい. 後者, すなわち大阪府箕面市共面公国周辺は戦前より国内外の多くの昆虫学者, 昆虫愛好

家が訪れ, 実に多くの昆虫採集記録が当地より生まれ,  カミキリムシのみならず昆虫全般の関西一の

有名採集地として, 我が国の昆虫愛好家でその名を知らぬ者はないとまで言われるに至った.
しかし戦後の著しい環境変化に伴い, 当地の昆虫は減少の一途をたどっているとされ,  カミキリム

シのみに関していえば, 今日関西一の座を奈良市春日山近辺に譲り, 当地へわざわざ採集に訪れる者

はめっきり少なくなってしまった.  これには周辺地域の調査が進み, その結果かっては当地のみが産

地として知られていた種も, 次第により一般的なものとなって行き, 当地の価値がその分だけ減じた

ということも関係していよう.  しかし昆虫の接患環境が狭められている今日, 当地の過去から現在に

至る採集記録は, 現在も進行中の環境破壊を知りかっそれを阻止するうえにも,  ますますその重要性

を增してきている.
著者の1 人西川芳太郎は, 生来より現在の大阪府箕面市中心部に在住し, この地域の昆虫相の解明

のため各種昆虫を採集, 記録してきた. 一方, 岩田隆太郎, 大垣 誠等は大阪府全体のカミキリムシ相

の解明を計画し, 様々 な資料の収集を進めてきた. 本稿は, 前者にとっては「箕面昆虫誌」の一環, ま

た後二者にとってはその仕事の最も重要な基礎資料としてのものであり, 西川が大戦前後以来 40数
年にわたって集積してきた当地の力ミキリムシの標本, 他の5 名をはじめとする多くの採集家の所蔵

標本データ, 博物館や大学の所蔵標本データ, 及び文献記録をもとに, 箕面市全体としての力ミキリ
ムシ相をまとめたものである.
本稿の執筆にあたり標本写真の撮影で協力いただいた大平廣士氏にお礼申し上げる.  さらにデータ

や情報の提供, 標本検視等の面で色々 とお世話になった, 宮武頼夫, 金沢 至の両氏 (大阪市立自然史
博物館), 林 匡夫博士 (大阪城南女子短大), 斎藤寿久博士 (箕面公園昆虫館), 石井 実博士 (大阪府立
大, _学部)  をはじめとする諾機関の方々,  ならびに東 浩司氏, 有本久之氏, 浦田和義氏, 越智輝雄

*) 西川: 箕面昆虫誌 (5)
**) 岩田: 近額地方ヵミキリムシ分布資料 (5)
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氏, 北山 昭氏, 北山健司氏, 木村 豊氏, 倉田道夫博士, 小島一郎氏, 塩崎明生氏, 田中 勇氏, 平

野雅親博士, 松田 潔氏, 望月寛人氏, 山下 品氏, 横山 創氏, 吉川文弘博士等の甲虫愛好家諸氏,
さらには筆者等に当地の標本を恵与された多くの方々 に厚くお礼申し上げる次第である.
以下大阪府箕面市産の力ミキリムシ, 計 157 種をリストアップした. 地名はデータの当時のものを

用い, [ ] 内に現在の地名表示を記した. また各種につき, 面に産する旨記した文献を末尾に列挙し

たが,  これは活版などの活字印刷の出版物に限り, 港写版印刷や手書きオフセットのものについては

全体として誤記, 不鮮明印刷等が目立ち, 文献として問題が多いのでこれを取り上げず, 必要な場合

に限り内容のみを引用するにとどめた.  さらに当地の文献記録を引用するについて問題とされる 「

面」 の範囲などについて, 筆者等の考察を簡単ではあるが末尾に添記した.
なお,  ここに記した西川採集の標本はすべて, 大阪市立自然史博物館に寄贈の予定であることを付

記する .

2.   装面市産力ミキリムシリス ト

2.1.  ノコキリカミキリ亜科

(1 ) ウスバカ ミ キリ Megopi's s加'ea (WHITE)
一平尾 [ 楓ﾊ] ,ll  e ,7.  Vm.1915,  竹内吉 採集[大府大昆虫研蔵1 , VII i933, 関 公一採集

[大阪自博蔵]1  一箕面 [廟面6  丁日 ] ,1  o,  IX .1960,  西川芳太郎採集
[文献: 竹内 ('30); 戸澤 ('32); 大倉他 ('65; '67); 西川 ('77)]
(2 ) ノ コギリカ ミキリ Pr ionlls msular is MoTscH.

一平尾 [ ･面 ] ,1  d,  VI I i933,  関 公一採集 [大阪自博蔵]  一中止々 呂美, 1 d, 14. VII i968, 八

木正道採集

[文献: 竹内 ('30); 戸澤 ('32); 大倉他 ('65; '67); 岸 ('67); 西川 ('77); 日浦 ('78); 仲田 ('78; '82); 伊

藤他 ('66) による本種の勝尾寺からの記録2 頭のうちの少なくとも1 頭は, 次種の誤りであった. ま

た次種の記載(HAYAsHl, '59) 以前の本種の文献記録は両種を含むようである. ]
( 3) ニセノ コギリカ ミ キ リ Prionus selunctus HAY.
一箕面, {l e, 28. VII i964, 山下 晶採集; 1 cl , 13. Vm. 1974, 斎藤寿久採集 [ ﾊ昆虫館 ]1   勝
尾寺, 1 e,29-30. Vm. 1966, 伊藤修四郎他採集 [大府大昆虫研蔵] (伊藤他('66) により誤って前種とし

て報告されたもの)
[文献: 大倉他 ('65; '67)]
2.2.  クロカミキリ亜科

(1 ) クロカ ミキリ Spondylis buprestoides (L )
一 面, 高山道, l 頭, l6. Vm. 1952, 松本清視採集 [大阪自博蔵]  一勝尾寺, 5 頭, 29-30. VIII.

1966, 伊藤修四郎他採集 [大府大昆虫研蔵]  一下止々 呂美, 2 頭, 4. Vn. 1973, 田中 勇採集 一桜井,
1 頭, VII i970, 和田洋介採集

[文献: 竹内 ('30); 戸澤 ('32); MATSUSHITA ('33); 林 ('55); 大倉他 ('65; '67); 伊藤他 ('66); 岸 ('67);
西川 ('77)]
2.3.  マルクビカミキリ亜科
(1 ) サピムナクポカミキリ (新称)  Arhopaluscoreanus (SHARP) (l日称: ムナクポカミキリ, サビカ

ミキリ, ムナクポサビカミキリ)
一下止々 呂美, 1 頭30. VII i983, 和田洋介採集 一桜ヶ丘1 丁目, 2 頭, 20. Vm. 1982, 和田洋介
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図 1 : 大阪1付 _面市 面公国 .面ノ流 (当地の象徴)  (The  Wate「fall  as the Symbol of
Mjnoo park) 図2~15: 大阪l付装面市の注目すべき力ミキリムシ(NOteWO「thy Ce「am-
bycjd specjes Of Mince City) 2. マルクビケマタラ カミキ:リ eSPe「O aneS Cam:
pestrjs (FALDERM)   3. テッイロヒメカミキリ  Ce「eSium .S m Cu m W HI TE 4・ ル リポ

シカ ミキリ Rosat ja bates j H AROLD 5. ア オカ ミキリ SC/tWa「Ze「i um quad「iC0lle
(BAT)  6.  ョツポシチビヒラタカミキリ  Phy'natodesquad「imaCutatuS GRESS・   7・ ア
カネトラカミキ ) Brachyctytussingularis KRAATz 8. ヨコヤマトラカミキリ EPiCtytuS
y0ｽ0yama i (KANO)  9.  マツシタトラカミキリ na9iyPtl!s mat Sits加al HAY・ 10・  フ

トキクスイモドキカミキリ (新称) Asaperda sP.   11. シロスジドウポソカミキリ  Po-
rhyne annl‘!ara BREUN. l2. 一、,ヤサンコ ブヤハズカ ミキリ MeSeCM fStatMSfM「Cif j「MS
(BAT ) l3. マルバネコブヒケ'カミキリ  Rhodopina integripenniS (BAT・) 14・  シフ ホ

シキクスイカ ミキリ Elmecocera gleneoides GRESS. 15. クロニセリンコカ ミキリ
Eumecocera unicotor (KANO).
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採集 一小野原 (南), 1 e, 9. IX. 1979, 岩田隆太郎採集

本種の和名は数多くあるが, 別亜科の Ptero1ophia 属の種との混同を避けるためこのように改称し

た.
[文献: 大倉他 ('65; '67); 戸澤 ('32) によるマルクビヒラタカミキl) Ase[mlumamurenseの記録は,
関 ('35c; '36a) によると本種のことのようである. ]

2.4.  ホソカミキリ亜科

(1 ) ホ ソ カ ミ キリ Disteniagractlis(BLESS)
一 ﾐ面, 1 頭, 23. Vm. 1977, 和田洋介採集 一下止々 呂美, 1 e, 4. VII i973, 田中 勇採集 一中

止々 呂美, 1 i , 6. VII i969, 八木正道採集

[文献: 竹内 ('30); 戸澤 ('32; '33); MATSUSHITA('33); 横山 ('37); 大倉他 ('65; '67)]
2.5.  ハナカミキリ亜科

(1 ) ケブ トハナカ ミキリ Caraphia lepturoides (MATS )
一 ﾐ面公� , { 3 頭 ,29 .  V I . l975 , 隆司採集 [束 浩司蔵]; l cl' , l3. VII i986, 和田洋介採集1
大阪府下からは文献記録, 採集例ともに若干あるが, 面市からは初記録である.

(2 ) フ タ コブルリ ハナカ ミ キ リ Stenocorus coerulelpennis (BATES)
筆者等は標本未検. 絶減が心配される. 横山光夫氏採集の標本は戦災焼失した模様.

[文献: 横山 ('37); 殿村('38); 大倉他('65; '67)]
(3) モモグロハナカ ミキリ '「;o:x:otinus reinii (HEYDEN)
筆者等は標本未検. 府下では数例の採集例が見られる.

[文献: 大倉他 ('65; '67)]
( 4) カラカネハナカ ミキリ Gaurotes dor is BATES

筆者等は標本未検. 当地にかって分布していたとしても, 現時点での生存は非常に疑わしい. 大阪

府下では当地以外から未記録かつ未確認.
[文献: 大倉他 ('65; '67)]
(5 ) ク ビアカハナカ ミキリ Carilia atr ipemls (MATS)
一平尾 [ 楓ﾊ],  {l  頭 ,9.  V .1944,  横山 創採集; l 頭, 3. V. l951, 松本清視採集 [大阪自博蔵]l  一

面, 1 頭 18. V. 1983, 斎藤寿久採集 [普A面昆虫館
[文献: 大倉他 ('65; '67)]
(6) キバネニセハムシハナカ ミキリ Lemula decipiens BAT.
一 楓ﾊ ,1  頭 ,3.  V . l974,  吉川文弘採集 一下止々 呂美, 1 頭, 5. V. l981, 和田洋介採集

[文献: 林 ('44); 大倉他 ('65; '67)]
(7 ) ヒ ナルリ ハナカ ミ キリ Dinoptera minuta (GEB)
一平尾 [ ・面 ] ,1  頭 ,1.  V .1942,  関 公一採集 [大阪自博蔵]  一如意谷, 才ヶ原林道, 2 頭, 19・ IV・

1987, 和田洋介採集 一中止々 呂美, 1 頭, 29. IV. 1985, 岩田隆太郎採集

[文献: 大倉他 ('65; '67)]
(8 ) オオヒ メハナカ ミキリ Pid,ont'ag1a11atrlx: (BAT)
筆者等は標本未検. 最近はまったく得られていない.

[文献: 大倉他 ('65; '67)]
(9 ) フ タオビチビハナカ ミキリ P. puzi1oi (SOLSKY)
筆者等は標本未検. 最近はまったく得られていないようである・
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[文献: 大倉他 ('65; '67)]
(10) マルガタハナカ ミキリ Judolia cometes (BAT)
筆者等は標本未検・ 府下では近傍の能勢妙見山付近で若干の採集例があり, 当地にも依然産する可
能性は十分ある.
[文献: 戸澤('32) (ヤッホシカミキリとして); 大倉他('65; '67)]
(11) チャポハナカ ミ キリ Pseuda11osternamlseua (BAT)
一高山道, 1 頭, 17・ VI. 1970, 大垣 誠採集 一粟生間谷 (北), 3 頭, 10. VI. 1985, 大垣 誠採集

[文献: 大倉他 ('65; '67)]
(l2) ヒメ アカハナカ ミキリ Brachyleptura pyrrha (BAT)
小田覚造氏による1944 年の採集例 (標本未検) があるのみ? 当地にかって分布していたとしても,
現時点での本種の生存は非常に疑わしい. 大阪府下からは未記録かつ未確認.
(13) ツヤケシハナカ ミキリ Anastrangalia scotodes (BAT)
一平尾 [箕面], 1 9, V・1933, 関 公一採集 [大阪自博蔵]  一勝尾寺, 1 i , 23. v. l982, 越智輝
雄採集 一中止々 呂美, 2 l , 19. V. l985, 和田洋介採集

[文献: 戸澤 ('32); 小林 ('32); 大倉他 ('65; '67)]
(l4) アカハナカ ミ キリ Corymbiasuccedanea (LEWIS)

一 面公園, 5 頭, 28. VII i974, 東 隆司採集 一如意谷, 才ヶ原林道, 2 1 , 31. v I I i983,
西川芳太郎採集 一勝尾寺 (北束), 1 d, 20. VII i975, 西川芳太郎採集

[文献: 戸澤 ('32); 大倉他 ('65; '67)]
( l5) ムネァカクロハナカミキリ Leptura dlmorpha BAT.

一平尾 [箕面], l 9, 30・ V・1940, 谷口和義採集 [大阪自博蔵]  一 面, 清水谷, l 9, 11. vII i972,
西川芳太郎採集 一  ﾊ2  丁目 , i 9, 7. V. 1972, 西川芳太郎採集 一勝尾寺, l , 24. vI. 1984,
山下俊一採集 一西山口, 1 e, 27. V. 1966, 仲田元亮採集 [大阪自博蔵]
[文献: 竹内('30) (Strangalia thoraclca? として); 鈴木・ 瀧ロ('35) (メスアカハナカミキリとして: あ
るいはッヤケシ、ナのこと?); 佐藤('36); 大倉他 ('65; '67); 西川 ('77); 仲田 ('78; '82)]

(l6) ツ マグロハナカ ミ キリ L tsumagurohana OHBAY.
一平尾 [箕面],1 9,23・ VI. l916, 竹内吉蔵採集 [北大昆虫研蔵]  一_面公園, 1 d, 5. v. 1986 (ハ
ンノキ枯枝), l6・ V・ l986 脱出, 山下俊一採集 一勝尾寺,1 9,14. V. l950, 松本清視採集[大阪自博
蔵]  一中止々 呂美, 1 1 9, l9・ V・ l985, 和田洋介採集 一桜井, 1 頭, 2. VI. l983, 和田洋介採集
[文献: MATSUSHITA('33) (Strangalia tenM'cornisとして); 藤村('57) (L arcuataとして); 大倉他('65;

'67); 西川 ('77) luL arcuataとして)]
(l7) ヨ ツ ス ジ ハナカ ミキリ L. ochraceofasclata(MoTscH )
一平尾 [箕面], l 9,20・ VII・1937, 谷口和義採集[大阪自博蔵]  一箕面, 天上谷, l i , 26. v .

1957, 西川芳太郎採集 一中止々 呂美, l i , 20. VI. l982, 松田 潔採集 一西之所, 3 頭, 3. vI l.
1976, 仲田元亮採集 [大阪自博蔵]
[文献: 竹内('30); 戸澤('32); MATSUSHITA('33); 大倉他('65; '67); 岸('67); 西川('77); 仲田(,78;

'82)]
(l8)   オオョツスジハナカミキリ L regalis (BAT)
一平尾[箕面], l 9,16・ VII・1932, 関 公一採集 [大阪自博蔵]  一箕面, 清水谷,1 g, 23. vII.1g61,
西川芳太郎採集 一箕面[箕面2 丁目],1 9,7. Vm. l953, 西川芳太郎採集 一下止々 呂美, 1 ﾍ ,31

1
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vIl. 1979, 東 隆司採集 [束 浩司蔵]  一中止々 呂美, 1 9, 19. VII・ 1970, 八木正適採集
[文献: 戸澤('32); 小林('32) (以上Strangalia mamdron1 として); 横山('37); LEWIS('39); 大倉他

('65; '67); 西川 ('77)]
(lg) ニンフホソハナカ ミ キリ Parastrangalis nymphula (BAT )
一高山道, 3 頭, 17. vI. l970, 大垣 誠採集 一中止々 呂美, 23 頭, l3. VI. 1977, 大垣 誠採集

[文献: 大倉他 ('65; '67)]
(20) コウヤホソハナカミキリ Strangalia koyaensis MATS.
一平尾[ ､.面] ,l  e ,2.  Vm.l936,  T.  MlwAKE採集 [北大昆虫研
本種は戦前小田覚造氏により能勢妙見山(大阪・ 兵庫の府県境) にて得られているようであるが, い
ちおう大阪府初記録としておく. 当地 ､面における現時点での生存は非常に疑わしい・

(21) ジャコウホソハナカミキリ Mimostrangalia dulciS (BAT)
筆者等は標本未検. 茨木市にてl 例得られており, 現在でも当地に分布している可能性は高い・

[文献: 大倉他 ('65; '67)]
(22) べニバハナカ ミキリ Paranaspia anaspidoides (BAT)
一鉢伏山~止々 呂美, 1 e, 22. VI. 1952, 横山 創採集

府下では当地近傍にて現在でも若干得られている・

[文献: 林 ('61); 大倉他 ('65; '67); 小島・ 林 ('69)]
(23) キヌツヤハナカ ミキリ Corennys sericata BAT.
筆者等は標本未検. 最近ではまったく得られていない. 府下では当地以外から未記録かつ未確認・

[文献: 戸澤 ('32); 大倉他 ('65; '67)]
2.6.  力ミキリ亜科

(1 ) アオスジカ ミキリ Xystrocera g10bosa (0LIV.)
一 _面公園,1 d,25. vI.1958, 港野尚武採集[倉田道夫蔵1  一最勝ヶ峰, 1 , 18・ VII・1966, 西川

芳太郎採集 一下止々 呂美, 光ヶ谷, 1 9, 20. VI. 1984, 和田洋介採集
[文献: 竹内('30); 戸澤('32); MATSUSHITA('33); 横山('37); 大倉他('65; '67); 仲田('82)]
(2) ミヤマカ ミキリ Massicus raddei (BLESSIG)
一平尾 [ ﾊ] ,l  e ,7.  vm.l915,  竹内吉 採集[大府大昆虫研蔵]   下止々呂美, 1 , 25・ VIII・

l982, 西川芳太郎採集

[文献: 竹内('30); 戸澤('32); MATSUSHITA('33); 大倉他('65; '67); 西川 ('77); 仲田('82)]
(3 ) キマダラカミキリ Aeolesthes chrysothr ix (BAT )
一平尾 [ ､面 ] ,1  g ,3.  vI I i936,  関 公一採集 [大阪自博蔵]  一下止々 呂美,1 頭, 7・ V・1972, 和田

洋介採集

[文献: 戸澤 ('32); 小林 ('32); 大倉他 ('65; '67)]
(4) マルクビケマダラカ ミキリ Hesperophanes campestris (FALDERM)

一 _面6 丁日, 1 頭, 24. VII i982, 西川芳太郎採集 一 面8 丁目, 平和台, l 頭, 21・ VII・1982,
加藤琢磨採集 [和田洋介蔵]
面市のみならず大阪府初記録にあたる. 府下では他に大阪市内と府北部市街地の採集例を若干検

している.

(5) ト ピイロカ ミキリ A11otraeus sphaer ionmus BAT.
一粟生間谷 (北), 1 2 , 16. VII i987, 大垣 誠採集
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戦前に村田忠行氏が当地にて本種を得た旨の小田覚造氏のメモがあるが, 事実上大阪府初記録であ
る .

(6 ) ョ ツポシカ ミキリ Stenygrinum quadr inotatum BAT.
一箕面,1 頭,28. VI.1976, 斎藤寿久採集[箕面昆虫館蔵]  一箕面[箕面6 丁目],1 頭, l5. V.1966,
西川芳太郎採集 一下止々 呂美, 1 頭, 24. VI. 1983, 田中 勇採集 一西之所, 1 9, 23. VI. 1979, 塩

崎明生採集 一桜井, 1 頭, 5. VI. 1978, 和田洋介採集

[文献: 竹内 ('30); 戸澤 ('32); MATSUSHITA ('33); 大倉他 ('65; '67); 西川 ('77); 仲田 ('82)]
(7) アメ イロカ ミキリ Stenodryas clavigera BAT.
一箕面, 落合谷, 1 頭, 11. VI. 1967, 山下 品採集 一下止々 呂美, 1 9, 12. V. 1977, 松田 潔採集

一中止々 呂美, 1 頭, 7. VI. 1987, 和田洋介採集 一石澄, 1 頭, 3. VII i983, 和田洋介採集

[文献: 仲田 ('82)]
(8 ) ョ コヤマヒ メ カ ミ キリ CeresMm ho1ophaeum BAT.
一中止々 呂美, {2 頭, 7. VII i979; 5 頭, 10. VI I i9821, 八木正道採集

[文献: 八木 ('81)]
(9 ) ヒケ'ナガヒメ カ ミ キリ C. 10ngicorne PIC
一下止々呂美, 3 頭, 21. 111. 1980 (クリ枯枝), 31. V. l980脱出, 山下 品採集 一中止々 呂美, l l7
頭, 21. VII i979; 1 頭, 10. VII i982}, 八木正道採集

[文献: 八木 ('61)l
(10) テッイ ロヒ メ カ ミキリ C. sin icum WHITE

一如意谷 3 丁目, 1 頭, 14. VI. 1987, 岩田厚子採集 [岩田隆太郎蔵]  一桜井 l 丁目, 1 頭, 12. VI.
1987, 和田洋介採集

面市のみならず大阪府北部初記録にあたる. 府下では大阪市南部~ 堺市に多産することが著名で,
他に河内長野市, 和泉市の採集例を検しているが, 淀川以北で得られたことはなく, 本種の分布の常

識を破るものである.
(11) タイワンメダカカミキリ Stenhomalus taiwanus M ATS.

一中止々 呂美, {1 頭, 3. VII i976, 八木正道採集; 1 頭, 7. VI. 1987, 和田洋介採集1
I文献: 八木 ('81); 仲田 ('82)]
( l2) 力ツコウメダカカ ミキリ S. clero ldes BAT.

一中止々 呂美, 1 頭, 4. VII i987, 八木正道採集 一桜ヶ丘, l l 頭, 18. V. 1971;1 頭, 20. VII i971),
平野雅親採集

[文献: 林・ 伊賀('44)]
(l3) ヤマ トチ ビコバネカ ミキリ Leptepania jape'uea (HAY)
一下止々 呂美, 7 頭, IV. l977 ( クリ枯枝),12. V. l977 脱出, 松田 潔採集 一中止々 呂美, {1 頭, 3.

VII i976, 八木正適採集; 8 頭, 5. VI. 1983, 松田 潔採集}
局地的な分布を示すが, タイプロカリティー (池田市) に隣接する旧止々 呂美村地区では多産する.

[文献: 林 ('49); 林 ('55); 草間 ('59); 革間 ('65); 大倉他 ('65; '67); 木村 ('68); 草間 ('73); 八木 ('81)]
(l4) トラフホソバネカ ミキリ ThranMsvariegatus BAT.
一勝尾寺~高山道, 1 9, 26. VI. 1985, 大垣 誠採集

箕面市のみならず大阪府初記録にあたる. 府下では他に茨木市銭原での採集例 (大垣採集) がある・

(15) クス ベ ニ カ ミ キリ Pyrestes haematlcus PASO.

-
-

」
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一平尾 [面 ],  l  頭,  5.  VII.  l931,  竹内吉 採集[大府大昆虫研蔵]   面, 政ノ茶屋近辺, 1 頭,
22. VI. 1966, 西川芳太郎採集 一粟生間谷, 山ノロ, 7 頭, 4. VII i976, 大垣 誠採集 一粟生間谷

(北), 3 頭, 1. VII i983, 大垣 誠採集 一下止々呂美, {1 頭, 14. VI I i968, 八木正道採集; 1 9, 19.
VII i974, 東 浩司採集1
[文献: 小林 ('32) (Leptoxenus ibidil ヒケ'ブトベニカミキリとして); 西川 ('66a); 西川 ('66b); 大倉他

('67)]
( l6) ルリ ポシカ ミキリ Rosalia bates1 HAROLD

一面ノ淹 ,l  cl ,25.  VI I i 968,  大垣 誠採集

面市のみならず, 大阪府初記録にあたる. 府下では他に三島部島本町で目撃例がある.
( l7) ミ ドリカミキリ Ch1oridolum vir ide (THoMs )
一平尾 [ ・面 ] ,2  頭,  VI I i933,  矢野由雄採集 [大阪自博]   鼈､ _ ﾊ[美_ 面6 丁目 ], 1  頭, 22.

1955, 西川芳太郎採集 一下止々 呂美, 1 頭, l6. VI. 1974, 東 隆司採集 [東 浩司蔵] 一中止々呂美,
l 頭, 5. VI. l983, 和田洋介採集

[文献; 戸澤 ('32); 横山 ('37); 大倉他 ('65; '67); 仲田 ('82)]
( l8) ア カ ア シ オ オ ア オ カ ミ キ リ C. japomcu'n (HAR)
一下止々 呂美, l l 2 , 15. VIII. 1971, 9 6 , 12. Vm. l9791, 松田 潔採集 一西之所, 1 ,

26. VII i981, 仲田元亮採集 [大阪自博蔵]
[文献: 仲田 ('82)l
( l9) アオカ ミキリ Schwarzerlum quad1ri,co11e (BAT )
一平尾 [ 楓ﾊ] ,1  9,  VI I i937,  関 公一採集 [大阪自博蔵]  一 面, 1 頭, 3. VI I i986, 斎藤寿久

採集 [箕面昆虫館蔵]  一 面 [ p面6  丁目 ] ,1  頭 ,12.  VI . l957,  西川芳太郎採集 一

、面 8 丁目,
平和台, 1 頭, 1. VII i984, 加藤琢磨採集 [和田洋介蔵]  一高山道, l 頭, l5. VI. l958, 西川芳太郎

採集

面市初記録である.  当地は紅葉をもってその名を知られる観光地であり, 本種の分布は当然予想

されていた.
(20) ヒメ スキ'力 ミ キ リ Camdie11um rllfpenne (MoTscH )
一平尾 [ p面 ] ,5  頭,  V .1933,  矢野由難採集 [大阪自博]   、面, 政ノ茶屋, 8 d 3 , 11. V・

1975, 西川芳太郎採集 一 ､ .面,  聖天山公  4 , 28, IV. 1957, 西川芳太郎採集 一下止々 呂

美, l d, 7. V. 1970, 松田 潔採集 一桜井 1 丁目, l 頭, 5. IV. 1987, 和田弘子採集 [和田洋介蔵]
一小野原, 1 9, 7. IV. 1973, 岩田隆太郎採集

[文献: 竹内 ('30); 戸澤 ('32); MATSUSHITA ('33); 西川 ('58); 大倉他 ('65; '67); 西川 ('77)1
(21) スギカ ミキリ So'uanotus japonicus (LAcoRD)
一平尾 [箕面], 1 9, l2. V. 1933, 関 公一採集 [大阪自博蔵]  一 _面, 勝尾寺道, 1 , 16. IV. l954,
松本清視採集 [大阪自博蔵]  一高山道, 1 , 30. IV. l 961, 山下 品採集 一勝尾寺, {2 , 24. I V.

1985, 大垣 誠採集; 4 2 , 19. IV. 1987, 和田洋介採集}
I文献: 竹内 ('30); 戸澤 ('32); MATSUSHITA ('33); 大倉他 ('65; '67); 西口 ('72)]
(22) クビアカルリ ヒラ タカ ミキリ Phymatodes testaceus (L )
一下止々 呂美, l d , 29. V. l982, 平野雅親採集 一中止々 呂美, 1 頭, 5. VI. 1987, 和田洋介採集

[文献: 平野 ('86)]
(23) チャイロチビヒラタカ ミキリ .P. vandykei GREss.
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きわめて局地的な分布を示し, 箕面ノ淹は府下におけるその最も確実な産地である.
[文献: 関・ 末松 ('35); 関 ('35c) (以上 Ch1orophorus mmomensis ミノモトラカミキリとして); 後藤

('47); 大倉他 ('65 ; '67)]
(33) アカネ トラカ ミキリ Brachyclytus slngularis KRAATz
一平尾 [?面], 1 ?, 25. V. l932, 福貴正三採集 [大阪自博蔵] (Clytus f ldcukiiのホロタイプ)  - 面,

1 頭, 7. V. 1982, 北山 昭採集 一勝尾寺, {3 頭, 24. V. l986; 67 頭, 24. V. 1986 (ヤマブドウ枯
枝), 10. 11. 1987~下旬. V. 1987, 脱出1, 岩田隆太郎採集

府下では他に豊能町の 2 例を知るのみである.
[文献: SEKI ('35a); 関 ('35c) (以上Ctytusfukukiiフクキトラカミキリとして); 大倉他 ('65; '67)]
(34) キ ス ジ ト ラ カ ミ キ リ Cyr toclytus caproides (BAT )
一平尾 [ ･ .面 ] ,1  頭 ,25.  VI .1933,  関 公一採集 [大阪自博蔵]  一 面駅, 1 頭, 16. VI. 1954, 西川

芳太郎採集 一勝尾寺, 1 頭, l6. V. 1982, 越智輝雄採集 [松田 潔蔵]  一下止々 呂美, 3 頭, 28. V.
1983, 和田洋介採集 一上之所, 1 頭, 24. VI. 1968, 仲田元亮採集 [大阪自博蔵]
[文献: 戸澤 ('32); 大倉他('65; '67); 西川 ('77); 仲田 ('78; '82)]
(35) ヨ コ ヤマ ト ラ カ ミ キ リ Epiclytus yokoyamai (KANO)
一中止々呂美, 1 9 , 13. VI. 1977, 大垣 誠採集

箕面市初記録である.
(36) エグリ ト ラカ ミキリ Ch1orophorus japonlcus (CHEvR)
一平尾 [31t面], 3 頭, 25. VI. 1933, 関 公一採集 [大阪自博蔵]  一平尾 [ ･面2  丁目 ] ,1  頭 ,8.  VI

1951, 西川芳太郎採集 一下止々 呂美, 光ヶ谷, 2 頭, 26. VI. 1960, 西川芳太郎採集 一中止々 呂美, 2
頭, 20. VI. 1982, 八木正道採集 一西之所, 1 頭, 23. VI. 1979, 塩崎明生採集

[文献: 大倉他('65; '67); 西川 ('77); 仲田('78; '82). HEYDEN(l879) が報告した J. REIN氏による府
下からの“Ctytanthus opposltus”の記録は, 当地における本種のものと思われる. ]

(37) クロ ト ラカ ミキリ C diadema inhirslaus MATS.
筆者等は標本未検. 当地近傍 (能勢) に1 例記録があり, 当地にも必ず分布しているはずである.

[文献: 戸澤 ('32) (C motschulskyi クロトラフカミキリとして; あるいは前種を指す可能性あり); 佐藤

('36) (C dubius として); 大倉他 ('65; '67); 西川 ('77)]
(38) ヨツスジ ト ラカ ミキリ C quinquefasciatus(CASTELN. & GORY)
一平尾 [ ft面], 1 頭, Vn. l933, 関 公一採集 [大阪自博蔵]
面市初記録である.

(39) タ ケ ト ラ カ ミキリ C annularls (FABRIC)
一平尾 [A面 ] ,1  頭,  VI I i933,  関 公一採集 [大阪自博蔵]  一 ､、面 [ﾊ 6 丁目 ], 1 頭 ,20 E VI

1963, 西川芳太郎採集 一勝尾寺, 1 頭, 2. Vm. l980, 北山 昭採集 一桜井 1 丁目, I e , 2. VI I・
1984, 和田弘子採集 [和田洋介蔵]
[文献: 戸澤 ('32); MATSUSHITA ('33); 大倉他 ('65; '67); 西川 ('77)]
(40) ホソ ト ラカ ミキリ Rhaphuma x:enisca (BAT)
一勝尾寺, 1 d , 8. V. 1982, 越智輝雄採集

面市初記録である .
(41) ヒ メ ク ロ ト ラ カ ミ キリ R diminuta (BAT )
一平尾 [面 ] ,1  頭 ,12.  V .1916,  竹内吉 採集[大府大昆虫研蔵]   面, 一面ノ淹, 4 頭, 3・ 111.
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l982 ( ヶヤキ枯枝, 割出), 北山 昭・ 北山健司採集 一勝尾寺, 1 頭, 29. IV. 1985, 岩田隆太郎採集

一青貝山, 1 頭, 3. V. 1967, 西川芳太郎採集 一中止々 呂美, l 頭, 7. VI. l981, 八木正道採集

[文献: 竹内 ('30); MATstJsHITA ('33); 関 ('35c); 大倉他 ('65; '67)]
(42) キイ ロ ト ラカ ミキリ De'nonax: notabais (PAsc )
一平尾 [ ･_面 ] ,l  頭 ,20.  V .1939,  谷口和義採集 [大阪自博]   齡ﾉ、. ﾊ, 面ノ淹, 1 頭, 1983 (ヶヤ
キ粘幹), 30. IV. 1983 脱出, 田中 勇採集 一下止々呂美, 40頭, 20. VI. 1982, 松田 潔採集 一中

止々 呂美, 6 頭, 20. VI. 1982, 松田 潔採集

[文献: 大倉他('65; '67); 西川 ('77); 伸田('82)]
(43) ト ケ' ヒ ケ' ト ラ カ ミキリ D transilis BAT.

一 .面公国, ll 頭, 23. IV. 1961, 西川プJ二太郎採集; 2 頭, 9. 11. 1986 (ハンノキ枯枝, 割出), 山下

俊一採集1 一勝尾寺, 2 頭, 21. V. 1984, 山下俊一採集 一中止々 昌美, l 頭, 29. V. 1983, 松田 潔

採集 一西之所, l 頭, 27. V. 1967, 仲田元一う毛採集 [大阪白博蔵]
[文献: 大倉他('65; '67); 仲田('78; '82)]
(44) スギノアカネ トラカ ミ キリ Anaglyptus subfasciatus PIC
一 p面 , , 30. IV. 1977, 斎藤寿久採集 [ f空面昆虫館蔵]  一高山道, 1 頭, 5. V. 1969, 大垣 ・成

採集 一勝尾寺, 1 頭, 21. IV. 1977, 大垣 誠採集 一粟生間谷, 奥, 2 頭, 21. IV. 1977, 大垣 誠

採集

大倉他 ('65 ; '67) の報告では 伏山南側が採集地点として図示されている.
[文献: 戸澤 ('32) (4glaophis co1obotheoidesシロヘリトラカミキリとして); 大倉他 ('65; '67)]
(45) マ ツ シタ ト ラ カ ミ キ リ A matsushita i HAY.

- ?t面公国,1 ?,7. IV. 1970(Salixsp. 生木, 樹皮下), 越智輝?f?採集 [松田 潔蔵]  -3空面, 1 頭,
26. V. 1976, 斎藤寿久採集 [ ･ .面昆虫館 一高山道, 3 頭, l7. VI.1970, 大垣 誠採集 一下止々 呂

美, 1 9, 8. VI I i987, 大垣 誠採集 一中止々昌美, 1 頭, 29. IV. l985, 岩田隆太郎採集

事実上の大阪府初記録である. 府下では他に数例が見られる.
(46) ホタルカ ミ キ リ Dero thorac ica WHITE

一平尾 [ f度_面], 7 頭, 2. VI. 1935, 関 公一採集 [大阪自博蔵]  一青貝山, 3 頭, 3. V. l967, 西川芳

太郎採集 一勝尾寺, 1 (?1 ?, 8. V. 1982, 越智輝離採集 一如意谷 [如意谷1 丁日1, 7 頭, 3. V. 1959,
西川芳太郎採集 一下止.々 呂美, 4 頭, 11. X. 1981 (ネムノキ枯枝, 割出), 岩田隆太郎採集 一中止々

昌美, 33 頭, 5. V I. 1983, 松田 潔採集

[文献: 竹内 ('30); 戸澤 ('32); MATSUSHITA ('33); 大倉他 ('65; '67); 西川 ('77)]
(47) ムモンベ二カ ミキリ marys加s sangM加'penM's (BLESS )
筆者等は標本未検. 府下では他には唯一能勢町の文献記録があるのみ. 追加記録を望むとすれば成

育環境を考慮すると中止々 呂美付近であろう.
I文献: 大倉他 ('65; '67)]
(48) へリ グロベニカ ミキリ Purpuricenus spectabais MoTscH.
一平尾 [ ､面] ,1  頭 ,17.  V . l917,  竹内吉 採集[大府大昆虫研蔵1   .面公国, l 9, 21. m. l986

(枯枝, 割出), 山下俊一採集 一 面 [ ・ ﾊ6  丁目 ] ,1  9 ,5.  V. l962,  西川芳太郎採集
[文献: 竹内 ('30); 戸澤 ('32); MATSUSHITA ('33); 大倉他 ('67)]
(49) べニカミキリ P temmincki GUERIN-MEN.
一平尾 [箕面], 2 1 e, V. 1933, 関 公一採集 [大阪自博蔵]  一 面 6 丁目, 1 9, 20. V. 1968,
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西川芳太郎採集 一勝尾寺, 1 9, 29. IV. 1985, 岩田隆太郎採集 一中止々 呂美, 2 頭, 12. V. 1984, 和

田洋介採集 一石澄, 1 頭, 23. IV. l983, 和田洋介採集 一小野原, 1 9, 25. V. 1975, 岩田隆太郎採集

[文献: 竹内 ('30); 戸澤('32); MATSUSHITA('33); 西川 ('58); 大倉他 ('65; '67); 岸 ('67); 西川 ('77);
仲田 ('82)]

2.7.  フトカミキリ亜科

(1 ) シロオビゴマフカ ミ キリ False'nesose11a gracilior (BAT)
一平尾 [ ･面 ] ,1  頭 ,2.  VI .1935,  関 公一採集 [大阪自博蔵]  一中止々 呂美, 2 頭, 4. VII i987,
八木正道採集

[文献: MATSUSHITA('33); 関 ('35c); 大倉他 ('65;67); 西川 ('77) (Mesosakonoiナカジロコ°マフカミ
キリとして)]

( 2) コ°マ フ カ ミキリ Mesosa myops J'aponfca BAT.

一平尾 [ ､ .面 ] ,1  9 ,20.  VI I i937,  谷口和義採集 [大阪自博]   _面, 聖天山公園, l d, 28. VI.
1957, 西川方太郎採集 一下止々呂美, l 頭, 4. V. 1981, 和田洋介採集 一中止々 呂美, 1 , 20. VI.
1982, 八木正道採集 一西之所, 1 頭, 5. VI. 1966, 仲田元売採集 [大阪自博蔵]
[文献: 竹内('30); 戸澤('32); 大倉他('65; '67); 西川 ('77); 仲田 ('78; '82)]
(3 ) カ タ ジ ロ コ' マ フ カ ミ キ リ M. 1lirsuta BAT.

一 _面 [ ﾊ6  丁目 ] ,l  9 ,15.  VI I i960,  西川芳太郎採集 一下止々 呂美, l , 22. V II i969, 朝

田武離採集 [松田 潔蔵]  一中止々 呂美, 1 頭, 10. VII i982, 八木正道採集

[文献: 戸澤 ('32); 小林 ('32); 鈴木・ 流ロ ('35); 大倉他 ('65; '67)]
(4 ) ナガゴマフカ ミキリ M. 1ongipenms BAT.
一平尾 [ ･面 ] ,1  9 ,8.  VIII .1934,  関 公一採集 [大阪自博蔵]  一 面 6 丁目, l cl , 20. VI. 1977,
西川芳太郎採集 一勝尾寺, 2 2 ,29-30. Vm.1966, 伊藤修四郎他採集[大府大昆虫研蔵]  一下
止々 呂美, 光ヶ谷, 2 , 16. VI II. 1970, 西川芳太郎採集 一中止々 呂美, 1 頭, 24. VI. 1984, 和田洋

介採集 一西之所, 1 9, 23. Vm. 1981, 仲田元亮採集 [大阪自博蔵]
[文献: 戸澤 ('32); 小林 ('32); 大倉他 ('65; '67); 伊藤他 ('66); 西川 ('77); 仲田 ('82)]
(5) シナノ クロフカ ミキリ Asaperda agapanthina BAT.
小田覚造氏による当地での採集例があるとされているが, 筆者等は標本未検. 府下からは当地にお
ける文献記録以外, 採集例をいっさい見ない. あるいは次々 種フトキクスイモドキカミキ、) A. SP. の
こととも考えられる .
[文献: 大倉他 ('67)]
(6) キクスイモ ドキカ ミキリ A rufipes BAT.
一平尾 [ ･面 ],  {1  頭 ,29.  V . l917,  竹内吉 採集[大府大昆虫研蔵 ]; 1 頭 ,30 .  V. l940 , 谷口和
採集 [大阪自博蔵]1  一高山道, 1 頭, 29. IV. 1955, 西川芳太郎採集 一勝尾寺, 2 頭, 24. V. 1986, 岩

田隆太郎採集 一白島, 谷山谷, 1 頭,4. V. 1969, 西川芳太郎採集 一下止々呂美, 光ヶ谷, 1 頭, 9. V.
1976, 西川芳太郎採集 一中止々 呂美, 1 頭, 29. IV. 1985, 岩田隆太郎採集 一西之所, 3 頭, 5. VI.
1966, 仲田元亮採集 [大阪自博蔵]
[文献: MATSUSHITA ('33); 関 ('35c); 林 ('55); 大倉他 ('65; '67); 仲田 ('78; '82)]
(7) フ トキクスイモ ドキカ ミキリ Asaperda sp.
一勝尾寺, 1 頭, 23. V. 1980, 大垣 誠採集

本種は岩田・ 石井 ('86) のいう京都府, 滋賀県, 福井県産の“Asaperda sp”と同一 と考えられるも
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のであり, 前種A rl‘fipesやトケ' ムネホソヒケ' カ ミキリ A tentacornis K oMIYA とは明らかに異なり,
全身黒色で太短い体型を持つ.
(8 ) コ ブスジサビカ ミキリ Atim1‘ra Japomca (BAT)
一平尾 [箕面], 1 頭, 17. V. 1917, 竹内吉蔵採集 [大府大昆虫研蔵]  一 面, 落合谷, 1 頭, 18. Iv.

1976, 岩田隆太郎採集 一中止々 呂美, 1 頭, 29. V. 1983, 八木正道採集

[文献: 関 ('35c); 大林 ('41); 大倉他 ('65; '67); 仲田 ('82)]
(9 ) ヒシカ ミキリ Mlcrolera ptinoides BAT.
一平尾 [ ､面] ,1  頭 , l6.  V .1916,  竹内吉 採集[大府大昆虫研蔵]   面, 清水谷, 2 頭, 13. v.

l973, 西川芳太郎採集 一勝尾寺, 2 頭, 24. V. l986, 岩田隆太郎採集 一下止々 呂美, 6 頭, 15. v.
1983, 和田洋介採集 一中止々 呂美, 9 頭,29. IV. 1985, 岩田隆太郎採集 一上止々 呂美, 上之所, l 頭,
20. V. 1984, 和田洋介採集

[文献: 竹内('30) (Mlccola[mia] cleroi[diesヒシカミキリとして); 戸澤('32); 戸澤('33) ( コブャハズカ
ミキリ (ヒシカミキリ) として); 関 ('35c); 関 ('36b); 平山 ('37) (Miecolamia cleroidesカッコウカミ
キリとして); LEWIS('39); 大倉他('65; '67); 仲田 ('82). 竹内 ('30) や平山 ('37) のいうものは, 平
山 ('40) の図説によれば本種のことであることは明らか. ]
(10) キポシチビカ ミキリ Sybra favomaculata BREUN.
一下止々 呂美, 5 頭, 10. IV. 1983 (アカマツ枯枝), 18-23. V. 1983 脱出, 山下 品採集 一中止々 呂
美, 2 l 9, 11. VII i979, 八木正道採集 一西之所, l 頭, 11. VI. 1983, 平野雅親採集

[文献: 革間 ('59; '65); 八木 ('81); 仲田 ('82)]
(l l ) ハスオビヒケ'ナガカ ミキリ Cleptometopus bimaculatus (BAT)
一高山道, 1 頭, 29. IX. 1986, 大垣 誠採集 一勝尾寺, l , 11. IX. l982, 大垣 誠採集

装面市初記録である. 隣接する豊能町高山における文献記録がある.
(12) シロスジ ドウポソカ ミキリ Pothyne amulata BREUN.
一勝尾寺, 1 頭, 1. IX. 1980, 大垣 誠採集 一中止々 呂美, 1 頭, 5. V. 1969, 大垣 誠採集

[文献: 林('55); 草間('59; '65); 大倉他('65; '67); 草間('73) (以上すべてP. silaceaとして)]
(13) ドウポソカ ミキリ Pseudocalamobius Japonicus (BAT)
一平尾 [ ･一面], {1 頭, 20・ V・1939, 関 公一採集 [大阪自博蔵]; 1 頭, l6. VI. 1975, 斎藤寿久採集

[箕面昆虫館蔵]}  一中止々 呂美, 1 頭,5. VII i975, 八木正道採集

[文献: 小林 ('32); 大倉他 ('65; '67)]
(14) ニイジマチビカミキリ Egesma bifasciana (MATS )
一下止々 呂美, 1 頭, 24・ VI. 1983, 田中 勇採集 一中止々 呂美, 2 頭, 21. VI.1987, 岩田厚子採集

[ 岩田隆太郎蔵]
黄一面市初記録である. 当地近傍の茨木市には多産する.

(15) ア ト ジロサビカ ミキリ Ptero1ophia zonata (BAT)
一平尾[箕面], 1 頭,26. VI.1915, 竹内吉蔵採集[大府大昆虫研蔵]  一 面公園, 1 頭, 21. v. 1967,
西川芳太郎採集 一 面[箕面6 丁目],1 頭,5. VI.1955, 西川芳太郎採集 一下止々 呂美, l頭, 28, v.
1983, 和田洋介採集 一中止々 呂美, 1 l , 19. V. 1985, 山下俊一採集 一西之所, 西山口, 2 頭, 27.
V. 1966, 仲田元亮採集 [大阪自博蔵]
[文献: 竹内('30); 戸澤('32); MATSUSHITA('33); 大倉他('65; '67); 仲田('78; '82)]
(16) クリ サビカ ミキリ P. castanen'era OHBAY. & HAY.
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一下止々 呂美, {4 頭, IV. l977 ( クリ枯枝), 12. V. 1977 脱出, 松田 潔採集; 1 9, 27. VI. 1981,
山下 品採集}  一中止々 呂美, {2 頭, 21. VII i979,  八木正道採集; 11 頭, 5. VI. l983, 和田洋介採集}
府下では 面市大字下止々 呂美に多産する他は, 豊能町, 能勢町でわずかな採集例が見られるにす
ぎない.
[文献: 八木 ('81)]
(17) ヒ メナガサビカ ミキリ P. le10podina (BAT)
一平尾 [5t面], 1 頭, 10. VI. 1945, 小田覚造採集 [大阪自博蔵]  一 _面, 鉢伏山, 1 頭. 13. VI.1954,
木船悌嗣採集 [岩田隆太郎蔵]  一 ､面 [廟面6  丁目 ] ,1  頭 ,30.  V.1960,  西川芳太郎採集 一下止々呂

美, 8 頭, IV. 1977 ( クリ枯枝), 12 l:買. V. 1977 脱出, 松田 潔採集 一中止々 呂美, 1 頭, 7. VII i979,
八木正道採集 一上止々 呂美, 上之所, 1 頭, 20. V. l984, 和田洋介採集 一西之所, 1 頭, 5. VI. 1966,
仲田元売採集 [大阪自博蔵]
[文献: 仲田 ('78); 伸田 ('82) (P angusta ヒメナガサビカミキリとして)]
(18) マルモンサビカ ミキリ .P angusta (BAT )
筆者等は標本未検. 当地の他, 府下一帯に採集例が散在するようであるが, 個体数は同属の他の種

に比べてはるかに少ない.
[文献: 大倉他 ('65; '67)]
(19) ア トモンサビカ ミキリ P granulata M oTscH.

一平尾 [ ､面 ] ,1  頭 ,20.  VI I i937,  谷口和義採集 [大阪自博]   勝尾寺, l 頭, 25. IV. 1965, 西
川芳太郎採集 一高一貝山, 束ノ谷, 14 頭, 26. V. 1968, 西川芳太郎採集 一下止々 呂美, 1 頭, l l. X.
1981, 岩田隆太郎採集 一西之所, 西山口, 2 頭, 27. V. 1966, 仲田元売採集 [大阪自博蔵]  一白島, 谷

山谷, 1 頭, 3. V. 1973, 西川芳太郎採集 一豊川村, 粟生 [ f't面市, 粟生間谷], 勝尾寺ロ, 1 頭, 15. IV.
1951, 松本清視採集 [大阪自博蔵]
[文献: 戸澤 ('32); 小林 ('32) (以上 P r igidaシリジロサビカミキリとして); 大倉他 ('65; '67); 仲田

('78; '82)]
(20) ト ガリシロオビサビカ ミキリ P. caudata (BAT )
一平尾 [ ZE_面 ] ,1  頭 ,25.  VI .1933,  関 公一採集 [大阪自博蔵]  一 面公国, 1 頭, 22. VI. 1986, 山
下俊一採集 一下止々呂美, 1 e, 27. VI. 1981, 山下 晶採集 一中止々 呂美, 2 頭, 5. VII i975, 八
木正道採集

[文献: 戸澤 ('32); 大倉他 ('65; '67); 岸 ('67)]
(21) ナカ ジロサビカ ミキリ P. Jugosa (BAT )
一平尾 [ p面 ] ,l  頭 ,10.  X I i931,  関 公一採集 [大阪自博蔵]  一 面, 政ノ茶屋, l 頭, 17. IX. l972,
西川芳太郎採集 一青貝山, 東ノ谷, l 頭, 26. V. 1968, 西川芳太郎採集 一下止々 呂美, 1 頭, 19. VII.
1974, 東 浩司採集 一西之所, l 頭, 9. VI. 1984, 平野雅親採集

[文献: 戸澤 ('32); 林 ('55); 大倉他 ('65; '67); 西川 ('77)]
(22) ワモンサビカ ミキリ P annulata (CHEvR)

一 一面 [ ､面2  丁日 ] ,l  頭 , l4.  V .1960,  西川芳太郎採集 -3主面6 丁目, l 頭, 26. VII i973, 西
川芳太郎採集 一下止々呂美, 光ヶ谷, 1 頭, 20. VI. l984, 和田洋介採集 一西之所, 4頭, 9. VI. l984,
平野雅親採集

_面市初記録である.
(23) クワサビカ ミ キリ Mesose11a sm1ola BAT.
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一平尾[箕面], {l 頭,20・ VI・ 1922, 竹内吉蔵採集[大府大昆虫研蔵];1 頭,22. vIl. 1945, 関 公一

採集[大阪自博蔵]1  一下止々呂美,2 頭,10. VI.1982, 越智輝雄採集
[文献: 大倉他('65; '67); 仲田('82)]
(24) ハイイロヤハズカ ミキリ Niphona furcata (BAT)
一平尾[ ･一面],  {l  9,11・  VI・ 1918,  竹内吉採集[大府大昆虫研蔵]; l 頭 ,19 . v IIi931 , 小林桂
採集[大阪自博蔵]i  一船場西,1 頭,12. V.1979, 金谷康弘採集[和田洋介蔵]
[文献: 竹内('30); 戸澤('32); 大倉他('65; '67)]
(25) ヒメ コブヤハズカ ミキリ .Parechthistatus gibber (BAT)
一平尾 [ ･面] ,1  d ,2・  VI・ 1935,  関 公一採集 [大阪自博蔵]  一高山適, 1 d, 4. Ix. 1977, 小島一
郎採集 一箕面, 政ノ茶屋, {1 e, 22. Vm. 1950, 横山 創採集; 3(1、cl, 30. v. l981, 小島一郎採集1
一勝尾寺, l l 9,11・ X・1981, 岩田隆太郎採集;4 , 19. V. 1983, 越智輝雄採集 [松田 潔蔵]}
大阪府北部における採集例は当地の他, 豊能町, 能勢町, 茨木市に限られ, しかも分布はきわめて局
地的で, 「分布域」というよりはむしろ「ポイント」といつた様相を呈する. また当地および豊能町にお
けるこれまでの採集例は, 次種との競合, 法み分けを示唆している.
大倉他('65; '67) の報告では勝尾寺西側が採集地点として図示されている.

[文献: 戸澤('33) (コブヤハズカミキリ(ヒシカミキリ) として); 横山('37) (コプャハズカミキリとし
て); 中條' 林('51); 中根他('56); 大倉他('65; '67); 高桑('76; '78); 三宅('80)]

(26) マヤサンコブャハズカミキリ Mesechthistatus furciferus (BAT)
一勝尾寺, l 9,24. VII i973, 浦田和義採集
HAYASHI ('51) は本種の 1 亜種meridiona11s (“Echthistatus binodosus m”) の記 において, その

バラタイプ(“allotype”) を“Mince Park,Osaka-Prof”産とし, 後に大倉他('65; '67) はこれを引用
して, “M・f・ me「idiOnaliSミヤマコブヤハズカミキリ”が箕面山に産するとした. しかし後にHAYAsHI
(83) はこのラベルを誤りとした. 本種とおぼしきものが当地に産するとする小林('32) の記述は既に
関('35C) が取り消しており, これらのことから当地に本種が分布するとの考えは一般にはもはや流布
せざる所となった・ しかし意外にも, やはり本種は当地に産していた.本種は, 府下からは他に, 豊能
町初谷及び妙見山での採集例(大垣採集) を知るのみである.
[文献: 小林('32) (Echthistatusbinod[o]susフタコブカミキリとして)]
(27) イタヤカ ミ キリ Mecyn1'ppus publcomis BAT.
筆者等は標本未検・ 終戦直後の時点で本種は府下では当地と府南部岩iii山北麓の2 ヵ所が産地とし
て知られていたが, 両地はもとより府下からその後まったく採集例がなく, 絶減が危惧される.
[文献: 戸澤('32); 小林('32); 大倉他('65;67)]
(28) ヒケ'ナガカ ミキリ Monochamus grandis WATERH.
筆者等は標本未検・ 最近高観市北部にて本種が得られており, 当地に今も産することはほぼ確実で
ある・ 戸澤('32) の報告に本属の大型種2 種の名が挙げられているのは, 本種の と を意味する
ものと思われる.
[文献: 戸澤('32) (M・ 9・ ヒケ'ナガクロカミキリとして, およびM. sartorシラフョツポシカミキリと
して); 東('65) (ヒゲナガクロカミキリとして)]

(29) カラフ ト ヒケ'ナガカ ミキリ M. saltuarMs (GEBLER)
一中止々 呂美, l e, 9. VI. 1968, 八木正道採集

府下での分布域は広いが, 個体数は少ない.
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[文献: 大倉他('65; '67); 仲田('82)]
(30) マツノマダラカミキリ M alter natus HOPE

一平尾 [箕面], 1 e, 17. VI I i936, 関 公一採集 [大阪自博蔵]  一箕_面公園, 1 4 , 5・ V・ 1986

(アカマッ枯幹), 2-25. VI. 1986 脱出, 山下俊一採集 一勝尾寺, 1 頭, 29-30. Vm. 1966, 伊藤修四郎

他採集 [大府大昆虫研蔵]  一下止々 呂美, 1 頭, 4. VII i973, 田中 勇採集

[文献: 小林('32) (M tesserulaマダラカミキリとして); 大倉他('65; '67); 伊藤他('66); 岸 ('67); 仲
田 ('82)]

(31) ヒ メ ヒケ' ナ ガカ ミ キリ M. subfasciatus (BAT )
一平尾 [ ･_面 ],  l  9 ,6.  VI .1933,  関 公一採集 [大阪自博蔵]  一 面 [箕面 6 丁日], 1 9, 14・ Vm・

1961, 西川芳太郎採集 一勝尾寺, 1 頭, 24. 11. 1985 (ジャケツイバラ枯幹), 15. V. 1987 脱出, 岩田
隆太郎採集 一下止々 呂美, 1 頭, 28. V. 1983, 和田洋介採集 一中止々呂美, 1 , 29. V・1983, 八木

正道採集 一西之所, 1 e, 20. VI. 1979, 塩崎明生採集

[文献: 戸澤 ('32) (ヒメヒケ'ナ力'カミキリ, およびスズキヒケ'ナガカミキリとして); 小林 ('32); 戸澤
('33); 東 ('65) (以上2 件スズキヒケ'ナガカミキリとして); 大倉他 ('65; '67); 仲田 ('82)]

(32) ゴマダラカ ミキリ Anop1ophora matasiaca (THoMs )
一 面, ーノ橋付近, 1 9, 29. Vm. l957, 西川芳太郎採集 一高山道, 1 9, 27. Vm. l967, 西川芳太

郎採集 一下止々 呂美, 1 ?, 19. VI I i970, 八木正道採集 一西之所, 1 (?, 3. VII i966, 仲田元亮採集

[大阪自博蔵] 一白島 [白島3 丁目], 1 , 17. V I I i966, 西川芳太郎採集

[文献: 竹内('30); 戸澤('32); 大倉他 ('65; '67); 岸 ('67); 西川 ('77); 伸田 ('78; '82)]
(33) セ ン ノ キ カ ミ キ リ Aca1otepta加xuriosa (BAT)
一平尾[箕面], l 9, VII i936, 谷口和義採集[大阪自博蔵]
当地のもので検し得たのは戦前のこの1 例のみであるが, 戦後の目撃例(高山道, 西川) がある・ 府
下では山間部, 丘陵部に広く分布している.
[文献: 戸澤('32); 小林('32) (以上Dihammusluxuriosusセンノカミキリとして); 大倉他('65; '67);
西川 ('77)]

(34) ビロウ ドカ ミキリ A fraudatoribc (BAT )
一平尾 [ ､面 ] ,1  g , l6.  vI I i931,  関 公一採集 [大阪自博蔵]  一箕面[箕面6 丁日],1 (5',15・ VII・

1960, 西川芳太郎採集 一 面, 三国ヶ丘,1 d,18. VI.1967, 西川芳太郎採集 一下止々 呂美, 光ヶ谷,
1 9, 1. Vm. 1971, 西川芳太郎採集

[文献: 竹内('30); 戸澤('32); MATSUSHITA('33) (以上Dihammuscervinusとして); 大倉他('65; '67)]
(35) ニセビ1:,ウ ドカ ミ キリ A. sejuncta (BAT)
一 ･E面公国 ,1  g, l6.  vI I i972,  東 浩司採集 一下止々 呂美, 1 e, 27. VI. l981, 山下 晶採集

[文献: 大倉他 ('65; '67)]
(36) ヤハズカ ミキリ Uraecha bimaculata THoMS.

- ?民面駅~ 面ノ滝,1 頭,3. X.1982, 竹本卓哉採集[大阪自博蔵]  - 面, ドライブウェイ, l 頭,
13. vII i985, 山下俊一採集 一下止々呂美, 6 3 , 27. VI. l981, 山下 品採集 一中止々呂美,
4 0 2 , 10. VII i982, 八木正道採集

[文献: 竹内 ('30); 戸澤 ('32); 大倉他 ('65; '67)]
(37) キポシカ ミキリ Psacothea hilaris (PASC)
一面 ,1  頭 ,26.  VI I i966,  望月寛人採集 一平尾 [ ・面2  丁目 ],  {1  e ,19・  IX・ l949 ; 7 ,
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16. VI. 1950}, 西川芳太郎採集 一 面 [箕面 6 丁目], 1 d, 28. VI. 1957, 西川芳太郎採集

[文献: 戸澤 ('32) (キポシカミキリおよびスズキカミキリとして); 大倉他 ('65; '67)]
(38) ホシベニカ ミキリ Eupromus rubor (DALMAN)
筆者等は標本未検. 戦前に当地で得られたとされているが, 現在も樓息しているかどうかは不明・

[文献: 戸澤 ('32); 小林 ('32); 大倉他 ('65; '67)]
(39) チャポヒケ'ナガカミキリ Xenicotela pardalina (BAT)
一高山道, 1 頭, 17. VI. 1956, 西川芳太郎採集 一下止々 呂美, 2 4 , 30. V. 1971, 松田 潔採

集 一中止々 呂美, 1 1 9, 10. VII i982, 八木正道採集

[文献: 大倉他 ('67); 八木 ('81); 仲田 ('82)]
(40) ク ワ カ ミ キ リ Apriona J'aponica THoMs.
一箕面~勝尾寺, 3 頭, 28. Vm. 1975, 有本久之採集 一中止々 呂美, 2 2 , 21. VI I i979, 八

木正適採集 一半町, 3 頭, 24. VI I i983, 和田洋介採集

[文献: 竹内('30) (A[plriona rugico11isクハカミキリとして); 戸澤('32) (A rugico11isとして); 大倉他
('65; '67); 西川 ('77)]

(41) シロスジカ ミキリ Batocera l ineolata CHEvR.
一 面ノ滝~勝尾寺, l 9, 13. Vm. 1962, 山下 品採集 一 ･_面駅 ,l  e ,30.  V.1963,  西川芳太郎

採集 一中止々 呂美, 2 , 20. VI. 1982, 八木正道採集

[文献: 竹内 ('30); 戸澤 ('32); 大倉他('65; '67); 西川 ('77)]
(42) オオシロカ ミキリ Oleneeamptus cretaceus BAT.
一面ノ淹,  { , 3. m. l982 (ヶヤキ枯枝), 14. VI. 1982 脱出, 北山 昭採集; 2 , XII. 1982

(枯幹), 7. VI. 1983 脱出, 田中 勇採集1
[文献: 白井 ('39); 束 ('65) (セジロカミキリとして); 大倉他 ('65; '67)]
(43) セミスジコ ブヒケ'カ ミキリ Rhodopina lewisii (BAT )
一平尾[ ・ﾊ] ,1  9 ,25.  VI .1916,  竹内吉 採集[大府大昆虫研蔵]   一清水谷, 1 e,23 .  Vm・197
和田洋介採集 一下止々 呂美, 1 9, 7. VI. 1970, 松田 潔採集 一中止々 呂美, 1 (5'1 9, 10. Vll・1982,
八木正道採集

大倉他 ('65 ; '67) の報告では, 面公園南東側が本種の採集地点として図示されている・

[文献: MATSUSHITA('33) (Rhodopis lewisi として); 関 ('35c); 大倉他 ('65; '67) (以上Rhodopis lewlsi
セミスジカミキリとして); 八木 ('81)]

(44) マルバネ コブヒケ'カ ミキリ Rhodopina integripennis (BAT)
一 面, 政ノ茶屋, 1 頭, 13. VII i986, 大垣 誠採集 一勝尾寺, 1 頭, 6. VI. 1980, 大垣 誠採集

箕面市初記録である.
(45) フ タ オビア ラヶ' カ ミキリ Rhopa1oscelis bifasciatus KRAATz
一下止々 呂美, 1 頭, 9. VII i978, 平野雅親採集

[文献: 仲田 ('82); 平野 ('86)]
(46) ヒ トオビア ラケ'カ ミ キ リ R. unifasciatus BLESS.
一平尾 [ ･_面 ] ,2  頭 ,30.  V.1940,  谷口和義採集 [大阪自博]   一高山道, 1 頭 ,29 .  I V.l955 , 西
芳太郎採集 一勝尾寺, {1 頭, l t. X. l981, 岩田隆太郎採集; 1 d, 3. VI. 1984, 山下俊一採集}  一中

止々呂美, 3 頭, 29. IV. l985, 和田洋介採集 一上止々 呂美, 梅ヶ谷, l 頭, 12. VII i954, 木船悌嗣採集

[岩田隆太郎蔵]
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[文献: 仲田 ('82)]
(47) カッコウカミキリ Mlcco lamia cleroides BAT.

戦前に当地で得られたとされるが, 筆者等は標本未検. かってヒシカミキリと混同されていたが, 下
に掲げた文献はこの両方の名を挙げているので, おそらく誤りはないものと思われる・
[文献: 小林 ('32); MATSUSHITA('33); 関 ('35c); 大倉他 ('65; '67)]
(48) ドイカ ミキリ MI,nec tat ina d i、'ar icata (BAT )
戦前に小国覚造氏により当地で得られたようであるが, 筆者等は標本未検. 府北部の山地の最近の
採集例があるので, 当地に今も分布していよう .
(49) コケ'チャサビカ ミキリ M. 'ner ldiana (MATS )
一桜, 1 e, 24. IX. 1975, 金谷康弘採集 [和田洋介蔵]
南方系の種であり, 偶産記録と考えてさしっかえなかろうが, 採集地点の近辺には, 沖組等へ赴き
材採集するヵミキリムシ愛好家や, 木材, 値物を取り扱う業者等はいっさい存在せず, その侵入経路
はまったくもって不明である.
(50) イポタサビカ ミ キリ Sophronica obrioi'dos (BAT)
一中止々 呂美, l 頭, 22. VI. 1985, 八木正道採集
策面市初記録である.

(51) ヒメ シラオビカ ミキリ Pogonocherus fasciculatushondOenSiS OHBAY・
一中止々 呂美, 1 d, 7. VI. l981, 八木正道採集

[文献: 八木('81); 穂積 ('82); 仲田('82)]
(52) ネジロカ ミキリ P. sem加iveus BAT.

一平尾[5f面],1 頭,25. X.1936, 谷口和義採集[大阪自博蔵]  一下止々 呂美,1 頭,9・ V・1982, 平
野雅観採集

[文献: 竹内 ('30); 関 ('35c); 大倉他 ('65; '67)]
(53) スジマダラモモブトカミキリ Acanthocinus griseus o「ientaliS OHBAY・

-1民面, 1 頭, 22. v I. 1969, 和田洋介採集 一平尾 [ 面 2 丁目], 1 , 3. IX, 1946, 西川芳太郎

採集 一小野原, l 頭, 18. VI. 1980, 熊飼, T. 採集 [木村 豊蔵]
_面市初記録である. 府下では山地に広く分布している・

(54) ガロアケシカ ミキリ Exocentrus ga11olsi MATS.
一平尾[ ﾊ] ,1  頭 ,l5.  VI Ii916,  竹内吉 採集[大府大昆虫研蔵]   一下止々 呂美 , 10頭,  IV・ l9

(クリ枯枝), l2 頃. v. 1977 脱出, 松田 潔採集 一中止々 呂美, 5 頭, 12. VI・1983, 和田洋介採集

一西之所,1 頭,11. VII i969, 仲田元売採集[大阪自博蔵]
当地からは戦前の小田覚造氏による採集例があるが, 事実上箕面市初記録である・

(55) アトモンマルケシカミキリ E. li neatus BAT.

_如意谷3 丁目, l 重ｸ ,14.  VI .1987,  岩田隆太郎採集 一下止々 呂美, l 頭, 27・ VI・1981, 山下 晶

採集一中止々呂美, {2 頭,7. VII i979, 八木正道採集;6 頭, l2. VI.1983, 和田洋介採集}  一西之
所, l 頭,11. VII i969, 中川眞次採集[大阪自博蔵1
[文献: 大倉他 ('65; '67); 仲田 ('82)]
(56) クモガタケシカミキリ E fasciolatus BAT.

_下止々 呂美, 2 頭, 21. VII i974, 東 浩司採集 一中止々 呂美, {l 頭, 5. VII i975, 八木正道採

集; 1 頭, 21. VI. 1987, 岩田隆太郎採集}
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[文献: 大倉他 ('65; '67)]
(57) シラオピコ'マフケシカ ミキリ E guttulatus BAT.
一勝尾寺, 1 頭, 24. VI. 1984, 山下俊一採集 一中止々 呂美, 1 頭, 10. VII i982, 八木正道採集

[文献: 大倉他 ('65; '67)]
(58) ケ シ カ ミキリ Sciades tonsus (BAT )
一下止々 呂美,9 頭, 5. VI. 1983, 和田洋介採集 一中止々 呂美, {20頭, 26. VI. l983, 和国洋介採集;

19 頭, 21. VI. l987, 岩田隆太郎採集}
府北部山地には多く , 特に当地の旧止々 呂美村地区のクリ畑には多産する.

I文献: 八木 ('81) ; 仲田 ('82)]
(59) ルリカ ミキリ Bacchis,a fortunelJ'aponlca (GAHAN)
一 '資面 6 丁日, 1 0 1 ?, 14. V. 1985, 西川芳太郎採集 一中止々 呂美, 1 頭, 29. V. l983, 八木正道

採集

[文献: 戸澤 ('32); 大倉他('65; '67)]
(60) ムネモンヤッポシカ ミキリ Saperda tetrastig'na BAT.
戦前に当地で得られたとされているが, 筆者等は標本未検. 大倉他('65; '67) の報告では本種の採集

地点として現在の豊能町高山の区域内を図示しており, あるいは1'E面市域内の採集例は存在しないの
かもしれない. しかし本種の異名に「ミノモムツポシカミキリ」 (次節3. 参照) というのがあり, にわ

かには本種を当地のリストからは外し難い.
[文献: 関 ('35c; '35d; '36c); 東 ('65) (以上CagosinlaJezoana ミノモムツポシカミキリとして); 大倉

他 ('65; '67)]
(61) シナ カ ミ キ リ Eutetrapha sedecimpunctata (MoTscH )
戦前に当地で得られたとされているが, 筆者等は標本未検. あるいは他の種, 例えば次種の誤認の

可能性がある. 府下では当地に産するとした文献記録以外には, いっさい採集例も記録もない.
[文献: 戸澤 ('32) (E. va[r iilco1,11s として); 大倉他 ('65; '67) (以上 E. variicorni's として)]
(62) ヤ ッ .,1 ヵ ミキリ E. oce10ta (BAT )
一平尾 [廟面 ] ,l  頭 ,10.  VI I i937,  関 公一採集 [大阪自博蔵]  一平尾 [普A面公国 ] ,1  9 ,1.  VII

1945, 後藤光男採集 [八木正、通蔵]  一勝尾寺, 1 頭, 11. VII i984, 山下俊一採集

[文献: 竹内 ('30); MATSUSHITA ('33); LEWIS('39); 戸沢 ('65); 大倉他 ('65; '67)]
(63) ハンノアオカ ミキリ E. chrysoch1oris (BAT)
筆者等は標本未検. 府下からは当地に関する下記文献以外には, いっさい記録も採集例もない.

[文献: 戸澤 ('32); 東 ('65); 大倉他 ('65; '67)]
(64) ニ セ シ ラ ホ シカ ミ キリ Pareutetrapha simulans (BAT )
一平尾 [ ﾊ] ,1  頭 ,18.  VI .1933,  関 公一採集 [大阪自博蔵] 一高山道~ _面公園, 1 i e. VI .

1973, 八木正道採集

[文献: 関 ('35b; '35c); 鈴木・ 流口 ('35) (以上 (ilenea daisenensisダイセンカミキリとして); 木村

('36); 東 ('65) (以上ダイセンカミキリとして); 大倉他 ('65; '67) (以上ダイセンカミキリ= ヒメキク

スイカミキリとして)]
(65) ハンノキカ ミキリ Cagosima sangulnolenta THoMs.

- f1:面公園, 1 頭, 15. VI. 1958, 港野尚武採集 [倉田道夫蔵]  一如意谷, 才ヶ原林道, 5 1 , 25.

111. 1987 (ヤシャブシ生幹), 16. V. 1987 脱出, 和田洋介採集 一外院 3 丁目, {2 4 , 12. V I .
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1984, 和田洋介採集; 1 i , 15. V.1985, 山下俊一採集}
[文献: 戸澤 ('32); 小林 ('32); 大倉他 ('65; '67)1
(66) ラ ミ ー カ ミ キ リ Paraglenea fortunei (SAUND)

- ?良面, 1 ? , 3. VII i965, 畑山武一郎採集 [岩田隆太郎蔵]  - 面, 清水谷, 1 ?, 23. VII i961, 西

川芳太郎採集 一下止々 呂美, 光ヶ谷, 1 d 2 , 8. VII i979, 西川芳太郎採集 一中止々呂美, 27
頭, l2. VI. l983, 和田洋介採集 一西之所, l 頭, 30. VI. l967, 仲田元売採集 [大阪自博蔵]  一石澄,
2 , 3. VII i983, 和田洋介採集

大倉他 ('65; '67) 及び戸沢 ('65) は 面ノ淹東側と天上谷を産地として挙げ, もしくは図示.
本種は移入種にして, 当地での定着は l950年代中頃と推察される.

[文献: 生谷 ('57); 戸沢 ('65); 大倉他 ('65; '67); 西川 ('66a; '66b; '77); 岸 ('67); 仲田 ('78; '82); 日

浦 ('79)]
(67) キモンカ ミ キリ Metlesia sulphurata (GEBLER)
一粟生間谷, 奥 (土場), 1 頭, 4. VII i976, 大垣 誠採集

[文献: 大倉他 ('65; '67)]
(68) シラホシカ ミキリ ( ilenea re11cta PASO.

一平尾 [ ､面 ] ,1  頭 , l9.  VI . l932,  関 公一採集 [大阪自博蔵]  一青貝山, 東の谷, 1 頭, 26. V. l968,
西川芳太郎採集 一勝尾寺, 1 頭, 21. VII i980, 大垣 誠採集 一下止々呂美, 光ヶ谷, l 頭, 26. VI.
1983, 和田洋介採集 一中止々呂美, 6 (?0 1 9, 19. V. 1985, 和田洋介採集

[文献: 戸澤('32); 小林 ('32); 大倉他 ('65; '67); 西川 ('77); 伸田 ('82)]
(69) シラホシキクスイカ ミキリ Eu'tlecocera gleneoides (GREss )
一粟生間谷 (北), 2 頭, 1980? (Rhus sp ? 描枝), 29. V. -7. VI l頃. 1980脱出, 大垣 誠採集

大阪府初記録である.
(70) セミスジニセリンコ'カ ミキリ E tri'yittata (BREUN )
一下止々 呂美, 1 頭, 15. 11. 1985 (クリ枯幹), 17. IV. 1985 脱出, 和田洋介採集

大阪府初記録である. 府下では他に2~3 の採集例が見られる.
(71) ク l:' ニ セリ ン ゴカ ミ キ リ E. unlc010' (KANO)
一勝尾寺, 1 頭, 22. V. 1985, 大垣 誠採集

府下からは既に報告したこの l 例のみである .
[文献: 岩田 ('85)l
(72) キクスイカ ミキリ Phytoecia rufiventr is GAUT. D. CoTT.
一平尾 [ ﾊ] ,1  頭 ,17.  V. l917,  竹内吉 採集[大府大昆虫研蔵]  fY_面 [5?面6  丁目 ] ,7  頭 ,29

IV.1956, 西川芳太郎採集 一青貝山, l 頭, 26. V. 1968, 西川芳太郎採集 一下止々呂美, 3 頭, 31. V.
1970, 八木正道採集

I文献: 竹内 ('30); 戸澤('32); MATSUSHITA('33); 大倉他('65; '67); 西川 ('77); 仲田 ('82)]
(73) ヨツキポシカミキリ Epiglenea co,rios BAT.
一平尾 [ ﾊ] ,1  頭 ,7.  VI . l933,  関 公一採集 [大阪自博蔵]  一高山道, 1 頭, 8. VII i973, 西川
芳太郎採集 一勝尾寺, 1 l 9, 24. VI. 1984, 山下俊一採集 一下止々 呂美, 光ヶ谷, 1 頭, 26. VI.
1960, 西川芳太郎採集 一上止々 呂美, 梅ヶ谷, 1 頭, l2. VII i954, 木船悌嗣採集 [岩田隆太郎蔵]
[文献: 小林 ('32); 林 ('55); 大倉他 ('65; '67); 西川 ('77)]
(74) へリグロリンコ'カミキリ Nupserha marginella (BAT)
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一平尾 [ ﾊ],  1  頭 ,26.  VI.  l917,  竹内吉 採集[大府大昆虫研蔵]   一箕面 , ドライブウェイ, 1 頭
13. VII i985, 山下俊一採集 一高山道, 1 頭, 27. VI. 1957, 西川芳太郎採集 一勝尾寺, 1 頭, 7. VII.
1985, 山下俊一採集 一下止々 呂美, 1 頭, 6. VII i969, 八木正道採集 一中止々呂美, 1 頭, 10. VII.
1982, 八木正道採集

[文献: 竹内 ('30); MATSUSHITA ('33); 大林 ('36); LEWIS('39) (以上 0berea marginenaとして); 大倉

他 ('65; '67); 西川 ('77); 伸田 ('82)]
(75) ヒ メ リン ゴカ ミキリ chorea hebescens BAT.

一箕面, 1 頭, 16. VI. 1976, 斎藤寿久採集 [箕面昆虫館蔵]  一 面 6 丁目, 1 頭, 11. VII i972, 西

川芳太郎採集 一下止々呂美, 1 頭, 20. VI. l982, 松田 潔採集

[文献: 小林 ('32); 大倉他 ('67)]
(76) リン ゴカ ミ キリ 0. Japonica (THUNB )
一箕面,1 頭, 10. VI. 1974, 斎藤寿久採集[箕面昆虫館蔵]  一 面 [ ､ .面2  丁目 ] ,1  頭 ,10.  VI .1960
西川芳太郎採集 一勝尾寺, 1 頭, 11. VII i984, 山下俊一採集 一西之所, l 頭, 20. VI. 1979, 塩崎明

生採集

[文献: 竹内('30); 戸澤('32); MATSUSHITA('33); 大林 ('36); 大倉他('65; '67); 西川('77); 仲田('82)]
(77) ソ ポ リ ン コ' カ ミキリ 0 . sobosana OHBAY.

一 ､面 ,1  頭 ,20.  VI .1984,  斎藤寿久採集 I ･_面昆虫館蔵]   面, 政ノ茶屋, 1 頭, 1. VI. 1977,
大垣 誠採集 一勝尾寺, l 頭, 20. V. 1987, 大垣 誠採集

大阪府からの初の確実な記録である. 西川 ('77) は本種を当地から報告したが, その報告のもととな

った標本 3 例のうち, 1 例はヒメリンゴ, l 例はニセリンゴカミキリであり, 残りの l 例 (高山適) は

現存せず正体不明,  したがってこれは疑問記録とするべきものである.  しかし本種は当地に隣接する
池田市の東山町に多産し,  さらに府下の他の地域でも若干得られており, 分布は低山地~丘陵地に及
ぶ.

(78) ニセリ ンゴカ ミキリ 0. mixta BAT.

一廟面 [A面2 丁目 ], 1 頭 ,14 .  V I .1959 , 西川芳太郎採 一下止々 呂美, 光ヶ谷, 1 頭, 26. VI.
l983, 和田洋介採集 一中止々 呂美, 1 頭, 21. VI. 1987, 岩田厚子採集 [岩田隆太郎蔵]
面市初記録である.

(79) ホソキリンコ'カ ミキリ 0. inclusa infranigrescens BREUN.
一平尾 [箕面], 1 頭, 11. Vm. 1931, 松下眞幸採集 [北大昆虫研蔵]  一 面3 丁目, 1 頭, 13. VI.

1971, 西川芳太郎採集 一高山道, 1 頭, 15. VI. 1958, 西川芳太郎採集 一東坊島I如意谷], 才ヶ原谷,
l 頭, 1. VI. 1969, 西川芳太郎採集 一下止々 呂美, 光ヶ谷, 1 頭, 26. VI. l960, 西川芳太郎採集 一西

之所, 1 頭, 9. VI. 1984, 平野雅親採集

[文献: 大林('36) (以上0. vittataホソキカミキリとして); 大倉他 ('65; '67); 西川 ('77) (以上0. 、'It-
fata ホソキリンコ'カ ミキリとして)]

3.  地名について

本稿でいう 「箕面市」の範囲及びその呼称について一言ふれておきたい. それは, ･一面の昆虫 (ヵミ
キリムシを含む) に関しては周知のごとく実に多数の文献があるが, それらを引用するについて, また

現存する古い標本のラベルに記されている地名について, それらの中で従来用いられている 「 ､面」
の範囲が明確でなく, 現在の 「箕面市」 のそれと矛盾するところがあるのではないかという懸念があ
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るからである.  もちろん筆者等もこの点について無配慮ではあり得ない. 本稿に使用した標本や文献

記録は可能な限り現在の箕面市内に限定したっもりではあるが, 一部間題のあるものもないではない.
以下その事情と 「箕面」 の行政的変遷についてふれておきたい.
当地の商業, 観光および採集の中心地である 「 楓ﾊ1~8  丁目」,  「大字 面」, 「大字.箕面公園」, 「温

泉町」はかっては大阪府豊島部平尾村大字平尾であった. 1889 年(明治22 年) 4 月の時点で現在の大
阪府 面市は次のような行政区画となっていた.
0豊島郡 面村 (全域) {平尾/西小路/牧落/桜/桜井/半町/親川/新稲l
0豊島郡萱野村 (全域) {如意谷/東坊島/西坊島/ 白島/石丸/稲/芝/西宿/今宮}
0豊島部止々 呂美村 (全域) {上止々 呂美/下止々 呂美}
0三島郡豊川村 (一部) t粟生 (粟生外院/粟生新家/粟生間谷)/小野原}
1896 年, 豊島郡が合併により豊能郡と改称. 1948 年1 月 ･、面村は町制を数き,  箕面町に変更.  同年

8 月董野村全域と止々 呂美村全域は 面町に吸収合併され, さらに1952 年, 大字平尾は大字集面と改

称, 大字牧落より百楽荘が誕生. 1956 年 12 月豊能郡箕面町が市制施行にて ･面市となり, ほぼ同時

に三島郡豊川村の粟生と小野原を編入して粟生を l粟生外院/粟生新家/粟生間谷} に分割. その後, 大

字桜と大字半町のそれそ、れ一部より大字桜ヶ丘が誕生.  さらにその後の住居表示改正の動きにより,
これらの大字より現在の箕面1~8 丁日, 温泉町, 船場束1~3 丁目, 船場西 1~3 丁目, 等が分離し,
その他の多くの地域がその宅地密集部のみにつき, 大字を廃して「丁目」 を付すようになった.
本稿および標本ラベルにはこの他多くの地名が登場するが, そのうち代表的なものについて, その
現大字または旧大字との対照を次にまとめておく .
0大字平尾 (箕面): 面公園, 滝安寺, 箕面淹, 政の茶屋, 天上谷, 高山道, 清水谷

0大字新稲: 六個山, 石澄ノ滝, 石澄川東岸

0大字如意谷: 才ヶ原谷, 才ヶ原池

0大字白島: 谷山谷

0大字上止々呂美: 上ノ所, 鉢伏山, 青貝山 (東部)
0大字下止々呂美: 中止々呂美, 西ノ所, 光ヶ谷

0大字粟生間谷: 勝尾寺, 最勝ヶ峰, 勝尾寺川, 奥

さて, 「 W面」の地名で るが , 例えば大倉他( '65 ; '67 ) による「箕面山の動物相調査」では , こ
「箕面山」の範囲を, 現在の 面市大字 面の大部分, 箕面市箕面公園, 面8 丁目, 温泉町はもとよ
り, 面市大字如意谷, 大字白島, 大字外院 (北部), 大字粟生間谷 (西部), 大字上止々 昌美 (南部), さ

らには驚くべきことに, 茨木市泉原 (西部), 豊能郡豊能町高山, 同木代 (南部) までをも含むものとし,
しかもこれには 面市大字 面六個山や同大字下止々 呂美は含まれていない.  したがってこの文献に

関する限り厳密にはW.面市の範囲外の記録も含み,  本稿に引用され得ないということになる.  しかし
そのうち箕面市外のものは僅少との判断のもとに, 本稿ではこれをあえて引用している.  もしこの範

囲が, その当時までの昆虫採集家のいわゆる「箕面」あるいは「 ﾊ山」の範囲を反映しているもので

あるならば, 他の多くの文献に見られる「箕面」も, その範囲を再検討せざるを得ないこととなる. し
かし今となってはそれは不可能である. 結局のところ 「 ･_面」  なる地名が徐々 に一般的なものとなっ
て来る過程で, 現在の認識とは異なった範囲に当てられていたことがあったことを示すものと考えら

れる.
なおかっては箕面の域外にあったが現在では「表面市」域の中にカバーされるものとして 「勝尾寺」
が, かっては 面村または 面町の域外にあったにもかかわらず上述の文献のように 「 ､面」  る
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は「 W面山」に含められ,  現在でも  「 p面市」域には入らないものとして重要なものに「高山v  ｪあ
さらに, 「止々 呂美」 と呼ばれる範囲の一部にも間題がなくはない. すなわち万集仮名の優雅な名のこ

の地は, 余野川西側の青貝山~長尾山を結ぶ線を他所 (豊能部旧吉川村, 池田市伏尾, 等) との境界と

しているが, 昔時はもっと広い山林も含めて 「止々 呂美」 とされていた可能性がある . 個々 の文献記録

や標本ラベルの記述につき,  このような間題を詳細に再調査することは現時点ではほとんど不可能に

近い.
次に 「 ､面」の読み方 .1187  年 の古文書には当地は「みのお・・ 」と記され , 他に「みのを・・ 」
歌う古歌もあると聞く. また1579 年頃の古文書では「 ､尾」 と記されているという.  思うに古来「み
のお」の発音が先で, W尾・  表尾などの字は後に てられたもののようである . しかるに昆虫 , 特に
ミキリムシの命名ではミノモトラカミキリ (関・ 末松, '35: キンケトラカミキリのこと), ミノモサビカ

ミキリ (関, '35c: コプスジサビカミキリのこと), ミノモムツポシカミキリ (関, '36c; 他: ムネモンヤ

ツポシカミキリのこと) という風に奇妙にも 「みのも」 としたものが見受けられる. これらは「W_面」
の文字を擬懐古的にかつ誤謬的に訓じた結果と考えられ,  そのこともあって現在ではこれらの和名は

廃されている. ここに改めて 「みのお」 が正しいことを強調しておきたい.
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A New Pidonla from the Tsushima Islands
(Coleoptera, Cerambycidae)

Shusei SAIT0

Japan Wi ldlife Research Center,
3 - 39 -12, Hongo, Bunkyo-ku, Tokyo, 113 Japan

and

Akiko SAIT 0

3 -30-2-715, Tokiwadaira, Matsudo City, Chiba, 270 Japan

Abstrac t A n e w species of Pido,fia closely related to P. signife1・a is described
from the Tsushima Islands, Japan, under t1、e name of P tstls/l ima,Ia.

From 1983 to t985, the authors made a field survey of the cerambycid fauna of
the Islands of Tsushima as a part of the faunal and floral investigations conducted by
the Nature Conservati on Division of the Prefectural Office of Nagasaki. A large
number of Pldo111a specimens were included in the collection thus made. Many of
them belong to the two species, P aeg,・era /、,l,00/、-,, and P. /,fi fi/of, which are common
and well known, but about sixty belong to P glbbic・cills and a closely similar species
hitherto regarded as P. sig川tel・a.

Pid、onla sig,ljfera (BATES) is abundant in the three southern main islands of Japan.
Though it was recorded from Ussuri and Korea, both HAYAsHl (1968) and K uBoKl
(1984) excluded them from the distributional range of the species. It is, therefore,
interesting from the zoogeographical viewpoint that t he species w a s recorded by
HAYAsHl (1968) from the Islands of Tsushima lying between Korea and West Japan.
After that, however, it had been confused with P gibbico/1is, until it was recognized
again by IMAsAKA (1985), who pointed out that the Tsushima population was some-
what di fferen t from the mai nland o n e s . This was confirmed by the present authors
in the following year (S. & A. SAITo, 1986), who came to the conclusion that the
Tsushima population belongs t o a species closely simi lar to bu t different from P.
sig,1jnera.

In the present paper, the species in question will be described under the name of
Pidonia tsus/l inla,Ia.

Before going further, the authors wish to express their hearty thanks to Dr. Shun-
lobi UENo of the National Science Museum (Nat. Hist ), Tokyo, for his kind reading
and criticizing the original manuscript of this paper, to the authorities of the Nature
Conservation Division, Nagasaki Prefecture, for inviting the authors to the faunal
investigation of the Islands of Tsushima, and to Messrs. Hiroshi MAKIHARA, Toshio

」
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SENOH and Ka‘_uyuki KAwADA for offering valuable specimens for the present study

Pidonia (Pidonia) tsus/limana S et A. SAITo, sp n o v

[Japanese name: Tsushima-hime-hana-kamikiri]

(Figs. 1-2, 4,8-9, 13-15, 17)

Length: male 6.8-10.3 mm, female 7.5-10.9 mm (from mandibular tip to elytra1
apices). Breadth: male 17-2.5mm, female 2.0-3.0mm (across humeral angles of
elytra).

Male. Head entirely black, with mouth-parts testaceous except for apical part
o f each mandible. Antennae almost testaceous, 1st and 2nd, sometimes also 3rd
and4th, segments completely testaceous, 3rd-10th segments with dark brown apices,
last segment brown with dark brown middle part. Prothorax entirely black, scutellum
reddish dark brown to black. Meso- and metathoraces black, sometimes with dark
brown mesepimeron and rarely posterior part of metathorax. Legs almost testaceous,
with apical parts of 1st and2nd as well as all ot 3rd and4th tarsal segments and claws
dark brown. Elytra almost testaceous, with basal margins and apical parts of elytra
black, and three black stripes not reaching apices; middle stripe on suture somewhat
widened behind scutellum and narrowed in about apical sixth to seventh of elytra,
rarely reaching apices; each lateral stripe starting from behind humeral angle and
reaching about apical sixth. A bdomen entirely black, ei ther posterior margin o r

whole o f each sternite rarely dark reddish brown excepting black anterior lateral
parts.

Head subrectangular, broader across eyes than length (1.5:1 in large individuals,
1.7:1 in small ones); surface densely covered with coarse punctures and short tes-
taceous pubescence, bearing a longitudinal furrow extending from frons t o vertex

along median line; eyes prominent laterally. A ntennae slender, barely reaching
elytral apex at the middle to apex of 10th segment;3rd-10th segments widest at apical
parts. Pronotum a little longer than width at middle (1.2:1) (wider in small indivi-
duals than in large ones), apparently swollen laterad and constricted both anteriorly
and posteriorly, though the base is much wider than apex; disc convex; surface covered
with denser and finer punctures than on head, and similarly pubescent to the latter,
the pubescence being directed towards the posterior part of disc. Elytra 2.60-2.75
times as long as width across humeral angles, with the disc somewhat depressed on
basal three-fourths; surface covered with sparser and larger punctures than on pro-
notum and with short testaceous pubescence; apex of each elytron narrowly rounded.

Male genitalia nearly membraneous ne a r base, though gradually sclero tized
towards apex. Median lobe regularly and rather strongly arcuate, especially in apical
half; viewed dorsally, apical portion rather rapidly narrowed towards conspicuously
projected apex. Lateral lobes relatively long, widest at apical fourth and shallowly
bilobed at apex in dorsal view, each lobe being very broad and short, with the apex
somewhat obliquely truncated and bearing very long terminal hairs.
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Figs. 1 -2. Pido,fia tsushi,Ila,Ia sp nov. - 1 , Male; 2, female
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F igs. 3-5. Antennae of female. - 3,
P gibbico11is (BLEssIG); 4, P tsushi -
mana sp nov ; 5, P. signife,・a (BATES)
(scale, 0.5 mm).
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Figs. 6-11.   Length of a n tenn a in proportion to

elytra1  length. - 6,  P.  gibbico11is,  male;  7,
same, female; 8, P tsus/limana, male; 9, same,
female; 10, P. slgniftera, male; 11, same, female.
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Table 1 . Diagnoses of Pidon1'a gibbico11is (BLEssIG), P tsus;limana
sp n o v and P. signifiera (BATES).

Species name
Cha「aCte「S gjbbjco11js tsushjma,Ia sp n o v . slgn1lflera

(Tsushima Is ) (Tsushima Is ) (Kyushu)

Apex of maxillary palpus  black
A ntenna

M A L E

5th: 6th
FE M A LE

breadth: length
of 8th -10th
segments

Scutel lum

Elytra (breadth: length)
M A LE

FE M A L E

reaching elytral apex
at 10th segment
(Fig 6)

1 : 0.78- 0. 81
not reaching elytra1

apex

(Fig 7)
widest at middle

8th = 1 : 4. 2
9t h = 1 : 4 . 1

10th = 1 : 3.8
(Fig 3)

blac k

middle breadth <33 %
of elytra11ength

middle breadth <43%
of eIytra11ength

teslaceo us testace ous

barely reaching elytra1
apex at 10th segment
(Fig 8)

1 : 0.69-0.78
not reaching elytral

apex
(Fig 9)

widest at apex
8th = 1 : 3.5
9th = 1 : 3.4

10th = 1 : 2.9
(Fig 4)

black to dark reddish
brown

middle breadth <33 %
of elytral length

middle breadth <43%
of elytra1 length

barely reaching elytra1
apex at 9th segment
(Fig. 10)

1 : 0.74-0. 76
reaching elytra1 apex

at last segment
(Fig. 11)

widest at apex
8th = 1 : 4. 6
9th = 1: 4. 4

10th = 1 : 4. 0
(Fig 5)

black

middle breadth <34%
of elytra11ength

middle breadth <38 %
of elytral length

Female. Evidently different from male in darker colour and shorter antennae.
Head broader across eyes than length (1.4: 1). Antennae evidently not 「eaChin9
elytra1 apex; 1st segment dark reddish brown, 2nd and3rd dark reddish brown to
black,other segments completely black;10th and last segments widest at each middle.
pronotum a little longer than width at middle(1.2:1) in small individuals, aston9 as
width at middle in large ones. Elytra2.4-2.7 times as long as width between hume「al
angles; black cjrcumference, central stripe and lateral stripes frequently jOinin9 at

apjca1 fourth to fi fth. Abdomen bicoloured, almost black with testaceous POSte「iO「
margin of lst-4th sternites in the darkest individuals, almost testaceous except fo「
small black anterior lateral portions in the lightest individuals. Legs biCo1ou「ed;
middle and hind femora testaceous excepting apical one-third to two-thi「dS black,
sometimes middle femora completely testaceous; hind t ibiae testaceous to black;
tarsi either of the same colour as those in male or black.

spermatheca lightly sclerotized, swollen and curved, widest at middle, With
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Fi9s. 12-16.   Male genitalia of Pidonta spp. - 12, P gibbico11is, lateral lobes in dorsal view
(scale: 0.25 mm); 13, P tsus/lima,Ia sp nov., median lobe in lateral view;14, same, apex of
median lobe in dorsal view;15, same, lateral lobes in dorsal view (scale: 0.25 mm);16, p.
slgnifie,・a (from Kyushu), lateral lobes in dorsal view.

Figs. 17-18. Spermatheca of Pido,fia spp. - l 7, P ts llshi,nana sp nov. ; 18, P. sgnifjg川fora
(from Kyushu) (scale, 0.25 mm).
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spermathecal gland constricted at base; the part continuing to spermathecal duct
with some t ransverse creases.

Type series. Holotype: , Mt. 0hboshi, Mine-machi, Tsushima Is., Nagasaki
Pref., 20-23 May 1984, S. SAITo leg. Allotype: , same data as the holotype. P a「a-

types: 11 , 7 , same data as the holotype, S. SAITo leg ; l , 1 , same data as
the holotype, A. SAITo leg. ; 4 , 7 , same data as the holotype, T. SENOHle9. ;22 ,

4 , same locality as the holotype, 6-8 May 1978, H. MAKIHARA leg ; 1 , 1 , Sam e

locality as the holotype, 7 May 1979, K. KAwADA leg ; l , Mt. Ariake, IZuha「a-
machi, Tsushima Is.,25 May 1977, T. SENoH leg ; 1 , Ahnagizaka, Izuhara-machi,
23-24 May 1984, S. SAITo leg ; 1 , Mt. Gongen, Izuhara-machi, 24-25 May 1984,
S. SAIT01eg.

The bolo- and allotypes are preserved in the collection of the National Science
Museum(Nat. Hist ), Tokyo; the paratypes are distributed to the above collection
and to the collections of the authors themselves and of other collectors.

Notes. Most o f the specimens examined we r e col lected o n t he fiowe「S of
Anthrescus sylvest,・is (L) HoFFM. subsp aemu la (WoRoN ) KITAM and Vibu「num

erosum THuNBERG, except for a few specimens which were found onDeutzia scab「a
THUNBERG.

At first sight, above all in the elytral markings, this new species resembles P.
gibbico11is from Tsushima and p. signifie,a from various localities in Kyushu, Shikoku
and Honshu. It can be distinguished from them by the features shown in Table t
and Figs 2- l8.

摘 要

斉藤秀生・ 斉藤明子:  新種ツシマヒメハナカミキリの記破. - 筆者らは, 1983 年から1985 年ま
での3 か年にかけて, 長崎県自然保,1 i課が実施した対 .馬動植物調査に参加し 虫類とくに力ミキリ

ムシ科についての調査および解析を行う機会をえた. その中で, これまで本州,  四国, 九州に広く分
布するナガバヒメハナカミキリとして扱われていた対馬の個体 を解析検討した.
ナガバヒメハナカミキリ Pidonia signifera (BATES) は,  ウスリーや朝鮮半島からも記録されてい
るが, HAYAsHl (1968), 木(l984) などではこれらの分布を除いている.   したがって,  現状では本
種は日本特産極となっている.
このような背景の中で,  朝鮮半島と九州の間に位置する対馬に本種の分布することは,  HAYASHI

(前述) によって指摘され, 生物地理学的にも重要視されたものの, その後,  ミスジヒメハナカミキリ
P gibbicoltis (BLEssIG) と長く混同されていた経総があり, とくに検討されることがなかった. 近年
になって, 今坂(1985) は,  ミスジヒメハナカミキリと明らかに異なる種が対馬に生息することを報告
し, それをナガバヒメハナカミキリに同定した.  しかしその文中で,  本州の個体群と対馬の個体群と
の間には相速があることを述べている.  また,  斉藤・ 斉藤(1986) は今坂を支持した上で, 対馬産の
ミスジヒメハナカミキリとナガバヒメハナカミキリの明白な区別点をまとめた.
最近, 対馬の本個体許_をさらに検討した結果. 本州, 四国,  九州に分布するナガバヒメハナカミキ
リとは異なる別の種であることが明らかになったのでここに新種として命名した.
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Taxonomic Notes on Niveliia e-)ctensa (GEBLER)
(Coleoptera, Cerambycidae, Lepturinae)

Toru SHIMOMURA

1-17, 0hi 3-chome, Shinagawa-ku, Tokyo, 140 Japan

and

Ryoj i TOYOSHIMA
4-11, Shimoiida-cho, Kita-ku, Nagoya City, 462 Japan

Abstrac t Two new subspecies of Mve11ia e..?-to,Isa are described from Japan under
the names of N e yu aH,ai and N, e. lanbl・atilis, together with synonymy of the nomine-
typical subspecies. T he former occurs in cen tral Honshu and the lat ter in central
Hokkaido.

M'、,cilia exte,Isa (GEBLER, 1841) was described on the material from Altai ; how-
ever, it is presently known from Siberia, Korea, Sakhalin, N. Europe and Japan. I n
Japan, it occurs on high moun tai ns o f cent ral H onshu and the mountain region of
cent ral Hok kai do. KUsAMA and TAKAKuwA (1984) suggested that there are dif-
ferences in the condition of pronota1 pubescence and the length of male antennae
between the populations of Honshu and Hokkaido. We have had opportunities to
examine the specimens of N extensa from Siberia, through the courtesy of Drs. A. L.
LoBANov and M. L . DANILEvsKY. As the result of the comparison of specimens
from Honshu, Hokkaido and Siberia, we came to the conclusion that each popula-
tion should be regarded as distinctive subspecies. They are described in this paper.

Nivellia exte'Isa extensa (GEBLER)
(Figs. 1, 2, 6, 11,12, l7, 18, 23 & 26)

Leptta'a e.、cto'Isa GEBLER, 1841, Bull. Soc. Natur. Moscou, 14: 613-614.
Leptura (A'top/ode1'a) e.1、te'Isa: BLEsslG et SoLsKY, 1873, Horae Soc. ent ross., 9 : 258.
Mve//l'a sa'!gut'lesa var. e.xte'tsa: MULsANT, 1863, Coleopt. Fr. Long ed 2, p 565.
M'ye11ia sanguinosa var. e:?'tetlsa: KRAATz, 1879, Dtsch ent. Z., 23(1):87.
Mve11ia sangu1''lesa ab e_ to'Isa: AURlvlLLIUs, 1912, Co]eopt. Cat., 39 : 202.
M、'e//Ia sangu1't1osa ab e.、' to,Isa: BoPpE, 1921, Gen. Ins., 178 : 85-86.
Mve1/la sa'lgta''lesa ab e,,fte'Isa: MATSUSHITA, 1933, J. Fac. Agr. Hokkaido imp. Univ., 34(2): 196
Ni、'cil ia sangult1osa ab e.xte'Isa: PLAvILsTsHIKov, 1936, Fn. URSS,21 : 316-317, 551 .
Mve/1ia sa'lgut''lesa e.、-to'Isa: TAMANUKl, 1942, Fauna Nipp. Ceramb., 2 : 62.
Nive11la exte'Isa: KRoGERUs, 1936, Notu1 ent., 16 : 21-23, figs. 1, 3 & 4.
Mve/1ia ex'to'Isa: MIToNo, 1940, Cat. Coleopt. Japan., 94: 40.
Nive//Ia ex to'Isa: CHEREPANov, 1979, Ceramb. of North Asia, 1 : 258-262, figs. 152-154.
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MVe/1ia eXtetlSa: LOBANOV, DANILEvsKY et MURzIN, 1981 , Rev. Ent. URSS, 60(4) : 798
Nive1lia exte'Isa: LEE, 1979, Korean J. Ent., 9(2): 41 .
Nive11ia ex'tensa: LEE, l981, Korean J. Ent., 11(1): 46.
Nive11ia extensa: LEE, 1982, Ins. Koreana, 1 : 18, pl 3, 38 a, b.
Mvell ia e_◆?tensa: LEE,1982, Korean J. Ent., 12(1): 107.
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Type locality. ''In montibus altaicis ' (GEBLER, p 614). MIToN0 (1940), KUsA-
MA(1972), HAYASHI (1960, 1980), LEE(1979, 1982) and KUsAMA& TAKAKUwA(1984)
considered i t to be Nerchinsk, E. Siberia.

Distributton. Siberia, Sakhalin, Korea, N. Europe.
Specinlens exa'nl'nod. 2 , USSR, Buriytia (East Baikal region), Tankhoj, 13_

VII -1983, T. GALAsIEvA lgt ; 1 , USSR, Far East, Sikhote-AIin, 29-VI_1980, v.
KUZNETSOV lgt.

Body length: , 115-12.0mm; , 13.0mm (measured from tips of mandjbles
to elytra1 apices); width: , 2.5-2.75 mm; , 2.75 mm (measured between humeral
angles of elytra).

The nominotypical subspecies is distinguished from the other subspecjes of
M、'cilia e)cte11sa described in this paper by the following characters: 1) apical margjn
of 8th abdominal tergite of male truncate, or barely emarginate and not depressed
medially (Figs. 17 &18); 2) lateral lobes of male genitalia shorter (Fig 23); 3) male
antennae comparatively short, barely reaching elytra1 apices; 4) ocuIomalar space
n a r r o w e r .

2
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5 10
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Fi9S. 1-10. Hind femur of Nive11ia e.、'to'Isa ssp. - 1, 2 & 6, N e extetlsa (GEBLER); 3, 4,
7 & 8, N e. tatlbrati lisssp nov. ; 5,9 &10, N e yuza、、,aissp nov. 1-5 : Male, 6_10: female.
Scale: 1.0 mm.
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Notes. We have examined a defective male specimen from “Kamishisuka”,
Sakhalin, in the H. KoNo collection which is preserved in the National Science Museum
(Nat. Hist ), Tokyo. This specimen differs from N e e.x・to,Isa from Siberia, and it is
probable that the population of Sakhalin should be distinguished from others as a
distinct subspecies after the examination of specimens from Korea and N. Europe.
Judging from the figures of male genitalia by KRoGERus ( l936), N ex te,Isa from
Finland may also be separated from the other subspecies of N ex te11sa.

Ni;,cilia e;,ntensa .yu?;a,,,al subsp n o v.

(Figs 5, 9, 10, 13, l4, 19, 20, 24 &27)
This n e w subspecies is distinguished from N e e x t e,I sa and N e. umb,・at11i.s

subsp n o v by the following characters: 1) frons with a distinct median sulcus which
reaches clypeofronta1 suture; 2) prothorax with silky whitish pubescence which is
longer and denser; 3) elytra1 pubescence longer and softer near base; 4) di peren
shape of apical median lobe of male genitalia (Fig 27); 5) apical margin of 8th ab-
dominal tergite of male strongly emarginate and distinctly depressed medially (Figs.
19 & 20).

Body length: ie 8-12.5 mm; , 13.5-15.5 mm (measured from tips of man-
dibles to elytral apices); width: (j', 2.8-3.4mm; , 3.2-3.9 mm (measured between
humeral angles of elytra).

Head densely and coarsely punctured o n vertex, though punctures of frons are
somewhat finer and sparser than those of vertex, except for a glabrous subtriangular
area;ocu1omalar space slightly broader than in e e、ctensa; frons with a distinct median
sulcus which reaches occiput, the sulcus reaching clypeofrontal suture; antennal tu-

,
Figs. l l -16. Scutellum of Mve1/t'a e.、'to'1sassp. - 11 & l 2, N e e、l'to'Isa (GEBLER) , I3 & l 4、

N e yuzawal ssp nov ; 15 & 16, N e. lmbl atilis ssp n o v. Scale: 0.25 mm.
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bercles 1ower at inner ridges than those of e. ianbl・at111s, but higher than those of e
extensa; antennae distinctly surpassing elytra1 apices in male, 1st to basal half of 5th
segments with pale yellowish pubescence.

Prothorax distinctly constricted both behind anterior margin and before posterior
margin, with an impression at postmedian portion; posterior width distinctly larger
than width across lateral tubercles; each lateral side with an obtuse tubercle which is
more distinctly rounded at upper middle, surface reticulately punctured, with silky
whitish long pubescence. Scutellum of usually broader subtriangle in shape (Figs. 13
& 14)

Elytra rather convex above in rear view, nearly parallel-sided, gradually narrowed
towards apices which are obtuse and obliquely truncate; surface finely and sparsely
punctured, with pale yellowish pubescence, the pubescence distinctly longer and
softer at about basal fourth.

Hind femur weakly swollen near apex(Figs 5, 9 & 10).
Eighth abdominal tergite of male strongly emarginate on apical margin and

distinctly depressed medially (Figs. 19 & 20). In male genitalia, lateral lobes robust
though slightly longer (Fig 24), median lobe gradually narrowed towards apex, but
slightly angulate at each side just before apex and weakly pointed medially (Fig 27).

T、pe set・1es. Holotype: (j', Mt. 0ntakesan, nr. Hakkaizan, 2,000m in alt., Kiso-
gun, Nagano Pref., Japan, 21-25. VII i985, T. SHIMoMuRA lgt. (to be deposited in
the National Science Museum (Nat. Hist ), Tokyo). Paratypes: l (j', same data as

l 7

18

l9 21

l
l

22

Figs.  17-22. Eighth abdominal tergite of male of Mye/1ia ex-to,Isa ssp. - 17 & 18, N e
e.、-to,l、sa (GEBLER)、 l9 & 20, N e yu - a、 ,al ssp nov. , 21 & 22, N e. tm!b,'aft'/l's ssp n o v

Scale: 0.5 mm.
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the holotype; same locality as the holotype: 1 , 26-VII-1984, K. HosoKAwA lgt ;
1 , 2-Vm - l979, S. YuzAwA lgt ; 3 , 24-VII-1986, N. YuzAwA lgt ; 3 ,

21-VII-1986, R. ToYosHIMA lgt ; 2 , 27-VII-1986, R. TOYOSHIMA lgt ; 3 , l ,

28-VI I-1986,  R.  ToYosHIMA lgt ; 1 , Mt.  Tsubakurodake, Minamiazumi-gun,
Hotaka-machi, Nagano Pref., 25-VII- l977, T. MAEJIMA lgt. (coll. T. SHIMOMURA,
R. TOYoSHIMA, K. HOsoKAWA & N. YUZAWA).

Dist,・1butio11. Honshu (Japan).
Notes. This subspecies is rather rare i n col lecti ons. I t is known from the

Akaishi Mountain Range and the Hida Mountain Range of central Honshu in coni-
ferous forests of about 2,000m and upward in altitude. The type series from Mt.
Ontakesan was collected on the flowers of A,・uncus .sl?1、,estel・? growing in sunny places.

Nivellia e:,tte'tsa lunbratilis subsp n o v

(Figs 3, 4, 7, 8, 15, 16, 21 , 22, 25 & 28)

This new subspecies is more closely related to N e ex:tensa from Siberia than to
N e yuza、l,al in having the following characters: apical median lobe of male genitalia
is similar in shape (Fig 28); frons with a median sulcus which does not reach clypeo-
frontal suture; 1st to basal half of 5th antennal segments with brownish pubescence;
prothorax with short silky whitish pubescence; elytra less convex above, nearly flat
in rear view, with short pubescence uniformly. I t di ffers from N e e・xte/1sa in the
following respects:  1) apical margin of 8th abdominal tergite of male distinctly
emarginate and shallowly depressed medially (Figs 21 & 22); 2) lateral lobes of male
genitalia longer and thinner (Fig 25); 3) hind femur more distinctly swollen near apex
(Figs 3, 4, 7 & 8); 4) antennal tubercles strongly raised at inner ridges.

Body length: , 11 5-13.0 mm; , 12.5-l5.5 mm (measured from tips of man-
di bles to elytra1 apices); width: , 2.7-3.0 mm; , 2.8-3.7 mm (measured bet ween
humeral angles of elytra).

Head densely and coarsely punctured from frons to vertex, except for a glabrous
subtriangular area o n frons; ocu1omalar space slightly narrower than that of e
yuza、、a1; frons with a median sulcus continued to occiput but faded in glabrous sub-
triangular area; antennal tubercles strongly raised at inner ridges; antennae distinctly
surpassing elytral apices, 1st to basal half of 5th segments with brownish pubescence.

Prothorax distinctly constricted both behind anterior margin and before posterior
margin, with an impression at postmedian portion; each lateral side with a blunt tubercle
which is somewhat angulate in dorsal view; posterior width equal to wid th across
lateral tubercles, or barely larger than the latter; surface reticulately punctured, with
silky whitish short pubescence. Scutel lum o f m uch n a r r o w e r subtriangle in shape
(Figs. 15 & 16).

Elytra usually less convex above than those of e yuza、、,a1 subsp nov., rather flat
in rear view; apices obliquely truncate; surface finely and sparsely punctured, with
pale yellowish short pubescence uniformly.
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Figs. 23-28. Male genitalia of Nivellia extensa ssp. - 23-25 : Left lateral lobe; 26-28 : apex
of median lobe. 23 & 26, N e extensa (GEBLER); 24 & 27, N e yuzaH,alssp nov. ; 25 & 28,
N e. latlb,・atilis ssp n o v . Sca le: 0.25 mm.

Hind femur distinctly swollen near apex (Figs 3, 4, 7 & 8).
Eighth abdominal tergite of male distinctly emarginate on apical margin and

shallowly depressed medially, but emargination of apical margin shallower than that
of e yuza、、,ai subsp nov. (Figs 21 & 22).

In male genitalia, lateral lobes slightly longer and thinner than those of the other
subspecies of N exte,Isa (Fig 25), median lobe gradually narrowed towards apex
(Fig 28).

Typeset・Ie.s・. Holotype: , Tokachimitsumata, Tokachi-shicho, Hokkaido, Japan,
28-VII-1983, K. HosoKAwA lgt. (to be deposited in the collection of the National
Science Museum (Nat. Hist ), Tokyo).   Paratypes: same locali ty as the holotype;
1 , 2 , 28-VI I-1983, K. HosoKAwA lgt ; 1 , 29-VII - l983, K. HosoKAwA lgt ;
2 , 3 , 22, 23-VI I-1985, A. YAMAsHITA lgt ; 1 , 29-VI I-1981, K. YosHIKAwA
lgt ; 1 , 25-VI I-1981, T. KINosHITA lgt ; l , 1 , 28-VII-1983, K. KuME lgt.
(coll. T. SHIMOMURA, R. TOYOSHIMA, K. HOSOKAWA, A. YAMASHITA, N. YUZAWA &
K. KUME).

Distribut ion.   Hokkaido (Japan).
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Notes. This subspecies is known from the Ishikari Mountain Region of central
Hokkaido. All of the type series were collected on the ewers of Aruncus sylveste「
etc. growing on the banks of rivulets in the mountains near Tokachimitsumata, about
1,000 m in altit ude. The type series was mostly collected on the flowers growin9
in unlighted places under trees.
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摘 要

下付 徹 ・ ' ll「流司:  スミイロハナカミキリの知見. - シベリア産,  本州産,  北海道産のスミイ
ロハナカミキリ Niye11ia extensaを比較険,1'、tした結果, それぞれの個体?flに形態的特徴が認められた
ので本州産と北海道産の-本極を新 dE極として記載した

N e yuzawai ssp nov. (本州産) は, 前頭にある中央のfifiが頭盾前頭縫合線に属く, 前111??の柔毛が
長く密に生ずる, ?t交尾器の険基先端部の形, 雄の第8 順節背板の先端の形状などによってe・ ex:tenSa
と e . umbratitis ssp nov. から区別できる.

IN. e. umbratilis ssp nov. (北海道産) は, 基 極 (シベリア産) に類似するが, 明 にふくれる後
腿節, 細長い三角形の小盾板,  より強く隆起する触角の着部, 雄交尾器の側片葉状部の形,  雄の第8
1111節背板の先端の形状などによって区別できる.
なお, 本種はi準太, 朝鮮半島, 北欧州 (フィンランド) から記録があるが,  i華太産の本種も亜種と
して区別される可能性がある.
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Cyrtoclytus formosanus and its Allied Species
(Coleoptera, Cerambycinae)

Tatsuya NIISAT0

Bioindicator Co., Ltd. 18-26-201 , Takadanobaba 1-_home,
Shinjuku-ku, Tokyo,160 Japan

A bst r ac t The cerambycid beetles of the genus Cy,・toclytus from Taiwan a re

classified into two species, one of which is a new form to be described herein under
the name of C k t‘sa,nai. Though resembl ing in the coloration and pubescent macula-
tion, the new species is evidently different t'rom its congener, C tol''11osa'!us GREsslTT.

In recent years, our knowledge about the cerambycid fauna of Taiwan has be-
come enriched as the result of various collecting trips mainly by the Japanese en-
tomologists. Since GREsslTT's monograph of Chinese cerambycids was published in
1951, a large number of species have been added to the fauna of Taiwan. As regards
the clytine cerambycids including the Anaglyptini, more than seventy forms have so
far been known from the island. It is expected, however, that the number of the
clytine species will exceed one hundred. In the course of my recent study, I have
found an unexpected new form belonging to the genus C)'rtoclJ'fils.

Cyrtoc1)・tus fol・,nosa,1us GREsslTT (1933, p. 167) is an elegant species originally
described from N umano-hira on Mt. A -l l Shan in cen tral Tai wan. This clytine has
widely been known to Japanese collectors as rather a common species found on the
lower mountains of Taiwan, since it was introduced and il l ustrated in a guide for
collecting Taiwanese beetles by TAKEDA et a1. (1976). O n the other hand, our recent
investigations brought forth another form of Cyrtoclyttls from higher places above
2,000 m in altit ude. Though evidently differing in body configuration, coloration
and pubescent maculation of the two species are closely similar to each other. Thus,
the true identity of C. f(o,mosanus has become uncertain.

Through the courtesy of Dr. David H. KAvANAuGH of the California Academy
of Sciences, I was able to re-examine GREsslTT's type of C formosanus, and carefully
compared i t with the two Cyl toclytus species at my hand. It t urned out that the
species from higher places was actually C f(crt;1osantls, and that the other one, cur-
rently called C. ftormosanus, was undescribed.

In the present paper, I am going to report the result of my re-examination of the
Taiwanese Cyrtoclytus, of which a new form wil l be described under t he name o f
Cyrtoclytus kusa,nai. The abbreviations used herein are already explained in the
previous papers of mine (e.g., NllsATo, 1987, p 297), except for the following de-
pository o f specimens:  CAS- Cali fornia Academy o f Sciences,  San Francisco;
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NSM T - Nationa1 Science M useum (Nat. Hist ), Tokyo; HA - H. AKIYAMA of
Yokohama; TN - T. NllsATo of Tokyo; YI - Y. IzuMo of Kurashiki.

Before going further, I wish to express my cordial thanks to Dr. Shun-Ichi UENo
of the National Science Museum (Nat. Hist ), Tokyo, for his constant guidance and
reading the manuscript of this paper, to Dr. Yoshihiko KUROSAWA of the same museum
and professor Keiichi KusAMA of Shizuoka University, Associate Professor Yasuaki
WATANABE of the Laboratory of Entomology, Tokyo University of Ag「iCultu「e, fo「
their constant guidance. Deep thanks are also due to Drs. Norman D. PENNY and
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Cyrtoclytns formosanus GREssITT, 1933
(Figs. 1-2, 5-7)

cy,・toe・lytus fo,,nosanus GREssrrT, 1933, Pan-Pac. Ent.,9, p. 167; type locality: Numanohira on Mt.
A rishan in centra l Taiwan. - MIToNo, 1941, Bull. School Agr. For. Taihoku imp. Univ., 2, P.
10g. - GREsslTT, 1951, Longicornia, 2, p 259. - CHANG, 1976, Trans ent. SOC. TaiChun9,
11(l ), p 6, fig. 14; HuA, 1982, Check List Long. China, p 35.

Medjum-sized species with rather small fore body. Colour black and reddish
brown, dull; head, thoraces and scutellum black, though reddish brown on mouth-
parts except for infuscate mandibular tips; elytra largely dark yellowish brown, each
decorated with three black bands, of which the basal one extends to basal two-ninths
along external margin and then usually bent inwards to middle of disc, an arcuate
1jnear one near basal two-ninths not reaching the margins, and a broad median band
at a level between basal two-eighths and apical third strongly oblique anteriorly and
somewhat vague posteriorly; abdomen chocolate brown; antennae and legs reddish
brown, though the former are brownish on distal segments, and slightly yellowish on
t jbjae and tarsi. Body largely clothed with yellowish brown pubescence and Ion9
weak hajrs; head moderately with weak hairs, and with dense yellow pubescence on
frons except for the median line and the posterior part of occiput, and also thinly
wjth sjmilar pubescence near vertex; antennae rather densely with yellowish brown
pubescence on segments1-5, and with dark brown one on the remainders; pronotum
densely with yellowish brown (pale yellow in a female specimen examined) sub-
recumbent pubescence and yellowish brown long weak hairs the former of which is
waved towards the most vertical point of disc, and also with dense yellow pubescence
o n sjdes of base; scutellum densely with pale yellow pubescence. Elytra rathe「

sparsely clothed with long weak yellowish brown hairs, and decorated with the fol-
lowing pubescence: dense yellowish brown one near basal two-ninths and a part at a
level between apical five-eighths and apical ninth, blackish brown ones on the median
black band and usually on the basal black band, pale yellow ones on the oblique part
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Figs. 1-4. Cyrtoclytus spp. - 1 , C f(o'''nosa'1us GRESSITT, holotype male; 2, Same Species,
female; 3, C kusamat sp nov., holotype male; 4, same, allotype female.
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between the second and third black bands, and also with three yellow bands, of which
a linear oblique one is along the anterior margin of the second black band, a moderate
oblique band on the posterior part of the third black band reaching the sutural margin,
and also a moderate band at apical ninth. Ventral surface densely clothed with long
recumbent pale hairs, and partially with yellow pubescence at the sides of mesosternum
and o n the posterior margins of abdominal sternites 1-2, though sometimes with
fairly vague ones on the sternites 3-4of the latter.

Head rather large, HW/PA 1.06-1.09 (M 1.07), strongly decl ivous in front,
coarsely and rather deeply rugose throughout; frons almost as wide as long, sinuately
and moderately dil ated anteriorly, slightly impressed, with a median longitudinal
carina broadest near the middle and not reaching the anterior and posterior margins;
clypeus relatively large, slightly transverse, smooth though provided with a few coarse
punctures near base; vertex flattened, with antennal cavities each separated by four-
elevenths the maximum width of head;occiput moderately convex posteriorly; genae
large, four-「ifths to nine-tenths the depth of lower eye-lobes; eyes distinctly prominent;
a n te n n ae long and relatively slender, reaching slightly behi nd basal three-tenths
(male) or two-ninths (female) of elytra, moderately thickened distally, scape weakly
clavate, not so thickened, one and one-tenth the length of segment 3, segments3 and
4 weakly thickened apically, segment 5 strongly dilated apically and about twice as
long as wide, terminal segment distinctly longer than segment 10 and bluntly pointed
apically.

Prono tum m oderate and fairly transverse, widest at middle, moderately con-
tracted in base and rather weakly so in apex; PL/PA t 27-1.36 (M I 31), PL/PW
0.95_1.01 (M 0.99), PB/PA 0.91-1.00 (M 0.96), PB/EW 0.61-0.64 (M 0.63); sides
obliquely dilated in a short distance from apex, weakly arcuate to middle, then ar-
cuately and rather strongly attenuate to basal eighth and almost parallel to basal

angles; apex gently arcuate and moderately truncate; disc strongly convex, with slight
impressions on sides near the middle, densely and rather finely rugose throughout.
Scutellum rather small and flattened.

Elytra moderate in length, gradually attenuate towards apices, EL/EW2.61-2.81
(M 2.73); sides moderately rounded at humeri, gradually attenuate to slightly before
basal fourth, then gently attenuate and arcuate to near apical sixth, and then mod-
erately and arcuately attenuate towards apices, which are arcuately rounded; disc
weakly convex, moderately raised near scutellum, coarsely and closely punctured.

Prosternum moderately convex, coarsely rugose, with presternal process strongly
produced ventrad. Mesosternum coarsely rugose, with mesosterna1 process strongly
vertical along median l ine. Metasternum coarsely punctured and rather densely
provided with moderate scales. Abdomen coarsely and rather closely punctured.

Legs rather long and stout; length of hind tibia and femur combined 1.19 (male)
or 1.00-1.03 (female) times as long as elytra; hind femur moderately compressed, and
weakly swollen in apical half.

Male genital organ relatively small and heavily sclerotized. Median lobe a lit tle
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10
Figs. 5-10. Male genital organs of Cy''toclytus spp. - 5-7, C f(or,nosanus GREsslTT; 8-10,

C kusa'nai sp nov ; 5, 8, apical part of median lobe, dorsal aspect; 6, 9, median lobe,
lateral aspect ; 7, 10, tegmen, dorso-latera1 aspect.

less than one-fifth the length of elytra, slightly arcuate, rather broad, distinctly ex-
posing the apical portion of ventral plate in dorsal aspect; ventral plate triangularly
pointed apically and blunt at the extremity, weakly and arcuately produced ventrad
near apex; dorsal plate relatively thickened, with dorsal margin moderately arcuate
throughout, and with sides subparalle1 near the middle, and then weakly emarginate
and attenuate towards the rounded apex. Tegmen about three-fourths the length of
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median lobe; paramere rather slender, about three-fourths the length of tegmen, With
the apjcal two lobes rather short and slightly produced outwards, each provided With
five or six very long terminal setae.

Body length:13.7-15 . 7 mm.
specjme,Is e)ca,ruled. 1 male (holotype), Numanohira (2,255 m in alt) on Mt.

A-11 Shan, Chiai Prefecture of Taiwan, 3. VI. 1932, J. L. GRESSITT leg. (CAS); 1
female, near Meifeng (2,100m in alt) in Jenai County, Nantou Prefecture, 20. V.
lg76, T. SHIMoMURAleg. (TN);1 female, Shenmu(2,200 m in alt ) in HSiulin County,
Hwalien Prefecture, 8. V. 1977, S. SAITo leg. (TN).

Dist ri'bution. Taiwan.
Not,e.s. All known locality of C formosanus, Numanohira on Mt. A-11 Shan

(type locality!), Meifeng on the southwestern ridge of the Hohuanshan Mountains
and Shenmu of Hwalien prefecture are above2,000 m in altitude. The clytine beetle
seems very rare, since I have been able to examine only three specimens including the
holotype. Also, GREsslTT (1951) has recorded two specimens from Chushinron near
Pull City, but it is not known if they are actually C. formosanus or not.

In the original description, the type was said to be an unique female, but Was
acutua11y a male specimen, and I made the description and illustration of male 9enita1
organ based on the holotype.

Cyrtoclytuskusamai sp n o v .

(Figs 3-4, 8-10)

Cy1・toclytusfiorlnosa,1us: TAKEDA et a/.,1976, Sayabane, Tokyo, (2), p 9, fl9. 22

Clearly different from the preceding species, C formosa'1us, though resemblin9
jn the coloration and pubescent maculation. Large species with rather voluminous
fore body and stout legs. Colour almost as in C. fto,n1osa,uls though more reddish in
general; elytra reddish brown to dark yellowish brown, each decorated with th「ee

black bands as in C tol・lnosanus, though the basal one is sometimes absent, and the
second linear one is narrower and meeting the basal one at the external margin. Hal「S

almost as jn C fjo,・mosanus except for the following points: pronotum densely Clothed
wjth golden brown recumbent pubescence, hardly with erect hairs; yellow pubescence
on elytra and ventral surface paler in coloration; abdominal sternites3-5 unite「mly
with dark yellowish brown pubescence.

Head fairly large, HW/PA t .02-1 .08 (M I .05), strongly declivous in front, coa「Sely
and deeply rugose throughout; frons slightly wider than long, FL/FA 0.88-0.96

(M 0.92), slightly and arcuately dilated anteriorly, moderately impressed, with a
medi an longitudinal carina distinctly raised, reaching the anterior and POSte「iO「
margins, though the carina is sometimes divergent at the fork in basal four-fifths in
male specimens; clypeus relatively large and transverse, almost smooth; vertex mod-
erately raised at sides, with antennal cavities each separated by about one-thi「d the
maxjmum wjdth of head;occiput strongly convex posteriorly; genae large, four-fifths
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to eleven-twelfths the depth of lower eye-lobes; eyes strongly prominent; antennae
moderate in length and stout, reaching basal one-fourth (male) or one-fifth (female)
of elytra, rather distinctly thickened distally, scape moderately clavate and weakly
arcuate, one and two-thir teenths the length of segment 3, segments 3 and 4 rather
strongly thickened apically, segment 5 strongly dilated apically and about 15 times
as long as wide, terminal segment distinct ly longer than the preceding segment, bluntly
pointed apically.

Pronotum relatively large and transverse though usually slightly elongate, widest
just before the middle, moderately contracted in base and weakly so in apex; PL/PA
1.28-1.46 (M I 37), PL/PW 1.05-1.10 (M 1.07), PB/PA 0.90-1.00 (M 0.96), PB/EW
0.63-0.68 (M 0.67); sides obliquely dilated to apical eighth, weakly arcuate at a level
between apical one-eighth and basal fifth, then roundly attenuate to a short distance
from base (though arcuately rounded throughout in a female paratype), and then
subparallel to basal angles; apex arcuately rounded and distinctly marginate; disc
distinctly convex, usually vertical behind middle, with slight impressions on sides
near the middle, more finely rugose than on head. Scutellum rather small, usually
c o n c a v e .

Elytra fairly elongate, slightly sinuate and attenuate towards apices, EL/EW
2.73-3.05 (M 2.88), sides moderately rounded at humeri, gradually attenuate to basal
two-ninths, slightly and arcuately emarginate at a level between basal two-ninths and
apical third, then slightly rounded and attenuate to subtruncate apices; disc weakly
convex, moderately raised near scutellum, coarsely and closely punctured.

Prosternum fairly short and moderately vertical, coarsely rugose, with presternal
process strongly produced ventrad. M esos ter nu m microsculptured n e a r base, with
mesosternal process strongly vertical along median line, finely reticulate. Metasternum
coarsely and rugosely punctured. Abdomen moderately scattered with small punc-
t u r es .

Legs long and stout; the length of hind tibia and femur combined 1 .11-1.18 (male)
cr t .05 (female) times as long as elytra; hind femur moderately compressed, moderately
swollen in apical half.

Male genital organ moderate and heavily sclerotized. Median lobe a little more
than one-fi fth the length of elytra, thick and stout, moderately arcuate, slightly ex-
posing the apex of ventral plate in dorsal aspect; ventral plate with sides gradually
narrowed to slightly before apex, then arcuate and triangularly pointed to the narrow
extremity; dorsal plate fairly thick, hardly exposing the ventral one in profile, with
sides arcuately attenuate to near apex, which is bisinuately and weakly rounded.
Tegmen a little more than three-fourths the length of median lobe, fairly broad in the
ring part, weakly convex at middle; paramere slender and elongate, about two-fifths
the length of tegmen, with the apical two lobes elongate, a1omost parallel-sided, each
provided with five long terminal setae.

Body length: 14.8-18.1 mm.
Type set・1es. Holotype: male, Lushan (about 1,000m in alt ) in Jenai County,
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Nantou Prefecture of Taiwan,2. V. 1977, Y. KoMIYAleg. (NSMT). Allotype: female,
same locality and collector as the holotype, 9. V. 1977 (NSMT). Paratypes: l male,
same locality and collector as the preceding, 5. V. 1977 (TN); 1 male, 1 female, same
locality as the preceding, 22. IV. 1973, K. MATsuDA leg. (HA); 1 male, Sulin (about
1,000m in alt ) in Fushin County, Taoyuan Prefecture, 27. IV.1981, Y. IzuMo leg. (YI).

i )istribution. Taiwan.
Notes. As was already pointed out in the introduction of this paper, C kusa,nai

may have some relationship with the preceding species, C. formosanus. Though very
similar in the coloration and pubescent maculation, this new species has fairly large
and robust body form as compared with C. fto,mosa11us, and is provided with rather
strongly expanded prothorax, elongate elytra and stouter appendages. One of the
pronounced difference is seen in male genital organ. I ts median lobe is stouter and
thicker than that of C. f(ormosa,1us, with the dorsal plate not so distinctly shorter than
the ventral one as in C f,ormosanus. The tegmen o f C kusa,nal is fairly broad, and
the apical two lobes of paramere are elongate and almost parallel-sided.

One o f t he known local ities o f C kusa,nal, Lushan in central Taiwan, is about
1,000m in altitude, lying to the northwest of Mt. Nangkao-shan.   At the locality,
this clytine beetle usually comes flying to the freshly cut trunks of a broadleaved tree
on clear midday. Another locality, Sulin in northern Taiwan, lies at the foot of Mt.
Lalashan. Cyrtoclytus kusa,nai seems to be a species occurring on lower mountains,
and was altitudinally segregated from C f、(ormosa,1us.

摘 要

新里達也: タイワンキスジトラ力 ミキリとその近縁種. - Cyrtoclytus formosanus GREsslTT,
l933 タイヮンキスジトラカミキリは, 台湾中部阿里山の高地で採集された1 個体により新種として発
表された種で, 原記載以降はMIToNo(1940) やGREssITT (1951), CHANG (1976) らによって再記録
あるいは図示されている.  これまで台湾のCyrtoctytus属のトラカミキリは, 本種のみが知られてい
ただけであったが, 近年になって,  同島から採集される  C formosanus とされる標本のなかには,
色彩と毛斑のパタンがきわめてよく似ている2 種が混在していることが判ってきた.  この両種は台湾
の山岳地帯に生患するが, 体長が平均して小さく, 触角と岐がより細く ,  翅鞘端部に黄色の明瞭な毛
斑をもつ極は2,000 m以上の高山帯に, 体長が平均して大きく , 触角と肢がより太く, 翅軸端部には
まばらに明黄色の毛を散らす種は 1 ,000 m 前後の中山帯にみられ,  分布を違えている.  生息地の標
高や翅率?の毛]班パタンのわずかな述いから, 高山帯の種が真の C formosanus ではないかと考えら
れていたが, この推測はタイプ標本を検することにより実証された. 一方.  中山帯の種は本属の既知
種とも異なり, 新種と考えられるので, C kusamai sp n o v . ミヤーマキスジトラカミキリ (和名新称)
としてここで記載した.
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each other and stabi lized (Fig. 1 F)
Apex of each elytron with a long spine at the outer angle . . . . . . . . . .
Apex of each elytron with a somewhat short spine at the outer angle

Elytra with erect or inclined long black hai rs and dense and fine black pubescence

Elyt ra with erect or incl ined short gray hairs and dense gray pubescence

Hi roshi MAKIHARA

ll●

C. c/lie,・ospi/a cit io,・ospl'/a

G. c・/11orospilahac/1ijonls

Spec. Bull. Jpn. Soc. Coleoptero1., (3) : 142-154, June 15, 1988

A Study on the Group of (ilenea ch1orosp11a in Japan
- Studies on Cerambycidae(Coleoptera) of Japan(7) -

Tohoku Branch, Forestry and Forest Products Research Institute,
Shimo-kuriyagawa, Morioka, Iwate, 020-01 Japan

A bst r act A study was made on the species-group of Gle,lea chic,・ospiia, which
consists of two species and three subspecies in Japan. These are (:l ie,1ea kusa,nat sp
n o v from M iyako Is. of the Ryukyus, and G elite,・ospila GAHAN, the latter of which
is classified into the nominotypica1 subspecies from Shikoku, Kyushu and the Ohsumi
and the Amami Isis., G e. /Ia(hijo'11s MATsUMURA et MATSUSHITA, stat nov., from
the Tokara and the Izu Isis., and (:1. (・. okina、、,e,Isis subsp n o v from Okinawa Is. of
the Ryukyus.

W ith the exception o f t hose belonging t o the c/110,・osp11a species-group,  the
Japanese species of the genus Glenea c a n be easily classified, since most of them
are beautifully colored, not so smal l in size and n ot so var iable geographically.
However, Glenea c/lie,・osp1/a and its relatives pose a difficult taxonomic problem due
to high geographical variabilities, and their classification has been confused up to the
present. I n the present paper, I will try t o describe their geographical variation in
some detail, based upon many specimens collected from various localities of Japan.

The abbreviations of the type depositories used in the present paper are as fol-
lows: BMN H - British Museum (Natural History), London; HOK KAIDO - Ento-
mological Laboratory, Faculty of Agriculture, Hokkaido University, Sapporo City;
NODAI - Laboratory of Entomology, Tokyo University of Agriculture, Tokyo.

Key to the Species of the Glenea ch1orospila Species-group from Japan
Each apex of elytra with a long (Fig. 1A -D) or somewhat short (Fig. 1E) spine at the outer angle;
presternal process small (Fig 2B) in male; mesosterna1 process narrow (Fig 2C) in male; apex
of median lobe of male genital ia sharply pointed (Fig 2A)
Each apex of elytra with a short spine at the outer angle (Fig. 1 F); presternal process large in
male (Fig 2B') ; mesosterna1 process wide in male (Fig 2C'); apex of median lobe of male geni-
talia not so sharply pointed (Fig 2A '); the outer three markings on each elytron conjointed

G kusa,nai sp n ov.
. . 3

G. chief・osptla okina、、・e,1sis subsp n o v
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Fig 1 Geographical varjatjons of elytra1 markin9S. - A: TOka「a ISIS' '  B: IZu lSIS'' C

Amam1_0shjma Is., D: Kikai Is., E:Okinawa IS・, F: Miyako IS・

B

Fl 2 Apex of median lobe (A, A,), presternal process(B, B', in male) and meSOStemal
9

process(c c, In male) _ A, B, c c/enea c/1/orospi/a c'1'orosPi/a f「om YakuShimalS・
_ A,, B,, c : c,. kusa,naisp n o v . Scales : 1 mm・
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Glenea kusamai sp n o v

[Japanese name: Miyako-ruriboshi-kamikiri]
(Figs. 1F, 2A'-C',3H)

c,e,lea(c,e,lea) c/1/o,.ospj/a subsp: KusAMA& TAKAKuwA,1984, Lon9iC・ Beetl・ Japan Col・' P'529'
pl 91, fig 640e, f.
Body black; pa1pl and tarsal claws light reddish brown, trochante「S and apex

of 7th abdominal sternjte reddish brown. Head decorated With a Wide Ion9itudinal
stripe, which consists of silverly green hairs like scales,on occiput・ P「onOtum With

three1ongltudjna1 strjpes, which consist of the hairs of the Same Colo「 and Shape as
above one stripe Is on the mjddle and two are at the late「al Sides・ Each elyt「on
decorated with seven pubescent markings, which consist of the hai「S Same Colo「ed as

Fig 3. G1e,lea c11lorospf/a specjes-group, females. - A: 0 /enea Cit!o''oSPl ia 'lao川y - 'o ' ' u'' '

Hachl1o Is of Izu Isis.   B_E: G. chlorospila c/11olospila from CaPeSata of Kyushu(B)'Kurosh1mals.of Kagoshima prof. (C), Amami-0shima IS・ (D), 0kinOe「abu IS・ (E)' -
F G: G c/,10,ospjla okjna,ve,,sjs subsp n o v from the northern part(F) and the SOuthe「n
pari (G)of Okinawa Is. - H: G kuSa'nai SP・ nov・
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Fig 4. Population range diagrams showing in relative length of antennae of the size of body
for each locality. Means are represented by horizontal lines, range by bars and S. D by
closed (in male) or open (in female) rectangles

above: lateral three markings, which are conjointed each other, from near humeri to
apical 1/3, middle three markings from base to apical l/2, and a sutural long marking,
which is wide at apex, from base to apex.

Head wider than prothorax(in male) or as wide as prothorax(in female), coarsely
punctured, with sparse erect long black hairs and dense prostrate black pubescence;
vertex with sparse prostrate silverly green or blue pubescence and scales; genae with
dense same pubescence and sclaes as on ver tex . Antennae closely correlated in
length to the size of body (Fig 5); antennae 140-1.51 (in male) cr t 21-1.28 (in
female) times as long as body (Fig 4) ; relative lengths of antennal segments (%) -
10.0: 1.3: 15.1 : 10.0: 10.0 : 9.7: 9.7: 9.0: 8.7: 7.7: 8.7 (in male) or  10.4: 1.9:14.2:
11.2: 10.4 : 9.7 : 9.7: 9.0 : 8.6: 7.5: 7.5 (in female); 1st to 11th segments with dense
prostrate blackish brown pubescence; 1st to7th segments with sparse suberect1ong
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b1ackjsh brown hairs on ventral sides; apices of 3rd to loth segments with a few e「cot
long blackjsh brown hairs on ventral sides;1st to3rd segments with sparse Prostrate
greenish blue pubescence on ventral sides.

prono tum 1.0 (in male) or 1.17 (in female) times as long as broad, somewhat
coarsely and deeply punctured, with sparse erect long brown hairs and dense ProSt「ate
black pubescence; presternal stripe narrow(in male)or wide(in female)on the middle
(Fig 6).

scutellum trapezjform, with dense prostrate silverly green pubescence and Scales
(except near apex and on lateral sides); apex with dense prostrate black pubescence;
lateral sides fringed with dense yellowish brown pubescence.

Elytra about2.4 (in male)or2.0(in female) times as long as broad, with rOu9h
punctures, which become weaker towards apex; humeri developed and wide; each apex
slightly concave, with a short spine at the outer angle; disk with dense Prostrate
blackjsh brown pubescence and sparse suberect, somewhat long brown hai「S.

ventral side with dense prostrate silverly blue and brown pubescence, and with
sparse suberect brown hairs; pro- and mesosterna1 processes well developed and wide.

Legs slender; femora with sparse inclined long whitish yellow hairs and with

sparse prostrate short yellow hairs; tibiae with dense prostrate brown hairs, Which
become longer towards apices; tarsi with sparse inclined blackish brown setae like
hairs and with dense prostrate blackish brown pubescence on dorsal sides.

Male genitalia somewhat stout, 2.5 mm in length; median lobe with somewhat
short medjan struts; ventral edge of median orifice strongly projected; tegmen With
roof and long basal piece; lateral lobes with sparse long setae on apical parts(Fi9.7).

Body length:8.6-10.5 mm(male); 11.0-13.0 mm(female).
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Fig 6. Population range diagrams showing in relative width of pronotal band to pronotum
for each locality. Means are represented by horizontal lines, range by bars and S.D by
closed (in male) or open (in female) rectangles.

Host plants. Living leaves of Ampe1opsis bre、,l'pedunculata TRAuTv. var. hancei
REHD., Vitaceae(adult); Gracinia sube11iptica MERR., Guttiferae(larva).

Dist ribution. Southern part of Miyako Is. of the Ryukyus.
Typematerta1. Holotype (Type No 2652, Kyushu University), Uinpia, southern

part of Miyako Is. of the Ryukyus, 30. v. 1975, H. MAKIHARA leg. Paratypes: 1 ,

same locality as the holotype, 14. vi. 1972, M. HAYAsHI leg ; 2 , same locality and
collector as the holotype, 28. vi. 1974; 8 2 , same locality and col lector as the
holotype, 30. v. 1975; 6 4 , same locality and collector as the holotype, 31. v.
1975.

Type depository. The holotype is preserved in the collection of the Entomological
Laboratory, Faculty of Agriculture, Kyushu University; paratypes are in the private
collection of the author.

This new species is similar and related to G. ch1orospila GAHAN, l897, but dis-
tinguishable from it by the following characters:

Glenea ch1orospila: each apex of elytra with a long or somewhat short spine at the
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MEDIAN LOBE LATERAL LOBES AND TEGMEN
Fig 7. Male genital ia of (i lenea kusa,nai sp n o v.

l 'lit ta

outer angle; pro- and mesosternal processes small and narrow in male; variability of
elytra1 markings is high.

Glelleakusamai sp nov. : each apex of elytra with a short spine at the outer angle;
pro- and mesosternal processes large and wide in male; variability of elytral markings
is low.

Gle'tea chlorospilla ch1orospila GAHAN
[Japanese name: Ryukyu-ruriboshi-kamikiri]

(Figs. 1C-D, 2A -C,3A-E)

Gle,lea eh1orosjlila GAHAN, 1897, Annis. Mag nat. Hist., (6), 19 : 488 (0shima, Loo-Choc Archipelago,
Japan, 1895: BMNH).

Gletlea (s. str ) chic,ospila: AuRlv1LLIUs, l923, Coleopt Cat., (74): 499.
Gle,tea (s. str ) chic,・ospila ssp. chic,・ospila: BREuNING,1956, Ent. Arb. Mus. Frey, 7 : 810.
Gle,lea (Glenea) chic,・ospilach1o,・ospila: KusAMA& TAKAKuwA, 1984, Longic. Beet1. Japan Col., p.

529, pl 91, figs 640, 640a-c.

Body black. Head decorated with greenish golden yellow or golden yellow short
hai rs l ike scales on occiput. Pronotum with three longitudinal stripes, which are
colored as in occiput. Each elytron decorated with seven pubescent markings, which
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are colored as above: lateral three markings, which are usually small but sometimes
conjointed each other (Kikaij ima Is.-type including specimens of Kuroshima Is),
from near humeri to apical 1/3, middle three markings, which are very small (Amami-
Oshima Is.-type, Fig.1c), or somewhat small (Yakushima Is.-type including specimens
of Shikoku, Kyushu, Tanegashima Is., Tokunoshima Is and Okinoerabu Is ) or
somewhat large (Kikaijima Is.-type including specimens of Kuroshima Is., Fig. lD)
from base to apical 1/2, a sutural long marking, which is narrow (Amami-0shima
Is.-type)or somewhat wide(another localities) from base to apex.

Head coarsely punctured, with erect long black hairs and with b luish golden
yellow pubescence on frons and genae. Antennal length is closely related to body
(Fig 5); antennae short (Yakushima Is. & Kikaij iam Is) or somewhat longer (Fig 4),
relative length of antennae to body of the former l 351±0.015 (in male, Yakushima
Is ), 1.361士0.031 (in male, Kikaij ima Is ), 1.170士0.016 (in female, Yakushima Is )
and 1210士0.043 (in female, Kikaijima Is), the latter 135-1.46 (in male) cr t22-
1.31 (in female).

Pronotum with a longitudinal narrow (Amami-0shima Is.-type) or somewhat
wide (other localities) stripe on the middle (Fig 6), relative width of the pronotal
stripe to pronotum of the former 0.200士0.01 (in male) or 0.281±0.034 (in female),
and the latter 0.25-0.32 (in male) or 0.25-0.37 (in female).

Each elytron with a long spine at the outer angle; disk with dense prostrate short
pubescence.

Presternal process small and mesosterna1 process narrow in male(Fig 2B, C).
Apex of median lobe of male genitalia sharply pointed.
Body length: 9. - 1.5 mm(male),10.7- l3.9 mm(female).
Host plants. Living leaves of Rubus sl'eboldii BLUME, Rosaceae, Ampe1opsl's

bro、ppedunculata TRAUTv., A bro、,lpedunculata TRAUTv. var. hallcei REHD., Vitaceae
(adult); Casta11opslscuspidata SCHOTTKY var. Sieboldii NAKA1, Fagaceae(Ia「Va).

Dist ribution. Shikoku, Kyushu, Tanegashima Is., Yakushima Is., Kuroshima Is.
of Kagoshima Pref., Amami-0shima Is., Kikaij ima Is., Tokunoshima Is and Okino-
erabu Is.

Specimens ex・amlned. Kagoshima Prof. (Mt. Takakuma, l 2 , 10. vi i i916,
G. 0KAJIMA leg ; 1 2 , same locality and collector as above, 10. vi. 1917; Cape
Sata, 2 3 , 29. v.1952, T. EsAKI & Y. HIRsAHIMA leg ; Cape Sata, 1 , 24. vi. 1957,
H. KAMIYA leg ; Cape Sata, l , 30. v. l967, H. SATOH leg ; Cape Sata, l , l . Vi.
1968, H. MAKIHARA leg ; Cape Sata, 1 , 28. vii i972, S. NAoMI leg); Yakushima
Is. (Ambo-Kosugidani, 1 , 29. vii i929, H. HoRI leg ; Ambo, 1 9, 4. viii. 1929, H.
HoRl leg ; 0noaida, l , 7. vi. 1969, H. MAKIHARA leg ; Shiratani, 1 , 21. vii i973,
K. UEDA & M. TAKAGl leg ; 0kawarindo, 4 6 , 28. vil.- 1. viii. 1975, H. MAKI-
HARA leg ; Shiratani, 2 7 , 19-21. vil. 1976, S. NAoMI leg ); Tanegashima Is.
(0geri, 1 , 24. v. l984, K. MoRI leg); Kuroshima Is. of Kagoshima Pref. (0gora,
l 3 , 23-25. vi i i975, H. MAKIHARA leg); Amami-0shima Is. (Nishinakama,
14 5 , 1-7. vi. 1970, H. MAK田ARA leg ; Ashikebu, 3 2 , 9. vi. 1970, H. MAKI-
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H AR A leg ; Yuwan, 1 , 18. v. 1972, Y. YosHIYAsU leg ; Nishinakama, 1 3 ,

23-25. v. l973, H. MAKIHARA leg ; 1 , same locality and collector as above, 26. V.
1976; 3 , same locality and collector as above, 24-26. v. l978); Kikaij ima Is. (3
2 , 20. v. l973, H. MAKIHARA leg); Tokunoshima Is. (Mikyo, 1 , 29. vi i i. 1987,
W. MITsUHAsHl leg); 0kinoerabu Is. (Wadomari, 1 i , 2-5. vii i974, H. MAKI-
HARA leg).

(;jletlea chic,ospil,a hachifonis MATsUMURA et MATSUSHITA, Stat nov
[Japanese name: Hachijo-ruriboshi-kamikiri]

(Figs. 1A, B, 3A)

(,/enea /1ac/1ijonls MATsUMURA et MATSUSHITA, 1933, Ins. matsum., 7: 110 (.:), IS. HaChijo: HOK-
KAIDO) .

Gle,lea c/110,・ospila l'zta',lsu/a,・Is UMEYA et FUJIMURA, 1954, Kontyu, Tokyo, 22: 13, Fig. 1 (つ, IS. IZ u-

Hachijo, June5, l951 : NODAI).
G/e,lea c/lie,・ospila GAHANvar. hunle,-olineata HAYAsHl, 1956,  Bull. 0saka munic. Mus nat. Hist.,

(9): 19, pl 5, fig 2 (Is. Nakanoshima, Tokara Isis ).
G/e,lea chic,・ospila m hayashii OHBAYAsHl, 1963, Fragm. coleopt.. (3): 12 (nom nov. pro. /1- Ie''o-

1itleata HAYAsHl, l956).
Gle,lea c/!101・osp1'/a c/1/o,・osp1'Ia: KUsAMA et TAKAKUwA, 1984, Longic. Beetl. Japan Col., p 529, pl.

91 figs 640, 640a, b).

Antennal length is closely related to body (Fig. 5); antennae long (Tokara Isis.,
Fig 4) or somewhat shorter (Izu Isis., Fig 4), relative length of antennae to body of
the former l 434士0.019 (in male) cr t 247 - 0.021 (in female), and the latter 1367=
0.011 (in male) cr t 225士0.016 (in female).

Pronotum with a longitudinal wide (Tokara Isis.-type) or somewhat narrow (Izu
IsIs.-type) stripe on the middle (Fig 6), relative width of this stripe to pronotum of
the former 0.283±0.019 (in male) or 0.342士0.035 (in female), and the latter 0.271 士
0.028 (in male) or 0.200士0.018 (in female).

Each elytron with seven markings; the outer three markings sometimes conjointed
each other, the middle one widely facing inside; middle one of the inner three mark-
ings large (Tokara Isis.-type, Fig. 1A) or long (Izu Isis.-type, Fig. lB). Elytra with
inc!ined short gray hairs and with very short gray pubescence.

Body length: 7.5-10.0 mm (male), 9.6-12.5 mm (female).
Host plants. Living leaves of A,npe1opsis b,・e、、lpedu11(、ulata TRAUTv., Vitaceae,

yet,・angea spp., Saxifragaceae (adult); Casta'lops's ct'splefa「a SCHOTTKY var. Sfe0o/f/l''
NAKAl, Fagaceae (larva).

Di'st r1'butlot1. Tokara Isis and Izu Isis. (excluding Kozu Is ).
Specimens exa,nlned. Tokara Isis. (Kuchinoshima Is., 3 , 26. vi. -3. v ii i969,

H. MAKIHARA leg ; Nakanoshima Is., 9 7 , 24-26. vi. 1973, H. MAK田ARA leg ;
1 , 7. vii i974, J.0KUMAleg;1 , 20. vii i975, H. MAKIHARAleg ); Izu Isis. (Miyake
Is. - Tairo, 1 , 26. vi. 1975, J. 0KuMA leg ; Mikura Is. -Sato, 1 2 , 1. vi i i975,
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J. OKUMAleg. ; 1 1 , 1 . vi. 1973, Y.0BATAleg. ; Hachijo Is.-0kago-Fuji, l , 26. V.
1964, Y. HIRAsHIMA et M. SHIGA leg ; Kamogawa, 1 , 27. V. 1964, Same Co1leCtO「
as above; Sueyoshi, 1 1 , 28. v. 1964, same collector as above; 0kago-Sokodo,
2 , 5. vi. 1964, same collector as above).

This subspecies is very sim i lar to individuals of G. ch1orospila chic'ospila in
Kuroshima Is and Kikaijima Is., but differs from them in having the elytra with
inclined short gray hairs and very short gray pubescence.

(;ilenea chlorospila okinawensis subsp n o v .

[Japanese name: Okinawa-ruriboshi-kamikiri]
(Figs. 1E, 3F, G)

G/e,lea ch1orospila: MATSUSHITA,1933, J. Fac. Agric. Hokkaido imp. Univ.,34: 411.
Gle,lea (s. str ) ch1orospila: MIToNo,1940, Cat. coleopt. japon., (8): 207.
Glet!ea (Glenea) c1l1o,ospila c・hie,ospila: KUsAMA & TAKAKUwA, 1984, LongiC. Beetl. Japan Col.,

p 529, pl 91, fig 640d.

Antenna closely correlated in length to the size of body (Fig 5); relative length
of antennae to body 142-1.46 (in male) cr t .259士0.019 (in female).

Pronotum with a wide longitudinal stripe on the middle (Fig 6), relative width
of pronota1 stripe to pronotum 0.33 (in male)or 0.356士0.038 (in female).

Each elytron with seven markings, which are small (northern part-type) or some-
what large (southern part-type, Fig. 1E); disk with dirty gray pubescence including
seven markings; apical spine of the outer angle short.

Body length: 8.7-8.9 mm(male), 10.3-l2.3 mm (female).
os f fanfs. Living leaves of 'npe/ops's l'e1''pedt″Ia '/afa TRAUTV., Var. a nc ei

REHD., Vitaceae (adult); unknown (larva).
Dilstri bution. Okinawa Is. of the Ryukyus.
Type materials. Holotype (Type no 2653, Kyushu University), Kudeken,

Okinawa Is. of the Ryukyus, 22. v. 1974, H. MAKIHARA leg. Paratypes: 2 , Yona,
Okjnawa Is., 12- l7. vi. l970, H. MAKIHARA leg ; l 2 , same data as the holotype;
1 , Yona, Okinawa Is., 30. vi. 1976, H. MAKIHARA leg ; 1 , 0 ku, Okinawa Is.,
16. v. 1978, H. MAKIHARA leg ; 1 , Kudeken, Okinawa Is., 20. iv. 1979, H. MAK「一
HARA leg.

Typedeposl'tory. The holotype is preserved in the collection of the Entomological
Laboratory, Faculty of Agriculture, Kyushu University; paratypes are in the private
collection o f the author.

This new subspecies is very similar to G. c/11o1ospila ch1olospila and G. ch1orospila
/1achjJ'.onjs, but differs from them in the characteristic apex of each elytron with shorter
spine at the outer angle.

D iscussion

As was described in the foregoing chapter, the species-group of Glenea ch1orospiia
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Fi9. 8. Distribution maps of Gle,lea c/lie,・osp1/a species-group. - (A), G kusa,flat and G.
e/1/o''osptla (B) and differences for variabilities of elytra1 markings (C). Closed ci rcles jn
(A) mean localities where I examined specimens. Arrows mean routes of movings.

which consists of one widespread and one localized species (Fig. 8B), shows con_
Siderable geographical variation in the markings of elytra (Fig. 1). Populations of
Gle'lea c/110''ospila occurring in such small islands or localities as the Tokara Isis., Izu
ISis., Kuroshima Is., Kikaijima Is and the southern part of Okinawa Is., are charac_
terized by having large variable markings on elytra(Fig. 1A, B, D). The variability
iS especially pronounced in the populations distributed to the Tokara Isis and the Izu
ISis. (Figs. 1A, B, 8C). On the contrary, the populations occurring in such larger
islands or localities as Shikoku, Kyushu, Tanegashima, Yakushima, Amami-0shima
Is., Tokunoshima Is., 0kinoerabu Is and northern part of Okinawa Is are charac-
terized by having small stable markings on elytra, and the stability is particularly high
in the population of Amami-0shima Is. (Fig. 1C).
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From these facts, it can be surmised that the population of Amami-0shima Is.
is ancestral in this species-group.

Coleopterous borers including the Cerambycidae and Curculionidae, can move
or disperse with development of forests and with the logs dri価ng on ocean currents.
Around the distributional areas of this species-group, there flows the Black Current,
whose strong streaming carries many vegetable materials. It is therefore very probable
that the cerambycids of this group can disperse with logs by the Black Current. Thus,
the routes of dispersal of the populations occurring in the Tokara Isis., Izu Isis.,
Kuroshima Is., Kikaijima Is and the southern part of Okinawa Is., can be surmjsed
as follows:

Amami-0shima Is. →Tokara Isis. → Izu Isis.
、Kikaijima Is.

Tanegashima Is. & Yakushima Is. →Kuroshima Is.
Northern part of Okinawa Is. →Southern part of Okinawa Is.

I cannot determine the derivation of Gle,1eak1lsamal sp nov. occurring on Miyako Is.
It should be an interesting subject to analyse more intensively the zoogeography

of this species-group of cerambycid beetles. However, as the available data are not
yet satisfactory, I have refrained from going into further discussion. The subject wjl1
be taken up again sometime in the future.
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摘 要

原 寛: 日本のリュウキュウルリポシカミキリ細fT の研究. - リュウキュウルリポシカミキリ
Gtenea ch1orosPita GAHANは, 宮古島から九州南部,  四国南部と伊豆語島に分布し,  上 のf?l絞に
変異が多いことで.i'名であるが,  これまでその変異性の解析はなされたことがなかった.
者はこのたび,  各地域の多数の個体を;調べる機会を持ち,  上翅の斑紋やその他の形質について地

理的変異性の解析を試みた.  その結果,  リュウキュウルリポシカミキリは1 種として扱うより,  1 極
辞として取り扱うべきものとの結論に達し, 下記のように2 極3 亜種に分類整理した.

1・ Gtenea Ch10rOSpila chtorospita GAHAN リュウキュウルリポシカ ミキリ : 四国南部, 九州南部,
種子島, 屋久島, 黒島 (鹿児島県), 奄美大島, 喜界島, 徳之島, 沖之永良部島.

1'・  G・ ChtO「0Spita haChiJ0'us MATSUMURA et MATSUSHITAハチジョウルリポシカミキリ:  トカ
ラ列島, 伊豆諸島.

1″. G. ch10rospila Okinawensis subsp nov. オキナワルリポシカミキリ : 沖細1島.
2. G kusamai sp nov.  ミヤコルリポシカミキリ : 宮古島.
さらに上 の斑紋の変異性から,  その移動経路の推定を行った.  一般に同一ﾔ羊内では変異が少なく
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安定しているものほどより原始的であるといわれている.  そしてこの力 ミキリムシの仲間は陸路だけ
でなくシイなどの估木に穿入するため, 海流に連ばれる流木とともに分布を拡げることが可能な昆虫
である.  これらのことと最近の地史を考えあわせると, その移動経路・ 方法は次のように推定される.

1fi流 減i流
電:美大島一→ トカラ列島 ' 伊豆諸島

喜界島
陸1顯i

種子島・ 屋久島 黒島
沖組島北部 ' 沖組島南部
しかし, 宮古島のミヤコルリポシカミキリが冲組島からどうような経路で分布するに至ったかにつ
いては, 現状では推定することはできなかった.
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